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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　美しい雪の夜だった。




　夜の黒と雪の白。天地の境も搔かき消すモノクロのカレイドスコープ。

　孤こ独どくで、途と方ほうもなく美しかった。静せい寂じやくの夜だった。

　何度も思い出す。あの雪は地上にばらまかれた祝福の花びらだったのか、誰だれかの涙なみだだったのか。今でもわからない。




　それでも私はこの道を引き返さないだろう。

　前を見つめ、賑にぎやかな、光射さす場所へと向かって走り続ける。

　人生って一秒たりとも待ってくれないものだから。

　制服のスカートを翻ひるがえし、弾はずみをつけて、靴くつ音おと高く、飛び込みたい。




　花はな咲さく、不思議な、この異世界！
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『泣くな、乙女おとめ。おまえが嘆なげけばきっと伊い織おりもつらかろう』

　蒸む槻きにおわす龍りゆうの神、果か食け食け様がそう言った。体たい軀くは龍というより百足むかでに似ているけれど、これは仮の姿だ。抱かかえていたひと振ふりの剣けんを腰こし帯おびに差し、私は果食食様のヒヒ顔を撫なでた。長い髭ひげが心地ここちよさそうにそよぐ。

『我ら神々も、移り行く世を受け入れねばならぬのだろう。悲ひ哀あいを繰くり返し、喪そう失しつを繰り返し、なあ乙女、前へ前へと進まねば』

　果食食様は優やさしく告げると、かさかさと音を立てながら私を中心にして一周し、宙へ飛び上がった。瘴しよう気きで汚よごれた大気の中を悠ゆう々ゆうと巡めぐる。

　短い間ぼうっとその様子を眺ながめたのち、私は地上に視線を戻もどした。蒸槻国の要である陽よう都と。そこは今、以前の優ゆう雅がさが幻まぼろしだったかのように荒こう廃はいし、悪あつ鬼きや穢けがれ主ぬしの巣そう窟くつと化していた。太陽も見えない。

　人々は病やみ、衰おとろえ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。死者も増えるばかりで都は崩ほう壊かい寸前だった。

「黄泉よみの中にいるみたい」

　自分の考えに寒気がした。周囲では争いが続いている。私を殺したがっている伊織。彼の襲しゆう撃げきを防ごうと必死に剣を振ふるう胡こ汀てい。他ほかの人たちも命いのち懸がけで戦っている。

「伊織の心に、手が届かない」

　異形の者へと変わり果てた伊織の姿に、胸が痛くなる。大事な緋ひ剣けんの一人で、胡汀の友人でもあった。優しくて、純情な人だった。

「伊織を苦痛から解放する方法は、私を殺すことだけ？」

　彼は花はな神がみの子とされる龍りゆう神じんの血を継ついでいる。穀物神である果食食様と双ふた子ごの、宇う迦か迦か様が実の父親だ。地の始まりの時代、憐あわれな花神を転生させるために龍神は首を斬きり落とした。

　私たちと敵対する俱く七な帝ていの策略で自じ我がを失った伊織の頭には、神かみ世よ同様に『花神を殺害せねば』という思いしか残っていない。

「諦あきらめたくない。伊織を取り戻したい……！」

　拳こぶしを握にぎると同時に、また涙がこぼれ落ちた。奥歯に力を入れ、嗚お咽えつを堪こらえる。

　ほしいのはこんな涙じゃなく確実な力だ。絶望を覆くつがえす力を握り締しめたい。

　宙を泳ぐ果食食様が私たちを見下ろし、厳おごそかに告げた。

『鎮しずまれ、伊織。陽ひ女め神がみを殺あやめてはならぬ』

　獣けもののように胡汀に牙きばを立てようとしている伊織へと目を向ける。私たちの当初の目的は俱七帝に捕らわれた彼を救出することだった。ところが片かたっ端ぱしから希望が踏ふみ潰つぶされるはめに。

「正気に戻れ、伊織。化け物になるな!!」

　胡こ汀ていの悲痛な訴うつたえが耳に突つき刺ささる。伊織は誰の言葉にも反応しない。早く私の首を落としたいのに次々と邪じや魔まをされ、腹を立てているようだった。苛いら立だちが滲にじむ動作で胡汀の握る剣に嚙かみ付く。自身の口が鋭するどい刃は先さきで傷つくのも構わず強ごう引いんに剣を奪うばい取り、地面に吐はき捨てる。

「伊織、やめて」

　掠かすれた声を出すのがやっとだった。足も動かない。胸に隙すき間まなく石を埋うめ込まれたみたいだ。この冷れい酷こくな運命も大岩のように重い。骨が砕くだけるほど押してもびくともしない。

「どれだけの命を捧ささげれば、願いが叶かなうの」

　戦いをやめない伊織へ腕うでを伸のばしたときだ。暗い空を滑なめらかに飛ひ翔しようしていた果か食け食け様が彼に向かって急降下した。それに気づいた伊織は、狙ねらいを胡汀から果食食様へと移した。

　果食食様は、獣じみた速さで攻こう撃げきしてくる伊織を軽く翻ほん弄ろうした。自身の百足めいた細長い胴どうをきゅっと彼の身体からだに巻き付け、動きを封ふうじる。伊織は束そく縛ばくから逃のがれようと激しく身をよじり、怒いかりのこもった雄お叫たけびを響ひびかせた。果食食様はどんなに抵抗されても、離れようとしなかった。

『神の子よ、荒あらぶるな』

　果食食様は髭の先せん端たんで伊織の口元を拭ぬぐった。愛いとおしむ仕草だった。伊織の口から溢あふれる黒い澱おりが髭を汚す。劇薬のようにじゅっと音を立てて髭の表面を溶とかした。果食食様はそれでも身を離はなさない。異形と化してしまった伊織を慈いつくしんでいる。

『女神らが、おまえを恋こいしがって呼んでいる。少しだけ、耳を澄すませ』

　その言葉に背を押される形で、私は「伊織」と名を呼んだ。声を失うまで呼べば、彼に届くだろうか？　深く息を吐き出し、そっちへふらふらと近づく。

　途と中ちゆう、くいっと衣ころもの裾すそが引っ張られる。行くな、と訴えるようなタイミングだった。

　振り向むくと、後ろに洲す沙さが立っている。十歳前後の姿を持つ聡そう明めいな滸こ楽らくの少年。

「緋ひ宮みや様、行かないで。殺されてしまう」

　今にも搔き消えそうなか弱い声を出す洲沙に、私は腰こしの剣を──フワユル髪がみの穂ほ野のさんが残した剣を渡わたした。洲沙は唇くちびるを引きつらせると、銀の輝かがやきを放つその剣を抱だきしめ俯うつむいた。

　荒い呼吸を整えながら、胡汀がこっちに近づいてくる。

「おまえたち、怪け我がはないか」

「大だい丈じよう夫ぶ、胡汀や果食食様のおかげで助かったよ」

　手の甲こうで乱暴に涙を拭い、心配そうな表情の二人に笑いかける。

　胡汀は無言で私の手を取り、伊織たちのほうに迷いなく歩き始めた。

「待って！　あの男に近づくのは危険です」

　洲沙が慌あわてた様子でついてくる。周囲はまだ少しも安全じゃない。穢けがれ主ぬしは増え続けているのに、味方の数はごくわずか。誰もが疲つかれ果てていて余よ裕ゆうがない。

　だというのに胡汀は、伊織しか見ていなかった。彼に語りかける。

「十分暴れただろう。いい加減、元に戻れ」

　果か食け食け様に動きを封じられている伊織は、目の前まで近づいた私たちに気づくと一層激しく咆ほう哮こうした。自らが吐き出した澱で汚れている顔は、はっきりと変形していた。頭部が異様に盛り上がり、長い髪も大半が抜ぬけ落ちている。歯の形や目の色、手足の関節の向きもおかしい。

　脳のう裏りに浮うかぶ笑え顔がおの伊織と、この異様な姿との落差。なにもかもが変わっている。

　涙るい腺せんが壊こわれたかのように次から次へと涙がこぼれた。

「私の声が聞こえる？」

　伊織へと指を伸ばす。瘤こぶのある額にそっと触ふれると、彼は耳が痛くなるくらいの雄叫びを上げ、死しに物もの狂ぐるいの動作で私の手に嚙み付こうとした。

「あのね。どんな姿になっても、心が失われていても、あなたは私の緋剣だよ」

　返ってくるのは獣めいた唸うなり声。私を殺害するという目的を果たせず苛いらついている。知らず知らず溜ため息いきが漏もれた。耳に届く争いの音。遠とお凪なぎさんや朝あさ火ひさん、未み不ふ嶺ねさんが戦い続けている。みずの様と兎と神がみ一族も右往左往しどおしだ。土つち老ろう人じんの鳥居から出てきたモノたちも。

　私たちのいる場所だけに、静けさが降りてきたように思えた。

「緋剣じゃなくなっても。私が緋宮じゃなくても。女神じゃなく、人じゃなくても、私たちは伊織が大事だよ」

　私の横に並んだ胡こ汀ていも腕を伸ばし、伊織の頭部に触れた。

「仕方のないやつだ。おまえは昔から頭に血が上りやすく、我を忘れるところがある」

　兄ぶった胡汀の声に、ふと頰ほおが緩ゆるむ。

「胡汀もかなり過激な性格だし、人のことは言えないと思う」

「知ち夏か？」

「な、なんでもない！　私の周りって暴君だらけだ。胡汀は言わずもがなだし、朝火さんはドＳだし未不嶺さんは王子様だし白しら雨さめさんも女王様だし、伊織だけが癒いやしで」

「知夏？」

「イエ、全員、ステキな癒やし系です……」

　笑いながらも涙なみだが止まらない。伊織は相変わらず獣めいた声を上げている、穢けがれ主ぬしは増加するばかり、陽都に満ちる瘴気もいっこうに薄うすまる気配がない……。

『護ご女じよよ、手放されよ』

　果食食様がカクリと首を左に傾かたむけ、静かにそう告げた。もう笑えなかった。

『我らの血を継ぐ龍の子を荒あら神がみにはさせたくない。どうか手放しておくれ』

「……伊織を、封じるの？」

　果食食様は答えなかった。伊織を拘束したままゆっくりと後退すると、土老人の鳥居へヒヒ顔を向ける。異なる次元への扉とびらの役割を果たす鳥居。伊織を連れていく気だ。

　私はどうしても諦められなかった。伊織を取り戻すのは本当に無理なんだろうか。

　なにか方法があってもいいんじゃないのか。

　そうじゃなければ、せめてひとつだけでも救いがなければ、もう、とても。

　溢れ出しそうな感情を抑おさえ込むため、俯いたとき。

「蒸む槻きに豊ほう穣じようと繁はん栄えいをもたらす大いなる穀物神。どうか、知ち恵えを」

　隣となりにいた胡こ汀ていが凜りん然ぜんと言葉を放ち、片かた膝ひざを地面に落とした。

「その男は自我を捨てた化け物である前に、友だった」

「胡汀」

「友を救うのに、どのような力が必要なのか。知恵を授さずけてはくれぬか」

　私は息を吞のんだ。今の胡汀は星ほし神がみと同化している状態だ。蒸槻の地や人々への執しゆう着ちやくは以前よりもずっと薄い。神々に対しては憎にくしみすら抱いだいているはず。その胡汀が伊織のために、国に実りを授ける果か食け食け様に敬意を払はらい、助力を願っている。

　どんなことをしてでも伊織を助けたいって、思ってくれている。

「果食食様！　私たちに伊織を取り戻もどさせて」

　ひび割れかけていた心に光が戻る。私は弱いけれど、胡汀や周囲の人たちがいつもいつも、全身に熱を注ぎ、鼓こ動どうを与あたえてくれる。そうやって、ここまできた。

　睨にらむような勢いで果食食様をじっと見つめる。

　果食食様は、カタリと今度は右側に首を傾けた。そのときだ。

「──緋宮!!　早く、逃にげろっ！」

　私たちの斜ななめ前方で穢けがれ主ぬしと対たい峙じしていた朝火さんが振り向き、突とつ如じよ大声を上げた。

　胡汀が表情を引き締しめて素す早ばやく立ち上がり、手のひらから再び剣けんを取り出す。護ご剣けん士しが扱あつかう特とく殊しゆな隼はや鉄てつの剣は、血を結んだ緋宮が死なない限り何度でも作り出せる。

「回かい絽ろ廷ていの者どもが来たぞ！　どうする、退たい却きやくするのか！」

　朝火さんの鋭い声に、少しのあいだ言葉を失う。

　この状じよう況きようで回絽廷が襲しゆう撃げきに？

　ちりりり、と涼すずやかな蟲むしの声が耳に届いた。回絽廷で飼われている瘴気払ばらいの蟲の声だと、そう教えてくれた穂野さんは、もういない。

　瘴気で濁にごる路みちに目を凝こらす。朝火さんの言葉通り、辻つじの向こうから揃そろいの戦せん袍ぽうを着込んだ集団が下ってくるのに気づいた。あの茜あかね色いろの装束は回絽廷側のものだ。

　彼らが悪あつ鬼き退治に協力してくれるはずがない。狙いは私たちだ。

「どこまでも、蒸槻の王は非情を貫つらぬくか」

　胡汀の呟つぶやきを耳にして、瘴気が濃こさを増した気がした。蒸槻という国はひとかけらの希望を抱くことさえ許してくれない。そこを支配する王も。

　集団が近づいてくる。蟲の音と、呪しゆを縫ぬい付けた布を顔の前に垂らした、赤い衣装の呪じゆ弦げん師したちに守られる誰だれか。高貴な人だというのはその厳重な守られ方でわかった。

「俱く七な帝ていじゃない？」

　別人だ。

「あなたは」

　自然と眉み間けんに皺しわが寄った。見覚えがある。冷たい眼まな差ざしと口元を隠かくす優美な扇おうぎ。

「どこかで会ったことが……、ああ、そうだ、あの人だ」

　すべての始まりとなった刑けい場じようで、力を失った架か々が裏りさんを冷ややかに見つめていた男性だ。

「藤ふじ郎ろうさんの──咲さく耶やさんの父親だ」

　私の呟きが届いたかのように、藤郎さんの父親は扇を閉とざした。

「射て」

　挨あい拶さつすらなかった。彼の口から短い命令が発された直後、呪じゆ弦げん師したちが射手のように迷いなく弓を構え、矢を放った。剣士たちが扱う通常の矢とは違ちがう。どうして？

　悩なやんだのは一いつ瞬しゆんだった。顔色を変えた胡こ汀ていが腕うでを伸のばし、私の身を乱暴に抱かかえ込む。

「知夏!!」

　矢がいくつもこっちに降ってくる。初めは、私を狙ねらっているのかと思った。

　そうじゃなかった。標的は、私に協力してくれる神々──果か食け食け様だ。

「だから剣士じゃなくて、神力を持つ呪弦師に弓を持たせたの……！」

　とはいえ緋ひ剣けんたちが握にぎる隼はや鉄てつの剣ならともかくも、ちょっと神力を持つ程度の人間の矢が、神を傷つけられるはずがない。そう思った。

「え──？　そんなっ」

　飛んでくる矢には目を見張る輝きがあった。龍りゆう神じん姿の伊織を射たときの矢と似ている。

「果食食様、避よけて！」

　数本の矢が果食食様の胴どう体たいを掠かすめた。伊織を束そく縛ばくしているせいで素早く動けなかったらしい。果食食様は鼓こ膜まくが震ふるえるほどの鳴き声を上げ、身をよじった。伊織を解放してしまう。

　果食食様の胴どうから血が流れていた。鱗うろこめいた皮ひ膚ふが急激に乾ひ涸からび、割れ始めている。

　私は、はっとした。ここは儀ぎ式しきの場じゃない。今の百足むかで的な姿は、この地に大きな影えい響きようを与えないための、いわば殻からだ。それが割れようとしている。

　本来の姿に戻ったら、果食食様はきっと長くここにいられない。

「果食食は蒸む槻きの柱はしら神がみに数えられている。我らから神を引き離はなし、加護を奪うばうつもりか」

　宙へと飛び上がった果食食様を見つめて、胡汀は強い口調で吐はき捨てた。

「俱く七な帝ていの命令？……私たちを孤こ立りつ無む援えんにして、それで」

　言葉を飲み込む。そこまでして、伊織に私を殺させようと？

　神世で花神の首を落とした龍神。花神殺しを再現すれば、蒸槻の未来は再び俱七帝の手に落ちる。香か気ざ根ね呪法。同じ言葉や事象を繰くり返し、より強い力に変える呪だ。

「俱七帝はおのれの天下のために、神すら道具と見なすのだな」

　私を抱える胡汀の腕に力がこもる。道具。その言葉を嚙かみ締める。花神という存在は俱七帝にとって最大の道具に違いない。確かな憎ぞう悪おが腹部の底からわき上がってくる。

　藤郎さんの父親と視線が交わった気がした。私はありったけの怒いかりを込めて彼を見つめた。少しも動どう揺ようを見せない。どころか、こっちの様子を観察している気がする。

　──本当に、狙いは私たちから果食食様を引き離すことだけだろうか？

　ふと疑問が生まれる。

「もしかすると、他ほかに目的が」

　胡こ汀ていに顔を戻したときだ。目の前に、色いろ濃こい影かげが降ってきた。

　果か食け食け様の束縛から逃のがれた伊織だった。片かた腕うではさっき胡汀に切断されたけれど、反対側は無事だ。その腕を、私たちに向かって勢いよく振ふり上げる。鋭えい利りな爪つめ。宙を裂さく。

「伊織──」

　私も、胡汀も、とっさに動けなかった。襲おそわれる。茫ぼう然ぜんとそう悟さとった。

「ふわゆる、私に、守る力を！」

　強い声。それと同時に、閃ひらめく剣が目の端はしに映った。淀よどんだ色の瘴気の中でも輝かがやきを失わない剣。その持ち主はもういないけれど、意志は他の者に受け継つがれている。

「洲す沙さ」

　私の横に飛び込んできた洲沙が、穂野さんの剣を夢中の動きで振ふり上げた。先せん端たんが伊織の腕を切り裂く。致ち命めい傷しようにはならない。切断もしていない。わずかに肌はだの表面を傷つけたという程度だ。なのに、伊織はすぐさま飛び退のいた。

　苦しげな呻うめきを上げている。獣けものめいているというより、その声は。

「伊織！」

　ひょっとして一瞬正気を取り戻した──？　喜びではなく、不安で背筋が震えた。蒸む槻きは決して残ざん酷こくさを失わない。人の願いなんて見向きもせず、徹てつ底てい的に踏ふみにじってくれる。

「下がって、洲沙！」

　急いで洲沙の腕を摑つかみ、引き寄せる。どくっと地面が波打った。冷たい汗あせが首筋を伝う。

「あ……」

　龍神姿の伊織が地中を泳いだときのよう。だけど伊織は今、目の前にいる。彼の他に地を這はう龍神はいないはず。

「荒あら神がみが生まれる」

　胡汀の、ぞっとしたような声が耳に滑すべり込んだ。無意識らしく、私を一層抱き込もうとする。

「伊織は荒神にならないよ！　絶対にさせない！」

　彼の恐おそれを払おうと、強めの口調で伝える。

「違う、知夏」

「違うって、なにを……」

「伊織じゃない」

　胡こ汀ていは小さく首を振り、私を見下ろした。

　伊織じゃない？　なら、誰が荒神に？

「果か食け食け様？」

　私？

　胡汀？

　それとも、悪鬼を祓はらってくれているみずの様たち？

「違う」

　問いのすべてを否定するように胡汀は小声で呟いた。視線を地面に落とす。

　ようやく気づいた。私や胡汀、果食食様たちより、もっとも今、激しい怨おん念ねんを抱いだき、荒神に近い場所まで追い込まれた者がいる。

「──宇う迦か迦か様だ」

　自分の口から勝手に言葉がこぼれた。宇迦迦神。穀物神である果食食様の片割れ。実子の伊織を守るため腕うで輪わへと変化したのに、俱く七な帝ていによって無む惨ざんに叩たたき割られた。

　守護を失った伊織は化け物のように変わってしまった。宇迦迦様は人の王に血で穢けがされた上、靴くつの先で踏み潰された。そして今、果食食様までもが矢で傷つけられ、血を流した。

「宇迦迦様、目覚めないで……起きないで!!」

「花神を解放せよ！　嘆なげく女め神がみの首を落とせ！」

　私の叫さけびに、藤郎さんの父親の大声が重なった。




　怨念が、噴ふき上がった。




　大地が大きく揺ゆれ、小さな亭ていが立っていた場所から黒い水がどろっと[image: 迸]ほとばしった。見る間に勢いを増し、へどろの塊かたまりを出現させる。

「宇迦迦様、だめ、心を捨てたらだめ!!」

　おぉ、おぉぉ、と凄すさまじい怨うらみの声をまき散らす巨きよ大だいなへどろの蛇へび。目もなく、手足もない。ただぽっかりと、ホースのように口だけがある。そういう醜みにくい荒神が私たちの前に現れた。

「俱七帝の執しゆう心しんが、これほどまでとは。恐るべき一念だ。神も大地も狂くるわせて、俺の鳥の命を奪おうとする」

　胡汀は低い声で呟つぶやいた。

「そうだ、伊織は、宇迦迦様の子」

　背筋に悪お寒かんが走る。つまり、私を……花神を殺すのは、宇迦迦様でもかまわない。それで神世は再現される。香気根呪法が、繰り返される。

「朝火、遠とお凪なぎ、未み不ふ嶺ね、小さき神々ども！　花神を奪われるな──知夏を守れ!!」

　胡汀が怒ど鳴なり声を上げた。散らばって穢けがれ主ぬしを退治していた遠凪さんや朝火さん、未不嶺さん、そして兎と神がみ一族が彼の声を聞きつけてこっちに集まってくる。土老人が変化した鳥居から現れたモノたちには、彼の言葉は届いていなかった。鳥居の前に静かに佇たたずむ山やま伏ぶしのような恰かつ好こうの人が鳴らす鈴すずの音に合わせて、やんやと騒さわがしく穢けがれ主ぬしを祓い続けている。

　獣形の遠凪さんが私たちの前にやってきた。彼の口には、私が落とした弓がある。隼はや鉄てつの弓だ。それを受け取り、神じん力りよくで小さな欠片かけらに戻もどしたとき。

「遠凪、知夏を連れて陽よう都とを離れるんだ」

　胡こ汀ていは感情を殺した平へい淡たんな口調で告げると、私の身を乱暴に遠凪さんの背に乗せようとする。

「待って、胡汀」

　茫然とした。私を逃にがすつもりだ。

「どこか遠くへ連れていけ。誰だれの手も届かぬ、誰の怨みも届かぬ、ただ花だけが咲さくささやかな地へ。決して目を離すな。この吞のん気きな娘むすめはすぐに傷を作ってしまうから」

「胡汀!!」

「俺の、愛いとしい鳥。死ぬならおまえや友のためがいい」

　胡汀は優やさしく微笑ほほえんだ。なんだか胸が痛くなるような、柔やわらかい表情だった。

「長い年月、おまえたちの仲を引き裂いてしまった。もうよい。なにより慕したった月つき神がみと今生で添そい遂とげよ」

　彼は両手で私の頰ほおを包んだ。言葉とは裏腹に、銀色の滲にじむ藍あいの瞳ひとみは情に溢あふれ、切なげだ。肌に伝わる熱も。唇くちびるからかすかにこぼれた吐と息いきも。

「怨みのすべては俺が全部飲み込んでやる」

　さあ、行け。

　彼の囁ささやきが胸に落ちた瞬しゆん間かん、私は──逆上した。

「千年、調教するって言ったくせに!!」

　もどかしくなる。そもそも花神と月神の恋こいを引き裂いたのは星神じゃない。花神の無知と無力さが、ことじろの妬ねたみと怨みが、月神の優しさと弱さが!!

「胡汀が償つぐなうことなんてなにもない！」

　私の叫びに宇う迦か迦か様が……荒神が反応した。蛇のように地を這い、へどろを辺りにまき散らしながらこっちへ突つき進んでくる。胡汀は強ごう引いんに私の身体からだを遠凪さんの背に押し上げた。

　朝火さんと未み不ふ嶺ねさんが胡汀とともに荒神へと剣けんを向ける。

「宇迦迦様、とまって！　こんなのは、嫌いや!!」

　呼びかけても応こたえはない。苛か烈れつなまでの怨みが、宇迦迦様を突き動かしている。

　私の中にある神力が花神の念を伝えてくる。悲しげな訴うつたえだ。

　可哀かわい想そうな猛たける神を止めてほしい。憎にくし者たちが描えがいた通りの無む慈じ悲ひな世を招いてはならない、今ここで怨みの歴史を断たち切らねば。猛る神を、鎮しずめねば──。

　でもどうやって！

　胸中で叫んだ直後、ひとつ方法があることに気づいた。

「食い止める！　ここにいる全員を犠ぎ牲せいにはしない」

　私は奥歯を嚙かみ締しめた。胡こ汀ていを責める権利は、私にないみたい。

「いけません緋ひ宮みや様、遠凪様から下りないで!!」

　誰よりも早く声を上げたのは洲す沙さだ。涙なみだを振ふり切り、穂野さんの剣を握にぎり締めて荒神を睨にらみつける。洲沙の横顔にも、皆みなと同じ悲ひ壮そうな色があった。

「遠凪様、今のうちにお逃げください！」

「逃げない。私はどこへも行かない」

　動こうとする遠凪さんの毛を、ぎゅっと両手で握り締める。

「花神は逃げることしか知らなかった。私はそれを繰くり返さない。遠凪さん、動かないで」

　遠凪さんはわずかに身じろぎした。けれど、私の言葉に従ってくれた。

　近づく荒神を見み据すえながら舌打ちしたのは朝火さんだ。

「行け、緋宮！」

「行かない」

「けだものめ、なにをしている！　緋宮を連れていけ!!」

　遠凪さんはちらっと朝火さんの背中を見み遣やったけれど、やっぱり動かなかった。胡汀と未み不ふ嶺ねさんが焦あせりと苛いら立だちの浮うかぶ表情を私に向ける。

「阿あ呆ほ鳥どりめ、意固地にならずに飛んでいけというに！」

「緋宮、我が儘ままを言わずに陽都を脱だつ出しゆつしろ！」

　緋ひ剣けんたちは、私が感情的になって行けずにいるんだと勘かん違ちがいし、腹を立てている。

　私も同じくらい腹を立てていた。自分の命を盾たてにして私だけに「生きろ」とせっつく彼らを。

「のけ者にしないでよ」

　──遠凪さんだけが私の気持ちをわかっている。私たちは日にち月げつの王。誰よりも、その言葉の重みを知っている。

「私は月神と……遠凪さんと、添い遂げる」

　逃げろ、って散々訴えていたくせに、私がきっぱり宣言すると、緋剣たちは揃そろって怒いかりをたたえた顔で振り向むいた。「許せない！」というように。

「ここで添い遂げる。胡汀と、未不嶺さんと、朝火さんと、伊織と、洲沙とも。皆と添い遂げて死ぬ」

　全員、なにか言いたげに私を見つめた。

「それとも皆、どこの馬の骨とも知れない相手と私が結けつ婚こんして、のほほんと幸せになっていいっていうの？」

　あれ、ちょっぴり脅きよう迫はくしている気分になってきた。

　正論では従わせられない厄やつ介かいな人たちだ。こういう言い方をすれば、反応してくれる。

「まこと腹立たしい鳥だ。折せつ檻かんされたいのか？」

「緋宮め。我らや憎し滸こ楽らくどものみならず、他ほかのどうでもいい男まで誘さそい込むと？」

「遠凪様だけと添い遂げてくださればいいのに……」

「だいたい、どこの男と添い遂げるつもりだ。いつの間にそんな男を作ったのか？　あれほど節度を持てと幾いく度ども忠告したのに、少しも反省せぬとは。なぜ緋宮はそうも……」

　緋剣や洲す沙さたちは確実な死を前にした厳しい状じよう況きようだというのに、顔を見合わせ、ざわざわした。私を乗せている遠凪さんが「馬ば鹿かどもが……」と言いたげに、ふー、と溜ため息いきをつく。

　荒あら神がみは、周囲の穢けがれ主ぬしたちを捕とらえ、飲み込みながらじわじわと接近してきた。

　気弱な兎神一族が、震ふるえながらも私たちを守るように集まってくる。みずの様を乗せた凜り々りしい茶系碁ご子こちゃんも、ぴょんと飛び跳はねて遠凪さんの頭部に着地した。

「護女、緋剣らの気持ちを汲くんでおやり。せめてきさまだけでも身を守らねば」

「私は、最後」

　みずの様は戸と惑まどったように釣つり竿ざおを揺らす。

　荒神が咆ほう哮こうした。瘴しよう気きが渦うずを巻き、烈れつ風ぷうとなって私たちを襲おそう。

　殻からの大半を脱ぬいでしまった果か食け食け様が対たい抗こうするように、ごう、と音を立てて息を吐はく。果食食様の口から大量のつかわしめが飛び出た。色とりどりの鮮あざやかな衣ころもをまとっている。

　以前、果食食様の儀ぎ式しきの中で見た魚たちと同じだった。

　つかわしめたちは「それ、それ」と拍ひよう子しをとると、荒神の身体に細い縄なわを巻き付けた。足止めできたのは一いつ瞬しゆんで、荒神はぐねぐねと左右に身を振って縄を引きちぎる。

「宇う迦か迦か様。救えなくても、私たちは宇迦迦様を見捨てない」

　遠とお凪なぎさんの背から下り、皆の前に出た。胡こ汀ていたちが鬼おにソックリの顔をして私の身体を引っ込めようとしたけれど、それに「だめ！」と首を振る。

「猛る神よ、私は先にゆく」

　陽ひ女め神がみっぽい口調、というのを心がけてゆっくり紡つむぐ。

　胡汀たちが訝いぶかしむ気配が伝わった。私はちょっとだけ困った。

「陽女神は、龍りゆう神じんに殺されるわけにはいかない」

　だから、遠凪さんと一いつ緒しよに逃げるのは許されない。もしも私が逃とう亡ぼうに成功した場合、完全に陽都が落ちてしまう。荒神と伊織は私を捜さがして陽都を蹂じゆう躙りんするだろう。私を殺すまで諦あきらめないだろう。二つの廷ていは荒神を鎮めるため、春日かすがさんを身代わりに仕立てるかもしれない。

　龍神が花神を殺す。その香か気ざ根ね呪法が完成してしまう。

「断ち切る方法がある」

　荒神の前で、自害することだ。そうして、示す。

　花神はもう誰にも殺されたくはない。神世を繰り返したくはないって。命をかける覚かく悟ごを見せないと、『花神』の解放に囚とらわれ続けている荒神と伊織はいつまでも地をさまよう。

　私は伊織に目を向けた。彼は壊こわれた人形のように、ぼうっと立ち尽つくしている。

「伊織を取り戻もどしたい。宇う迦か迦か様の怨うらみを消したい」

「知夏、おまえ」

　私の考えに気づいたらしく、胡こ汀ていは愕がく然ぜんと見つめてきた。朝火さんと未み不ふ嶺ねさんも、まさかというように振り向く。うつくしい仲間たちだ、とふいに誇ほこらしさを覚える。その魂たましいが。

「胡汀、さっき死ぬなら私や友のためがいいって言ったよね。私もだよ」

「──馬鹿な」

「皆と添そい遂とげる。心を捧ささげる」

　遠凪さんから受け取った弓──小さな欠片かけらへと戻した隼はや鉄てつを、今度は短たん剣けんに変える。

「なぜ、こうなる？　なぜいつも花神だけが犠牲になる!!」

　私へ手を伸のばしかけた胡汀を、未不嶺さんが険しい表情でとめた。すぐに鋭するどい視線を寄よ越こす。

「緋宮、ご自身とて先ほど、のけ者にするなと訴えただろうに。なのに次はあなたが私たちを置いていくという。戯たわ言ごとはやめないか」

　未不嶺さんのあとに続いて、朝火さんも口を開く。

「我らだけ生きのびて、幸せになれとおっしゃるんですか？　あなたの死後、俺がそれに感謝して笑え顔がおで暮らしていけると思うのか。狂くるいながら生きることの、どこが幸せだ」

　朝火さんは暗い眼まな差ざしを私に注いだ。

　それに、静かに首を振る。

「私は緋宮として立った。緋宮は、蒸む槻きの飾かざり物じゃない。あなたたちは私を護まもる剣けんの定めを受け入れた。護りなさい。私の意志は、あなたたちの意志になる」

　朝火さんは、はっと目を見開き、たじろいだ。

「知夏!!　おまえが死んだら俺が荒神になるぞ!!」

　少しも受け付けようとしないのは胡汀だった。未不嶺さんの腕うでを振り切り、私の手から短剣を奪うばおうとする。それより早く朝火さんが動き、胡汀を押しとどめる。色いろ濃こい不安と狼ろう狽ばいを窺うかがわせる彼らの姿を見て、なんだか虐ぎやく待たいでもしているような、変な気持ちになった。

「緋宮様、どうして？」

　茫ぼう然ぜんと近づく洲す沙さの衣の裾を、遠凪さんが咥くわえてとめる。

「失われたものが多すぎたよ。摑つかんでも摑んでも、水のようにこぼれていく」

　そのたびに味わった苦しみの数々が胸の中に沈ちん殿でんし、私の心を変えていった。この異世界に暮らす人々のように、死がとても近いものとして映り始めた。決定打となったのが穂野さんの最さい期ごだ。自分の身にも前触れなく起こりうることなんだ、という考えがすとんと胸に落ちた。

　制服を着て吞のん気きに通学していた頃ころの私はどこへ行ったんだろう。この異世界は故郷よりも時間の流れが緩ゆるやかで、季節の長さも違ちがう。それでも、元の世界の時間と照らし合わせたって、一年は経たっていないはずだ。そう思ったところで、我に返る。こっちに集中しないと。

「私は、緋ひ宮みやだ」

　目の前まで迫せまってきた荒神の、ホースに似た口を見つめる。滴したたる澱おり。黄泉よみへと続くような暗い穴だった。腐ふ肉にくのような異い臭しゆうが荒神の呼吸に合わせて漂ただよう。

「陽ひ女め神がみの血を引く女なの。私にだって意地がある。苦しむ龍神を前にして、逃にげ出したりはしない。陽女神の一族はいつまでも弱いままではいない！」

　短剣を持つ手がかすかに震えてしまった。大だい丈じよう夫ぶ。一度は死んだ身じゃないか。逃げるために死ぬわけじゃなく、蒸む槻きの地を覆おおう呪のろいの鎖くさりを壊すためだ。それは、私にしかできない。香気根呪法を叩たたき割れば、悲運に彩いろどられた滸こ楽らくたちの運命も変わっていく。滅めつ亡ぼうを阻そ止しできる。

「知夏!!　本気で馬鹿な真似まねをするのか。俺がやめよと言っているのに、おまえは！」

　怒りに染まった胡こ汀ていの声。暴れる彼を朝火さんたちが懸けん命めいに押さえ込んでいる。

　胡汀のことが好きだ。

　一緒にいると心がきらきらする。弾はずむ。指先まで熱くなる。幸せな気分になる。

　けれど胡汀だけを選べない。こんなにも身体からだ中じゆうに恋こいが満ちているのに、選べない。

「私って、永遠の阿呆鳥だよね？」

　いつもいつも胡汀の言葉を無視して勝手なことをするから。

「知夏!!」

　生まれ変わって、もう一度巡めぐり合いたい。この望みは叶かなうだろうか？

「猛たける神、私の死は蒸槻ではなくあなたのもの」

　短剣の柄つかを両手で握にぎり、先せん端たんを腹部に押し当てたとき。




「もぅ、困った子たちねぇ」




　んふ、と甘い笑い声が降ってきた。

　聞き覚えのある声にぎょっとし、慌あわてて視線を動かす。荒神の捕ほ縛ばくを諦めたつかわしめたちが上空で寄り集まり、身にまとっていたきらびやかな衣を脱いで一いつ斉せいにばっと翻ひるがえす。

　するとそこで白い風が渦を巻いた。その中心から懐なつかしい人が出現する。

「あ──」

「そんな悲ひ壮そうな顔をしちゃって。女はどんなときでもあでやかでいないと、ねえ？」

　赤い唇くちびるが、笑った。黄色の小花が散る白い裾すそ。薄うす紅べに色いろの羽は衣ごろも。濃のう密みつな色気が滲にじむ豊かな肉体。年は、私の母親と同じくらいに見える。

「茅かやさん!?」

　伊織の母親だ。彼女は果か食け食け様の儀式のとき、伊織に不器用な愛情を示し、贄にえの運命を選んだ。だから……既すでに『人』ではないはずだ。

　その証しよう拠こに、全身が淡あわい光に包まれている。衣の裾はわずかに透すけていた。

「緋宮ったら、だめよぅ」

「え……」

「私の男を誘ゆう惑わくするなんて、案外やり手ね？」

「ええっ!?」

「いくら緋宮でも渡わたさないわよぅ？」

「な、なんの話ですか！　違います、誘惑できるほどの色っぽさが皆かい無むだし！　って茅さん、どうしてここに！　早く皆みんなと逃げ……っ」

　茅さんは羽根のような軽さでふんわりと私の近くに降り立つと、笑いながら睨にらんできた。

　んふふ、と蕩とろけそうな吐と息いきを落とし、前を向く。つかわしめが仕し掛かけたすべての縄を引きちぎり、今にも私を飲み込もうとしていた荒あら神がみのほうに。

「ばか」

　子どもでも叱しかるように、茅さんはほんの二十センチくらいまで迫った荒神の顔──というかホースのような口の縁ふち──を、ぺち、と軽く叩いた。

　力を入れているふうには見えないのに、その手は効果覿てき面めんだった。荒神は毛を逆立てた猫ねこのように一度身を膨ぼう張ちようさせ、断だん末まつ魔まに似た声を上げた。弾だん丸がんのように、周囲に飛び散る澱の雫しずく。

　そこから穢けがれ主ぬしが出現するも、なぜか萎しおれた花の風ふ情ぜいでぐちゃりと潰つぶれ、また澱に戻る。

「どうして……？」

　澱を必死に清める兎と神がみたちから目を逸そらし、私は呟つぶやいた。皆も啞あ然ぜんと茅さんへ顔を向ける。

「私以外の女を食うっていうのかい？　宇う迦か迦かのくせに随ずい分ぶん思い切った真似をしてくれるじゃないの。図ずう々ずうしいったら」

　たぶんこの瞬しゆん間かん、私だけでなく他ほかの皆もぽかんとしたに違いない。

「私はね、浮うわ気きをするのは大好きだけど、されるのは許せないのよ」

　そ、そういう問題なの!?　と、これも全員、考えが一いつ致ちしたに違いない。

　偶ぐう然ぜんなのか、荒神までもが一いつ瞬しゆん動きを止めたものの、すぐに呪のろわしく咆ほう哮こうした。間かん髪はつを容いれずに茅さんがまた、ぺちんっと口くちの端はしを叩く。

「うるさいよ」

　茅さんは鬱うつ陶とうしげに言った。強い。というか、冷たい！

「まったくなんてざまなの。おまえ様ったら本当、私がいないとだめなのねぇ」

　呆あきれたように笑うと、彼女は両手を荒神の口に当てた。優やさしく、優しく、宥なだめるように白い手が動く。荒神は茅さんを襲おそう素そ振ぶりを何度も見せた。なのにどうしてもできないようだった。

「この茅が、楽土の果てだろうと黄泉の果てだろうと道連れになってあげるから、もうおやめ」

　荒神は悲しい咆哮を聞かせた。どろりと、胴どう体たいから一気に澱が流れ落ちていく。

「おまえ様は弱くていいのよ。その代わりに私が強いでしょう。誰だれもが強くある立派な世など、遊びがいがなくてつまらぬもの」

　おぉ、おおぉ、と荒神が泣く。誰一人、邪じや魔まできなかった。

「──宇う迦か迦か様」

　私は思わず呼びかけた。穢けがれた神が、元に戻もどるなんて。

　やっと奇き跡せきが？　本当に？

「さあ、鎮しずまりなさいな。気弱なおまえ様が恋しいわ」

　信じがたい光景だった。ただ一いち途ずな恋しさが、怨うらみも怒いかりも圧あつ倒とうしたのか。

　その答えに、心を貫つらぬかれる。恋しさだけが、すべて……。

「おまえ様も、この猥みだりがわしい奔ほん放ぽうな茅が恋しいわね？　そうでしょう？」

　荒神は見る見るうちに小さくなり、とうとう茅さんの手のひらに乗るような蛇へびに変わった。宇迦迦様はぴくりともしない。眠ねむっているのか、疲つかれ果てているのか。

　茅さんは大事そうに宇迦迦様を両手で包んだ。

「宇迦迦は連れていくよ。ここに置くと、また荒神になってしまう。蘇よみがえるには長い月日が必要だからねぇ」

　そこで茅さんは言葉を切り、伊織に目を向けた。彼女らしい、ふてぶてしい笑えみは消えなかったものの、瞳ひとみには隠かくせない悲しみがある。

「残念だけど長居はできないのよ。私の力では、宇迦迦を鎮めるので精せい一いつ杯ぱいだわ。緋宮、あの子は、救われるかしら」

　すぐに答えを返せない私を見て、彼女はほうっと儚はかない息を落とした。

「いいのよ、救えずともね。ただ……できるなら、あの子を見捨てないでほしいわねえ」

「私の力が足りないせいで、伊織を苦しめてしまいました。でも決して一人にはしません」

　茅さんは安心したように笑みを深めた。伊織のほうへ近づこうとして、ふと自分の身を見下ろす。背後の景色がわかるくらい、全身が透け始めていた。

「私ったらやっぱり悪い母親だわ。我が子を抱だきしめることもできやしない」

　自じ嘲ちようの笑みに、私は首を振ふる。

「きっと心で触ふれました」

「あら、かわいいことを言ってくれる」

　茅さんは、少女のような明るい笑い声を聞かせた。

「んふ。果か食け食けの贄となったときの徳を使い果たしちゃった。また、いちから徳を積まないと」

　茅さんの姿が、じんわりと崩くずれ始めてきている。はっと手を伸のばす私に、彼女は首を横に振った。誘さそうように袖そでを回し、しどけなく首を傾かたむける。

「緋宮、簡単に死んだらだめよ。私たちが怒おこるんだからねぇ」

　ごうっと上空で、風が巻き起こる音。完全に殻からを脱ぬぎ捨てた果食食様が胴どうをうねらせ、こっちに向かって下りてくる。

「茅さん！」

「さあ、もっと暴れなさい、緋宮」

　茅さんは楽しそうに言うと、手を振った。その瞬間、本来の姿を取り戻した果か食け食け様が横から勢いよく彼女の身体からだを飲み込んだ。激しい風を生みながら、上空へとのぼっていく。

　果食食様は一度だけ私たちを見下ろした。餞せん別べつのつもりか、私たちの周囲に近づき始めていた悪あつ鬼きを吹ふき飛ばす。そして土老人の鳥居の中へと飛び込んでいった。

　つかの間、静せい寂じやくが訪おとずれた。

　いち早く我に返ったのは胡こ汀ていだった。

　未み不ふ嶺ねさんたちの手を振り切り、がつりと勢いよく私の腕うでを摑つかむ。

「おまえ……っ、よくも!!」

　殴なぐられると思って一瞬身が竦すくんだ。実際胡汀は今にも私を殴おう打だしそうな怒ど気きを放っていた。

「この……、この女は……っ」

　怒りで言葉が出てこない、という彼の様子に、狼狽うろたえてしまう。もしも逆の立場だったら私も死ぬほど腹を立てたかもしれない。

　胡汀は片手で私の髪かみを摑み、乱暴に引き寄せた。

「え、胡──？　痛……、い、痛い!!」

　最初は髪を引っ張られた痛みだけだった。けれど胡汀の次の行動は、ある意味、殴打と同じくらいの強い痛みをもたらした。がぶ、と首を嚙かまれたためだ。

「痛いっ!!」

　子犬のように甘嚙み、なんて可愛かわいらしいシロモノじゃない。これは猛もう獣じゆうの一いち撃げきだ。

　本気で首の皮ひ膚ふを引きちぎられそうだ。堪こらえきれず、悲鳴を漏もらしてしまう。

　凍こおり付いていた未不嶺さんと洲す沙さがやっと動き、私の身体から胡汀を遠ざけてくれる。

「ひ、緋ひ宮みや様、肌はだに血が滲にじんでる！」

　恐きよう怖ふと痛みに縮こまっていると、洲沙が背せ伸のびをして私の頭を引き寄せ、あたふたと叫さけんだ。傷の状態を心配してくれたのは洲沙だけで、朝火さんのみならず未不嶺さんまでが同情の余地なしという冷たい目を注いでくる。私の緋ひ剣けんってどうしてこう、凶きよう暴ぼうな人たちばかり!?

「俺も嚙んであげましょうか？」

　朝火さんは怒りをたたえた口調で言った。

「い、いい！　いらない！」

　ぞっとしつつ一歩後退したとき、腰こしになにかがぶつかった。

「あっ、美び獣じゆう様」

　獣姿の遠とお凪なぎさんが「遊んでいる場合じゃない、阿あ呆ほめ」と叱る目をして私を見上げていた。すぐに周囲へと視線を向ける。そうだった、問題は荒神だけじゃないんだった。

「穢けがれ主ぬしが増えている！」

　未み不ふ嶺ねさんが警けい戒かいを呼びかけた。茅さんとの再会と別れを振り返る余よ裕ゆうもない。場が再び動き始める。新たに出現する穢けがれ主ぬしたち。一いつ斉せいにこっちへと突とつ進しんしてくる。そして伊織も。

　胡こ汀ていたちが覇は気きを見せ、揃そろって剣けんを構えた。私も急いで、握にぎっていた短たん剣けんを弓へと変える。状じよう況きようは好転したとは言いがたい。それでも、茅さんの登場は確かに力を与あたえてくれた。

　死は近いものだ。その考えは、胸から去らない。

「けれど、簡単に受け入れちゃだめなんだ」

　おろおろとする兎神一族を庇かばいながら、矢を放つ。一カ所に集まっているのは危険じゃないだろうか。皆みなも同じ懸け念ねんを抱いだいたようだ。離はなれすぎない程度に少しずつ移動する。

「洲す沙さ、後ろ！」

　私は声を張り上げた。穂野さんが残した剣は、洲沙の体格とは不ふ釣つり合いだ。剣の重みと長さが原因で、どうしても動きが遅おくれてしまう。

　一体の穢主をなんとか斬きり捨てた洲沙の横に、もう一体、別の穢主が迫せまっていた。

「洲……っ」

　私が矢を構えるよりも早く、他の者が駆かけ寄ってその穢主を一刀両断する。

　洲沙はびっくりした顔で、その人を仰あおいだ。

　庇ったのは朝火さんだ。

　彼は穢主を退治すると、苦い顔で洲沙を見下ろした。条件反射で助けたらしかった。

「二人とも、早く動いて！」

　彼らのそばに伊織が接近している。二人が、はっと振り向むき、顔を強こわ張ばらせる。

「伊織、だめ！　二人を襲おそっちゃいけない！」

　痛みを訴うつたえる心。それを静める方法もわからないまま素す早ばやく神じん力りよくの矢をつがえ、伊織に狙ねらいを定める。ところが。

「──？」

　伊織は、洲沙たちではなく、彼らに飛びかかろうとしていた穢主を叩たたきのめした。

「どういうこと」

　弓をおろし、ぼうっと伊織の動きを見つめる。彼は、忍しのび寄る穢主たちから朝火さんと洲沙を守っている。

「どれほど呼びかけても、自じ我がを取り戻してくれなかったのに、どうして？」

　彼のほうへと数歩近づく。俄にわかには信じがたい光景だった。

　散々期待を裏切られてきている。何度願ったところで奇跡は起きてくれなかったから。

「少しずつ、願う道へと進み始めている？」

　息を吞のみ、ここまでの道のりを振り返る。

　胡汀が繰くり返し彼の名を呼んだ。

　私が神力の矢で射た。洲沙が穂野さんの剣で斬った。

　果か食け食け様が憐あわれんだ。茅さんが現れた。

　こうした小さな出来事の積み重ねが、伊織に変化を与えたんじゃないだろうか。

「私は勘かん違ちがいを、していた」

　奇き跡せきって、魔ま法ほうのように超ちよう越えつした力が巻き起こす特別なことだと。

「そうじゃなかった」

　色々な人たちの精せい一いつ杯ぱいの想おもいや祈いのりが、奇跡っていう形になるんじゃ？

　彼へと向かっていた足が、自然と速くなる。鼓こ動どうの高鳴りを感じた。私はいつの間にか、奥歯を嚙み締しめて力強く駆け出していた。

「伊織」

　数体の穢けがれ主ぬしを引き裂さき、嚙みちぎっていた伊織の背に、どんっと勢いよく飛びつく。異形と成り果てた身体には、元に戻る気配は感じられない。肩けん甲こう骨こつは不気味なほど盛り上がっていた。骨格自体が鬼おにのように変わっている。髪も、大半が抜ぬけ落ちて隆りゆう起きした頭部が覗のぞいている。脚あしは逆側に折れ曲がっている。片かた腕うではない。胡こ汀ていが切断してしまったから。

　それでも伊織は、私が背中に張り付くと、ぴたっと動きを止めた。

「皆の声が、届いた？」

　おかえり、って言いたい。その言葉も、彼の心に届くだろうか？

　喉のどを駆け上がる激情を必死に堪える。泣きたくてたまらないような気持ちだった。

「チカ」

　不ふ明めい瞭りような獣じみた声が耳に滑すべり込み、息が止まりそうになる。

「名前？　今、私の名前を呼んだの？」

　伊織の背中に額を押し当てる。呼んだよね？　私のこと、知夏って。

　ああもうだめだ。心がぱんっと音を立てて破は裂れつしそう。そう思った瞬しゆん間かん、放心した様子でこっちを眺ながめていた朝火さんたちが急に表情を険しくした。

「緋宮、穢主がそばに！」

　さっき伊織に背中を引き裂かれた穢主が、澱おりの色の血を流しながらもしつこく忍び寄ってきていた。慌あわてて弓を構えようとして、よろめく。

　しまった、と焦あせった瞬間にはもう遅おそかった。重心を崩くずしてその場に尻しり餅もちをついてしまう。

「緋宮様！」

　こっちへ駆け寄ってきていた洲す沙さが途と中ちゆうで立ち止まり、目を見開いた。

　私も、座り込んだ体勢のまま強ごう引いんに弓を構えようと四苦八苦したところで、気づく。伊織の件に続いて、不思議な光景が目の前で起きている。

「穢主が、穢主を襲ってる？」

　突とつ然ぜんの仲間割れ。一部の穢主が、私たちには目もくれず共食いを始めている。

「な、なんで──？　わあっ！」

　原因がわからずぽかんとしていると、いきなり身体からだが宙に浮ういた。

「い、伊織っ!?」

　鬼のような姿の伊織に、片腕で不器用に抱き上げられる。言葉なく彼の顔を見つめる。黒々とした目だ。感情やぬくもりはちっとも窺うかがえない。それでも今は、十分だった。

「私が誰だれか、わかるんだね？」

　そっと尋たずねたとき、複数の足音が近づいてきた。胡こ汀ていたちだ。

　伊織はどこか怖こわ々ごわとした動きで、私の身体を胡汀に差し出した。

　胡汀が無言で彼を見つめ、静かに腕うでを伸のばす。私は思わず、胡汀の手を摑つかんだ。その状態で地面に足をつける。戸と惑まどう胡汀の手を引っ張って伊織の頰ほおに押し当てる。

「──」

　胡汀は口を結び、優やさしい手つきで伊織の頰を撫なでた。宇う迦か迦か様を宥なだめた茅さんのように。虚うつろだった伊織の瞳ひとみから丸い涙なみだがこぼれ落ちる。彼の心は失われていない。それを確信する。

「……緋宮、あれを」

　朝火さんが躊躇ためらいがちに言葉をかけてくる。

　私はびっくりした。仲間割れしていた穢けがれ主ぬしの一部が、じいっとこっちを見ている。

「帰リタイ」

　その穢主は聞き取りにくい声こわ音ねで囁ささやいた。彼らもまた、もの悲しげに泣いていた。私は瞬まばたきも忘れて穢主たちを見つめた。澱に塗まみれた、歪ゆがんだ体型。意識に引っかかる。

「あなたたちは、蛇へび神がみ一族の仲間？」

　蛇神一族の長おささんの言葉がふっと脳のう裏りをよぎる。一族は嬉き々きとして穢主となり……。

　視線を巡めぐらせると、不思議な面をかぶったモノたちが、役目を終えたというように少しずつ土老人の鳥居に戻もどっていくところだった。花魁おいらんめいた華はなやかな衣装のモノ──長さんらしき姿もあった。穢主と化している仲間に見向きもしない。彼らの嘆なげきに耳を貸すことも。

「帰リタイ、帰リタイ……」

　穢主が恐おそる恐る近づいてくる。未み不ふ嶺ねさんが剣を構えようとするのを、朝火さんがとめた。

「和わ爾に一族もいるようだな」

　朝火さんの言葉が胸に突つき刺ささる。土老人の鳥居に戻るモノたちの中にも和爾一族がいる。蛇神一族同様、一部のものは穢主に取り込まれてしまったんだろう。

「戻もどリタイ」

　縋すがるように手を伸ばしてくる穢主たち。

「──うん。戻ろう」

　未来に、戻ろう。

　たとえ今は無理でも、きっといつか。

　私も穢主に手を伸ばした。今度は未不嶺さんも止めなかった。

　茅さんが宇う迦か迦か様にしたように、胡こ汀ていが伊織にしたように、穢けがれ主ぬしの頰を撫でる。穢主たちは化け物じみた身を揺ゆらし、耳みみ障ざわりな声を上げ始めた。慟どう哭こくのようだった。

「緋ひ宮みや、儀ぎを」

　朝火さんが顔をしかめ、躊躇いを覗かせながらも小声で言った。浄じよう化かの儀をやろう、という意味だと思う。それに頷うなずき、振ふり向むいたとき。

「──!?」

　ひゅ、っと風を切る鋭するどい音が耳に届いた。

　視線を正面に戻すと同時に、びしゃりと、水を撒まいたような嫌いやな音がした。

　虚こ空くうを突っ切る矢が穢主の頭部を貫つらぬく。地面に広がる澱色の体液。

「え……？」

「知夏、下がれ!!」

　乱暴な手つきで胡汀に腕を引っ張られた。

　つかの間頭の中が真っ白になる。思いも寄らない光景に、感情が追いつかない。

　次々に飛んでくる矢。それが穢主たちを襲う。

　徐じよ々じよに考えが回り始めた。身体からだ中じゆうの細さい胞ぼうが煮に立たつような感覚。

「そんな」

　地に倒たおれ、溶よう解かいし、消しよう滅めつしていく穢主たち。そっちへと腕を伸ばす前に、胡汀に荒あらっぽく抱だき寄せられた。朝火さんらとともに後退する。

「そんな!!」

　誰が、矢を。

「龍りゆう神じんの子よ、臆おくしたか！」

　男性の高らかな声に、私たちは動きをとめた。戦い慣れした様子の呪じゆ弦げん師したちに守られている五十代後半あたりの貴人──藤ふじ郎ろうさんの父親が、閉じた扇せん子すの先をこちらに向けていた。

「蒸む槻きの破は滅めつを願うまれびとの讒ざん言げんにつられたか！　聖ひ剝はぎ、悪あしきつく読み、屎くそまり散らすあらふる神の子らが、穂ほの立つ蒸槻を蹂じゆう躙りんするのか!!」

「ち──違ちがう!!　私たちは陽よう都との浄化に来た！　不ふ浄じようを招いたのは、俱く七な帝ていのほう……」

　私の言葉に被かぶせるように、彼はさらに大きな声を上げた。

「和さぬ穂ほ振ふる禍まがつ神かみどもよ、人世の渡わたりは許さぬ！　黄泉よみへ去れ！」

　降り注ぐ矢が、私の盾たてになった伊織の身体に突き刺さる。それを見たとき、目の奥が赤く染まった気がした。

　表情を険しくさせた胡汀と朝火さんがすぐさま前に出て、剣けんで矢を叩たたき落とす。

「やめて！　やめて!!」

「王の道ちをわけし者、太刀たちを取れ!!」

　藤郎さんの父親の声は確たる神言のようによく響ひびいた。私たちは誰もが気け圧おされていた。

「おうの、ち」

　それは、誰のこと──。




「未み不ふ嶺ね様！　太刀を!!」




　私たちは息を吞のみ、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす彼──未不嶺さんを見つめた。

「わ、私が？」

　未不嶺さんは全員を見回すと、顔を強こわ張ばらせ、よろめくように数歩後退した。

　──どうして未不嶺さんに!?

「忌いぬ子と呼ばれたまま一生を終えられるのか！　人扱あつかいされぬ定めでよいのか！」

「あ……」

　未不嶺さんは口をぱくぱくさせ、藤郎さんの父親の声に操あやつられたように剣を握にぎり直した。

　恐ろしいものでも見るように、伊織のほうを向く。

「ご自身の定めを今こそ切り開かれよ！」

　唐とう突とつに思い出した。未不嶺さんは以前、俱く七な帝ていに犬呼ばわりされていた。彼は俱七帝の異父兄弟だ。王族は基本的に近きん親しん婚こんが認められている。血が薄うすれることを嫌きらうからだ。

　その蒸む槻きにおいても王族の異父兄弟は忌き避ひされる。なぜなら回かい絽ろ廷ていは、男王が治める地だ。

　帰き鼓こ廷ていとは反対に、女の側が複数の男性と関係を持ち、血を曖あい昧まいにするのは批判される。

　だけど、王族である事実は変わらない。

「俱七帝と、同じ血筋」

　私の呟つぶやきに、未不嶺さんはびくりと肩かたを揺らした。

　彼の祖もことじろだ。今いま頃ごろその事実を真しん剣けんに考えた。異父兄弟だとわかっていたのに。『私の緋ひ剣けん』というイメージが先行して、彼の生まれについてを深く捉とらえていなかった。

　あぁ、だからあんなに俱七帝に執しゆう着ちやくを……。

　忠誠心だけじゃなかった。もっと複雑な思いを抱かかえていた。それを、知ろうとしなかった。

「ひ、緋宮、私は」

　未不嶺さんは瞳に恐きよう怖ふを映して私を見つめた。

「未不嶺様、陰いんの気に穢けがされた蒸槻の世を護まもられよ！　龍りゆうたる子が陽ひ女め神がみを殺せぬならば、あなたが龍たる子を封ふうじるのだ!!」

　彼は香か気ざ根ね呪法をけしかけているんだと気づいた。幾いく重えにも、似た言葉や事象を重ねて力をより強いものへ。振り払はらっても振り払ってもしつこくまとわりついてくる恐ろしい呪法。

　神世で龍神が花神の首を斬きり落とした。その龍神を、ことじろが殺した。古いにしえの悲劇を再現し、激しい怨うらみの念を蒸槻の守護の柱にしようと。根が深い。簡単には呪法を取り除のぞけない。

「あなたたちは、どこまで……っ」

　怒いかりで身体が燃え落ちそうだった。未み不ふ嶺ねさんを惑まどわせる藤郎さんの父親を、きつく睨にらむ。

　都を犠ぎ牲せいにし、多くの者を不幸に追いやってでも俱く七な帝ていの世を護ろうとしている。

「この手で、龍の末まつ裔えいを殺さないと……」

　未不嶺さんは誰だれの目にも明らかなほど、ぶるぶると身体を震ふるわせていた。揺れる剣けん先さきを、矢に貫かれながらも私の盾たてになろうとする伊織へ向ける。

「未不嶺さん!!　言いなりになってはだめ！」

　俱七帝も藤郎さんの父親も、本気で彼の定めを憂うれえているわけじゃない。

　彼の苦く悩のうと傷ついた心を、都合よく利用しようとしているだけだ！

「緋宮、私はただ、平安を……蒸む槻きが富み、人が穏おだやかに暮らせることを、それだけを」

　健けな気げな望みを口にする彼の目からぽろぽろと涙なみだが落ちる。

「未不嶺さん、剣を下ろして」

「血が、許さない。私の中に流れる血が、あなただけを選ぶことを許してくれない」

　息が詰つまる。私もさっき似たようなことを考えた。どうしても、恋こいだけを選べなかった。

「剣を、下ろそう」

「できない。龍神を殺さなければ」

　藤郎さんの父親の言葉が抜ぬけない棘とげとなり、彼の心を頑かたくなにしている。

　未不嶺さんはゆっくりと剣を振り上げた。

「私の役目だ。王族の一員として生まれた。犬ではない……」

　誰も止めようとはしなかった。苦りきった顔で彼を見つめている。

　私は伊織の前に立った。ちらりと視線を動かす。呪じゆ弦げん師したちはいつでも矢を放てるよう身構えていた。藤郎さんの父親の命令を待っている。

「緋ひ宮みや、まだ遅おそくない。私も誠意、お頼たのみするから、ともに帝のもとへ行こう」

「それは、本心なの？」

「あなたは、力あるまれびとだ。緋宮さえ考えを変えてくれたら、司し義ぎ様はきっと受け入れてくれる。日月が、この時代にようやく結びつく」

「未不嶺さんが伊織を殺して香気根呪法を強化し、それからまれびとの私の神じん力りよくを、俱七帝が手に入れるの？　帰き鼓こ廷ていが解体されるかもしれない。善き神が蒸槻から遠ざかってしまうよ」

「緋宮！　そこをどいてくれ。もう伊織に自じ我がはない。ただの化け物だ！」

　未不嶺さんは大声を上げると、乱暴に剣を振り下ろした。

　避よけずにいたら、私の額の上で剣がぴたっと止まる。

　未不嶺さんは頰ほおを歪ゆがめて私を睨んだ。汗あせと涙で顔が汚よごれていた。

「わ、私が、あなたを傷つけられぬと、伊織を殺せぬと、そう侮あなどっているのか！　犬は犬らしく、地を這はい回れと……っ」

　私は両手の先で、未不嶺さんの唇くちびるを静かに押さえた。ぼんやり思う。

　この蒸む槻きでは、皆みなが泣く。誰もが苦しがり、歯を食いしばって……。

「こんなに身体からだが震えて、涙が止まらないくらい、つらくて嫌なことなのに、どうして無理にする必要が？」

　乾かわいた唇の表面を指先で撫なでる。熱い息が肌はだにかかった。

「言葉も自分を蔑さげすむものばかりだ。だったらそれは、未み不ふ嶺ねさんにとってよくないことだよ」

「よしあしで、決められるはずが！」

「じゃあ、なにで決めるの？　なんであったら、正しいの？」

　未不嶺さんの涙が手の甲こうにあたる。

「経験者の立場で言う……。さっきの私は間ま違ちがっていたよ。それしか方法がないからって、自害しようとした。もっとよく周りを見ればよかった。皆、誰も笑ってくれない。悲しい顔ばかりだった。今みたいに」

　未不嶺さんの視線が怖こわ々ごわと動く。胡こ汀ていも朝火さんも、ちっとも幸せそうじゃない。滸こ楽らくの洲す沙さや、神々でさえ。

「だが、このままでは、都が。誰かが、やらないと」

　未不嶺さんは深い苦悩に顔を歪めながら、ゆるゆると腕うでをおろした。

「──所しよ詮せんは犬なのか」

　侮ぶ蔑べつの声に、未不嶺さんが、はっと振ふり向むく。藤郎さんの父親が冷たい目でこっちを見ていた。

「射て」

　矢が飛んできた。びくびくしながら私の足にしがみついていた兎と神がみ一族の頭に突つき刺ささる。

　兎神一族たちが、ぎゃあぎゃあと耳をつんざくような鳴き声を上げる。

「や、やめて！」

　慌あわてて手を伸のばした瞬しゆん間かん、私の肩を矢が掠かすめた。その威い力りよくに負けて地に倒たおれ込んでしまう。厚地の冬衣のおかげで深手にはならずにすんだけれど、肌がじんじんと鋭するどい痛みを訴うつたえてくる。

　洲沙がふいに小さな悲鳴を聞かせた。矢を受けたのかと、青ざめながら振り向く。

　そうじゃなかった。洲沙は、戦せん慄りつの眼まな差ざしで伊織を見ていた。

「噓うそでしょう──」

　伊織が突とつ然ぜん激しく咆ほう哮こうし、さらに身体を変形させていた。肌からしみ出す澱おり。見る間に膨ぼう張ちようしていく。

「変わらないで!!　怨みを膨ふくらませないで！」

「緋宮、だめだ！」

　伊織に抱だきつこうとした瞬間、未不嶺さんが素す早ばやい動きで私の腕を引っ張った。

「宥なだめないと、伊織が変わっちゃう!!」

　荒あら神がみと化した宇う迦か迦か様のように。兎神一族の悲鳴が、そして私が狙ねらわれたことが、自我を取り戻もどしかけていた伊織の心を再び怨みに染め抜いた。

「な、なんてひどいことを。何度皆を苦しめるの」

　藤ふじ郎ろうさんの父親へと視線を向ける。このために矢を放ったのか。

「彼の策に屈くつしないで。伊織、お願いだから堪こらえて！」

　荒神に変わっていく。私の緋剣が。

　瞬まばたきするたびに、彼の肉体は人から遠ざかった。手も足も消えた。澱を滴したたらせる巨きよ大だいな地を這う蛇へび。いや、蛇というより肥えた虫のような──ホースのようにぽっかりと空いた口が、頭の先にくっついているだけの化け物だ。宇う迦か迦か様とそっくりの。

「戻って、お願い、戻って!!」

　伊織は、土ど砂しや崩くずれのような音を立てて大量の澱を吐はき出した。

　それは地に広がったのち、無数の穢けがれ主ぬしに変化した。怨おん念ねんが形をなしたような不気味なものたち。澱色の肉にく塊かいに、でたらめに口や目、手足らしき突とつ起きがくっついている。

　その醜みにくさに、誰もが言葉を失った。

「龍りゆう神じんの子よ、今度こそ陽ひ女め神がみの末裔を仕留め──」

　藤郎さんの父親は途と中ちゆうで怪け訝げんそうに口を閉とざした。未み不ふ嶺ねさんが従わないと知り、伊織をけしかけたほうが早いと考えたんだろう。けれども、この光景は誤算だったに違ちがいない。大量に現れた穢主が、蟲むしの音で護られているはずの自分のほうにまで平然と寄ってきたんだから。

「化け物どもを追い払え」

　藤郎さんの父親の呼びかけに応じて呪じゆ弦げん師したちが矢を放つも、この数を御ぎよしきれるはずがない。穢主たちは蟲の音に怯ひるむことなく、耳みみ障ざわりな声を上げて呪弦師たちに躍おどりかかった。

　身の危険を感じたんだろう、藤郎さんの父親は真っ先に司し狼ろうを方向転てん換かんさせた。呪弦師たちが襲おそわれているあいだに一人だけ逃にげるつもりらしい。

　できるなら、彼を追いたかった。でも、私たちのほうにも穢主がわんさと詰め寄ってくる。

「知夏、そばを離はなれるな！」

　胡こ汀ていが術を紡つむぎ、金の羽を持つ鳥を召しよう喚かんした。息をつく間もない様子で可能な限り鳥たちや蛇を招き、穢主の接近を防ぐ。

　荒神と化した伊織は弾むように胴をうねらせると、ホースめいた口を私へ向けた。匂においを嗅かいでいるのか、頭部がびくびくと波打つ。そのたびに澱が滴したたり、新たな穢主が出現した。

「伊織」

　私はゆっくりと弓を構えた。可哀かわい想そうな龍神の血族。花神同様、蒸む槻きの定めに翻ほん弄ろうされている。

「どんなに抗あらがっても、この運命しか残されていないの？」

　歴史を覆くつがえすのって、なんて難しいんだろう。祈いのって祈って、わずか一いつ瞬しゆん、光が見えたと安あん堵どした直後に、新たな壁かべが立ち塞ふさがる。それの繰くり返しだった。

「私の緋ひ剣けん」

　花神の子。殺すか、殺されるか、そのどちらかしか、私たちのあいだには存在しないのか。

　本当に蒸む槻きは、隅すみ々ずみまで非情で──。

　唇を嚙かみ締しめ、矢を放とうとした瞬間。

「え？」

　後方から、神じん力りよくで淡あわく輝かがやく矢が飛んできた。私が放つ矢とよく似ていた。

『立ち戻れ』

　男か女か、判別できない低い声が耳に届く。愕がく然ぜんと振り向くと、鳥居の前に立って鈴すずを鳴らしていた山やま伏ぶし姿の者が弓を構えて近づいてきた。

『労いたわしや、神の子よ。ふるひふるひて、ひに帰らん』

　私は思わず両りよう腕うでを広げ、伊織を──荒神を背に庇かばった。山伏姿の人は、足を止めた。顔は仮面で隠かくされていたけれど、確かに視線が絡からんだのがわかった。その直後。

「知夏!!」

　私たちのほうに穢けがれ主ぬしを寄せ付けまいと、術を駆く使ししていた胡こ汀ていが急に大声を上げた。

　どうっと濁だく流りゆうのような音が背後で響ひびいた。

　振り向くと同時に、私は荒神の口の中に飲み込まれた。
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「──……」

　恐おそる恐る瞼まぶたを開く。真っ暗だった。何度瞬きしても暗さは変わらない。

「黒い川の中にいるみたい」

　生なま温ぬるい空気。どこからか風が吹ふいてきて、獣けものの鳴き声のような音を立てる。

「ここって荒神の体内だよね？　とりあえず怪け我がはしてないけど……他ほかに誰だれもいない」

　歩いて大だい丈じよう夫ぶなのか、判断できず戸と惑まどっていると、風とは別の奇き妙みような音が聞こえ始めた。

「なんの音だろう」

　後方から聞こえているのか、それとも前方からなのか、音が反はん響きようしていてわからない。

「胸むな騒さわぎがする」

　私の身にある神力がなにかを訴えてくる。ごくりと息を吞のみ、思い切って走り出す。

「は、走りにくい！　足元どうなっているの！」

　ひどくぶよぶよしている。泥どろ土つちとは違う。もっと弾だん力りよくと粘ねばり気がある気持ち悪いものだ。溶とけかかったゴムのような。

　転びかけて、慌てて体勢を変えたとき、急にさっきの奇妙な音が近くなった。かさかさという、葉は擦ずれに似た音だ。それと同時に、目の端はしに白いものが見えた。翻ひるがえる剣けんの色だった。

「!?」

　辛かろうじて避よけることができたのは幸運だった。たたらを踏ふみ、慄りつ然ぜんと闇やみの中を見つめる。

　葉擦れに似た音とともに、ぼうっと淡い輝きをまとう人ひと影かげが正面に現れる。

「伊織？」

　私はつかの間、放心した。伊織と同じ顔を持つ男が、どこかぼんやりとした様子で立っている。ここは荒神と化した伊織の体内のはずだ。だとすると正面の彼は、魂たましいが具現化した存在なんだろうか。目を凝こらすうちに、彼の輪りん郭かくがよりはっきりと見えるようになる。

「違う、伊織じゃない、あなたは」

　私は一歩、後退した。顔はそっくりだけれど本来の伊織よりも背が高く、体格もいい。それに、黒い川から生せい還かんした私のように、髪かみの毛が異様に伸びている。足元で渦うずを巻くほどに。

　両目の下から頰ほおにかけて、大だい胆たんに刺青いれずみが入っている。胸むな元もとが大きく開いた、半はん臂ぴのような袖そでなしの短衣をまとっていた。腕にはちぎれかけの領巾ひれが巻かれている。両手には、鋭い剣。

　彼が、さっき私を斬きろうとしたんじゃ？

「龍神なの？」

　恐る恐るの問いかけに、その者はふうっと視線を上げた。人形めいた無機質な瞳ひとみに、命が灯ともったように見えた。私はさらに数歩後退した。彼の背後でなにかが蠢うごめいている。

「……羽？」

　そういえば以前、穢けがれ主ぬしになりかけた伊織の背に、木の枝のような骨のみの黒い翼つばさが生えた。

　ばさり、と空気を打つ音がした。この彼にも当時の伊織と同じような翼が──。

「骨じゃない」

　まじまじと見つめる。本当に木の枝が翼代わりに生えている。枝の太さこそ違うものの、空うつ木ぎのような枯かれた花と葉がくっついていた。全身に細い鎖くさりのような蔓つるが巻き付いている。

「花の乙女おとめを殺さねば」

　彼は抑よく揚ようのない声で告げた。次の瞬しゆん間かん、私に向かって剣を振ふり上げる。

　突然の殺意に驚おどろき、私はその場に尻しり餅もちをついてしまった。結果としてその動きが、自分の身を守ったようだった。剣がひゅっと空を切る。切っ先の鋭するどさに、身体からだが強こわ張ばった。

「殺さねば。深き怨うらみを鎮しずめねば」

「待っ……」

　私は慌あわてて立ち上がり、彼に手を伸のばした。

　再び剣が翻る。今度こそは避けられない──！

「──!?」

　剣は、私の腕うでを確かに斬った。けれども腕は落ちていない。衣ころもにも肌はだにも傷ひとつついていないし、一いつ滴てきの血も流れていない。ただし、ごっそりとなにかをもっていかれた気がした。

　彼は躊ちゆう躇ちよせず、また剣を振り上げた。今度も避けきれなかった。

　刃やいばははっきりと、私の腹部を横一文字に切り裂さいた。やっぱり傷はつかない。

「神力を、奪うばわれてる……！」

　それに気づき、肌が粟あわ立だつ。神力は、気力に通じている部分がある。そのものではないけれど、一気に奪われると体内のバランスが崩くずれて昏こん倒とうしかねない。

「やめ……！」

　私は必死に次の攻こう撃げきを避けた。剣けん先さきが太ふと腿ももを掠かすめる。

　慌てて彼から距きよ離りを取り、走り出す。そのとき背中を斬られたのがわかった。ずんっと身体が急激に重くなり、よろめいてしまう。そこでまたも背中を斬られた。

「うぁっ」

　神力をすべて奪うつもりなんだ。

　そうすることで花神の痕こん跡せきを消そうと──殺そうとしている！

　歯を食いしばり、懸けん命めいに足を動かす。すぐに追いつかれ、後ろから抱だきつかれた。枯れた空木のような花をくっつけている翼が、ばさっと音を立てて私の身を包む。

「やめて、やめて……」

「殺さねば」

　全身が震ふるえた。背後から回された彼の手が、私の腹部の位置を探さぐる。

「龍りゆう神じん、奪わないで……っ」

　彼はゆっくりと腹部に短いほうの剣を突つき刺さした。ずぶずぶと身体の奥に埋うずまっていく刃。肉体的に傷はつかなくとも、目眩めまいのするような苦痛が全身に広がった。

　私の中の神力が殺されかけている。

「あぁ……、あぁっ」

　視界が一いつ瞬しゆん濁にごった。手足の痺しびれとともに体温が下がっていく。

　顔が歪ゆがみ、潰つぶれた喘あえぎ声が自分の口から漏もれた。その場にへたり込みそうになるのを、背後の彼が片かた腕うででしっかりと支えた。私は震える手で彼の腕を摑つかみ、見上げた。

「いつくし女め神がみを殺さねば」

　そう呟つぶやく龍りゆう神じんの瞳から涙なみだが落ちた。私の感情が身に跳はね返っているかのように、龍神の顔も苦痛に彩いろどられていた。その姿に、神力を奪われる恐ろしさが薄れ、寂しい気持ちが芽生えた。

「龍……伊織。私はあなたに、殺されたくないよ」

　彼の身体がぴくりと痙けい攣れんした。

「伊織も、私を殺したくないよね？　前にそう言ってくれた。なにがあっても私を守るって」

　短たん剣けんの柄つかを握にぎる彼の手から、力が抜ぬけたのがわかった。

「龍神、もう伊織を苦しめないで。伊織は純情で、優やさしい人だから、自分のせいじゃなくても私が傷つくと、きっと落ち込む」

　お願いだから──そう続けようとした瞬間、強い力で抱きしめられた。彼の長い髪が、私の頰にかかった。

「お逃にげを」

　掠かすれた声が聞こえ、私は目を見開いた。かすかに唇くちびるが耳に触ふれた。

　腹部からずるりと剣が引き抜かれ、翼が広がる。でもまだ抱き締められたままだった。

「知夏様、早く」

　彼の身体が、がくがくと震え始めている。伊織と龍神の意志が戦っているように。

「二度と、あなたを殺したくない」

　悲痛な声とは裏腹に、彼の翼が急激に変へん貌ぼうする。枝が伸び、無数の触しよく手しゆとなってうねった。

「俺に、捕つかまらないで」

　乱暴に突き飛ばされ、私はあたふたと振り向むいた。枝の触手が地を這はい、次し第だいに速度を増して迫せまってくる。私は逃げ出そうとして、思いとどまった。

「知夏様、足を止めずに！」

　枝の触手が足を伝い、身体に絡からみ付く。神じん力りよくがまた奪われるのがわかったけれど、私は自ら枝に触れ、それをぎゅっと強く摑んだ。

「龍神。やめなさい。花神の力を殺しても、『知夏』は諦あきらめない。とことん蘇よみがえってやる！」

　宣言するうちに闘とう志しがわいてきた。

「私の緋ひ剣けんを返してよ!!」

　思いっきり枝をひっぱたいてしまった。攻撃されたと判断したのか、枝の触手は腹を立てたように次々と私の身に巻き付いた。絞しめ殺される、と青ざめたとき。

「なんという馬ば鹿かな……！」

　伊織が呻うめき、自分の背中から枝の触手を無理やり引きちぎった。私に絡み付いていた枝が一気に朽くちてぱらぱらと足元に落ちる。

「伊織、背中から血が！」

　仰ぎよう天てんし、目を疑った。枝をちぎったせいで、彼の背が血ち塗まみれになっていた。

　ところが、また新しい枝の翼が勢いよく生えてくる。

　私は絶句した。ちぎってもちぎっても生える枝。痛いだろうに、血だって流れているのに、伊織は手を止めなかった。知夏様お逃げを、どうかお逃げを。そう切々と懇こん願がんする。

「もういいから！　やめて！」

「いいえ、俺も諦めない。あなたを傷つけるものは、なんであろうと許さぬのです」

　彼は血塗れになりながらも微笑ほほえんだ。

「ええ、あなたの緋剣です。あなたがそうおっしゃってくださる限り、俺は剣けんです」

　嬉うれしそうな、ほんわかしたその表情に、私は喉のどの奥が熱くなった。

「私の剣は、ほんっとうに頑がん固こで!!」

　枝の翼を毟むしる彼の手に飛びつく。伊織はそこで少し、動きを止めた。彼らしい、恥はじらいが滲にじむ笑えみ。互たがいの瞳を覗のぞき込む。

「あなたは怒おこっていても、花のように可か憐れんです」

　脱だつ力りよくしそうになった。どんなときにも発揮される純情ぶりを窘たしなめようとして、息を吞のむ。

　ぶつかり合う意志が原因なのか、彼の姿が、鱗うろこが剝はがれ落ちるようにぽろぽろと少しずつ崩れ始めていた。

「伊織！」

「愛しています、知夏様」

　優しい溜ため息いきとともに囁ささやかれた。

「だっ、だから不意打ちでそういう発言をするのは……！」

「いつもいつも、幸せに。あなたの笑い声は、明るくて快い。苦難があっても前に進み、弾はずむように笑う」

　伊織は楽しそうに言った。

「お許しを。時々だが、俺もあなたをその……阿あ呆ほ鳥どりのようだと思っておりました」

「伊織!?」

「そういうあなたがいい。幾いく度ど死んでも、また会いたい」

　崩れ始める腕が、ぽんっと私を突き飛ばした。私はよろめき、言葉なく彼を見つめた。

「さあ、今度こそ行ってください。もう抑おさえられない」

「伊……」

「早く、行け!!」
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　怒ど鳴なられた瞬しゆん間かん、私は全身に熱を感じた。力ちから一いつ杯ぱい駆かけ出す。

　背後で、翼つばさがはためく音。逃げないと。伊織が最後の力を振ふり絞しぼって私を生かそうとしてくれた。だから、絶対に逃げ切らないといけないのに。

　神力を大おお幅はばに削けずられたせいで頭がふらふらする。足元も、溶とけかかったゴムのよう。ちっとも前に進めない。私が生きることが、伊織の望みであるというなら、進ませてよ!!

「痛っ！」

　翼の音がすぐ後ろから響ひびいた瞬間、髪かみの毛を乱暴に引っ張られた。かっとした。彼の意識はもう龍神に戻もどっている。頑かたくなで独善的で、一いち途ずな。伊織そっくりだ。

「殺さねば」

「やめてって、言ってるでしょ！」

　自分から抱きつく勢いで振り向き、私は声を張り上げた。

「もう殺さないで!!」

「──」

「二度と、殺さなくていい！」

　殺さねば、と龍神の口が動く。可哀かわい想そうな女め神がみを鎮しずめねば、怨うらみから解放せねば……。

「殺さなくていい。もう花神に刃やいばはいらない！　あなたは自分を解放してあげて！」

　花神を殺す定めに取り憑つかれた龍神。自分の刃だけが、激しい怨念から花神を解放できると信じ切っている。……信じたがっている。

「違ちがうんだよ、花神の心に届いたのは刃じゃない。龍りゆう神じんの一途なその想おもいだった!!」

　がくりと彼の身体からだが傾かしいだ。不安定な地面に両りよう膝ひざをつき、私を見上げて嘆たん息そくする。

「いつくし乙女おとめよ、どうか、私を生まないで」

　壊こわれたように涙しながら、彼は懇願した。

「私さえ生まれねば」

　寂さびしい言葉に、呼吸がとまりそうになる。

「天の華はなを散らすこともなかったろうに」

　ほろほろと静かに泣く龍神を見て、胸が軋きしんだ。

「自分を殺すために……生まれないように、私の、花神の腹部を刺したがったの？」

　私は逃げるのをやめ、樹皮のように皮ひ膚ふが剝がれかけている龍神の頰ほおを両手で包む。

　蒸む槻き国の帝みかどである俱く七な帝ていの、本当の祖先を『ことじろ』という。緋ひ宮みやの祖とされる陽ひ女め神がみ──つまり花神を神世で汚けがした神だ。そのことじろと花神の子が、龍神だった。

「ずっと、言わずにいてごめんね」

　真っ先に龍りゆう神じんに伝えなければいけないことがあったのに。

　怨みが大事なことまでを覆おおい隠かくしてしまった。私の中にある神力はまだ少しだけ残っている。その力が、陽女神の想いを教えてくれる。

「──どんなにつらかったろう。私の子よ」

　こつんと額を合わせる。

　花神はすべてを呪のろい、荒あら神がみと化した。裏切った天あまつ神かみを、沈ちん黙もくを貫つらぬいた月神を、自身を汚したことじろを、地に置き去りにした耶や麻まを。ひたすら呪い続けた。

　かつての花神が口にした言葉が脳のう裏りをよぎった。私は口を開いた。

「男お神がみよ、私は醜女しこめか？　殺さねば耐たえられぬというほどに、醜みにくいのか」

「お許しを、美しき陽ひの女め神がみ。あなたをこれ以上、誰だれにも苦しめさせぬ。すべての穢けがれよ、私に取り憑つけ」

「馬鹿な子。私のために親殺しの罪を背負い、自身を罰ばつするために穢けがれ主ぬしの定めを受け入れた」

　それほどに自分を憎にくんでいた。罪つみ子ごなのだと。

「だから花神は……私はおまえを信じ、首を捧ささげたのだ。男神よ、私がおまえを遠ざけたことがあっただろうか？　生まねばよかったと言ったことが？　いいや、おまえは私の思いを知っているだろう。どれほど憎むときがあろうとも、おまえは私の愛いとしい子であった」

　記き憶おくの扉とびらが開かれる。気き性しようの荒あらい龍りゆうの神。誰に対しても跪ひざまずきはしないのに、私の前でだけは別だった。顔を伏ふせ、息を潜ひそめる。

　私の降格を嘆なげき、天つ神に食って掛かかることもあった。龍の軍を連れて天あま原ばらを襲おそおうと。私がやめよと言わねば、本気で神々を蹴け散ちらしただろう。

　龍の神だけが、醜くなっていく私を、変わらず美しいと讃たたえたのだ。

　華やかな女神たちには見向きもせず、私を慕したい続けた。そのひたむきさに、ほだされずにはいられなかった。私が目を向けるだけでも、龍の神は幸せそうに笑う。

「麗うるわしき耳みみ昏くらの子や、他ほかの女神らが私を見ておぞましいと眉まゆをひそめたときがあったろう。おまえは烈れつ火かのごとく怒いかり、女神らの身を斬きり捨てた。私は誓ちかったのだ。聖なる五穀……蒸む槻きの実りと栄えい誉よをおまえにすべて授さずけよう。憎しみは胸を去らずとも、最も早はや蒸槻を穢すまいと、護まもろうと。おまえの川が流れている限り」

「あぁ、ならぬ！　いつくし女神よ、私は呪われ続けねば!!」

　龍神は突とつ然ぜん、乱暴に私を突つき飛ばすと、片手で頭を抱かかえた。彼の背から再び空木のような枝が広がったものの、すぐに花がぼろぼろと朽ち、塵ちりと変わる。

「花神を殺さねば、殺さねば！」

　狂くるったように叫さけぶと、彼は剣を握にぎり直し、私に斬り掛かってきた。刃が肩かたを掠かすめた。神じん力りよくをまた大きく削られる。私は目眩めまいを抑えきれず、その場にへたり込んでしまった。

　龍神が両手で剣を振り上げた。そのときだ。

　雪のような花びらが、ひとひら、目の前に落ちてきた。龍神が、はっと目を見開いて、身を引く。それと同時に花びらがくるりと舞まい、やがて破は裂れつするようにぶわっと小さな風を起こして一気に増えた。その小さな花はな嵐あらしの中心から、誰かが姿を現す。

　陽ひ女め神がみのために死した花守──いや、そうじゃない、彼女は。

「白雨さん」

「緋宮！」

　名前の通りの白い髪。きりりとした奇き麗れいな女性。緋ひ剣けんの一人で──滸こ楽らくの生活に安らぎを見み出いだし、彼らのために私を裏切った。彼女は、茫ぼう然ぜんと座り込んでいる私の腕うでを片手で乱暴に摑つかみ、引っ張った。反対側の手を乱暴に振り、花びらの渦うずを巻き起こす。龍神を近づけないようにだ。

「緋宮、早く！」

　白雨さんに強ごう引いんに抱だき込まれた。花びらの渦がさらに広がった。かつて陽女神を慕った花守の力が、白雨さんをここに呼んだのか。頭の片かた隅すみでそう考えた。

　乱れ舞う花びらの向こうに龍神が立ち尽つくしている。伝えたいことがあった。私は声を張り上げた。

「龍神！　生まれて、よかった！」

　私の声は、あの孤こ独どくな龍の子に届くだろうか。

「たとえ憎むときがあっても！　花神は本心からこの地を、川を、空を愛おしんだよ！　そうじゃなければ、花神の末まつ裔えいの女たちは、私は、蒸む槻きを守ろうなんて思わなかった！」

　守り続けたことがその証あかしだ。

「美しくて気高い龍の王だと花神はいつもあなたを誇ほこりに思っていたの！　生まれて、よかったんだよ!!」

　視界が、白い花びらに覆われた。
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「──知夏！」

　名を呼ばれ、はっと瞼まぶたを開く。周囲には夜よ霧ぎりのような瘴しよう気きが満ちている。

　視線を下に向けると、両りよう腕うでをこっちに伸のばす胡こ汀ていの姿が見えた。

　そこで私は、白雨さんに抱だきかかえられながら宙に浮ういていることに気づいた。

「っていうより、落ちてるー!?」

「……心配ない。さあ、胡汀のところへ」

　耳に滑すべり込む彼女の声に、顔を上げる。心臓がはねた。久しぶりに、こんなに近くで彼女を見たから。白雨さんもどきっとしたようだ。

　思わずなのか、それともわざとなのか、彼女は、ぱっと腕を離はなした。

　悲鳴を上げる暇ひまもない。地面に激げき突とつする前に、胡汀がぼすっと抱きとめてくれる。

　白雨さんはというと、ふわりと花びらのように地面に着地していた。実際に、羽根のような花びらがふわふわと何枚か落ちてくる。それは瞬またたく間に跡あと形かたもなく消えてしまった。

「あっ、伊織……龍神は！」

　胡こ汀ていの首にしがみついて声を出すと同時に、地を抉えぐるような凄すさまじい悲鳴が聞こえた。

　慌あわてて振ふり向むくと、不思議な仮面を被かぶった山やま伏ぶし姿の者が、もがき苦しむ荒神に向かって弓を引いていた。明らかにその攻こう撃げきで、荒神の身体が小さくなっている。澱おりが溶とけ出し、地面に広がっている。それを兎と神がみ一族たちが慌てふためきながら祓はらっていた。

　未み不ふ嶺ねさんや朝火さんも、その手伝いをしていた。遠とお凪なぎさんや洲す沙さたちは、穢けがれ主ぬしの残りを追い払はらっている。

「龍神！」

　胡汀の腕から飛び降りて駆かけ寄ろうとすると、顔を背そむけていた白雨さんに止められた。

「行くな。あの者にまかせておけばいい」

「あの者って」

　言葉が続かなかった。白雨さんと見つめ合う。彼女はすぐに視線を逸らした。

「何者かは知らぬが。私を荒神の体内へと飛ばしてくれた。なんでも私の祖は陽ひ女め神がみと結びつきが強いという。私なら荒神の中から緋宮を連れ出せると」

　彼女は淡たん々たんとした口調で説明した。

　最後まで陽女神を慕った花守。たぶんそれが、白雨さんの祖だ。

「あの者のおかげで助け出せたんだ」

「でも、龍神……伊織は」

　伊織を心配しながらも目の前の白雨さんに意識が向かう。無事でよかった。どうやってここに？　他の滸こ楽らくたちは？　言いたいことはたくさんあるのに、なにひとつ言葉にならない。

　再び荒神の悲鳴が聞こえた。私は今度こそ制止を振り切って荒神のほうへと駆け寄った。

　山伏姿の者が放つ最後の矢が、荒神を人間ほどのサイズまで小さくした。すると、朝火さんの肩からなにかがぴょんと地面に飛んだ。茶系碁ご子こちゃんに乗ったみずの様だ。

「清めよ、清めよ」

　釣つり竿ざおを回すみずの様の号令で、兎神一族らがさっと笠かさを引っくり返し、荒神に水を注ぐ。

「穢れを祓え、水をもて」

　溶けた澱の中から伊織が現れた。私のように髪かみが伸びている。喜び勇んで飛びつこうとし、皆みなに止められた。胡汀に朝火さんに未不嶺さん、白雨さん。全員、苦い顔をしていた。

「ど、どいて」

　皆の身体からだを押しのけ、腕を振り払うも、また引き止められてしまう。伊織のほうに行かせてくれない。

「放して！　伊織の身体、戻もどっているよね!?」

　だから大だい丈じよう夫ぶのはずだ。気を失っているみたいだけれど、歪ゆがんでいた骨格や肌はだも、全部元通りになっている。

「きっと目を覚ましてくれる！」

　ところが──。

「許しておくれ、護女。あの子は太古の力が強すぎる。目を覚ませばまた荒あら神がみへと変じてしまう」

　みずの様が私の前に碁ご子こちゃんを近づけて、悲しそうに言った。

「身の奥まで穢けがれに晒さらされ、最早おのれにも御ぎよしきれないよ」

「でも、身体は元通りに！」

　嫌いやな予感がした。以前にもこういうことがあったはず。どくどくと心臓が激しく動く。

「連れていかねば」

「え……」

　ゆるゆると切なげに釣り竿を揺ゆらすみずの様を見下ろし、私はしばし絶句した。

「長き時をかけて、清めていこう」

「そ、そんな。そんな!!」

　再び手のひらからこぼれ落ちる。大事な人の命が。

　私は視線を伊織へと戻した。兎神一族たちがわいわいと、どこからか角棒を取り出し、担たん架かのように組み合わせる。その上に伊織を乗せ、「えいや」と担かつぎ上げた。御み輿こしのようだった。

「待って!!」

　私が清めるから。その一言が、出てこない。

　以前とまったく同じだ、こんなふうに緋剣の一人を手放したことがある！

「嫌、やめてっ!!　もう嫌!!」

　死力を尽くしても、まだ届かない。命そのものを差し出してさえ届かない。

「知夏」

「緋ひ宮みや」

　胡こ汀ていや朝火さんたちが、暴れる私を押さえ込もうとする。私は彼らの腕を夢中で振り払った。すぐに腕や肩かたを摑まれ、動きを封ふうじられてしまう。

「じゃあどうすれば!?　なにを捨てれば、なにを殺せば、なにを犠ぎ牲せいにすれば、私の願いを蒸む槻きは叶かなえてくれるの!!　どうして、どうして、いつもこうなるの!!」

　陽ひ女め神がみの望みと祈いのりはいつだって片かたっ端ぱしから粉々に砕くだかれ、踏ふみ潰つぶされる。

　それが、蒸槻という国だった。どこまでも陽女神を絶望させる。

　兎神たちが伊織を土老人の鳥居の中へと運んでいく。私は強引に、皆のあいだを突とつ破ぱした。

「連れていかないで!!」

　あと一歩、というところまで近づいたときだ。山伏姿の者が目の前に立ちはだかった。

「どいて！　どきなさい!!」

『なりませぬ』

　その者は、感情のない声で拒きよ否ひした。

『彼は最も早はや、人の世では生きられませぬ。神の力に穢れが絡からみ付いたのです。あなたのそばには置けませぬ』

「あなたには関係ない!!　私の緋ひ剣けんなの、私の、龍りゆう神じんなの！」

　叫さけぶ私の頰ほおに、その者がふと手を触ふれた。

『龍神の子は、私にお預けを』

「なんであなたに!!」

　頰をさする指の動きに、胸むね一いつ杯ぱいの怒いかりが急に小さくなる。思いの外優やさしい指だった。

　愛いとおしむような触れ方のせいで、怒りを持続できなくなってしまう。

『いつかの世で、再びお会いできる』

「──え？」

『私のように、いつか。この蒸む槻きを護まもる神として、目覚めましょう』

　私のように。その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、全身が痺しびれた。

　まさか。

『私たち、いつまでもあなたをお待ちする』

　優しい指が離れていく。

「あ、あっ」

　言葉が出てこない。少しも身体を動かせない。

　この人は、まさか。

『異界より来られしかわいい方。きっと、未来で』

　ちりん、と鈴すずの音。その人の姿がすうっと消えていく。伊織や兎神一族たちを飲み込んだ鳥居も、ずずっと音を立て、地面に飲み込まれていく。

「待っ……」

『ねえ、知夏様？』

　あたたかな、笑い声。

「──佐さ基きさん!!」

　やっと身体が動いた。精せい一いつ杯ぱい手を伸のばす。

　けれども、触れる前に、その人の、佐基さんの姿は霞かすみに変わり、搔かき消えた。

「佐基さん、待って！　佐基さん!!」

　私の緋剣。姉のように労いたわってくれた人。

　緋宮となって、右も左もわからず、誰だれにも認めてもらえなかった頃ころが脳のう裏りをよぎる。就任の儀ぎ式しきで、祭道を泥どろ塗まみれにされ、寂さびしく掃そう除じに向かった夜。

　佐基さんは懸けん命めいに慰なぐさめてくれた。誰よりも女神らしいと言ってくれた。

　それを口では否定したけれど、どんなに救われたことか。あのとき、逃にげ出さずに蒸槻で頑がん張ばろうと思えたのは、佐基さんのおかげだった。

　私が馬ば鹿かだったせいで、彼女をたくさん傷つけた。

　取り戻すことができずに、今の伊織のように、手放すはめに。

「佐基さん」

　私はぺたんとその場に座り込んだ。片手を自分の心臓に押し当てる。とくとくと動く命。

「私は、皆みんなに助けられて」

　ときごえ様や蛇へび神がみ一族の長おささん。それにみずの様、土老人、兎と神がみ一族。

　この蒸む槻きに迷い込んでから、苦難の連続に思えたけれど、そうじゃない。

　たくさんの縁えんがあった。出会った人々が力をくれた。

「皆が私を強くしてくれたんだって、そう思ったじゃないか」

　私は生きている。皆と苦しいこともつらいことも分け合って、前に進んでいる。

　その最中だ。だって未来が待っている。

　私の周りに皆が寄ってきた。手を差し伸べてくれる人たち。見つめてくれる人たち。

「知夏」

「緋宮」

「──うん」

　呼びかけに答えて、私はもう一度立ち上がる。
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　荒神の脅きよう威いが消えたためなのか、あれほどたくさんいたはずの穢けがれ主ぬしの姿が急激に減っていた。

　周囲に広がる瘴しよう気きは相変わらずだけれど、少なくともとりあえずの危機は去ったらしい。

　白雨さんとともにこっちへ駆かけつけた一部の滸こ楽らくたちが、「逃げ出そうとしていたのに気づいたので捕とらえた」という人物を私の前に引っ張ってきた。

　藤ふじ郎ろうさんの父親と、生き残った数人の呪じゆ弦げん師しだった。

「首を落としますか？」

　地面に膝ひざをつかせた彼を見下ろして、朝火さんが冷たく提案した。

「たとえ緋剣の者であろうと、私にかような真似まねをして罰ばつされずにすむとお思いか？」

　藤郎さんの父親は冷静な声を出し、朝火さんを睨にらみ上げた。その視線を、私へと移す。

「よくよく状じよう況きようをお考えになるがいい。なにがあなた方にとって利となるかを」

　自分が殺されるはずがない、と確信しているふてぶてしい表情だ。

　彼の視線を受け止め、内心で首を傾げる。

　藤郎さんにも咲耶さんにも顔立ちはあまり似ていない。藤郎さんは、自分たちの一族は帝みかどの影かげだと言っていた。目の前の貴人は、裏方の定めをよしとするタイプには見えない。細身ながらも眉まゆははっきりと太くて濃こく、目も大きい。顎あごもがっしりしている。

「先代たるまれびとの方よ。私の口くち添ぞえは、今のあなた方に宝玉以上の値となるだろう」

「自分が俱く七な帝ていに頼たのめば、私たちを殺さずに見み逃のがしてくれるはず、って言いたいの？」

　藤郎さんの父親は薄うすく微笑ほほえんだ。彼には、帝の決断を変えさせるだけの影えい響きよう力があるのか。

「俱七帝があなたにここへ来るよう命じた？　それとも自分の意志で？」

　彼は質問に答えなかった。

　この人には、訊ききたいことがいくつもある。蒸む槻きの帝の祖は月神じゃなくてことじろだという秘密を知っていたんじゃないの？　なぜ架々裏さんを見捨てたの？　なぜ咲耶さんをずっと顧かえりみずにいたの？

「さあ、まれびとの方。処断されたくなくば、私に誠意を見せなさい」

「誠意？」

「蒸槻の怨おん敵てきたるけだものを始末なさい」

　彼は平然とした顔で言い、視線を私の横へとずらした。獣けもの姿の遠とお凪なぎさんや、他ほかの滸こ楽らくたちがそこにいた。

「すべてはけだものの仕し業わざ。誰もが惑まどわされたのです。そうでしょう、先代様」

　都に出現した穢けがれ主ぬしや悪あつ鬼き、そして俱七帝と私の対立、荒あら神がみと化した伊織……それら全部の責任を滸楽になすりつけるつもりでいる。

　話はすんだとばかりに立ち上がろうとする藤郎さんの父親の肩かたを、私は片手で押さえた。なぜ邪じや魔まするのかわからない、と言いたげに彼は怪け訝げんそうな表情を浮うかべて私を見上げた。

「滸楽に手出しはさせません。今の彼らは味方だもの」

「味方？　蒸槻を荒あらし、女を攫さらってきた邪じや悪あくな滸楽に心を奪うばわれたと申すのか」

　明らかな嫌けん悪おを示した彼に、私は首を振ふった。なにを言っても納なつ得とくしてはもらえないだろう。それより。

「あなたは蒸槻の未来をどうしたかったの？」

「なんのお話か？」

「俱七帝の名めい誉よのためにこんなことを？　それとも、神も滸楽も退けて人の世を作るために？」

　彼の心が見えなかった。俱七帝は自分の立場と歴史を守るために、私を処しよ刑けいしようとした。でもこの人は？　神世の罪を背負っているわけでもなく、明日の食事に困るというほど貧しいわけでもない。地位も高く、財産だって持っているだろう。

　俱七帝や、蒸槻国のためとはどうしても思えない。じゃあ自分の地位のためなのかというと、それもなんだか違い和わ感かんがある。本当に保身第一なら、こうして自らやってこない。

「なぜ？」

「なぜと問われましてもな。世とは動くもの。ゆぅらり、ゆぅらりと、人は時代の波に乗るだけでは？」

　藤郎さんの父親は、にんまりと笑った。

　その答えに、底なし沼ぬまに落ちていくような感覚を抱いだく。つまり……時代の動きを読み、そのとき強い者の判断に従って『なんとなく』ここまで来た、ということなんじゃないだろうか。

　これ以上なく人間らしい返答に思えた。あえて白黒をはっきりさせず、日和ひより見みだ。曖あい昧まいで、無責任で、ちょっと残ざん酷こくで、底知れない……。

「おかしなことをお訊きになる。それがわからぬのは、まれびとゆえか？」

　私は目眩めまいがした。こういう人もいるんだと飲み込むのはとても苦しいことだった。望みがはっきりしている俱く七な帝ていのほうがまだ理解できる。腹が立っても、共感できる部分がある。

　でも大半の人たちは、藤郎さんの父親と同じなんだろう。

「そうか、俱七帝はとっくに気づいていたんだ」

　やっと理解した。どうして俱七帝が私の言動を軽けい率そつだと見下したのか。

「大きな戦争のない時代だ。だから『今の世に、誰もそうまで煌あきらかな力は望んでいない』……人にとって心地ここちのいいものじゃなければ、だめだった。弱すぎても、強すぎても認めてもらえない。それをわかっていないと、こんなふうに、人全体のぼんやりとした抵てい抗こうを受けて押し潰つぶされる」

　藤郎さんの父親は不思議そうにしながらも、もう一度立ち上がろうとした。私は我に返り、また片手に力を入れて彼の動きをとめた。藤郎さんの父親は不快そうな表情を浮かべた。

「あなたの身は、彼に預けます」

「彼？」

　私は視線を上げ、こっちに近づいてくる一団を見つめた。藤郎さんの父親もつられたように振り向むき、目を見張る。

　司し狼ろうに乗って現れたのは、彼の息子むすこである藤郎さんや、その他の貴人たちだった。

　藤郎さんは私たちのそばに司狼を止め、歩み寄ってきた。彼の視線は一度も父親のほうに動かなかった。私を見み据すえて、丁てい寧ねいに頭を下げた。貴人たちがそれに倣ならう。

「さて、急に悪鬼や穢けがれ主ぬしどもが消しよう滅めつしましたので、おそらくいつくし乙女おとめのお力ではと、こうして馳はせ参じた次し第だいでありますが」

「ありがとう。あなた方の協力のおかげで、ここまで来られた」

「それは光栄な」

「そのお礼がしたいと思う。……この方の身を、あなたに預けます」

　私の言葉で、藤郎さんはようやく視線を、自身の父親である人へと向けた。

　彼らは一いつ瞬しゆん、激しく見つめ合った。親子の情なんて一いつ切さい窺うかがえない眼まな差ざしだった。それでも、彼ら本人にしかわからない、深いものがある気がした。

　藤郎さんは「ありがたい」と乾かわいた声で告げた。

「なんとありがたい。私にとってなによりの褒ほう美びでございます」

「──藤郎。おのれの父を、褒美と言うか」

　藤郎さんの父親は顔色を変え、低い声を発した。

「おや、父上。私の名をご存じであったか」

　藤郎さんは微笑んだ。その得体の知れない微び笑しようを、私に向ける。

「いつくし乙女、ここは私におまかせくだされ。さあさあ、先を急ぐはず。私たちが乗ってきた司狼をお使いなさい」

　彼の催さい促そくを受けて、胡こ汀ていが私の腕うでを引いた。

　胡汀とともに司し狼ろうに乗った瞬しゆん間かん、父親に向けた藤郎さんの声が耳に届いた。

「父上、見誤りましたな」

「おまえ──」

「私の影が、蒸む槻きで最も濃くなる世がくるのですよ」

　忍しのびやかな笑い声。思わず彼らへと顔を向けた。跪ひざまずく父親と、恭うやうやしげに見下ろす藤郎さん。ひとつの時代が終わり、新しい時代が訪おとずれる。そういう構図に見えた。
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　藤郎さんや貴人たちをそこに残し、私たちはすぐに帰き鼓こ廷ていを目指した。

　二つの廷の手前に広がる平野を黙もく々もくと進む。口を開くのが怖こわかった。他の人たちも同じ思いだったのか、それとも私に遠えん慮りよしていたためなのか、わからない。

　最初に言葉を発したのは、私と一いつ緒しよに司狼に乗っている胡汀だった。

「大気が淀よどんでいる」

　胡汀は眉をひそめた。皆みな、その言葉を確かめるように視線を宙へとさまよわせる。

「本当だね。穢けがれ主ぬしたちは減ったはずなのに、こっちのほうがむしろ瘴しよう気きが濃いみたいだ」

「帰鼓廷を中心に、闇やみが広がっているように見える」

　私は頷うなずいた。龍りゆう神じんに神じん力りよくを大おお幅はばに持っていかれたせいなのか、時々視界が揺ゆらぐ。

「緋ひ宮みや様、このまま進んで大だい丈じよう夫ぶでしょうか。なにか策を用いたほうが……」

　獣形の滸こ楽らくの背にいる洲す沙さが、躊躇ためらいがちに切り出す。彼の手には穂野さんの剣けんがしっかりと握にぎり締しめられていた。鞘さやがないので刀身には布を巻き付けている。

「ここまで来て小細工もなにもない」

　私たちの隣となりを進む朝火さんが、にべもなく言った。

「伊織の身は神の手に渡わたった。あとは春日の救出と、九く支しとの交こう渉しようでしょう？」

「……うん。一時休戦を頼みたい。滸楽たちを安全な場所に移動させる時間を稼かせぐ」

　私の返答を聞いても、朝火さんは表情を変えなかった。

「わかりました。今回はあなたに従うと誓ちかいましたので異を唱える真似まねはせぬ。だが帰鼓廷に乗り込む前に、ひとつ片付けておきたいことがあります」

「なにを？」

　そこで唐とう突とつに朝火さんは司狼をとめ、手のひらから隼はや鉄てつの剣を取り出した。その先せん端たんをすっと素す早ばやく横に向ける。

　朝火さんの少し後方を進んでいた彼ら──白雨さんと未み不ふ嶺ねさんを阻はばむように。

　全員の行進がストップし、緊きん迫ぱくした空気に包まれた。

「この者たちを連れていくのですか？」

　私は一瞬息を止め、それから苦く笑しようした。本当に朝火さんは、どこまでも朝火さんだ。曖昧にしたいと思っていた問題を見み逃のがしてくれない。

　曖昧。ふと藤郎さんの父親の姿を思い出す。私もまた、その言葉の便利さに縋すがっている……。

「未不嶺はすぐに意思が揺らぐ。白雨は滸こ楽らくに心を奪われている。つまり肝かん心じんなときに手のひらを返す恐おそれがある。信用するのですか？」

　私を試ためすように朝火さんは小さく笑った。

「まあ、俺も人のことは言えませんが。あなたが蒸む槻きを見限りたくなるのも仕方がないか。なにが起きようとも第一に緋宮を守護するはずの剣すら平然と裏切り、離はなれていくのだから」

　彼の痛つう烈れつな言葉に、未不嶺さんと白雨さんが顔を強こわ張ばらせた。

「俺は裏切らぬし、離れぬが？」

　口を挟はさんだのは胡こ汀ていだった。

「荒あら神がみは制した。回かい絽ろ廷ていの兵たちも今は分断中だ。都は崩ほう壊かい寸前なのに、次代となる春日の力は目覚めておらぬ。知夏の存在を最も早はや帰き鼓こ廷ていはないがしろにできぬ。交渉次第で帰鼓廷は、知夏の側に立つだろう。もうここからはおまえたちなどおらずともかまわぬが」

　挑ちよう発はつ的な胡汀を見て、三人はあからさまにむっとした。

「見逃してやるから、おまえたちはどこへなりとも行けばいい」

　待ちなさーい、暴君様め。最近の胡汀は子どものように我が儘ままで率そつ直ちよくすぎる！

「私のことが、一番じゃなくていいんだよ」

　腹部に回されている胡汀の手を密ひそかに握り締め、皆を見回す。

「心の形はそれぞれ違ちがう。だからといって、一緒にいられないわけじゃない。皆、守りたいものや叶かなえたい願いのために戦っている。それでいいと思う」

　皆には皆の人生がある。毎日なにかを考え、悩なやみ、喜んだり泣いたりしながら心を育ててきている。朝火さんはどうあっても滸楽を許せないし、白雨さんは蒸槻の人間に不信感を持っている。そういう思いを、捨てろと命じたところですんなりいくはずがない。

「ただ、もしも戦いの先に望んでいるものが私と同じなら、一緒に行こう？　違うのなら……ここでさよならしよう」

　三人は同時に顔を歪ゆがめた。狼ろう狽ばいしているみたいだった。真っ先に目を吊つり上げたのは朝火さんだ。

「危機は過ぎたから、お捨てになると？」

　朝火さんは、もー！

「違うってば」

「なにが違う？　俺を用済みとおっしゃるなら、あなたとの誓いもこれまでです。なら、けだものどもを殺しても文句はないな？」

「こらっ、わざと皮肉な言い方をしてる！」

　どうやら朝火さんは拗すねたらしい。自分から話を振ふってきたくせに！

「……緋宮」

　白雨さんに静かに呼びかけられ、どきっとした。

「私を、きっと許せぬだろうと……思う。けれど、私は決して邪じや心しんをもって緋宮を」

「白雨さん」

　私は途と中ちゆうで彼女の言葉を遮さえぎった。なぜ白雨さんが私を売るような真似をしたか、その理由はわかっている。それでも、やっぱり私は傷ついているようだ。

　まさか白雨さんが本当にそうするとは思っていなかったから。苦い思いが胸に広がる。

「それに未み不ふ嶺ねさん、朝火さんも。今どうするか決めて。帰き鼓こ廷ていに到とう着ちやくしたあとであなたたちが俱く七な帝ていたちの側に寝ね返がえってしまうと、不利になる」

　彼らは傍はた目めにもわかるほど全身を硬かたくした。突つき放すような言い方になってしまったものの、帰鼓廷は目の前で、大おお詰づめを迎むかえている。この局面で勝手な行動を取られるのは、困る。

「胡こ汀ていもさっき言っていたけど、ここで別れるのなら、なにもしないで見逃す。ただし緋ひ剣けんの役目をおりてもらう。私とともに行かないのなら、それはあなたたちに必要のない力だよ」

　皆は驚おどろいたように私を見つめた。基本として、緋剣たちと結んだ血の絆きずなは緋宮が死ぬか、座を次代に譲ゆずるまで切れることがない。でも途中で解放する方法がないわけじゃない。

「隼はや鉄てつの剣を」

　彼らへと手を差し出す。

　緋剣の任から解く方法は簡単だ。私の意思で、彼らの剣を折る。それだけだ。

「緋宮。あなたは、大層意地が悪くなられた」

　朝火さんが滅めつ多たに見せない困り果てた表情を浮うかべた。二人も途と方ほうに暮れた顔をしている。というよりなぜ洲す沙さや滸こ楽らくたちまでおろおろと？

　遠とお凪なぎさんの頭の上に乗っているみずの様まで動どう揺ようしているんですが。

「少なくとも今の陽よう都との状態や二廷の思おも惑わくは受け入れがたい。あなたに従うので、手を引っ込めなさい」

「二人は？」

　視線を未不嶺さんたちに向けると、やけに傷ついた目をされた。

「緋宮、お訊ききしたい。あなたは回かい絽ろ廷ていを滅ほろぼすつもりか？」

　未み不ふ嶺ねさんは落ち着きなく髪かみをいじりながら、囁ささやくような声で尋たずねた。

「違う。私が望むのは春日さんを見つけることと、休戦。滸こ楽らくを追うのも、ひとまずやめてもらう」

「回絽廷の歴れきを覆くつがえす？」

「歴については交渉次し第だい。だけど期待はしないでほしい。回絽廷は、帰き鼓こ廷ていを支配したいと考えているでしょう？　それは認めない」

　慎しん重ちように考えながら答える。回絽廷の歴、つまり俱く七な帝ていの一族の祖は誰だれなのかを公表するか、という問いかけだ。それは私が勝手に決めていい問題じゃない。蒸む槻きの歴史だけじゃなく、遠凪さんを長おさとする滸楽一族の今後にも関かかわってくるためだ。

　だからこそ、皆みなで話し合う場を設けるための、ひとまずの休戦が必要だった。

　──焦あせらずに少しずつ、進めていかないと。

「……わかった。緋宮の望みが、春日の救出と休戦なら、従う」

　未不嶺さんは迷いを多く残した顔で頷いた。残るは白雨さんだ。彼女は私と目が合った途と端たん、俯うつむいて「問題ない」とだけ答えた。私の要求は滸楽にとって損にはならないからだろう。

　わずかに皆が緊きん張ちようを解いたときだ。

　突とつ然ぜん、遠凪さんが人の姿へと変身した。頭に乗っていたみずの様と碁ご子こちゃんをつまんで洲す沙さに放ほうると、探さぐるように私を見み遣やった。どういう意味の眼まな差ざしだろう。そう首を捻ひねった直後。

「遠凪!?　なにをする！」

　滸楽に騎き乗じようしていた白雨さんを、遠凪さんは乱暴に地面へ引き摺ずり落とす。怒いかりよりも驚きを見せる白雨さんを背後から抱かかえ込み、首を押さえた。人ひと質じちにするかのように。

「清きよ姫ひめ。おまえは我ら一族に真心を示したろう。我らを始末せよと告げたあの貴人に、手出しはさせぬと答えた」

「そ、そうだけど、それと白雨さんに、なんの関係が」

「ならばわたしも誠意を返そう」

　滸楽たちが遠凪さんの周りを忙せわしなくうろつく。やめろ、と懇こん願がんしているようだ。

「この女は我らの一族を守るために、清姫を切り捨てたな。敵の甘言以上に、仲間の変心は許しがたい。わたしは王として、この女の首を差し出す」

　白雨さんは目を見開き、青ざめた。殺すと宣告されているのに反論せず、抗あらがいもしない。

　本気で殺すはずがないと見くびっているのではなく、彼の決断を受け入れている。

「わ、私が謝あやまりますので緋ひ宮みや様、どうか許して」

　洲す沙さは卒そつ倒とうしそうな表情で私を見つめた。滸楽たちも私に近寄り、許しを乞こうように懸けん命めいに尾おを振る。緋剣たちは静観に回っていた。私は全員を見回し、最後に遠凪さんを窺うかがった。

　女性に甘い滸楽一族。王たる遠凪さんもだ。その彼が、私の返事次第で白雨さんを殺そうと考えている。藤ふじ郎ろうさんの父親の手を振り払はらった私への礼れい儀ぎだと。

　でも遠凪さんは気づいているんだろうか。白雨さんを滸こ楽らくの王として処しよ刑けいすることの意味。

　とっくに彼女を同胞はらから扱あつかいしている。

　白雨さんも不思議に思わず受け入れているし、洲す沙さたちも違い和わ感かんを持っていない。

　気高い滸楽の王を改めて眺ながめる。私たちの道は、いつまでも重ならない。それが寂さびしい。

「──裏切り以上の働きをしてくれたよ。白雨さんを放はなして」

　遠凪さんは頷うなずかなかった。私の中にあるもやもやを見み透すかしているんだと気づいた。

「罰ばつについては、おいおい考える。今はだめ。皆の士気が下がるから」

　私は感情を殺して、冷静に告げた。納なつ得とくしたのか、遠凪さんはようやく彼女を解放した。

「ねえ遠凪さん」

「なんだ」

「心って、難しいね。変えないようにするのは、本当に難しい。変えなければいいってものでも、きっとないよね」

「そうだろう」

「うん」

　遠凪さんは再び獣けものの姿に戻もどった。放心している白雨さんを鼻でつつき、「乗れ」と促うながす。

　ふうっと洲沙が大きく息を吐はく。するとみずの様や滸楽たちまで同じ真似まねをする。

　私の後ろに乗っている胡こ汀ていまでもだ。彼の場合は他ほかの人たちと少し様子が違ちがった。後ろを見ると、意味深な眼差しで私を見ている。

「この一件でよくわかった。普ふ段だんぽやっとしている者が怒おこると非常に恐おそろしいということが」

「……胡汀？」

「俺はおまえを怒らせないよう気をつける。心臓に悪い」

　どういう意味！

　確かに、と同意するようにしみじみと尾を振る滸楽たちの姿が目に映り、私はひっそり憤ふん慨がいした。皆がそそくさと前進し始める。最さい後こう尾びを私と胡汀が行くことになった。

「知夏、俺についてはなにも悩なやまなくともいい」

　そっと耳打ちされ、戸と惑まどう。

「帰き鼓こ廷ていも蒸む槻きも滸楽も知らぬ。おまえの望みを、俺は優先する」

　振り向むくと、胡汀はなぜか急に腹立たしいと言いたげな表情をした。

「だから俺の前では、心を凍こおらせるな」

「──胡汀」

　無理な注文だ。九く支しさんとの交こう渉しようが成立するまで、私は『緋宮』でいなくちゃいけない。気を張っていないと、冷静でいられなくなる。伊織や佐基さん。穂野さん……たくさんの人たちの姿を心の底に閉じ込めて、頑がん丈じように蓋ふたをしておかなきゃ立ち上がれなくなる。

「俺の鳥は、ひどく傷ついている」

「やめて」

　自分でもびっくりするぐらい冷たい声が出た。

　胡こ汀ていは口を噤つぐんだ。そのかわり、一度だけぎゅうっと私を強く抱だき締めた。すぐに腕うでは離れ、手た綱づなを握にぎる。

　私は細く息を吐いた。気持ちを揺さぶられても、振ふり向きはしない。今は優やさしさよりも力を選ぶ。

　望む未来を手た繰ぐり寄せるまで。




[image: ]




　帰き鼓こ廷ていの大門をはっきりと目で確かく認にんできる位置に来たときだった。

　そこから、司し狼ろうに乗った数人の祇ぎ官かんが転がるような勢いで飛び出してきた。

　緋剣たちが一いつ斉せいに剣けんを取り出し、身構える。

「先代様!!」

　彼らは私の姿を確認すると、声を張り上げて近づいてきた。

　こっちに攻こう撃げきを仕し掛かけるという雰ふん囲い気きじゃない。

「どうか、お力を！」

　祇官が必死に司狼を駆かりながら叫さけんだときだ。大門の中から目に鮮あざやかな青い縄なわがびゅっと伸のびてきて、祇官の身体からだに巻き付いた。縄というより爬は虫ちゆう類るいの舌のようだった。

「ひぃ……っ！」

　その不気味な青いものは、司狼ごと祇官らの身体をかっさらい、大門の中に消えた。

　私たちはぽかんとした。一いつ瞬しゆんの出来事で、どんな動きも取れない。

「今の、いったいなに？　穢けがれ主ぬしじゃなかったよね？」

　胡汀を仰あおぎ、尋ねる。彼は大きく目を見開いていた。

「あれは──」

　大門のほうでまた動きがあった。木こ陰かげから覗のぞき見るように顔を出したのは、不可思議な青色の異形だった。巨きよ大だいな羊の顔と、栗鼠りすのような身体を持っている。

　その異形は私を見て嬉うれしそうに目を細めた。ぞっとした。心臓が凍り付きそうな恐きよう怖ふ。

「地の神々」

　私が吐き出した言葉を拾ったらしく、緋ひ剣けんや滸こ楽らくたちは戸惑いの視線を向けてきた。

「蒸む槻きにおわす地の神だ」

　そうだ、私は知っている。彼らは神。蒸槻の神。もとは黄泉よみの亡もう者じやでありながら、花神の力を食くらい、のし上がった者。どうして地の神がここに？　穢主や悪あつ鬼きが蠢うごめく危険な陽よう都とだ。この神々が無む償しようで人々を救ってくれるはずがない。神はいつでも生いけ贄にえを求める。

『めがみじゃ、めがみじゃ』

　ざわざわと囁ささやく声が耳に届いた。その青い色の神に続いて、ひとつ目の鹿しかのような神もひょいと顔を出す。次に、招まねき猫ねこに似た真っ赤な神も。

『めがみ、来なされ』

『こちや、こちや』

『うふ、うふ、いつくし女め神がみ、世を経へても変わらぬ』

　手招きする神々。宴うたげが始まるというように。

「あ……」

　嫌いやだ、呼ばないで。彼らは、私にとっての鬼おにだ。

『さあさ、ひの間に、のう？』

　ひの間──。

「……皆、決して知夏を奪うばわせるな。あれらは神の顔をした化け物だ」

　胡こ汀ていが低く告げた。次の瞬しゆん間かん、玉が転がるように、神々がどっと大門から飛び出してきた。

「殺あやめていいのか!!」

　白雨さんが美獣様から下り、剣を構えて叫んだ。

「斬きれ！　陽ひ女め神がみの末まつ裔えいを汚けがし続けてきた神々だ！」

　胡汀の返事に、白雨さんが目を吊つり上げた。

　蒸む槻きの神々。各地におわす地の神々。彼らの守護のおかげで山は多くの実りをもたらし、水は新たな命を生む。陽女神の末裔である緋宮は儀ぎを行い、彼らを敬う。もしも神じん力りよくが不足すれば、『ひの間』で身を差し出すはめに。

「欲よくに肥えた神々め。奪うことしか頭にない！」

　胡汀が術で大だい蛇じやや鳥を召しよう喚かんした。相手は、神々だ。穢けがれ主ぬしや悪鬼とは違う。先頭を走っていた狸たぬきのような大きな神が口を開け、もしゃもしゃと鳥も大蛇も食べてしまう。

　その光景に、皆みなが一いつ瞬しゆん怯ひるんだのがわかった。圧あつ倒とう的な力の差を見せつけられた感じだった。

「うん、これはならぬ」

　滸こ楽らくの頭の上にいたみずの様が、釣つり竿ざおをふりふりと揺ゆらし、呟つぶやいた。

「見苦しいぞ、地のものたちよ」

「みずの様……」

「うんうん、護女よ。わたくしな、小さきものだが、水の柱神でもあるのだよ」

「は、はい」

「龍りゆうのものや土のものほど強うないが、封ふうを解とけば、しばし地のものたちを止められような」

「封を……？」

「うんうん。ただな、戦いくさ神がみではなくとも、やはり柱となるものじゃ。長くは封を解いていられぬので、早はよう廷ていへと行きなさい」

　みずの様は優しい声でそう言うと、ぴょんと地面に下りた。

「戻ってください、みずの様！」

　小さな神様だ。地面に下りたら踏ふみつぶされてしまうかもしれない。慌あわてて私も司狼から降りようとしたときだ。みずの様が、かわいらしい狐きつねの面を外した。その瞬間、みずの様を中心に白い煙けむりが沸わき立ち、突とつ風ぷうが駆け抜ぬける。清水を思わせる澄すんだ風だった。

「わたくしが、道を開こうな」

　甘さを含ふくんだ、男性の低い声がした。

　驚おどろきに目を見張る。みずの様がいた場所に、身なりの立派な男性が立っている。麗うるわしい薄うすい青の髪かみ。彼の左手には狐のお面、右手には釣り竿があった。

「──みずの様？」

　まさかと思って呼びかけると、彼が振り向いた。きらきらした銀色の瞳ひとみ。涼すずしげな美び貌ぼうだった。私を見てその瞳を細くし、笑う。

　本当にみずの様？　あのちんまりしてかわいい神様なの？

「あのな、沼ぬまのものによく叱しかられるのじゃ。おまえは封を解くと、加減を知らぬので始末に悪いと」

「え、沼のものって、ぬまごえ様のこと……っていうか、みずの様、なにを──!?」

「きさまはあの、美しくあわれな女神を思わせる。なれば今度こそ、知らぬ振りはすまい」
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　みずの様は、くすくすと笑いながら釣り竿を振った。釣り針ばりが地中に潜もぐる。

　……まさか龍りゆう神じんでもつり上げるとか言わないよね!?

「起きよ、みな。──久しぶりの馳走だ、ぞんぶんに食らえ」

　幻げん聴ちようかと思うような物ぶつ騒そうな発言に驚いた直後。みずの様は、ぶんっと釣り竿を動かした。大海から魚でもつり上げたように。

「え、え、ええっ!?」

　龍神じゃなかった。真っ白な蛙かえるや亀かめに似た大きな異形たちが、地中から噴ふん水すいのように大量に飛び出し、地面にごろんと転がった。どうやらみずの様の一族の者たちらしい。

　それにしても、見た目はキモかわというか。動き、かなり鈍にぶいんですけど。

「引っくり返って起き上がれなくなっている巨きよ大だい亀がたくさんいる……」

　一族の者たちは、こっちへと駆け寄ってきていた地の神々たちを見て嬉しげに身を起こし、飛びかかった。……さっきの感想は撤てつ回かいする。動き、速い！

「今のうちに、おゆき」

　みずの様は優しく首を傾かしげて、私たちを促うながした。

「そ、そんな毒のない顔をしてますが、神々の共食いという恐おそろしい光景を生み出した張本人……いやっ、ここはありがたく進ませてもらいます！」

　私たちは、微笑ほほえんでいるみずの様の横をこそこそと通り抜けた。滸こ楽らくたちまでもが毛を逆立てて怯おびえているのがなんともいえない気持ちだ。

「ああ、護女」

　ふと呼び止められ、私は胡こ汀ていの腕にしがみつきつつそうっと振り向むいた。

「あのな、人の男に飽あきたら、おいで？」

「は、はい？」

「また、飲み明かそうな？」

「はい」

　深夜の飲み会のお誘さそいか。そう思って頷うなずくと、無表情の胡汀に強ごう引いんに姿勢を戻もどされた。朝火さんや白雨さんたちが、牙きばを剝いた獣けもののような凄すごい表情を浮うかべてみずの様を見やる。

　緋剣って皆、奇き麗れいな顔立ちをしているのに、台無しの凶きよう悪あく顔だ。

「神々はだれもかれも色ぼけなのか？」

　白雨さんはこれまでの苦く悩のうをきっぱり消し去ったような怒いかりの声を上げ、乱暴に司し狼ろうに乗って、走らせた。他ほかの皆も一いつ斉せいに、帰き鼓こ廷ていへと向かって司狼を駆かる。

「そもそも緋ひ宮みやが真夜中に神かみ女めたちと企たくらんで、異様な宴を開いてきたせいではないのか。剣けん士しどものみに留とどまらず、祇ぎ官かんや神々まで誘っているだろう！　我らには内密にというのが憎にくたらしい。慎つつしみを持て」

「未み不ふ嶺ねさん!?　こんな状じよう況きようでいきなりお説教？」

「歴代の緋宮の中でも、美酒ひとつでこれほど剣士や神々を籠ろう絡らくした女はいないな」

「朝火さん、人聞きが悪い！」

「緋宮、白状しろ。……あのみずのとやらと、まさか二人きりで酒を飲んだことはないな？」

「な、なんの心配なの、白雨さんてば！」

「…………」

「後頭部に突つき刺ささる胡こ汀ていの視線が痛い！　洲す沙さや遠とお凪なぎさんまで、なにその冷たい目！」

　おかしいよ！　今から最終決戦というか死地に赴おもむくような緊きん迫ぱくした状況なのに、なんで私の躾しつけが始まるの？

「ちょっと私専用の通門をこっそり作ったくらいで、そんな悪いことなんてしていないよ！」

「なんだと？」

　胡汀は、ぞくぞくするような凍こおった声を発した。

「鳥専用の、通門？」

「え、鳥って胡汀さん、そこまで阿あ呆ほ鳥どり扱あつかい……や、私専用っていうか、仲のいい神様が直通で遊びに来られるようにしただけで……」

　全員が愕がく然ぜんとし、それから悪あつ鬼き以上の強きよう烈れつな気配を漂ただよわせた。

　おののきつつも、なんだか笑えてしまう。危機を前にしてもマイペースなところって、いかにも私たちらしい。ここに伊織がいれば、完かん璧ぺきだったのに。

　彼らは「男遊びは禁止」だの「それをいうなら神遊び」だの「神八つ裂ざき」だのと、好き勝手なことをわいわいと言い始める。

　だから私は、反論した。

「緋ひ剣けんたちが遊んでくれないせいなのに」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく後、全員が怒りを浮かべ、口を揃そろえてこう叫さけんだ。

「だったら、呼べ!!」

　ええっ、なんか理り不ふ尽じん！
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　侵しん入にゆうした帰き鼓こ廷てい内ないは、神々のたまり場と化していた。

　みずの様の一族たちが囮おとりとなって神々を引きつけてくれたけれども、内部にはさらにたくさん存在する。誰だれにも見つからずに進むのは無理だ。

「どうしてこんな事態に？」

　私たちは亭の陰かげにひとまず隠かくれ、路みちを窺うかがった。

「帰鼓廷の界も崩くずれかけてる」

　そのおかげで滸こ楽らくたちも、ともに侵入できたのだけれど……蒸む槻きで最も霊れい的てきに護まもりが堅いはずの帰き鼓こ廷ていですらこの有様なんて。

「……荒あら神がみの脅きよう威いは去ったはずなのに、どうして界を強化していないんだろう」

　完全に界が崩ほう壊かいしているわけじゃない。この状態ならまだぎりぎり立て直せる。

「それでもやはり、さすがは帰鼓廷だ。瘴しよう気きがない」

　朝火さんの言葉通り、先ほど通ってきた平野や貴人区などとは違ちがって空気が濁にごっていない。久しぶりにまともな空を見た。太陽が出ている。

「それなのに、なんだか明るく感じない」

　目を刺すような眩まぶしさを感じていいはずだ。私の呟つぶやきに、未み不ふ嶺ねさんが小さく頷いた。

「帰鼓廷の中だけ大気が捩ねじれているようだ。外に闇が広がっていたのはこのせいか？」

「神々の訪おとずれが関かかわっているのではないか。実際、空は澄んでいる」

　胡こ汀ていが小声で答え、慎しん重ちように前方を窺った。

「どうする？　行く先を決めずにうろつく余よ裕ゆうはないが」

「うん。大だい神しん殿でんを目指そう。あそこに九く支しさんがいるだろうし」

　そこには『ひの間』もある。だとすると、春日さんも一いつ緒しよにいるんじゃないか。

　私は心臓の位置を押さえた。さっきから胸むな騒さわぎが止まらない。路に溢あふれるこの神々はいったいどこから現れたんだろう。通門をくぐって帰鼓廷にさまよいこんだとは考えにくい。

　通門は、その主あるじが『よし』と渡わたりを認めた相手じゃなければ、使えないためだ。

　──だとすると、ひの間から？

　不安が一気に増す。陽よう都とや二廷の状態を回復させるよりも、春日さんの安否を知ることが重要な気がしてきた。

「神殿に侵入できたら、最初に春日さんを捜さがしたい」

　私の提案に、皆みなが奇き妙みような顔をした。

「まず九支と談判したほうがいいのでは？　仮に休戦が得られたら、次代たる春日にも会わせてもらえるでしょうに」

　朝火さんは声に不ふ審しんな響ひびきを乗せて尋たずねた。

「春日さんの安全が先」

「あなたの考えは時々、わからぬ。春日があなたを緋宮の座から力ちから尽ずくで引き摺ずり落としたのだろうに、慈じ悲ひをもって身を案じるのか」

「普ふ通つうの意味で心配しているんじゃないよ。交こう渉しようの結果に拘かかわらず、春日さんが人と会える状態なのかが気になるんだ」

　私の説明に、朝火さんはふと表情を真ま面じ目めなものにした。

「歴が動いていなくても、彼女も陽ひ女め神がみの血を受け継ついでいることは間ま違ちがいないよ。……胡汀も言っていたよね、春日さん自身は都の状態を本心から憂うれえていたって。たとえ俱く七な帝ていに利用されていたのだとしても、神々が帰鼓廷を自由に歩き回っているような異常な事態を見過ごすとは思えない」

「そうですね……春日のもとに九く支しがいるかもしれぬ。いや、俱く七な帝ていが九支たちを監かん禁きんしているという考えもあるな」

「……神殿に急ごう」

　路を闊かつ歩ぽする神々に見つからないよう、遠回りして神殿を目指す。

　ほぼ碁ご盤ばん状に整備されている帰き鼓こ廷てい内。大神殿は中央区域に建っている。その中央区域もまた、さらに細かくブロック分けされていた。

　神殿を中心にして、左右に薬園、前後にはその他の宮や儀ぎ式しき場などが設けられている。

「神殿に近づくにつれ、神々の数が増えているな」

　一部の高位の神女たちが寝ね起おきする屋や敷しき──『ひわの宮』の裏門から侵入したあとで、胡こ汀ていが軽い舌打ちとともに呟いた。

「人の数より多いのでは？　だいたい、あれらがまことに神というのか？　なんて不気味な」

　白雨さんも、嫌けん悪おもあらわに毒づく。帰鼓廷に長く暮らしている朝火さんは平然としていたけれど、他の人や滸こ楽らくは白雨さんと同意見らしい。こんなにたくさんの、地の神々を目にしたのは初めてなんだろう。それは私も同じだった。

　きらびやかな衣装をまとっていなければ、百ひやつ鬼き夜や行こうとそう変わらない光景だ。蟲むしや獣、妖あやかしめいた姿の神々。人の形を持つ者はほとんどいない。柱神とは違う。神こう々ごうしさや厳いかめしさ、あるいはみずの様のような、澄すみ切った柔やわらかさが感じられない。

「悪鬼のようだな」

　未み不ふ嶺ねさんがぽつりと告げた。

「当然だろうに。神しん鬼きは元来、同じ存在だ。鬼が神となり、神が鬼となる。人が都合良く選より分けているにすぎない」

　朝火さんは冷たく答えた。蒸む槻きにおわす地の神々は異形の姿のものが多いと聞いた覚えがある。大半の神は化け物。そんなものにまたがり腰こしを振ふる屈くつ辱じよくと恐きよう怖ふ──そう笑ったのは、私の前に緋ひ宮みやの役目についていた架々裏さんだ。

「春日さんを一刻も早く見つけないと」

　彼女を初めて見たときは、苦しかった。それでも知らぬ振りはできない。きっと架々裏さんも、同じ思いで私を見つめていたんじゃないか。

「知夏、これ以上は隠れて動けぬ。神々と争う覚かく悟ごはあるか」

　ひわの宮の回かい廊ろうの曲がり角に近づいたとき、胡汀が司し狼ろうを止めて囁ささやいた。

「ある。皆、力を貸してくれる？」

　全員が静かに頷うなずいた。うちの緋剣たちは本当、不敵というか、悪人顔が似合いすぎて困る。

「しかし、いちいち倒たおしていては埒らちが明かぬ。とりあえず行けるところまで疾しつ走そうしましょう」

　朝火さんの提案に、皆が突っ走る用意をしたときだ。回廊の向こうに設けられている宮の室内から、「ああっ」と妙みように苦しげな女性の声が聞こえた。

　私たちは揃ってきょとんとし、宮へと顔を向けた。……なんだかやけに色っぽい声だ。

「ここは華はな宮みやではないだろう？」

　白雨さんが、私のほうを気にしながら小声で胡こ汀ていに尋ねた。華宮を知らない滸こ楽らくたちは不思議そうに尾おを揺ゆらしている。私もすぐには思い出せなかった。

　緋剣たちが困ったように私を一いち瞥べつしたことで、ようやく気づく。華宮。緋宮が男遊びをするための宮。そう言うと、なんだか緋宮がとんでもない悪女のようだけれど、実際は違う。力を補うために、男性と交わるんだという。

　また、女性の艶なまめかしい声が漏もれ聞こえた。一人だけのものじゃなかった。

　耳を澄ますと、かなりの数の女性がいるとわかる。人とは異なる笑い声もある。惚ほうけたあとで、状じよう況きようを飲み込んだ。なぜこの周辺に神々の姿が多いのか。ここは神かみ女めたちの宮なのに。

「神女たちが……」

　ひの間での緋宮と、同じような目にあっている。

「──!!」

　私は司狼から飛び降り、回廊の欄らん干かんに飛びついた。

「知夏！」

　胡汀が低く叫さけぶ。欄干を乗り越こえようとして、私は固まった。胡汀の声に止められたためじゃなかった。通路の向こうの扉とびらが薄うすく開いている。そこから、なにかがこっちを覗のぞき見ていた。

『えへ、えへえへ』

　扉の隙すき間まからぬるりと出てきたのは、耳の位置に魚めいたヒレを持つ異形の神だった。からかさ小こ僧ぞうのように目がひとつで舌が伸のびている。あでやかな衣装がだらしなく脱ぬげかかっていた。

『おまえ、愛らしいなあ。えへへ、知りたいのう』

　ぬるんと、その神がこっちに手を伸ばしてきた。触ふれられる直前、後ろから乱暴に引っ張られ、誰だれかの腕うでに抱だき込まれる。男性ほど大きくない腕。

「──白雨さん」

　振り向むくと、白雨さんが両りよう腕うでで私を抱かかえ込み、激しい目でその神を睨にらんでいた。

「白雨、知夏を乗せていけ！」

　胡汀の声に、朝火さんたちが剣けんを構えた。滸楽たちもまた、忍しのび寄ってきていた神々を威い嚇かくし始めた。悪あつ鬼きや穢けがれ主ぬしの次は、神々。

　あの手この手で蒸む槻きは私たちを苦しめる。そんな皮肉な思いを抱いたのは一いつ瞬しゆんだった。

「緋宮、早く」

　白雨さんに誘ゆう導どうされ、一緒に司狼の上に乗る。

「……必ず、護まもるから」

　耳に飛び込んできた言葉に、思わず振り向く。白雨さんは深い悩なやみを宿した目で私を見つめ返した。

「信用してはもらえないだろうが、それでも護るから」

　感謝も、拒きよ絶ぜつの言葉も思いつかなかった。ただ、彼女が遠い。白雨さんはわずかに悲しげな顔をした。すぐに感傷を振り払はらうようにして表情を引き締しめ、剣を取り出す。

　神々は、私たちを殺す目的で近づいてくるわけじゃない。私と白雨さんについてはおそらく『美味おいしい贄』に違ちがいなかった。匂においに気づいたように、あちこちにいた神々が寄ってくる。

　白雨さんは司狼を高くジャンプさせて小型の神々の上を越えると、胡こ汀ていのほうに近づいた。

「私が神々を引きつけておく。その隙におまえたちは神殿へ急げ」

　彼女の案に、怒いかりのような熱い塊かたまりが喉のど元もとを駆かけ上がってくるのを感じた。それ以上に、過去を過去と割り切れない自分がもどかしかった。

　私は白雨さんを、どうしたいんだろうか。許したいのか、傷つけたいのか。

　──自分の心を探さぐっている場合じゃない。今は、決断を。

「緋宮、胡汀の後ろに移れ」

　どうする、彼女を囮おとりにして神しん殿でんに向かう？　それとも一か八ばちかで皆みなで戦う？

　考えるまでもなく、答えはわかりきっていた。なにも犠ぎ牲せいにせずに進むことはできない。その中で最善の道を選ばなきゃいけない。そう覚悟を決めた途と端たん、脳のう裏りに嫌いやな映像が浮うかぶ。亡もう者じやたちに汚けがされ、救いを求めて腕を伸ばすかつての花神。そこに白雨さんの姿が重なる。神々に身を揺さぶられ、屈辱と恐怖に顔を歪ゆがめて……。

「──欲よく張ばりおって、愚おろか者どもが」

　厳しいのに、どこか長閑のどかな響きを持つ声が耳に届いた。聞き覚えのある声だ。

　びっくりして顔を上げると、こっちに飛びかかる寸前だった猫ねこ顔がおの地の神に、横から飛んできた丸っこいものが体当たりしていた。地の神が地に転がる。ひぃひぃと、乱れた衣ころもの中で喚わめいている。

「……今、ナマズが飛んでこなかったか？」

　白雨さんは奇き妙みような顔をして誰だれにともなく尋ねた。その彼女の背後で、また別の丸っこいモノが飛び跳はねた。というより、いつの間にか至るところに飛び交かい、地の神々たちをヒレでばっしばしに叩たたいている。……かなりシュールな光景だ。

「ワレ、どこを見ておる。ここじゃ、ここ」

　たぶん私を呼んでいるんだろう声に、はっとし、あたりをきょろきょろする。

「……知夏、遠とお凪なぎがなにかを食おうとしているが、いいのか」

　胡汀も白雨さん同様、微び妙みような表情を浮かべ、回廊から中庭へと続く段を指差した。

　そこに獣けもの姿の遠凪さんがいて、なにかを前まえ脚あしで押さえている。

「ひいっ、わ、わしを誰と思っておる！　おのれ獣め、頼たのむから爪つめを引っ込めぬか！」

　切実な声だった。

「こら護女！　眺ながめていないで、早はよう助けよ！」

「ぬまごえ様!?」

　胡う乱ろんな目をする遠凪さんの足の下で、ヒレを必死にばたつかせている小さな丸っこいナマズ。沼ぬまの主の、ぬまごえ様だ！

「遠凪さん、そのナマズは敵じゃないから放はなしてあげて！」

　ぬまごえ様は危機から解放されると、二度と踏ふみつけられないようにするためか、姿を人の形へと変化させた。長い黒くろ髪かみを斜ななめに結ゆい上げた、しっとり系の美青年だ。

　以前、こののどかな神様の花はな嫁よめ候補になったこともある。

「ええい、手助けをしに来て滸こ楽らくに潰つぶされてはかなわぬわ！」

　ぬまごえ様は遠凪さんを見て非常にびくつきながらも、目をつり上げた。

「遠凪さん、わざと威嚇するのはやめてあげよう……って、ぬまごえ様、私たちを助けに来てくださったの？」

「ふん、他ほかになんの理由がある。みずののようなとぼけた神までワレに味方しておるのだろ。わしのほうが、ワレとは付き合いが長いのに」

　拗すねてる。

「でも、どうやって帰き鼓こ廷てい内に」

「どうやってもなにも、ワレの通門を渡わたってきたに決まっておろ」

「あっ、そうか！」

　ぬまごえ様やみずの様は、フリーパスにしているんだった。私の通門、役に立ってる！

「ぼけぼけしていないで、ここはわしにまかせてさっさと行け」

「ありがとう、ぬまごえ様！」

　ぬまごえ様は、得意そうに微笑ほほえんだ。彼の一族たちも、地の神々を追い払いながら、ぴょんと飛び跳ねて私にヒレを振ふる。

　白雨さんが司狼の向きを変え、この場を離れる。

　見守ってくれている神様たちに、私は大きく手を振った。
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　辿たどり着いた大だい神しん殿でんの前には祇ぎ官かんと回かい絽ろ廷ていの剣けん士したち、それに数人の貴人が待ち構えていた。

　私たちの到とう着ちやくを見み越こしていたらしい。いったいどこから監かん視しされていたのか、大神殿の手前の路みちまで近づいた瞬しゆん間かん、音もなく彼らに囲まれてしまった。

　その数はざっと見ただけで数百。どうやら俱く七な帝ていは、残っていた回絽廷剣士たちをこの場にすべてつぎ込んだようだ。地の神々たちに襲おそわれないよう、祇官が術で彼らを護まもっている。

　困った。ここで全面対決となるのはかなり厳しい。

「お願い、私たちを通して。九く支しさんと春日さんに会いたいの」

　頼んでも、誰一人答えない。回かい絽ろ廷ていの剣士たちが一いつ斉せいに剣を手に取り、弓を構える。

　ここまで来て引き下がれない。けれどこの人数を制圧するのは不可能だ。

　どうしようか。私自身をひとまず人ひと質じちにしてもらう？　それで九支さんと面会する方法を取ったほうがいいかもしれない。でもそれだと交こう渉しようが不利になる……。

「まれびとの方、邪じや心しんを捨て、降こう伏ふくせよ。最も早はやおまえに抗あらがうすべはない」

　回絽廷剣士たちを従えている貴人が扇おうぎを閃ひらめかせて声を張り上げた。ここにいる貴人は、俱く七な帝てい側についている者たちだ。

「さあ、こちらに──!?」

　その貴人が、途と中ちゆうで言葉を止めた。

　従順だった祇ぎ官かんたちが、さわさわと後退し始めたからだ。明らかにその行動は、貴人たちや回絽廷剣士を裏切るものだった。つまり……私たちの味方につこうとしている？

「──知夏様。お待ちしておりました」

　祇官の一人が、声を上げた。見覚えがある。彼もまた貴人区を進軍中に顔を合わせた祇官と同じく、以前の穀物神の儀ぎ式しきで協力してくれた人だ。

「我ら、蒸む槻きを守護するひとひらの葉にすぎませぬ。葉に、意思はない。大樹の意思に染まるのみ。だが……染めてくださる相手はあなたがよい」

「貴様ら!!　回絽廷の意に背そむき逆ぎやく賊ぞくに手を貸すのか！」

「俱七帝が、知夏様を処しよ刑けいした。その結果、都は荒あれに荒れ、穢けがれ主ぬしの住すみ処かと成り果てた。我らが帰き鼓こ廷ていまでも、欲よく深ふかき神々の巣そう窟くつと変わり果てている」

「そこのまれびとがけだものどもに寵ちようを与あたえたせいではないか！」

「そのまれびとの方が、危険を冒おかして陽よう都とを清めてくださっている。ならば我ら祇官、なぜ女め神がみに唾つば吐はく真似まねができようか」

「いかさまの術しか使えぬ木で偶ぐどもめ。神力の煌あきらかな、かつての歴れきに敬意を払い、きさまらの冠かんを剝はく奪だつせずにいたものを！　帝の恩情に報むくいもせず、けだものどもに与くみするとは。天てん罰ばつがくだるぞ、いや、この場で私が罰ばつしてやろうか」

「黙だまらぬか、たわけが!!」

　祇官が一いつ喝かつした。どちらかと言えば大人しい性しようの祇官が貴人を睨にらみつけ、圧あつ倒とうしている。

「我らがおまえたちに従っていたのは、こうして帰鼓廷に帰き還かんされた知夏様を九支様のもとに無事に送り届けるためだ。女神の方を、捕とらえさせはせぬ」

「祇官どもが我らの刃やいばを防ぐというか。卑ひ小しような呪まじないに怖おじ気づくとでも思うのか？」

「いや、我らだけではないぞ」

　空気が動く音がした。どこに隠かくれていたのか、司し狼ろうに騎き乗じようした帰鼓廷の剣士たちが姿を現す。彼らは、回かい絽ろ廷てい剣士たちに武器を向けた。

「回絽廷と、まことに敵対するつもりか」

　貴人が怯ひるみながらも唸うなった。

「はき違ちがえるな。我ら帰き鼓こ廷ていは、回絽廷の手足となるつもりはない。すべては女神のため、蒸む槻きのため。──知夏様、今いま更さらなにをと思われましょう。だがどうか陽都をお救いください」

　祇ぎ官かんたちは示し合わせたように地面に膝ひざを落とし、ひれ伏ふした。びっくりして動けずにいると、貴人が罵ののしり声を上げ、回絽廷剣士たちに彼らを捕らえるよう命じた。

「あっ……」

　彼らの剣けんが届く前に、帰鼓廷剣士たちが素す早ばやく動いた。司狼を駆かり、祇官たちを庇かばって前に立つ。剣士の皆がこっちを……というか、直属の上司である緋ひ剣けんをちらっと見み遣やった。「褒ほめてくれるよね？」と言いたげな視線がなんだかおかしい。いつの間にか、彼らまで一ひと筋すじ縄なわではいかない緋剣たちそっくりの大だい胆たん不ふ敵てきな性格に変わっている。

「思う存分叩きのめせ」

　そう命じたのは朝火さんだ。

「やれ」

　と、短く告げたのは白雨さん。胡こ汀ていと未み不ふ嶺ねさんは小さく頷うなずいただけだった。

　伊織の部の剣士たちは戸と惑まどいの表情を浮うかべている。伊織の姿だけが、ないからだ。

　視線を落としたあと、彼らをもう一度見つめる。今は戦うときだ。泣いて悲しむ女はここにいらない。

「祇官たちを護って。それから私たちを通して。行く手を塞ふさぐ者たちを退けなさい」

「はい、緋ひ宮みや」

　彼らは私を「緋宮」と呼んだ。司狼の背の上で礼の形を取り、改めて武器を構える。

　皆みなの精せい悍かんな顔つきに、私も自然と背筋が伸のびる。

　大神殿の前で乱戦の幕が開けた。

　私たちの進行を阻はばもうと、襲いかかってくる敵剣士たち。力強く大地を踏みしめて帰鼓廷剣士たちも攻こう勢せいをかける。鋭するどく響ひびく刃の音。大気を打つ槍やり。飛び交かう矢。

　胡汀が口にしていた『実った』という言葉がふいに頭をよぎった。

　その意味が、なんとなくわかり始めた。夢中ですごしてきた毎日。気づかぬうちに絆きずなが実っていたのかもしれない。

　時に背かれても、再び手を取って一いつ緒しよに戦うことができる。

　私たちは剣士たちが作ってくれた道をまっすぐに突つき進んだ。神しん殿でんへと向かって。
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　神殿の入り口で司狼から降り、徒歩で中へと進む。ふんだんに花か蠟ろうが用意されているので、通路はどこも突き当たりまで見通せるほど明るい。予想に反して神殿内は静けさに満ちていた。冬だというのに、空気がひどく生なま温ぬるい。お香こうのような、こもった甘い匂においも漂ただよっている。

「知夏、どうした。真っ青だ」

　通路の途中でふいに胡こ汀ていが私の腕うでを引き、足を止めた。大だい丈じよう夫ぶと言いかけたところで、朝火さんにも眉まゆをひそめられる。

「随ずい分ぶん冷ひや汗あせをかいていますね。……少しだけでも休んだほうがよい」

「平気だよ」

　後こう尾びについていた滸こ楽らくたちが、胡汀や朝火さんのあいだからするりと近寄ってきて、私の足に軽く額をこすりつける。隣となりにいた洲す沙さが心配そうに「皆が、背に乗れって言ってます」と仲間たちの行動を説明する。遠とお凪なぎさんまで、どすっと私の膝ひざ裏うらに頭をぶつけて催さい促そくした。

　過保護な滸楽たちを微び妙みような目で見ながら、朝火さんは首を傾かしげた。

「神殿内の気が大きく乱れ、渦うず巻まいています。だが、あなたの顔色の悪さは、他ほかにも理由がありそうだ」

　龍りゆう神じんに神じん力りよくを大おお幅はばに削けずられたことが不調の原因だろうか。でも、たぶんそれだけじゃない。

　──ここに、いたくない……。

　冷や汗が滲にじむのは、まぎれもなく恐きよう怖ふのせいだ。見えないロープで身を縛しばり上げられ、自由を奪うばわれたかのような不ふ吉きつな感覚。一刻も早く神殿を出たいって思わずにはいられない。

「一いつ旦たん撤てつ退たいするか？」

　白雨さんが、うろうろする滸楽たちを宥なだめながら提案した。

「大丈夫。ひの間に行こう」

「ひの間？」

　怪け訝げんそうにする彼女に頷く。確信があった。楽らく奪ばい月つき、緋宮がこもる特別な儀式の間。神力が足りないときは、そこで、神々の『遊び相手』になるのだという。

「帰き鼓こ廷ていで最も重要な広間だから」

　皆を促うながし、私は先頭に立って歩いた。

　神殿内には、いくつもの広間が造られている。大おお掛がかりな神事を行う際は野外の儀式場を使うけれど、種類によっては建物の中で取り仕切る。細々とした祈き禱とう、あるいは秘ひ儀ぎの類たぐいだ。

　そのため『大だい神しん殿でん』は、三十三段の階きざはしを持つ本殿をさすだけじゃなく、小さな社や宮なども含ふくめた建物すべての総そう称しようの意味も持つ。渡わたり廊ろう下かで繫つながっているので、ひとくくりにされる場合があるってことだ。目指す『ひの間』は、右手側の薬園と隣となり合っている建物の中。

　以前、楽奪い月の始まる頃ころに、九く支しさんにひの間に呼び出されたことがあった。聖せい鳥ちようを模した欄らん間ま。真っ黒い両開き式の扉とびらには、白の二重丸が描えがかれている。

　誰だれも口を開かない。時折神殿内のどこかから物音が響く。人の気配はあるのに、神殿お抱かかえの神かみ女めや祇ぎ官かんは一人も現れない。

　渡り廊下を過ぎて社に入る。そこで皆、息を吞のんだ。社の中が変わり果てている。

　通路の壁かべや板いた敷じきが、まるで木の根か枝でも走っているかのようにぼこぼこしていた。

「なんだ、これは？」

　未み不ふ嶺ねさんが硬い声を発し、通路の壁に手を伸ばした。それを白雨さんが止める。

「触さわらぬほうがいい。妙みような力を感じる」

　ただし穢けがれた力じゃないっていうのは伝わる。

「これって私の神力に近い？」

　思い切って、木の根状にぼこりと膨ふくらんでいる壁に指を置く。

　途と端たん、応こたえるようにどくんっと通路全体にあるその膨らみが脈打つ。

「ひの間のほうに通じてる」

　目を凝こらすと、無数の細長い隆りゆう起きは明らかに通路の奥──『ひの間』のほうから来ている。

「……緋宮と白雨はここで待て。未不嶺、おまえも残れ。俺たちはひの間の様子を見てくる」

　朝火さんは早口で告げると、胡こ汀ていに合図を送った。

　連れ立って行こうとする二人の衣ころもを摑つかみ、引き止める。

「ここまで来て立ち止まりたくない。一緒に行く」

「だが緋宮」

　躊躇ためらいを見せる朝火さんの腕を、胡汀が強く引っ張る。

「朝火、向こうからなにかが来る！」

　私たちは顔を見合わせると、急いで近くの広間に潜もぐり込み、身を隠した。広間の中は暗い。

　全員、扉にくっつくようにして通路の様子を窺うかがう。

　ややして、なにかが広間の前を通り過ぎたのがわかった。蛇へびでも這はっているような音だ。

　胡汀がこっちを見て「地の神だ」と声を出さずに口を動かした。

　その音が遠ざかったと思ったら、また別の気配が近づいてくる。衣を引きずる音。複数のぺたぺたした足音。がやがやと、賑にぎやかな声が聞こえる。

『めがみの精は、相も変わらず美味うまいのう』

『人世とは楽土のようじゃ』

『人よ、栄はえよ』

『富めよ』

『増えよ』

『崇あがめよ』

『そして、なあ』

『──我らを肥えさせよ！』

　どっと笑い声。酔よっぱらいの戯たわ言ごとめいた調子ながら、ぞっとする響きがあった。

『蒸む槻きを護まもろう、蒸槻を慈いつくしもう、蒸槻を──……』

　歌うような明るい声が去っていく。私たちはしばらくのあいだ動けなかった。

「……国名たる蒸槻の由来は、無の季──揺ゆるがぬ季節、の意だとか」

　ふいに朝火さんがぽつりと告げる。

「季節無き、安あん寧ねいの地。それがどうしてか、春夏秋冬火か々かと、複数の季が生まれてしまった」

「それは……花神が悲鳴を上げたせいで」

　神世で、この地におりた花神がことじろに汚けがされたとき。地の隅すみ々ずみまで響き渡った悲鳴が木々も空も揺るがし、とうとう移ろう季節を作った。

　それから、花神は死をも願った。だから地に住むすべての者は不死の資格を失った。

「なんのわけもなく叫さけぶ真似まねはすまい。歴を辿たどれば、女め神がみの苦痛が至るところに散らばっている。……蒸槻の女は、この地を憎にくんで当然だな」

　朝火さんが見せた憂うれいに、びっくりする。じっとその横顔を見ていると、突とつ然ぜん遠凪さんがくいっと私の衣をくわえ、引っ張った。寄り添そっていた白雨さんと洲す沙さが、薄うす闇やみに閉とざされている広間の奥を無言で指差す。

　耳を澄すますと、ぐうぐうとかすかな寝ね息いきが聞こえてくる。闇やみに目が慣れ、広間全体の様子が明らかになる。寒気が走った。折り重なるようにして地の神々がだらしなく寝ね転ころんでいる。

　あたかも満腹になって横たわっているという風ふ情ぜいだった。

「緋ひ宮みや」

　そっちをまじまじと見つめると、朝火さんは小声で私を呼んだ。

「蒸槻は、醜みにくいか？」

「……え？」

「この国を捨てたいですか？」

　質問に驚おどろいていると、朝火さんは悔くやむ表情で小さくかぶりを振ふった。気を取り直したように私の手をさっと握にぎり、「そろそろいいだろう」と皆みなに告げて静かに広間を出る。寝ねこけている神々が起きる気配はなかった。私たちは『ひの間』に到とう着ちやくするまで一言も口をきかなかった。

　真っ黒い両開き式の扉。思った通り、ここを基点にして、無数の枝めいた膨らみが板敷や壁の下を走っている。

「扉が歪ゆがんで開かなくなってるね」

「あなたは下がっていなさい」

　朝火さんは、私と白雨さんを扉の前から遠ざけた。前まえ脚あしでがりがりと引っ搔かいている滸こ楽らくも。緋ひ剣けんたちが協力し合って扉をこじ開ける。

「──」

　全員、知らず知らずのうちに、驚きの声を漏もらしていた。五十畳じよう以上もある広い部屋。以前はそこに、たくさんの蠟ろう燭そくで魔ま法ほう陣じんが作られていたけれど──。

「どうなっているの」

　私たちは入り口で立ち尽つくした。無数に置かれていたはずの蠟燭。それが今は、すべて一度溶とかされでもしたのか、広間の中央でひとかたまりになり、樹幹のような形に変わっていた。上部は天てん井じようまで届いており、そこから、蠟の一部が枝状に広がって壁の中に潜り込んでいる。葡ぶ萄どうの蔓つるのように、先せん端たんが天井からぶら下がっているものもある。

「あの神々どもはなにをしている？」

　未み不ふ嶺ねさんが緊きん張ちようのまざる声を発した。枝状の蠟の先端から滴したたる赤い雫しずくを、地の神々が競きそうようにべろべろと舐なめている。私たちの出現に見向きもしない。

　樹幹に視線を戻もどし、そこで腰こしが抜ぬけそうになった。

「──春日さん！」

　樹幹に半分埋うまるような形で春日さんが囚とらわれていた。蠟の蔓が彼女ごと樹幹に巻き付き、縄なわの役割を果たしている。私は夢中で駆かけ寄った。

「なんてことを」

　祈禱だけでは陽よう都との浄じよう化かが間に合わなかったためなのか。

「神じん力りよくを……精気を搾しぼり取られてる！」

　地の神々が脇わき目めも振らず舐めているのは、春日さんの力だ。悠ゆう長ちように神々の『相手』となる余よ裕ゆうがなかったのかもしれない。いや、こんなこと、春日さんの意思じゃないはず。

　陽ひ女め神がみの力を奪うばい続ける地の神。かつての歴史のように、香か気ざ根ね呪法の母体にされている。

　彼女の身体からだに絡からみ付いている蠟の蔓を外そうとするも、硬かたさがあってうまくいかない。

「目を開けて！　しっかり！」

　血の気のない頰ほおに触ふれ、強い口調で呼びかけると、春日さんはふっと瞼まぶたを開いた。人形のように虚うつろな瞳ひとみだった。

「皆みんな、春日さんをここから引き剝はがして！」

　悲鳴のような声が自分の口から漏れた。かなりの大声だったのに、神々は酩めい酊てい中でやはり見み向むきもしなかった。全員斬きり捨ててやりたいような激しい怒いかりが生まれる。

　胡こ汀ていたちが剣けんで斬りつけるより、獣けもの姿の遠とお凪なぎさんや滸こ楽らくたちが嚙かみちぎるほうが早かった。

「春日さん、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　彼女の身を抱えながら、その場に屈かがみ込む。急いで衣を脱ぬぎ、ぐったりしている彼女の身体に巻き付ける。仮死状態に陥おちいっているようで、体温が異常に低い。

「あたためないと」

　ぎゅっと彼女の細い身体を抱だき締める。白雨さんが躊躇いながらも春日さんの手足を揉もんだ。血の気を通わせるためだ。

「──勝手な真似をされては困る」

　ふいに、冷たい声が響ひびいた。

　はっと振り向むく。私たちが入ってきた入り口扉とびらの前に、数人の神かみ女めを従えた祇ぎ官かん長の九く支しさんが立っていた。帰き鼓こ廷ていの裏ボスで、どこかミステリアスな容姿。黒と白の二色だけを用いた古風な衣。神の器うつわに近づくため、男の性を取り払はらった人。

「春日を解放してもらっては、困るのだよ」

「九支さん」

　全身がぴりぴりするほど緊張した。九支さんが落ち着いた足取りでこっちへ近づくと同時に、胡こ汀ていたちが一いつ斉せいに剣を構えた。滸こ楽らくたちや洲す沙さまでも激しい警けい戒かいを見せる。

「ふうん、これは奇き異いな図だ。滸楽と剣けん士しが手を結ぶとは」

　九支さんはどこまでも冷静な眼まな差ざしで彼らを眺ながめると、閉じた檜ひ扇おうぎの先を自分の唇くちびるに軽く押し当てた。最後に、私を熱心に見つめる。

「美しくなられたな。名もなき野花のように、か弱く凡ぼん庸ような娘むすめであったのに」

「私はなにも変わっていないよ」

　九支さんは苦く笑しようした。

「そうだな。変わっておらぬのだろう。ただ開花しただけだな。あなたは凄すさまじい底力をお持ちだ。怨うらみに染まった界の川から蘇よみがえりを果たすのみに留とどまらず、女神のお力を制した。荒あら神がみをも御ぎよし、滸楽も従えて、ここに君臨する。まこと、恐おそるべき女王だ」

「うん。私は、恐るべき女王だよ。天あまつ神かみの意志さえ覆くつがえすから」

　力強く反論すると、九支さんは笑えみを消した。

「蒸む槻きを転てん覆ぷくさせるおつもりか」

「滅めつ亡ぼうを望んでいるわけじゃない。私は、九支さんと交こう渉しようをしに来たの。陽都の浄化に協力するかわりに、滸楽への手出しをやめてほしい」

　最初の予定では、神かみ倉くらから祓はらえの儀ぎに使う祭具や当面の生活に必要な金品をこっそりと持ち出すはずだった。そして伊織の救出。それは、叶かなわぬ夢となった。祭具の類たぐいに関しては……こうなったらあとで強ごう引いんにでも奪えばいい。そのくらいはしても許される。

「帰鼓廷は、政まつりごとへの干かん渉しようはせぬのだが？　それは帝みかどにお頼たのみしたほうがよい」

「いいえ。陽都の浄化に必要なのは、回かい絽ろ廷ていが抱かかえる武力じゃない。帰鼓廷の霊れい力りよくだよ。だから、決定権はこっちに……帰鼓廷にある」

「要求を飲まねば帰鼓廷は手を貸さぬ……そう俱く七な帝ていを脅おどせとおっしゃるか。それ自体が政への干渉となるのだが」

「大義名分なんてどうとでもなる。そもそも俱七帝が滸楽を滅ほろぼそうとしているのは、個人的な問題のためだよ」

　九く支しさんはゆったりと腕うでを組み、探さぐるように私を見つめた。

「別人のように剛ごう胆たんになられたな」

「怯ひるんだ瞬しゆん間かん、周囲に死が降り注ぐ。蒸む槻きはそういう怖こわい国だとわかったから」

　その苦痛を何度も何度も味わった。失ったものが大きすぎる。ここで以前と変わらず、弱々しくうずくまっていたら、犠ぎ牲せいとなった者たちに顔向けができない。

「滸こ楽らくたちを今すぐに受け入れてほしいって話じゃないよ。攻こう撃げきをやめてほしいってだけだ。それなら帰き鼓こ廷ていの不利益にはならないはず」

「私には確約できぬ。いや、ひとまず俱く七な帝ていに談判をしたところで、効力はない」

「誤解している。私は、お願いをしているんじゃない」

　九支さんは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「祇ぎ官かん長であるあなたに命じているの。俱七帝を説得しなさい」

「──」

「説得しきれないというなら、先代緋宮の私は滸楽のもとにくだり、俱七帝の軍に対たい抗こうする。この混乱に乗じて、私は滸楽と一緒に回かい絽ろ廷ていをさらに搔き乱すかもしれない」

「いつくし乙女おとめ、無む謀ぼうな……」

「無謀じゃない。あなたたちが切り捨てた先代に、まだあめつちの意が向いているという事実を忘れないでほしい。それに、あなた方がここで静観しているあいだ、私は滸楽たちとともに、陽都を祓ってきている。俱七帝の策で処しよ刑けいされた先代が蘇りを果たし、陽都を浄化しながら滸楽の側につく。その判断が陽都の人々の目にどう映るか。よく考えてほしい」

　滸楽たちがびっくりしたように私を振ふり向いた。遠凪さんまでも少し驚おどろいているようだ。

　なにかあったときは滸楽の側につくと約束していたけれど、それが本当に守られるとはどうやら信じていなかったらしい。ちょっと心外だ。というか緋剣たちってば「うちの阿あ呆ほ鳥どりがこんなに立派になって……」みたいな感動の目をしているんですが、もう！

「乱心されたのではあるまいな。ご自分が、なにをおっしゃっているかおわかりか？」

「わかってるし、狂くるってもいないよ」

「蒸槻の怨おん敵てきを見み逃のがせと？」

「──本当に、滸楽は怨敵なの？」

　九支さんと一いつ瞬しゆん、睨にらみ合った。空気が緊きん迫ぱくしたものに変わる。

「未み不ふ嶺ね、朝火。まさかおまえたちまでもが、この方に寝ね返がえるとは」

　目の端はしに、未不嶺さんがぴくりと肩かたを揺ゆらす姿が映った。

「朝火、おまえは滸楽を憎にくみ抜いていたのではなかったか？　その女め神がみは、滸楽の味方につくと言っている。それでも従うのか？」

「強きよう烈れつに口説かれましたので。今回のみは見逃すと約束させられたのですよ」

　朝火さんは人を食ったような口調で答えた。

「……私も、これ以上は緋ひ宮みやを傷つけられないから」

　たどたどしくそう答えたのは、未み不ふ嶺ねさんだ。

　九く支しさんは二人を見つめると、軽く溜ため息いきを落とした。

「さすがは花神の末まつ裔えいというべきだろうか。見事彼らを骨ほね抜ぬきにしたな」

「そうだよ。そういう女になれって、天つ神が定めた」

　鋭するどく睨まれる。怯まずに受け止めると、すぐに九支さんは冷静な態度を取り戻もどした。

「こたびの陽都の不ふ浄じようのきっかけは、あなただ。陽ひ女め神がみの末裔たる乙女が滸こ楽らくに情を持ったゆえ、界が大きく揺れた」

　私は奥歯を嚙み締しめた。揺さぶられるものか。

「そのつけを、春日が払うことに」

　腕の中の春日さんを見下ろす。まだ目を覚まさない。唇は青あお紫むらさき色に変わっている。以前に会ったときよりも、やつれたみたいだ。彼女を支える腕に力をこめ、九支さんへと視線を戻す。

「穢けがれし陽都を地の神々に祓わせるため、その娘の神力を吸わせているのだよ」

「よくもこんな、ひどいことを」

「なにがひどい？　仕方なかろうに。幾いく度ど儀ぎを行い、乞こい願っても、あめつちは春日を認めなかった。だがこの娘も蒸む槻きの祖たる陽女神の末裔であることには変わりない。地を守り続けねばならぬという責任がある」

　責任。その言葉を皮肉な思いで聞く。なぜ花神だけが背負わなくてはいけないんだろう。

「言ったであろうに。守られるばかりの護女などいらぬのだ」

　重い響きに、背筋がかすかに寒くなる。

「護女は帰き鼓こ廷ていの飾かざり物ではない。この蒸槻が滅ぶさまを、ぼんやり眺めていてどうする。いや、女神の末裔たるあなたが蒸槻を滅ぼそうとするならば、それを止めるのもやはり末裔の女でなければならぬ」

　春日さんの犠牲もまた私のせいと言わんばかりだった。じりじりとした思いがこみ上げる。

「──あなたは、どうしても陽女神を解放してくれないの？」

「私が陽女神を贄にえとしたいのではない。蒸槻は陽女神の地だ。だからこそ護まもり続けねば──」

「そうじゃないよ」

　戸と惑まどいの表情で私たちの話を聞いている白雨さんに春日さんの身を預け、立ち上がる。

「あなたが、蒸槻に陽女神を封ふうじた」

「なんの話をされている」

「語っていたでしょう、ことじろに。『我が天が滅ぶさまを、ぼんやり眺めていてどうするのだ。我が天を荒あらす神などいらぬ』──私の……陽女神の力が思った以上に大きくなっていて、蒸槻に季節を作ってしまった。だからあなたは」

「乙女、気が狂ふれているのか？」

　私は首を振り、九く支しさんに一歩近づいた。この人を、ずっと帰き鼓こ廷ていの裏ボスだと当たり前のように思ってきた。無意識に、その存在の強さに気づいていたからだ。

　信しん頼らいしてもいた。かつてのように、裏切られたとわかるときまで。




「天つ神。あなたはずっとそうやって長いあいだ、陽ひ女め神がみの子孫を監かん視ししていたんだ」




　九支さんは、微笑ほほえんだ。

　胡こ汀ていが思わずというような動きで私の腕を握にぎった。振り向むくと、彼は顔を強こわ張ばらせていた。

「天つ神？　九支の中に、天つ神がいると？」

　私は小さく頷うなずいた。九支さんの名前の意味をきちんと考えていれば、もっと早く気づいていたかもしれない。神しん霊れいを示すそのままの名前だ。大おお神かみの器うつわとなるために、性別を取り払はらった。

「九支さん以外に、天つ神の御み霊たまを宿せる者はいないよ」

　というよりも、星神や花神、龍りゆう神じん、ことじろ……すべての子孫が蒸む槻きにいるのに、天つ神に関係する者だけいないと考えるほうがむしろおかしい。

　香か気ざ根ね呪法が長い年月崩ほう壊かいせずにいたのは、それを代々見守ってきた者がいるからだ。

「──残念だ、知夏」

　九支さんは扇おうぎをその場に捨てると、笑えみを深めた。

「私はおまえが気に入っていた。心優やさしく無知な娘むすめ。できれば長き歴を紡つむいでほしかった。だが、ならぬ……。蘇りを果たしたおまえの力は、祖たる陽女神のごとく燦さん爛らんと輝かがやき、地を揺るがしてしまう」

　九支さんはゆっくりと歩み寄った。

　胡汀が私の腕を摑つかんだまま後退する。つられるように他ほかの緋ひ剣けんや滸こ楽らくたちも下がった。

「緋宮、天あまつ神かみとは、なんのことだ？」

　未み不ふ嶺ねさんが戸惑いながら私たちを交こう互ごに見た。白雨さんや朝火さんも同じような表情を浮うかべている。それを説明する余よ裕ゆうがない。九支さんから、凄すさまじい力を感じる。

「蒸槻を平定し、恒こう久きゆうの平安を守るため、私がどれほどの犠牲を払ってきたことか。わかる者はいまい」

　犠牲を払い続けたのは陽女神だ。そう言いたいのに、声が出ない。

　私を含ふくめて誰だれもが九支さんに気け圧おされていた。

「陽女神は力をつけすぎてしまった。男神を虜とりこにし、その力を得るだけの愛らしい姫ひめでなくてはならぬはずだった。なのに予期せぬことばかりが次々と……」

　九支さんは一いつ旦たん歩みを止めると、笑いながら私と遠とお凪なぎさんを睨んだ。

「陽女神と月神。日月の神たるおまえたちはいつの間にか慕したい合った。まったき力が地上に宿れば、天地が逆さになる恐おそれがあるというのに」

　また一歩近づく九く支しさんから、私たちは離はなれようとした。けれど、背後には蠟ろうの樹幹が立っている。

「さらには野や蛮ばんな異国神が、我が天を奪うばいに来る」

　九支さんの視線が、胡こ汀ていへと動く。

「ならばと、天を統一すべく陽ひ女め神がみを添そわせようとすれば──愚おろかしいこと、ことじろが身勝手な真似まねをしてくれる」

　その瞬しゆん間かん、九支さんはわずかに嫌けん悪おを覗のぞかせて未み不ふ嶺ねさんを見み遣やった。

「陽女神の上げた悲鳴を、私がどんな思いで聞いていたか。哀あわれと思うと同時に、怪あやしみもした。季節を生み、死を作るほどの力。宥なだめるために龍神を地へおろし、ことじろに封じさせるつもりが、ことごとくあてが外れてしまうとは」

「あてもなにも、龍神を罰ばつしろって、天つ神がことじろをそそのかしたくせに！」

「そうとも、陽女神を穢した罪は償つぐなわねばならぬ。子たる龍神を殺あやめさせ、すべてを無に戻し、歴を正すつもりであった。ところが陽女神同様に、ことじろの怨うらみまでもが膨ふくれ上がり、巨きよの力と化す。あれの怨おん念ねんが蒸む槻きの地にある者たちに老いをもたらした。力とは時間とともに──『日月』の動きとともに衰おとろえると。神までもがその呪じゆ詛そに取り込まれてしまう」

「……それを覆くつがえすために、香気根呪法を編み出したの？」

「そうだ。ことじろが生んだ老い、それをおのれが投身した川の界にて封じる。ことじろの怨念以外に、恒久に平安であるべき蒸槻を予期せぬ衰すい廃はいの刻ときから守る者はおらぬ」

　鋭い眼まな差ざしが私や未不嶺さん、遠凪さん、胡汀を貫つらぬく。

「私の苦く悩のうを、いったい誰がわかろうか。誰もかれもが先の世を見ることもせず、おのれの欲よくばかりを満たそうとする。陽女神よ、おまえが憎にくくて異国神と添わせようとしたと思うのか。ことじろよ、おまえが恨うらめしくてけだものに変えたと思うのか。月神よ、おまえを軽かろんじるあまり、ことじろとの定めを入れ替かえたと思うのか」

　九支さんは、ばさりと音を立てて袖そでを払はらい、私たちに背を向けた。

「愛いとしいおまえたちを犠ぎ牲せいにしてでも、新たな地たる蒸槻を破は滅めつから護り続けてきたというのに──いつくし乙女おとめ、おまえはその大樹たる呪法を枯からすと？　おまえたちの怨みが原因で蒸槻に老いと死がもたらされた。この移り行く季節のように、定まらぬ世を招き、歴を塗ぬり替えるつもりか」

「違ちがうよ。決められた道を進むときも必要だと思う。でも、私たちは成長する。決められた道だけじゃもう満足できない。どんなに怖こわくて、先がわからなくても、自由な未来がいい」

「破滅を選ぶというのか」

「自由と破滅は同じじゃない！　幸せだってきっと見つけられる。たとえ怨みから始まったのだとしても、移り行く季節はとてもきれいだもの。春に草花が芽を出して、夏に太陽が輝いて、秋に紅葉もみじが色付いて、冬に大好きな人たちと雪原を駆かけ回る。だから私は、陽女神の末裔は、神じん力りよくを宿し続けたんだ。蒸む槻きをいつか、誰かを犠牲にしてじゃなく、皆みなで手を取り合って護っていけるように！」

「おまえは──本気で私の築いた恒久の世の基き盤ばんを壊こわすつもりなのだな」

　九く支しさんは、改めて私を見つめた。

「させぬ。蒸槻は、神が定めし地。法に則のつとり、永久を抱いだく。これこそが野蛮な異国の者から大地を護る唯ゆい一いつのすべだ。地という柱が天を支える。我があめつちを、揺ゆるがすな」

「九支さ──」

「羽は衣ごろもを持っているな。胡こ汀てい？」

　ふいに九支さんは胡汀の全身を眺ながめた。

「歴史の記録書であり予言書でもある陽ひ女め神がみの羽衣。今一度、呪法を重ねよう。愛する末まつ裔えいたちよ、礎いしずえとなれ」

　胡汀は自分の胸を押さえた。そこに入れていたらしい陽女神の羽衣がするりとひとりでに垂たれ落ち、胡汀の周囲をぐるりと回る。

「羽衣が……！」

　摑もうと、私は慌あわてて手を伸のばした。ところがひらりとかわされてしまう。羽衣は私たちの周囲を魚のような動きで優ゆう雅がに巡めぐった。

　それがいつしか、透すき通った玉虫色の、大きな美しい鳥に変わる。尾おが体長よりも長い。龍神にもどこか似ていた。一方で、たおやかな女性をも思わせた。

「歴とは、限りなく美しかろう」

　九支さんの声に、私は目を凝こらした。玉虫色の身の中に、なにかが渦うず巻まいている。それは蒸槻の文字であり、七色の霧きりであり、あらゆる人や獣けものの顔だった。

　混こん沌とんとしたすべてのものが鳥の身におさめられているようだった。

「古いにしえよ、ここに在れ」

　九支さんが命じた瞬間だった。

　鳥が、腹部の中の混沌を勢いよく吐はき出した。

　鼓こ膜まくを破るような、無数の悲鳴が『ひの間』に響ひびき渡わたる。男、女、子ども、老人、獣の悲鳴。風の音、雨の音、雷かみなりの音……たとえようもなく渾こん然ぜん一いつ体たいとしていた。パンドラの箱の話をふと思い出す。災わざわいと悪が詰つまった箱。それを引っくり返したよう。

　私はとっさに耳を押さえ、うずくまった。緋剣たちも同じように身を屈かがめていた。目を開けていられない。やむことのない悲鳴。身体からだ中じゆうにしみ込んで、心臓を破は裂れつさせてしまいそうだ。

「知夏！」

　そばにいた胡汀が腕うでを伸ばし、私の身体を乱暴に抱だき寄せる。

　嵐あらしのように駆け巡る無数の悲鳴は慟どう哭こくに、呪詛に、歓かん喜きに、産うぶ声ごえに変わった。生ある者たちの日々の躍やく動どう。争い、滅めつ亡ぼう、興こう隆りゆう。巡る。月と太陽のように、なにもかもが巡りくる。

　山やま裾すそを鹿しかが駆けていく。狩人かりゆうどが仕留め、宴うたげを開く。静せい寂じやくの森では、老いた狼おおかみが人知れず命を終える。晴れた空を渡り鳥の群れがゆく。川の流木に虫が止まる。日の光に晒さらされた透とう明めいな翅はねに、虹にじの色が乗っている。木こ漏もれ日の下では蟬せみが鳴く。力強く鳴く。谷が豪ごう雨うに飲み込まれる。平原では綿毛が舞まう。紅葉が山を燃やす。木々が育ち、草花が伸び、泉が湧わき……枯れて、朽くちて、芽ぐむ。また地上で戦せん鼓こが響き渡る。人が生死を繰くり返す……。

　時代の成り立ちというものを、それらの叫さけびを、全身に浴びた気がした。『歴史』という壮そう大だいな物語を、身体で受け止めた。そこに言葉はいらなかった。
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　そして、沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　私は恐る恐る目を開けた。『ひの間』が、消しよう滅めつしていた。

　いや、『ひの間』だけじゃない。大だい神しん殿でんも、帰き鼓こ廷ていも陽よう都とも存在しない。

「ここは──、噓うそでしょう？」

　私は胡こ汀ていの衣ころもを握にぎり締しめた。彼とともにゆっくりと身を起こす。近くにうずくまっていた他の人たちも、恐る恐るという様子で顔を上げた。

　視線を巡らせる。見み渡わたす限かぎりの、光の雲。遥はるか彼方かなたまで淡あわく輝く群むら雲くもが地に広がっている。

　天国ってこんな感じだろうか。そんな馬ば鹿かな考えを抱いた直後に気づく。

「まさか、榊さかき之の原はらにいる？」

　胡汀の視線を感じた。獣形の遠凪さんや滸こ楽らくたちが不安そうに私の足元に寄ってくる。私は茫ぼう然ぜんと辺りを見回しながら遠とお凪なぎさんたちの顔を撫なでた。白雨さんが一頭の滸こ楽らくに近づき、気絶中の春日さんを背に乗せてほしいと頼たのんだ。

「緋ひ宮みや、榊之原とは？」

　朝火さんたちも戸と惑まどった様子で集まってくる。

「天あまつ神かみが造った……神々が暮らす天あま原ばらに似てる」

「神々？　まさか天界とでも言うのか？」

　未み不ふ嶺ねさんは不ふ審しんげに尋たずねてきた。私は答えられなかった。心臓の音が激しい。天原のはずがない。そう否定したいのに、どこかで確信している。恐おそれをごまかすため深呼吸する。

「そうだ、九く支しさんはどこに──」

　言葉の途と中ちゆうで、強風が吹ふいた。衣の裾すそをはためかせ、髪かみを宙に舞わせた。胡こ汀ていが少し慌てた仕草で私の髪を押さえてくれる。風は、光り輝く群雲も呆あつ気けなく吹き飛ばした。地じ肌はだが覗く。遠くには峻しゆん嶺れい。豊かな大地。私たちは、どうやら山中にいる？

「だとすると、天原の神山？」

　深呼吸を繰り返しても気持ちが落ち着かない。初めて見る景色なのに馴な染じみがある。その感覚が怖い。ちちち、と小さな鳥が可愛かわいらしい鳴き声とともに私たちの上空を通り過ぎた。

「どうなってる？　ここは蒸む槻きではなくまことに天原なのか？」

　胡汀は私の手を握り締め、緊きん張ちようの声を発した。それに答えようとして、ふと足元を見下ろす。

「や……っ！」

「知夏!?」

　私は小さく声を上げ、胡汀から勢いよく身を引き剝はがして数歩下がった。

　決して胡汀を嫌いやがったわけじゃない。自分が、一匹ぴきの蝶ちようを踏ふみ潰つぶしていたからだ。

　羽がもがれた、無む惨ざんな蝶。目の前が暗くなった。

　ひどく既き視し感かんがある。とても嫌な記き憶おくが、深い場所から引き出され、心を覆おおう。

「おまえ、震ふるえているぞ」

　胡汀は戸惑いを覗のぞかせながらも心配そうに言い、また乱れてしまったらしい私の髪に手を伸ばした。私はさらに後ずさりした。自分でもなぜなのかわからないけれど、急に心細さが募つのった。誰だれもいない場所にすぐさま逃にげ込みたい衝しよう動どうに駆られる。

「緋宮、どうしたんだ。身に異変を感じるのか？」

　未不嶺さんが困った様子で尋ねた。どきっとする。彼が怖い。だって彼はことじろの……。

「来ないで」

　無意識に拒きよ絶ぜつの言葉が口から漏もれた。全員が動きを止め、驚おどろいたように私を見つめた。

　遠凪さんも、戸惑ったようにこっちへ近づこうとする。私はとっさに飛び退のいた。

「近づかないで！」

　ああだめだ。けだものは、嫌！──違う、待って。なにを考えているの私。遠凪さんはひどい真似まねなんかしない。胡こ汀ていも、未み不ふ嶺ねさんも、私を傷つけない。

「皆は仲間で、緋ひ剣けんだ。私は緋宮で、花神そのものとは違う」

　でも、嫌だ、嫌、怖こわい、蝶を潰してしまったんだもの──あのときのように!!

「緋宮、なにがあった？」

　春日さんの状態を確かめていた白雨さんが慌ててこっちに駆かけ寄る。私は安あん堵どした。花守の乙女おとめは平気だ、怖くない。

「……違ちがうっ、そうじゃなくて！」

　記憶が混乱している。蝶を踏んでしまったせいで、花神の悲劇が自分自身の体験のように思えてくる。

　胡汀と未不嶺さんが途と方ほうに暮れたように立ち尽つくしている。遠凪さんや洲す沙さ、滸こ楽らくたちも。

　なんでもないって、笑いかけなきゃ。なのに、どうしてもできない。目を合わせることさえ恐ろしく感じる。丸まる裸はだかで皆みなの前に立っているような心地ここち。焦あせりが尚なお更さら理性を奪うばう。

「……ご気分が悪いのか」

　朝火さんが、彼にしては珍めずらしくおずおずとした態度で静かに近づいてきた。そっと伸ばされる指を見つめる。……どうしてだろう、朝火さんも怖くない。

「心細くていらっしゃるだけか？」

　頰ほおに触ふれても私が怯おびえなかったからか、朝火さんは明らかにほっとした。いつもの調子を取り戻もどし、当然のように告げる。

「どこに迷い込んだのかはわからぬが、あなたのことはお守りするゆえ、そう案じずともよい」

「……ん」

「深刻になる必要もない。おそらく九く支しの術中に嵌はまってしまっただけでしょう」

「では、私たちは九支の幻げん術じゆつの中にいると？」

　白雨さんが私の肩かたを優やさしくさすりながら、朝火さんに問いかけた。

「そうだろう。さあ、とっとと九支を捜さがして、うつつに戻りましょう。……おまえたちも、いつまで幼子のようにしょげ返っているんだ」

　朝火さんは呆あきれたように腰こしに手を当て、胡汀たちを見み遣やった。未不嶺さんと胡汀が顔を見合わせ、わざとのように不ふ機き嫌げんな表情を作る。私のほうを向こうとしない。

「緋宮、気に病やむことはない。未不嶺も胡汀もあなたに対して遠えん慮りよがなさすぎた。とくに未不嶺など、川面かわもに落ちた紅葉もみじのごとくくるくると、帝みかどと緋宮のあいだを行ったり来たりし……」

「朝火さん！」

　未不嶺さんが一気にしゅんとしたのがわかり、違ちがう意味で焦る。朝火さんは時々、物言いが過激すぎる！

「なにをしても許されると、今まで甘えていたところがあるでしょう？　実際あなたは、上に立つ者でありながら臣下を友のように扱あつかう。思い上がる者が出ても仕方ない。ですので、これもよい仕置きとなる」

「待て。朝火が言うと説得力がない。だいたいおまえは、緋宮を独どく占せんできて喜んでいるだけじゃないか？」

「うるさいぞ、白雨。そも、おまえとて図に乗りすぎだ。たやすく滸こ楽らくに靡なびいたな？　俺の信念は今も昔も変わっていないぞ。人に仇あだなす存在は滅めつする。それ以外にない。だが融ゆう通ずうくらいはきかせてもいい。緋宮ご自身にあれだけ熱心に口説かれたから、今回ばかりはともにいるというだけだ」

　う、うん、まあその通りっていうか、この中で一番シンプルなのは確かに朝火さんなんだけれど……もー！　白雨さんまで撃げき沈ちんさせている！

「さあ、こういった馬鹿者どもは置いて、九く支しを捜しに行きましょう」

　朝火さんはにっこりと微笑ほほえんで私の手を取った。そのときだ。草むらからなにかが這はってくる音が聞こえた。私たちは動きを止め、緊張しながらそっちを見つめた。

「なんだ？……蛇へび？」

　未み不ふ嶺ねさんは長い髪を片手で押さえながら草むらを覗き込んだ。すぐに、ばっと身を引く。

「生首!?」

「えっ、な、なに？」

　草むらから出現したのは、蛇でも蜥蜴とかげでもなかった。未不嶺さんの指し摘てき通り、人間の生首がごろごろといくつも転がってくる。恐ろしさを感じる前に、まずぎょっとした。

　普ふ通つうの人間の顔とは違って、やや鬼おに寄りだ。青みを帯びた、波打つ黒くろ髪かみ。小さな角らしき突とつ起きが額や両耳の上から飛び出ている。

「生首の百足むかでか？」

　白雨さんが私の腕うでを取って後退しながら、頰を引きつらせた。私もちょっと腕に鳥とり肌はだが立った。生首に、にょろりと白くて細長い百足の胴どうがくっついて──。

「違う！　百足じゃない、骨だ」

　背骨が百足のように変形している。下半身の骨はくっついていなかった。そのせいで百足っぽく見えたようだ。穢けがれ主ぬしとも、悪あつ鬼きとも異なるモノ。勿もち論ろん、神々の類たぐいとも違う。

　その不気味な生首たちは私を見つめ、騒さわぎ始めた。

『ひかるおとめじゃ、いつくしひめじゃ』

　ざわざわと骨を動かし、一いつ斉せいに近寄ってくる。

「地の神々同様に、緋宮の神じん力りよくを狙ねらっているのか？　おぞましい化け物どもめ」

　穏おだやかな見た目に反して好戦的な朝火さんが、準備運動とでもいうように剣けんを軽く振ふる。

「九支のやつ、なにを考えている。こんな化け物どもで我らを引き止められるとでも？」

「ま、待って、朝火さん」

　なにかが、おかしい。私はどこかでこのモノたちを見た覚えがある。

　どこで？

「だめ、殺したらきっと、よくないことが起こる」

「問題ありませんよ。こんな醜しゆう悪あくたるモノなどあなたに近づけさせぬ」

　朝火さんは私が止めるのも取り合わず、剛ごう胆たんな宣言をして剣を振るった。生首から胴どう部分となる背骨を切断する。ぎゃああ、と生首たちが泣き喚わめく。

『神かみ王おうよ、お助けを』

『我らを化け物と呼ばわる無む慈じ悲ひな天原の神々よ！』

『手た手た直なお毘びの神かみを許してはなりませぬ』

　朝火さんが剣を下ろし、眉まゆをひそめた。

「この化け物どもは、なにを言っている？」

　私は愕がく然ぜんとした。手手直毘神。その名は、確か。

「八番目の、神」

「……緋ひ宮みや？」

　不思議そうにする朝火さんと見つめ合う。

　彼の中に流れる血。それを初めて意識した。他ほかの緋剣たちは皆、花神を祖とする私と何かしら繫つながりがある。だったら朝火さんもそうだと考えるほうが自然だ。

「神世で……、天つ神の産みし八番目の男神が香か香が津つ目め羅ら星ぼしに無礼を働いたことがある。だから香香津目羅星は、怒いかりのままに男神を切り刻んだ」

「緋宮まで、なにをおっしゃっているのか！」

　朝火さんは焦じれたように私の腕を摑つかんだ。

「禍わざわいと穢けがれを祓はらう男神……、強くて、邪じやを許さなくて、いつも率そつ直ちよくな──」

　朝火さんの祖が、八番目の男神である手手直毘神？

　だとするなら。

「朝火さん、逃にげて」

「逃げる？　なぜ」

　八番目の男神を切り刻むのは香香津目羅星──星神だ。

「胡こ汀ていなの。星ほし神がみは！」

　朝火さんは瞬まばたきののち、胡汀を見遣った。

「神話が再現される！　ここで香か気ざ根ね呪法を完成させるつもりなんだよ！」

　古いにしえよ、ここに在れ。『ひの間』で九く支しさんはそう言った。天原の出来事を繰くり返すつもりだ。子孫の私たちにそれをさせて、崩くずれかけた香気根呪法を強固にしようと計画した。

「胡汀が星神で、朝火がなんの男神だと──胡汀、おい！」

　未み不ふ嶺ねさんは質問の途と中ちゆうで急に青ざめ、胡汀の衣ころもを慌あわただしく引っ張った。

　胡汀の視線は、生首に釘くぎ付づけだった。

『神王よ！』

『我らの屈くつ辱じよくを晴らしたまえ！』

　生首たちが胡こ汀ていを見上げ、狂くるおしく訴うつたえる。

　胡汀を『神王』と呼ぶモノたち。ならその正体はひとつしかない。

「──やめろ、俺に、私に、近づくな」

　胡汀は片手でこめかみを押さえ、よろめいた。生首だけではなく、私たちの手さえ拒こばむように。彼までが太古の記き憶おくに揺ゆさぶられている。それがわかり、血の気が引く。

「胡汀、だめ！」

『神王よ!!』

『我らの無念を!!』

「胡汀っ!!」

「呼ぶな──!!」

　ざわりと彼の周囲の空気が急激に歪ゆがんだ。火のような力の気配。星神の魂たましいが無理やり表に引き出されようとしている。

「皆みな、早く下がれ」

　朝火さんが胡汀に視線を向けたまま、私たちに呟つぶやいた。未み不ふ嶺ねさんが素す早ばやく離はなれ、きょとんとしている洲す沙さの腕を取ってこっちに近づく。

　胡汀の足を、切断された生首の背骨がよじ登った。

「しっかりしろ、胡汀！　振り払はらえ！」

　朝火さんの呼びかけに、胡汀がはっと顔を上げる。身に張り付く背骨を振り払おうとする彼に、地に転がっていた生首が赤い色の混ざった唾だ液えきを飛ばしながら訴える。

『神王よ、天原の神々に騙だまされてはなりませぬ！』

「この生首どもはなんだ！　なぜ胡汀を惑まどわせようとする！」

「やめて、斬きらないで！　それは星神一族の民たみだよ！　傷つけたら、胡汀が……っ」

　朝火さんは焦じれったそうな表情を浮うかべながらも、生首に突つき立てようとしていた剣を止め、身を引いた。ところが生首のほうが積極的に飛び上がって彼に嚙かみ付こうとする。

　朝火さんは条件反射の動作でその生首を真っ二つに切り捨てた。地面に散らばる血肉。仲間の生首たちが怒りの声を上げ、飛び跳はねて髪かみを振り乱みだす。

『我らを討うつつもりだ！　神王、裁かれよ！　裁かれよ!!』

　私は息を吞のみ、怖こわ々ごわと胡汀に目を向けた。彼は真っ青な顔で耳を押さえ、地面に片かた膝ひざを落とす。一いつ瞬しゆん、彼の周りの気配が陽炎かげろうのように揺れた。

「あ──」

　変化が始まった。胡汀の髪の毛が、さわさわと伸のびていく。肌はだの色も少し濃こくなり、体格もわずかに変わる。身体からだをよじ登っていた背骨が彼の肩かたへと回った。それが歪み、椰や真まちゃんのような黒い羽へと化す。私はその姿を以前、目にしたことがあった。

「星神様」

　私の呟きを拾ったらしく、胡こ汀ていはゆるりと視線を上げた。銀色に輝かがやく冷たい瞳ひとみが、私から朝火さんへと動く。彼の手には、変形した隼はや鉄てつの剣。鳥肌が立った。

「朝火さん!!」

　私は力ちから一いつ杯ぱい朝火さんの腕を引っ張った。瞬きのあいだに胡汀が──星神が距きよ離りを詰つめ、白はく刃じんを閃ひらめかせる。その切っ先が、朝火さんの上腕を掠かすめた。星神は間かん髪はつを容いれず、次の一手を繰り出す。朝火さんは私を突き飛ばすと、素早く身をよじり、剣で星神の刃やいばを防いだ。

「胡汀！　おまえまで九く支しどもの策に囚とらわれてどうする！」

「──滅めつしてくれる」

　いつもの胡汀よりも低い、冷ややかな声。彼は力ちから尽ずくで朝火さんの剣を弾はじき飛ばした。

　慌てて朝火さんに加勢しようと接近した滸こ楽らくたちを、片かた腕うでのひと振ふりで生んだ神力の風で吹ふき飛ばす。そちらを確かく認にんもせず、彼は焦らすように朝火さんの手のひらや肩、太ふと腿ももを少しずつ切り裂く。

「私たちを化け物と言ったか。ならば天原の憎にくし神よ、おまえの身も化け物のように潰つぶしてあげよう」

「ふざけたことを言ってくれる」

「ふざけてはいない」

　星神は片手で長い髪をかき上げ、嗜し虐ぎやく的に微笑ほほえんだ。憎ぞう悪おが滲にじむ眼まな差ざし。全身から立ち上る神じん力りよくが大気を揺らめかせ、皆を威い圧あつした。

「やめて、胡汀！」

　とっさに朝火さんの前に這はい寄って盾たてになると、星神はわずかに怯ひるんだ。

「下がれ、花神。美しいおまえを血に染めるつもりはない」

　星神は、ぱっと横を向き、早口で告げた。唐とう突とつに思い出す。星神はいつだって神々の宴うたげの席で花神と目を合わせようとしなかった。自分の醜みにくさを恥はじていたからだ。

「お願い、傷つけないで」

「……下がれ！」

　星神は唸うなるように怒ど鳴なると、私の腕うでを摑んだ。

「痛っ」

　私が小さく声を上げると、彼は途と端たんに狼狽うろたえ、手を引っ込めた。そのときだ。

　遠とお凪なぎさんともう一頭の滸楽が私たちの前に飛び込んできた。乗れ、という合図だ。

「──月神の一族か。今いま更さらおまえたちになにができる？」

　星神は荒あら々あらしく吐はき捨て、剣けんを閃かせた。彼の背後に忍しのび寄っていた別の滸楽が大きく飛ひ翔しようした。その気配を察した星神はすぐさま振ふり向むき、腕を払った。神力を使ったらしい。滸楽の身体が大きく吹き飛び、地面に転がった。

「大だい丈じよう夫ぶ!?……星神様、滸こ楽らくたちを攻こう撃げきしないで！」

　その滸楽は多少よろめきながらも、すぐに起き上がった。安あん堵どが胸を満たす。

　よかった、ここでもしも胡こ汀ていが滸楽を殺していたら、たとえ意識が星神に乗っ取られているせいだとしても、今の関係にきっとひびが入る。

「おまえはなにがあっても月神を選ぶ」

　星神の自じ嘲ちように、どきっとする。

「そ、そういうことじゃなくて！」

　やきもきしたとき、遠凪さんに衣の裾すそを引っ張られた。「早く乗れ」と催さい促そくされている。私は急いで彼の背に乗った。朝火さんや白雨さん、未み不ふ嶺ねさん、洲す沙さも滸楽らに素早く騎き乗じようする。

「花神っ！」

　星神が憤いきどおりの声を上げた。胸が痛む。彼を置いて、ひとまずこの場を離れるしかない。

　九く支しさんを見つけて術を解けば、胡汀の意識が戻もどるかもしれない。その可能性にかける。

　──殺し合いを防がないと。

　なんとしてでも神世の再現を阻そ止ししなければ……朝火さんをまず護まもらなければいけない。

「走って！」

　滸楽たちに声をかける。

「逃げるか、天原の神よ、花神よ!!」

　星ほし神がみの怒いかりが背中にぶつかった。振り向くと、彼がこっちを見み据すえながら片手を自分の頰ほおに当てた。ずるりと剝はがれる目元の刺青いれずみ。それが地に落ち、捩よじれて、何体もの鬼き神しんたちへと変化する。楽らく奪ばい月つきにも見た鬼神だ。下半身は蜘蛛くも、上半身は七本の腕を持つ阿あ修しゆ羅らのような姿。獣じゆう骨こつの冠かんを頭に載のせ、目玉を連ねた首くび飾かざりを下げている。

「──………!!」

　どくんっと激しく心臓が動いた。意識が砂すな嵐あらしに覆おおわれ、一瞬ぶれる。──あぁそうだ、あの刺青は、おのれが倒たおした神の血を塗ぬったものだ。太古の一族を自身の使し役えきに変えている。

「九支さんを捜さがさないと……っ」

　滸楽たちが全速力で駆かけ出す。星神も鬼神の背に乗り、私たちを追ってくる。全身が粟あわ立だつ。

　私は、これと同じ光景を、神世で……。

　ぐらり、と視界が揺れた。再びの砂嵐。『知夏』が次し第だいに薄うすれていく。

　神世の記憶がまざまざと蘇よみがえった。──襲おそわれてしまう、兄君様!!　あなたがいらっしゃると聞いて地上におりたのに、私を待っていたのは獣けもののように獰どう猛もうな、恐おそろしい異国の神！

「嫌いやっ、嫌──耶や麻ま、逃にげて!!」

「緋ひ宮みや!?」

　隣となりを走る滸楽に乗っていた朝火さんが驚おどろきの声を上げた。

「どうしたんです、緋宮！　なぜ椰や真まを呼ぶ！」

「追いつかれる！　お願い、もっと速く走って……!!」

「緋宮、しっかりしろ！」

　白雨さんの声も聞こえた。しっかり。うん、しっかりしないと。

　でも、わからないよ。白雨さん、どうしよう、白雨──……誰だれ、思い出せない、意識がぐちゃぐちゃなの、なにもわからない!!

「──なぜ逃げる！　私が醜いからか、野や蛮ばんな異国神がおぞましいか!!」

　怒りをたたえた星神が追ってくる。私を、殺しに。

「ことじろ……っ、ことじろはどこにいるの！」

「緋宮様！　霊たまを飛ばさないで！」

　少年の声。誰だろう、誰、誰……。

「兄君様、迎むかえに来て。どこにいらっしゃるの！」

「緋宮……知夏！　霊を戻せ！　あなたは花神ではない！」

　あぁ、朝火──手た手た直なお毘びの神かみの声も。私は目を瞑つぶり、必死に耶麻の背にしがみつく。

　でも、私を乗せているのは本当に耶麻？　わからない、いや、今は逃げることを考えなくては。かの神はどこにいる。私を救ってくれるのは、ともにこの地におりてきた彼しかいない。

「ことじろ、助けて!!」

「やめろ緋宮、呼ぶな!!」

「緋宮!!」

　手手直毘神の声、花守の乙女おとめの声。緋宮、緋宮。いったい誰の名。それになぜ、彼らの声が私の耳に届くのか。あのとき、彼らは地上にいなかったのに。

　──あのとき？

　私は今、どこにいるの？

　瞼まぶたを開き、視線を巡めぐらせる。黒い毛並みが目に飛び込んだ。寒気が走る。

　私を乗せているモノはなに？

「違ちがう……っ、耶麻じゃない！」

　私は悲鳴を上げ、見知らぬ獣の毛から手を離はなした。獣が慌あわてたように速度を落とし、振り向く。その動きに、私は対応できなかった。地面に転がり落ちてしまう。

　そうしてまた、私は置き去りにされる？

「嫌、置いていかないで、耶麻!!」

　両手でこめかみを押さえ、声を振り絞しぼる。嫌だ、地じ獄ごくの時間がやってくる。身も心も苦痛の中へと落ちていく。私の心を引き裂さかないで。兄君様はどこにおられるのか。なぜ助けに来てくださらぬ。私たちの恋こいは幻まぼろしだったというのか!!

『いつくし乙女』

　私は、はっと顔を上げた。

　気がつけば、正面に黒い澱おりに塗まみれた神が立っていた。彼を知っている。

「伊……龍りゆう神じん」

『ことじろの子よ、おまえ以外に花乙女を護れぬ。さあ、星神の首を落とせ。それはおまえの定めだ』

　龍神が指差した相手は、こちらに引き返してきた灰色の長い髪かみを持つ青年だった。彼が息を吞のみ、私に目を向ける。誰だっただろう、この青年は。

　思い出せない、どうしたらいい。この私はいったい誰──……。

『星神を殺さねばならぬ。蒸む槻きを蹂じゆう躙りんし、憐あわれな花神を奪おうとする野蛮な異国神だ。守らねば、乙女は蒸槻から奪われてしまう……』

「わ、私は……っ」

　青年は身を震ふるわせ、視線を別の方向へと動かした。後方から鬼神が迫せまってきていた。

「未み不ふ嶺ね、まやかしの言だ。それは、九く支しの術による偽にせの神だぞ！　耳を貸すな!!」

「だが朝火、今の胡こ汀ていは尋じん常じようではない。おまえを殺あやめて、緋宮を奪うつもりでいる！」

「未不嶺!!」

「我ら王族の祖は、花神を苦しめた。それが歴れきの基き盤ばんとなった。これでいいはずがない。蒸槻は最も早はや、積もりに積もった怨うらみで破は裂れつ寸前だ。花神の末まつ裔えいに償つぐなわねば。異国神に渡わたすわけにはいかない！」

　未不嶺と呼ばれた青年は、手た手た直なお毘びの神かみの制止を振り切ると、自身を乗せている獣を促うながして来た道を戻った。躍おどりかかるおぞましき鬼神を鋭えい利りな剣けんで切り捨てる。

「あ……あっ、だめ」

　違う、殺してはだめ。このままだと──そう、星神が呪じゆ詛そを放つ。まっさらな天に、無数の銀色の穴があく。満月すら圧あつ倒とうする星の数々が夜空に輝かがやくようになるのだ。

「緋宮!!　未不嶺を、胡汀を止めろ！　おまえ以外にあいつらをとめられない」

　未不嶺、胡汀。花守の乙女の言葉が胸に落ちていく。

「緋宮、お願いだから！」

「嫌、嫌！　誰か!!　なぜ兄君様は来てくださらないの！」

「花神の念に囚とらわれてはだめだ！」

「やめて、私を天へ帰して！　兄君様、なぜ私を助けに来てくれないの!!」

「──助けなど待つな、緋宮!!」

　騎乗していた獣から下りて近づいてきた花守の乙女が、私の肩かたを摑つかみ、叫さけんだ。

「おまえは待つ娘むすめじゃない、自分の力で飛び越こえる娘だ！」

　花守の乙女は、私たちのそばに咲さいていた花を無理やり引きちぎった。この神山に咲く花の茎くきは太く、硬かたく、棘とげがある。素す手でで触さわれば血ち塗まみれになる。引き抜ぬけるはずがない。乙女は必死な様子で茎を摑んだ。どうしても引き抜けず、花びらだけを数枚、むしり取る。

　それを、顔をぐしゃぐしゃにして私に差し出す。

「私を護まもると誓ちかっただろう！」

　なにを──。

「枯かれぬ花を渡して、私に、たくさん幸せを拾うのだと！　そう笑ったおまえがいい、花神など私は知らない！」

「あ……」

「私に好かれればおまえは有う頂ちよう天てんになるのか、そしてもとに戻もどるのか。それなら、とっくに叶かなえられている。頼たのむから、戻れ!!」

　記き憶おくの矢に貫つらぬかれる。あれはまだ、季節が巡る前のこと。地に咲いた鉄の花を差し出して、彼女にプロポーズまがいの真似まねをしたことが。あの誓いを立てたのは、花神じゃなくて。

「私は」

　誰かがぺろりと私の頰ほおを舐なめた。転がり落ちる涙なみだを消すように。

「耶麻……？」

「椰や真まじゃない、滸こ楽らくだ、遠とお凪なぎだ！」

　私の肩を揺ゆさぶる花守の乙女の顔をじっと見つめる。違う、彼女も花守などではなく。

「白雨さん」

　告げた瞬しゆん間かん、彼女はぶつかるようにしがみついてきた。手から、花びらがひらりと落ちた。

「緋宮、今度は私が護るから。なにがあっても今度こそは護るから。もう少しだけ、あとわずかだけ、踏ふみとどまれ！」

　誰かの言葉に似ていると思った。そのおかげか、心を覆おおっていた殻からが剝はがれていく。

　ぐい、と頰になにかが押し付けられる。滸楽……遠凪さんの鼻先だった。叱しかるように、励はげますように。遠ざかっていた『知夏』の意識が、徐じよ々じよに戻ってくる。

　緋ひ宮みや。私のこと。大だい丈じよう夫ぶ、全部思い出せる。皆みなのことも、自分のことも。

　私はぼんやりと視線を動かした。後方で、緋ひ剣けんたちが戦っていた。

　鬼き神しんを切り裂く未み不ふ嶺ねさんの剣。星ほし神がみの攻こう撃げきに晒される朝火さん。どうしたことか、いつもの猪ちよ突とつ猛もう進しんな朝火さんらしくない。攻撃を防ぐだけで精せい一いつ杯ぱいという様子だ。

「──立ち上がらないと」

　そうだ、もう少しだけ。ここまで頑がん張ばってきたんだもの、あとちょっと！

「いつかの世では戦いくさ女め神がみになろうかって、そう考えた。だから私は、諦あきらめず、負けず……」

　全身に力を入れ、白雨さんと一いつ緒しよに立ち上がる。

　滸楽たちが元気に尾おを振ふって私の足元にすり寄った。

「乗せてくれる？……って遠凪さん、そんな皆を強ごう引いんに押しのけなくても……や、なんでもない！　乗せてね！　行こう、白雨さん」

　白雨さんは泣き笑いの表情を見せて頷うなずいた。滸こ楽らくたち、見み惚とれている！

　女性に優やさしく、仲間として受け入れた者はとことん大事にする滸楽たち。遠凪さんも。

「あっちに突つっ込んで」

　遠凪さんは私の願い通りに鬼神たちのあいだを駆かけ抜け、星神に接近した。

　朝火さんを殺させない。勿もち論ろん、未み不ふ嶺ねさんにも手出しはさせない。神世がどうこうって問題じゃなく、全員、『知夏』の大事な仲間だ。

「こんな意地の悪い運命に、もう誰だれも渡さない！」

　私は覚かく悟ごを決めて、「えーい！」と勢いよく遠凪さんの背から飛び降りた。

　というより、全力でジャンプし、星神にタックルした。

　遠凪さんがぎょっとしたように止まり、こっちに首を向ける。星神と朝火さんのあいだに割り込んで引き剝がすのかと考えていたんだろう。それだけじゃないもんね！

「──花神、なんの真似だ！」

　啞あ然ぜんとした顔で私を抱だき止めた星神を、きっ、と睨にらみつける。

「好き!!」

「──」

「胡こ汀ていと星神は一心同体でしょう！　そういうどうしようもなく複雑で厄やつ介かいなあなたたちが好きなの！　でも朝火さんを殺したら、好きじゃなくなる！」

　星神は、目をまんまるにして私を見下ろした。

「……。緋宮、力の抜けることを堂々と……」

　朝火さんが剣を振り上げた体勢のまま、がくっと項うな垂だれた。

　他ほかにいい言葉が思い浮うかばなかったんだもの！

「これだから緋宮は！　どこまで吞のん気きなのか。少しは状じよう況きようを考えたらどうだ。だいたい、普ふ段だんから上品に振る舞まうようにとあれほど忠告していただろう。なぜ耳を貸そうとしない」

「未不嶺さんも！　鬼神を斬きりながら説教しない！」

　あぁ、いつもの私たちだ。マイペースに突き進み、皆で苦難を乗り越える。

　そう考え、頰が緩ゆるんだ瞬間──。




「犬め。やはりおまえは出で来き損そこないか」




　低い罵ののしりとともに、どこからか銀の蔓つるが飛んできた。

「え──」

　それが私の身体からだに巻き付く。なにが起きているのか把は握あくできないまま、ぐんっと勢いよく身体が後方に吹ふき飛んだ。茫ぼう然ぜんとする星神の腕うでから引き剝がされてしまう。

　地面に転がされる前に、誰かに後ろからきつく抱だき締められた。いったいなにが──。

「蒸む槻きは、私のもの」

　囁ささやく声に、肌はだが粟あわ立だつ。視線をゆっくりと後方に向ける。

「……俱く七な帝てい？」

　蒸槻の帝がそこにいた。私を抱かかえる腕に力をこめ、笑えみを作る。

　長い黒くろ髪かみと豪ごう奢しやな冬の装束。茜あかね色いろの羽織と白い襟えり巻まきの対比が鮮あざやかだ。一見、滸こ楽らくの王である遠凪さんとよく似ている。その瞳ひとみの冷たささえ隠かくしておけば。

「まことあなたはしぶとい娘だ。いい加減、屈くつすればよいものを」

「俱七帝が、なんでここに……それに、どうしてこんなに強い神気をまとっているの」

　違和感が強くなる。彼の腕を振り払はらいたいのに、身体がろくに動かない。腰こしが抜けたみたいにへなへなになってしまう。

「もしかして、九く支しさんの、天つ神の力を借りている？」

　俱七帝は笑みを深めて言外に私の問いを肯こう定ていすると、星神たちに目を向けた。

「さあ、殺し合え。神世を再び生むがいい」

「──誰が、言いなりになるか!!」

　我に返った星神が鬼神を駆り、俱七帝に剣を振り下ろす。神力をまとって輝く剣。

　たとえ俱七帝が天つ神の力を借りているのだとしても、星神の攻撃を受けて無傷ではいられないはずだ。そう思ったのに。

　きんっ、と見えない膜まくに剣が弾はじかれた。

「痴しれ者め。ここは花神の羽は衣ごろもに刻まれた古き歴……それに則のつとり、天つ神の器うつわたる九支が構築した場だ。大神の力が溢あふるる場で、異国の者が私を殺せると思うのか」

　俱七帝が声を上げて笑う。

「そうだろう、知夏？　『ことじろ』は神世で誰にも殺されてはおらぬのだから」

　身体が強こわ張ばった。俱七帝の言う通りだ。ことじろは殺害されたのではなく自害した。

「神世の通りに殺し合う以外に、うつつに戻るすべはない」

　俱七帝が勝ち誇ほこったように告げた瞬間、ふっと目の前に滸楽が──遠凪さんが素す早ばやく飛び込んできた。すぐさま姿を人の形に変え、左手で俱七帝の肩かたを摑つかむ。

「清きよ姫ひめを放はなせ、下げ種すめ」

「と、遠凪さ──、手が!!」

　天つ神の器となっている九支さんが再現した『神世』の中のため、ことじろを祖に持つ俱七帝には手出しができない。それを証明するように、彼の肩を摑む遠凪さんの手が酸でも浴びたかのように真っ赤になった。肌に水すい泡ほうが浮かび始める。

「手が溶とけてる！　離はなして遠凪さん！」

　奇き妙みような倦けん怠たい感を堪こらえて身をよじると、俱七帝は煩わずらわしげに私を片かた腕うでで制した。腹部をくびるかのような力に息が詰つまり、抵てい抗こうできなくなる。

「けだものにまだ情をかけるのか」

　俱く七な帝ていは一いつ瞬しゆんだけ、怯おびえた目で遠とお凪なぎさんを見遣った。それを隠すようにすぐさま冷れい酷こくな微び笑しようを浮かべる。

「どうした。私の肩を摑むだけか？　そうだろう、それ以上の真似まねはできぬだろう」

　遠凪さんの額に大おお粒つぶの汗あせが噴ふき出している。ぼんやり理解した。さっき朝火さんが星神に対してろくに攻撃できなかったのも『神世』の中にいるせいだったんだ。

「離さねば、身が溶け落ちるぞ、けだもの」

「それが、なんだという？」

　遠凪さんは、獣けものの瞳を彼に向けた。人とは異なるその双そう眸ぼう。恐おそれも迷いもない。

「抗あらがわずして敗するくらいならば、我が身など朽くちても溶けてもかまわぬ」

「おまえ……」

「だがせめて、その顔は切り刻んでやる」

　誇り高い滸こ楽らくの王は、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。私は放心した。

　この彼こそが花神の愛した月神の末まつ裔えいだ。……でもかつての優しい月神とはまったく違ちがう。あの神にここまでの強さと潔いさぎよさはなかった。

　遠凪さんは歴史に抗いながら、自分の道を進んでいる。その事実に衝しよう撃げきを覚えた。

「──できるものか、『神世』で私に傷ひとつ与あたえることなど誰にも……」

「できます」

　そう反論したのは遠凪さんじゃない。私はゆっくりと視線を巡めぐらせた。

　白雨さんに支えられながらこっちに近づく人──意識を取り戻した春日さんだった。

　少しやつれてはいるけれど、眼まな差ざしの強さは以前と変わらない。

「九く支し様が構築した神かみ懸がかりの場。それを覆くつがえせるのは、私たち。まったき調和──日月の力」

「春日さん」

「陽ひ女め神がみと月神の子が、ここに揃そろっているのです。対たい抗こうできぬはずがない」

　春日さんの視線がこっちに向けられた。彼女の視線に促うながされ、腕を伸のばす。俱七帝の肩を押さえる遠凪さんの手に触ふれる。すると、皮ひ膚ふの溶よう解かいがおさまった。

　遠凪さんは軽く目を細めてふてぶてしく笑うと、ぐっと俱七帝の肩に爪つめを食い込ませた。

「……九支!!　なにをしている、早く、助けないか……っ!!」

　ひゅん、と空気が鋭するどい音を立てた。

「──喚わめくな、俱七帝。おまえが気け圧おされてどうする」

　声とともに、なにもない空間から突とつ如じよ九支さんが現れる。その手には、短めの刀が握にぎられていた。既すでにその刃やいばは赤く染まっていた。

「遠凪っ!!」

　白雨さんの悲鳴で、私は状況を把握した。俱七帝の肩を摑んでいた遠凪さんの腕が、肘ひじあたりから切断されている。

「遠凪さ……っ」

「まったく、おまえたちは身勝手なことばかり……。仕方がない。天あま原ばらの神々よ、愚おろかな子たちを仕置きせよ」

　再び九く支しさんは宙の中へ身を沈しずめ、消え去った。その直後、どすん、と地面が揺ゆれるほどの音が響ひびく。どすん、どすん。まるで巨きよ人じんの足音のようだった。

「あれは」

　腕を押さえてふらつく遠凪さんを支えていた白雨さんが、茫然と山のほうを見み遣やった。

　木々を薙なぎ倒して近づいてくる巨きよ大だいな影かげ。宝ほう戟げきや斧おの、宝弓などの武器を手にした、極ごく彩さい色しきの衣ころもをまとう神しん将しようたち。武装したつかわしめを引き連れてこっちに接近する。

　私は、あの軍を知っていた。陽ひ女め神がみの記き憶おくが答えに導く。

「天原の闘とう神しんたちだ」

　天あまつ神かみの軍。星神を封ふうじたあと、異国の地を平らげた恐るべき神将たちだった。

「滅ほろぼさねば」

　心を失った乾かわいた声が、耳に届いた。

　憎ぞう悪おに彩いろどられた星ほし神がみが、近づく神の軍を見つめていた。

　──神々の戦いが始まった。
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　一頭の滸こ楽らくが、神将の足に踏ふみ潰つぶされる瞬しゆん間かんを目にした。

　仲間を庇かばう余よ裕ゆうは、誰だれにもなかった。神軍を怒いかりのままに滅ぼそうとする星神や鬼き神しんたちに、皆みなは結果的に救われていた。緋ひ剣けんや滸楽たちの力なんて、これっぽっちも届かない。本当に、ただ逃にげるしかできない状態だった。

「よく見よ、知夏。これが太古の神々の力だ。おわかりになっただろうか。私が、今の人世にあなたのような煌あきらかな力など必要ないと言った意味が。人の世に、あってはならぬ力だ」

　勝ちを確信したのか、俱七帝が嘲あざ笑わらう。この混乱に乗じて、彼は私を攫さらった。『神世』の中にいる限り、私もまた単独では俱く七な帝ていの力に抗うことができない。九支さんの神力に護られている。以前対たい峙じしたとき、俱七帝を救い出したのもきっと九支さんだ。

　俱七帝は一頭の獣を召しよう喚かんした。羽を持つ馬形の獣。かつての花神が愛でていた、その獣。

「──椰や真まちゃん」

　ずっと姿を見せずにいた、私のマイ飛行機椰真ちゃんだ。

　九支さんに捕つかまってしまったんだろう。シャーマンみたいな恰かつ好こうじゃなく、本来の『耶や麻ま』の姿に戻もどっている。椰真ちゃんは悲しげに私を見遣った。それだけだった。

　俱く七な帝ていに急せかされ、私は椰や真まちゃんの背に乗せられた。彼も後ろに乗り、神々の乱戦なんて興味もないというようにさっさと山頂を目指す。

「どうして、ここまでするの」

「なにを疑問に思う？　すべてはあなたの我が儘ままのせいだ。初めに、あなたが大人しく私の手を取っていればこうも争いが長引くことはなかった。誰も死ななかったろう。都も穢けがれなかったろう。荒あら神がみも現れず、仲間が危機に晒さらされることもなかったろう」

　椰真ちゃんの背からずり落ちそうになる私を片腕で乱暴に支えながら、彼は冷たく囁ささやいた。

「まこと無む駄だな抗いであったな。犠ぎ牲せいを増やしただけで、結局はあなたは私のものとなる」

「神世のように？」

「そうとも。神世のように。我ら、日月の王ではないか」

「違う、俱七帝は月の王なんかじゃ……っ」

　反論は許さないと示すためか、俱七帝がぐいっと私の腹部に回している腕うでに力をこめる。だめだ、彼に触れられていると、神じん力りよくが一いつ切さい使えない。抵抗する気力さえ奪うばわれる。

　星神や緋剣、滸こ楽らくたち。彼らをあの乱戦の中に置き去りにしてしまった。

　助けたいのに、どうすればいいんだろう。なにをすれば俱七帝から離れられる？　ここは『神世』。天つ神の器である九く支しさんの神力で構築された強固な場。

　どれほどあがいても私の力だけじゃ覆せない。龍りゆう神じんに神力を削けずられすぎた。

「もうあなたにできることはなにもない」

「──まだ、ある」

　逃のがれられる方法が、ひとつある。それに気づいた。

「椰真ちゃん、お願い」

　木々のあいだを駆かけていた椰真ちゃんが、ふっと首を少し、こっちへと向けた。

「神世の通りに」

　私を落として。

　──椰真ちゃんは急にとまって嘶いななき、大きく前まえ脚あしを上げた。俱七帝が落ちないように椰真ちゃんの毛並みを強く摑つかむ。そのとき、私の腰こしに回していた腕が緩ゆるんだ。

　私は精せい一いつ杯ぱい身をねじった。狙ねらい通り、身体からだが空中に放ほうり出される。

「知夏！」

　肩かたと腰を勢いよく地面にぶつけてしまう。痛みを堪こらえ、跳はね起きる。俱七帝から離はなれたおかげで、気力がぐっと戻ってくる。

「なぜそうまで抗う！」

　俱七帝は舌打ちし、自身も地面に足をつけようとした。すかさず椰真ちゃんが飛び跳ねる。彼を地面に下ろさないために。私が逃げるための、時間稼かせぎをしてくれている。

「この、獣が！」

　俱く七な帝ていは椰や真まちゃんの背にしがみつきながら、腹立たしげに吐はき捨てた。

　──ありがとう、椰真ちゃん！

　私は心の中でお礼を言い、懸けん命めいに走った。羽織っている冬の衣が邪じや魔まで仕方ない。

「きれいな衣は、今いらない！」

　走りながら数枚、脱ぬぎ捨てる。それだけでも随ずい分ぶん呼吸が楽になった。足を大きく動かせるよう、裾すそも思い切って広げる。それから勢いをつけて走り出す。

　帯に引っかかっていた隼はや鉄てつの欠片かけらだけはなくさないように気をつけた。『神世』を再現したこの場所は草も木もグロテスクなくらい大きく、色が濃こい。地面にみっしりと生はえている野草は、まるで鋭えい利りな分厚い紙のようだ。かき分けようと触れた途と端たん、皮膚が切れてしまう。

「早く皆のもとに戻らなきゃ」

　呟つぶやいたとき、野草にふくらはぎを切られ、転てん倒とうしてしまった。

「痛い……っ」

　呻うめきながら、立ち上がる。

　背後で俱七帝の怒ど鳴なり声が聞こえた。椰真ちゃんの背から下りたんだろうか。

　深く息を吐いて痛みを逃がし、再び走り出す。

「衣、脱ぎ捨てるんじゃなかった」

　少し後悔する。内ない衣いさえ切り裂さく刃のような野草。腕や太ふと腿もも、頰ほお。あっという間に、切り傷が増え、血が滲む。ここは人間の住む世界じゃない。

「帰りたいよ」

　皆のところへ、帰りたい。

「知夏!!」

　後ろから荒あらっぽく腕を摑まれ、その場に引き倒された。

「無駄なことを！　なぜわからない、抗あらがえば抗うほど痛みが増えるのだと！」

　呼吸を乱しながら俱七帝は怒鳴った。九く支しさんの神力に護まもられているためなんだろう、彼の身には傷がついていない。

　私にしつこく反はん抗こうされたことが許せないらしい。瞳ひとみは激しい怒りで燃えていた。

「優やさしくしてやろうと甘い顔をすれば、つけあがる！」

　彼は私の上に馬乗りになると、片手で首を絞しめた。すぐに我に返ったように、力を緩める。

「あなたを最も早はや殺あやめるつもりはない。──仲間を救いたいなら、私に従いなさい」

　彼の瞳に、ねっとりとした色が浮うかぶ。それは、いつかの瞳を思い出させた。

　似てる。妖あやしい熱と憎悪。あの眼まな差ざし。頭の片かた隅すみに、潰れた蝶ちようの残像がよぎる。

「俱七……」

　彼は微笑ほほえみ、私の言葉を封じるように──唇くちびるに嚙かみ付いた。

　なにが、起きているんだろう。

「可哀かわい想そうに。玉のごとき肌はだが、血ち塗まみれだ」

　笑い声。引き裂かれる衣ころもの音、まさぐる指、獣けもののような息いき遣づかい。ぬめぬめとした舌が肌を這はい……。

　私は、罪を犯おかしたの？

　俱く七な帝ていに従わなかったから？　天つ神の定めた歴れきに抗ったから？　滸こ楽らくに情を持ったから？

　天に向かって手を伸のばす。涙なみだで滲にじみ、よく見えない。

　心が沈しずんでいく。あの地じ獄ごくの時間の中。揺ゆさぶられるだけの、痛みの中。

　神世がまた呪のろいをかける。……ここで、なすがままになるのか。

　──しっかり、私!!

　嘆なげくな、戦え。過去の痛みに囚とらわれず、弾はじき飛ばせ!!

　こんなもの、犬に嚙まれたと思えばなんてことない！

　というか、嚙み付かれたなら、嚙み付き返してやる！　いい位置に、俱七帝の耳がある！

「!?」

　思いっきり嚙み付くと、俱七帝はぎょっと身を起こし、自分の耳を押さえた。ううっ、口の内にちょっぴり血の味が広がった。

「小こ娘むすめめ……っ」

　表情を取り繕つくろえなくなったらしい。彼は頰を歪ゆがめると、勢いをつけて私の頰を叩たたいた。髪かみを摑まれ、力ちから一いつ杯ぱい地面に頭を押し付けられる。

「手足を斬り落としてやろうか！　四し肢しがなくとも、私の子を孕はらめよう！」

　片手できつく胸を摑まれたときだった。

「その、薄うす汚ぎたない手を、離せ」

「──!?」

　神力の風が突とつ然ぜん、俱七帝を襲おそった。私の上から彼の身が吹ふき飛ぶ。

　私は忙せわしなく瞬まばたきをして、視線を動かした。血塗れの星ほし神がみが立っていた。長い髪も乱れてもみくしゃの状態だ。決して美しい姿じゃないのに、目を奪われる。

　地面に転がった俱七帝が顔を上げ、愕がく然ぜんと星神を見つめる。

「わ、私に傷を与あたえれば、おまえも無事ではすまぬぞ！」

「すべて、滅ほろぼす」

　私はとっさに跳ね起きて星神の腕にしがみついた。

「だめ、この『神世』で殺したら、星神様と胡こ汀ていにも災わざわいが降り掛かかるよ」

　星神がふっと私を見つめた。そして顔を歪める。

「私のせいなのか？　おまえを慕したったせいで、こんなにも苦しみを与えてしまうはめに？」

「えっ？　違ちがうよ、星神様は少しも悪くない」

　わたわたと自分の恰かつ好こうを確かめる。星神と同じくらい、ひどい姿だ。

「私、いつもなぜか襤ぼ褸ろ鳥どり率高いんだよね……なんでだろ。でも、胡こ汀ていが毛け繕づくろいしてくれるから、いいよね？」

　笑いかけると、急に鼻の奥が熱くなり、涙が落ちてきた。まだなにかを考えちゃだめだ。

　もう少しだけ、あと一歩だけ、踏ふみとどまるためにも深く考えちゃだめだ。

　だというのに色々な感情がこみ上げてくる。なんだか自分が台風の中に立っているみたいだった。身体がちぎれてばらばらに飛んでいきそうな。この身体から心を取り出してしまいたい。きれいな水でごしごしと洗いたかった。そうしたら、少しは呼吸が楽になるだろうか？

「私と来い。おまえを傷つけはしないから」

　星神は怒おこった顔をしながらも、私を抱だき上げた。表情とは反対に、驚おどろくほど優しい手つきだった。すぐそばに待機していた蜘蛛くも形の鬼き神しんの背に乗せられる。彼も後ろに飛び乗った。鬼神もずたぼろという有様だ。足が数本ちぎれていた。

　ふと視線を巡めぐらせる。俱く七な帝ていの姿が消えていた。相打ち覚かく悟ごで殺そうという意思を星神が見せたから、恐おそれ戦おののいてひとまず撤てつ退たいしたに違いない。逃にげ足だけは速い人だ。

「星神様、どこへ？」

「滅ぼさねば」

　彼は鬼神を、乱戦の続いている場所へと動かした。彼がこっちに来たために、緋ひ剣けんや滸こ楽らくたちは追いつめられていた。胸が詰つまる。十頭ほどいたはずの滸楽が、四頭にまで減っている。遠とお凪なぎさんは片かた腕うでを失った。全員が激しく疲ひ労ろうし、動くことさえつらそうだった。

「どうして護りたい人たちばかりが、いつもこんな目に」

　──私が、大事と思ったせい？

　さっきの星神のような考えが脳のう裏りに浮かぶ。

　悩なやみを振ふり切り、私は鬼神から下りた。緋剣たちに向かって斧おのを振り上げる神将の前に立ちはだかる。ほどけかけている帯に、隼鉄の欠片が引っかかっているのに気づいた。

　それを握にぎり締しめる。弓へと変わる鉄。急に目眩めまいがした。神力が足りない。

「緋ひ宮みや！」

　白雨さんの声が聞こえた。今にも殺されそうなのに、私を見て安心したように、呼ぶ。

　私は両足に力を入れ、涙でかすむ目を拭ぬぐった。弓を引き絞しぼって神しん将しように狙ねらいを定める。

「帰りなさい。去らないと、あなたを打ち抜ぬく」

　私の背せ丈たけよりも大きく、分厚い斧が目の前まで迫せまってくる。真っ二つにされるだけじゃすまない。骨ごとぐちゃぐちゃに叩き潰つぶされるだろう。

「彼らをこれ以上傷つけたら許さない。私、悲鳴を上げてやる。蒸む槻きの世どころか、この『神世』にも移ろう季節が生まれるくらいの凄すごい悲鳴を上げるんだから！」

　地が揺れるほどの足音を立てて神将たちが続々と集まってきた。私を取り囲み、見下ろす。

　正面にいた神将が、ずん、と斧を地面に置いた。丸太のように太い指を動かし、そうっと私の頰に触ふれる。傷つけようとする動きじゃなかった。私は戸と惑まどいながら、弓を下ろした。

「もう傷つけないで。私も、皆みなも、とても痛いよ」

「──いつくし乙女おとめ、どけ！」

　斜ななめ上に突然、影かげが差した。ばさっと翼つばさの音。剣けんを翻ひるがえす星神の姿。

「待っ──」

　丸太のような神将の指が、彼の剣に切断された。樹液に似た蜂はち蜜みつ色の血が、指の切断面から噴ふき出した。神将が斧を取り、怒いかりを放って斧をぶんっと振るう。それを星神はかわすと、私の身体からだを乱暴に引き寄せた。

「星神様、やめ……っ」

「殺させるものか」

　憎ぞう悪おに輝かがやく彼の瞳に、つかの間魅み入いってしまう。

「慈じ悲ひなき天原の神々よ！　私の民たみを滅ぼすのみでは足りないのか、女め神がみまでも血塗れにせねば気がすまないのか!!」

　彼は私の身を一度ぎゅっと抱だき締めると、白雨さんのほうへと突つき飛ばした。いきなりの動きに、抵てい抗こうできなかった。白雨さんが慌あわてて私を抱き止めてくれる。

　彼の全身から深い怒りが立ち上っていた。

「それでなにが護まもられる。罪なき花を血塗れにして、いったいなにが護られるという！」

「星神様」

「許すものか、私が、私の民が血を流した分、神々も血の涙を流せ!!　この地の川をすべて赤く染めてやろう。木々の葉も土も空も、赤く赤く染め抜いてみせるわ!!」

　星神は呪いの言葉とともに、剣を大地に突き刺さした。

　その瞬しゆん間かん、地面に無数の亀き裂れつが走り、強風が巻き起こった。刃やいばの威い力りよくを持つ風。それが神将たちにいくつもの裂れつ傷しようを与えた。地じ響ひびきのような断だん末まつ魔まの叫さけびが響ひびき渡わたった。鼓こ膜まくを激しく震ふるわせるその声に、私は目を閉とざし、耳を塞ふさいだ。
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「──私の術を破るとは」

　驚きよう嘆たんの響きがこめられた声に、私は、はっと瞼まぶたを開けた。

　気がつけば、『神世』は消しよう滅めつし、『ひの間』に戻もどっていた。大きな神将も奥深い山々もすべて幻まぼろしだったように。でも、私たちは確かにその中にいた。皆、血ち塗まみれのままで、胡こ汀ていも星神に意識を奪うばわれたままで……。いつの間にか、目め尻じりに刺青いれずみが戻っている。

　視線を巡らせると、春日さんが囚われていた蠟ろうの樹幹の前に、九く支しさんが立っていた。その周りに、力をつけた地の神々たちが従っている。春日さんから力を奪い取り、きらきらしくなった神々。そして、しょんぼりとしたシャーマン姿の椰や真まちゃんもいる。

「まこと信じられぬ。歴を再現させずに、よくも術を……」

　九く支しさんは私たちを見回し、首を傾かしげた。

「だが、ここまでだな。神々よ、あの者どもを捕とらえよ」

　地の神々が舌なめずりしながら私たちを見み遣やる。

「天あまつ神かみ、どこまでも奪い続けるのか」

　星神が、耐たえきれないように笑い声を上げた。

「私が荒あら神がみと化せば、蒸む槻きの地を穢けがせようか。いや、私だけでは足りぬだろう、その月神の子も、手た手た直なお毘びの神かみの子も、ことじろの子もすべて、荒神に変えてやる。怨おん念ねんよ、花開くがいい、蒸む槻きに平へい穏おんなど一時たりとも与えない……」

　星神はそう言うと、剣を自分の首に当てた。自害をするつもりだ。

　いつかの架々裏さんの姿が脳裏をよぎる。自分の身を異形に落とし、怨うらみをもって蒸槻を滅ぼそうとした。神世からの犠ぎ牲せいを思えば狂くるわぬほうがおかしいと。その憎にくしみを否定することはできない。私も抱かかえている感情だ。それでも、負けてほしくない。

「星神様！」

　私の声に、彼はぴくりと動いた。

「──花神の子よ、おまえだけは穢けがさない」

　だめだ、だめ。手を伸のばして剣を奪おうとするも、触れる直前で、見えない膜まくに弾はじかれた。彼が神じん力りよくで阻はばんでいる。

「胡こ汀ていを殺さないで!!　私の、好きな飼い主なの！」

　私の叫びを聞いても、彼は腕うでを下ろさなかった。一いつ瞬しゆん悲しげな顔を見せ、すぐさまその感情を振り払はらう。そしてもう、私を見ない。九支さんだけを憎悪に塗まみれた目で貫つらぬく。

　絶望が胸を満たした。怨みが強すぎる。彼は、花神への恋こい心ごころから悲劇が始まったと思っている。なら、彼を宥なだめられるのは、長い年月を愛し続けた花神本人しか。

　けれど私は所しよ詮せん、花神の血筋の娘むすめというだけだ。親しみだけではもう心に届かない。

「お願い、やめて──花神、星神様を止めて!!」

　彼に向かって伸ばした手を、横から誰だれかに摑つかまれた。

　春日さんだった。私たちは一瞬視線を絡からませた。白い手を握り返す。そのとき──。

「!?」

　九支さんの後ろに立つ蠟の樹幹に穴が開いた。真っ暗な、奥を一いつ切さい見通せない暗い穴。

「これは──！」

　なにかが、そこからどぷんと流れてくる。椰真ちゃんが九支さんを抱き上げ、ふよふよと空中に浮うかんで避難した。地の神々が慌てふためき、飛んだり跳はねたりした。

『ひの間』をあっという間に覆おおい尽つくす黒いへどろ。その中から、不気味なモノが顔を出す。あれは黄泉よみの亡もう者じやたち。それに。

「──乙女、黄泉から這はい出てくるとは！　いや、おまえたちが喚よんだのか」

　九く支しさんが目を見開き、私と春日さんを交こう互ごに睨にらんだ。

　へどろの中から立ち上がる、一ひと際きわ醜みにくい女がいた。

　花神。天の華はなと言われたはずの、私たちの祖。

　どぷっと溢あふれるへどろから、次々とミイラのような腐くさり果てた亡者が出現する。

『おまえたちばかり』

『神となるなど、認めぬ』

『戻れ』

『黄泉に戻れ』

　亡者が呪のろわしい声を上げ、地の神々にすがりつく。そして真っ暗な穴へと引っ張っていく。

『──星ほし神がみ、荒あらぶるな』

　花神が囁ささやいた。どろで濡れた長い髪の隙間から、星神を見ている。

『私の子たちを泣かせないでおくれ』

　放心していた星神が、ぎこちなく振ふり向むき、私たちを見つめる。

『償つぐなうべきはこの子たちではない。私の愚おろかさが災わざわいの発端となった。せめてあなたの民を護ろうと思うたが、長い月日をさまよわせることに』

「私の民……？」

　星神が怒りを全身から削そぎ落とし、覚おぼ束つかなげな動作で花神に近づこうとした。私は少しだけ胸がちくりとした。

「なにをしている、地の神々！　亡者どもを薙なぎ払え！」

　二人のやりとりを遮さえぎるように、九支さんがらしくなく怒ど声せいを放つ。

「歴を繰くり返したくはないのなら、せめてその者たちの力を食くらえ!!」

　亡者の拘こう束そくから逃のがれた地の神々が、こっちへと駆かけてくる。緋ひ剣けんたちや遠とお凪なぎさん、洲す沙さが、私と春日さんを護るように前に立つ。私も、握ったままだった弓を構えた。

「あっ」

　その矢を放つ前に、ふわりと宙に、美び麗れいな衣ころもが翻ひるがえった。次々と空中から現れ、天人のように優ゆう雅がに舞まい降りる。

「この者たちは……」

　白雨さんが剣けんを下ろし、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。他ほかの者たちも、地の神々でさえも戦意を失い、美しい彼らをぼうっと見つめる。

『──願いは、届いた』

『祈いのりは届いた』

『子らの声が、我らの胸に』

　彼らが囁く。

　かつて愛した月神。

　精せい悍かんな龍りゆう神じん。

　寡か黙もくなことじろ。

　雄お々おしい手た手た直なお毘びの神かみ。

　たおやかな久く久く理り波は須す比ひ売め。

　古いにしえの神々の霊れいだった。

『天つ神、彼らの世は、彼らに返そう』

『わたしたちの子を、苦しめずに』

『神の歴れきは、人の歴へと』

　波須比売が微笑ほほえみながら私に二枚の羽は衣ごろもを渡わたした。一枚は玉虫色の鳥に変化していた、花神の。もう一枚は、新たな虹にじ色いろの。

「おまえたち」

　九く支しさんは瞳ひとみを鋭するどくして椰や真まちゃんの腕を払いのけると、へどろに汚よごれた板いた敷じきに降り立った。すがりつこうとする亡者を容よう赦しやなく神力で弾き飛ばし、私たちを見み据すえる。

「この蒸む槻きから神しん性せいをなくすというのか。では誰が護る。荒くれた異民族、穢けがれをまとう禍まがつ神、悪あしき獣けもの……。豊かな蒸槻を狙ねらう者たちから神々が護まもってきた。なのにおまえたちは。『人』の血が濃こくなるにつれ、神々をないがしろにする」

　私は二枚の羽衣を握にぎり締しめた。神々が勇気づけるように笑う。鼓こ動どうが速くなる。

　──奇き跡せきを始めよう。

　皆みなが傷だらけになって引き寄せた奇跡だ。

「わかってる、蒸槻は神々がとても近い地だって。追い払いたいわけじゃない。でも、蒸槻の守護は、もう犠牲と怨みを糧かてにしちゃいけない。穢けがれ主ぬしが増えるだけだ。その瘴しよう気きが人を惑まどわせて、悪いものを呼び寄せる。悪あく循じゆん環かんにしかならない！」

「神を遠ざけるとでも言うか。敬いを忘れた地から神々が去ればどうなるか。隅すみ々ずみまで野や蛮ばんな者に悔くい尽くされ、焦しよう土どと化すだろう。犠牲を払わずして、なにを護れる。笑いながら、なにを護れる！」

「敬う心からじゃなく、恐おそれる心から始まったものは、きっといつか壊こわれる」

　九支さんの言葉は、ある意味正しいとわかっている。一人が幸せになれば周りの人たちも幸せになる──そんな優やさしい言葉が真実なら、世の中に争いなんて一切起きるはずがない。なにかを犠牲にして、血が流れるほどの苦しみを堪こらえて、初めてその先にある幸せを実感できる。

　私は、蒸槻に来てそういうことをやっと理解した。

「それでも、まやかしでも、怨みより幸せを増やしたい。蒸槻に染しみ込んでいる怨念の中に、いつまでもとどまっていたくない」

　私は九く支しさんに手を差し出した。

「人を、信じて」

　怨みや恐れを取り払って向き合うと、冷れい酷こくだとばかり思って恐れていた天つ神の意志がようやく見えてくる。鋼のような信念で、蒸む槻きという地を抱だき締め続けてきた大神だ。

「神々だけが護るんじゃなく、人にも護らせて」

「絶えず移ろう人に、長き世を護れるのか。不死たる者の力が蒸槻をこれほど栄さかえさせた。それがなぜわからぬ」

　苛いら立だちを押し込めた九支さんの声に、迷いはない。

「ねえ天つ神。私、ずっと不思議に思っていたことがあるんだよ」

　九支さんは訝いぶかしげな顔をした。私が普ふ通つうの調子で話しかけたせいだろう。

「どうして年々、陽ひ女め神がみの末まつ裔えいたちの力が薄うすれていくんだろう」

「それは人が神を見ようとせぬからに決まっている」

「どうして緋剣たちは、こんなに自由奔ほん放ぽうで曲くせ者もの揃ぞろいなんだろう？」

「……なに？」

　緋剣たちの視線も、背中に突つき刺ささった。「なんで今、そんな個人的感想を!?」とぎょっとしている感じだ。

「緋剣は、緋ひ宮みやだけを選び続けるはずだよね？　だけど朝火さんは『緋宮』の……私の望みを知りながら、自分の意思をどうしても捨てきれないでいる」

　朝火さんが、ぐ、と息を詰めた。や、責められたと思っているみたいだけれど、違ちがうよ。

「白雨さんも、緋宮より、自分が大事と思うものを選んだ」

　ああっ、なんかすごくへこませた気配。

「胡こ汀ていも、割と勝手に動く。未み不ふ嶺ねさんも、迷い続けている」

　わ、私、次々と爆ばく弾だんをまき散らしている気がするけれど、本当に責める意味でこんなことを言っているわけじゃない！

「伊織も、緋宮のためというより、『私に恩返しする！』っていう雰ふん囲い気きのほうが強かった。……佐基さんも、使命よりも自分の心の声に従って動いた」

「……自身の緋剣どもが不完全と言いたいのか？」

　九支さんにまで誤解されてる！　古の神々も、申し訳なさそうな顔はやめてっ。

「そうじゃないよ。なぜだろうと疑問に思ったの。それで、気づいた。望む方向へと、はばたこうとしているのかもって。自分の意志で道を選び、大事なものを護りたいんじゃないかな」

「──」

「そういう時代に変わってきているんだ。たとえこの蒸槻に私が来なかったとしても、いつか人々は力ちから尽ずくで狭せまい歴から飛び出したんじゃないかな」

「結局、それか。この地を引っ搔かき回して歴を覆くつがえし、争乱を招くのか」

「まれびとの私ってなんだったんだろうって悩なやんでいたんだよ。普通に考えて、蒸む槻きの事情を一いつ切さい知らない娘むすめが末裔の血をひくからって理由で、いきなり緋宮に祭り上げられるのは奇き妙みようでしょう。天つ神が考える通り、蒸槻を引っ搔き回すだけだ。それでも、喚よばれた。だったら私の役割は本当にぐるぐると、自由きままにこの地を『搔き回す』ことだったんだ」

「なにを身勝手な」

「身勝手じゃないよ、天つ神。これって『国産み』だよ。動かして動かして、人を歩かせる。歴史を未来へ歩かせる。このあめつちは、それを望んだ。私はその布石なんだ」

「蒸槻を滅ほろびへ歩かせるのか！」

「侮あなどらないで」

　嘲ちよう笑しようする九支さんに、私は声を張り上げた。

「歴史はそんなに、甘くない」

「なんと？」

「歴史はそんなに軽くない」

　決して倒たおれない大樹だ。誰だれかが枝を折ったくらいじゃ揺ゆるがない。また新しい枝が伸のびるだろう。

「私が搔き混ぜた程度で歴史が消しよう滅めつするはずがない。せいぜい、こんな時代もあったよ、って書き加えられるだけだ」

　次の未来へ向かうための小さな布石。それが、今ここで生きている私たちだ。

「迷いながらも、間ま違ちがいながらも、失敗を重ねながらも進んできた。無む駄だな日々なんてなかった」

　すべての想おもいが繫つながって、この瞬しゆん間かんへと導いてくれた。

「私たちはどんな瞬間も、ずっとずっと未来を作ってきたんだ。過去っていう宝物を胸にしまいながら、今を夢中で生きている」

　これからもそうする。きっとそうなる。

「人を信じて。私たちに、未来を託たくして」

　九支さんは髪かみを散らすように首を振ふった。

「人は争いをやめぬ。欲よくの波に、すぐさま沈しずむ」

「争いが起きて、国が乱れるときがあるとしても、きっと滅びない。だって私が新しい歴史の、最初の布石になるんだよ。私は負け知らずで、途中でへこたれても、最後には勝ちを摑つかみ取る女なの。こう見えて──無敗の賭と博ばく女王と崇あがめられているんだから！」

　……月神様だけがうっとりと私を見てくれたんですが！

「──おまえはなんて、花神に似ているんだろう……」

　九支さんは低く告げた。

「亡もう者じやどもよ、よく見ろ。花神の末裔がそこにいる。おまえたちも地の神々を羨うらやむならば、女め神がみを食くらえ。のし上がりたいのなら、その神じん力りよくを奪うばい取れ」

　古いにしえの神々の登場に怯おびえていた亡者たちが、九く支しさんの言葉に操あやつられたように近づいてきた。

「花神は絶えずおのれの命運を呪のろうだけであったな。ひたすら愛され、男を虜とりことするだけの定めなのかと。なにもわかっておらぬ。なぜ私が神々に男女の性を与あたえたか」

　古の神々が、静かな目を九支さんに向ける。

「交わりこそが根源なのだ。まさに、その娘が口にした『国産み』だ。だからこそ交合には悦よろこびが伴ともなう。その証あかしとして、たとえ本意ではないとしても、ことじろとの交わりで流れた血と精は、この蒸む槻きに大いなる実りをもたらしたではないか。必要なのは貞てい潔けつではない。花神に定められた無む垢くな淫みだらさこそが、地に豊かさをもたらす。なにより重要なその定めを、本質を、少しも知ろうとせず嘆なげき、浅はかな真似まねばかり……」

「違うよ、知らないのは天あまつ神かみのほうだ。想うことがまず先なんだよ」

「馬ば鹿かげたことを」

「天つ神自身が証明したんだよ。なぜ花神に、想像していた以上の強い力が宿ったか。そんなの、天つ神がそれくらい花神を、神々を、愛いとおしんできたからに決まってる！」

　九支さんは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。

「あなたが愛してくれたから、神々は力をつけた。花神が龍りゆうの子を愛したから、蒸槻は実りを得た。皆みなそれを知っているのに、天つ神だけがわかってない！」

「──早はよう食らえ、亡者ども！」

　どうしても天つ神の意志は変わらないんだろうか。

「ここにいるのは天つ神の子たちだよ！　苦痛の交わりを繰くり返して、未来をいつまでも底のない怨うらみの中に沈めるのは、嫌いや！」

　九支さんは返事をせず、私たちを冷たく見み遣やると、困ったようにふよふよと漂ただよっていた椰や真まちゃんを引き寄せた。

「矛ほこを！」

　椰真ちゃんの腹部に手を当て、そこからずるっと矛を取り出す。

「椰真ちゃん！」

　シャーマンめいていた椰真ちゃんの姿が一気に萎しなびてしまった。最初の頃ころのような、骸がい骨こつめいた姿になる。

「古の御み霊たまよ、おまえたちもこのいつくしき蒸槻に沈め」

　私たちに近づく亡者をほよほよと払はらってくれていた古の神々の霊が、顔を見合わせた。ああっ、月神様、動どう揺ようしすぎだよ、相変わらずへたれだ！

　緋ひ剣けんたちが慌あわただしく私に手を伸ばす。

「緋宮、こちらへ来なさい」

「……本当に、護まもるから」

「私も最も早はや、揺れない」

　うん、さっき私が自由奔放とか色々言ったから、すっごい気にしているみたいだ。

　星ほし神がみが複雑そうな顔で私たちを見た。胸が痛む。まだ胡こ汀ていの意識よりも、星神が強い。

「仕切り直さねば。今一度、蒸む槻きを無にし、平らかに」

　九く支しさんは矛をこっちに向けた。

　そのとき、へどろ塗まみれの花神が、私たちを庇かばうように前に立った。

「──おまえは永久に黄泉よみにおれ」

　九支さんが矛を振り、神力で大気を揺るがそうとした瞬間。




「おやめ、天つ神」




　波動のような神力が、花神の手前でぴたりととまった。

　雲を割る陽光のように、きらきらとした金の輝かがやきがそこに下りてくる。

　それはやがて人の姿へと変わった。見知らぬ少年だった。ちょっと毛先がはねているふんわりした髪は茶色。もっふりした襟えり巻まき。腰こしに小さな水みず袋ぶくろと鞄かばんを括くくり付けている。着ている衣ころもは華はなやかさとは無む縁えんの、素そ朴ぼくなものだ。行商人っぽい。

「オグニ!!」

　九支さんが啞あ然ぜんとし、それから厳しい目で少年を見み据すえた。

　オグニ。私は皆の隙すき間まから顔を覗のぞかせた。どこかで聞いた覚えがある。

「あっ、のさらの地だ！」

　胡汀から聞いたんだった。霞かすみの神だ。あらゆる神の中で最も無力。

　だから誰であろうと、手出しができない──ある意味、最弱にして最強の神じゃないだろうか。持たざる者が一番強い、みたいな。

「もうおやめ。意固地にならずに」

　オグニ様は優やさしい声で呼びかけた。

「去れ、オグニ。おまえには関かかわりのないことだ」

「花神を解放してあげなさい。津つ杙ぐいの地で、ずっと泣いていた女め神がみだよ。地を怨み、天を呪のろい……それ以上に、すべてを恋こいしがっていた」

　九支さんは焦じれたようにもう一度矛を振るって神力の波動を生み出した。けれどやっぱり、それはこっちに届く前にぴたりと止まり、搔かき消える。

　天つ神の力さえ、この細い少年神の前では形無しのようだった。

「花神の根底にある想いを知らないだろう？　ずっと恋をしていた、届かぬ天に、無む慈じ悲ひな地に。大いなるこのあめつち。それを、生きとし生けるものが知っている。だから、今、護るのだよ。わたしも、古の御み霊たまも、愛すべき女神の地に住むこの子たちを」

　くすりと笑い、オグニ様が振り向むく。目が合った。胸に染しみ入るような、あたたかな笑えみ。

「愛しいねえ、人って」

　嬉うれしそうに彼はもっと、顔を綻ほころばせた。

「身勝手で、か弱くて、騒そう々ぞうしい、ひとびと。ちっともわたしたち神の思い通りにはなってくれない。すぐに怠なまけるし、悪さをする。だから時々、荒あら神がみとなって脅おどさねば、敬うことも忘れてしまう。あぁ、憎にくたらしい。手間がかかる、そのくせすぐ死んでしまう。そうだろう、天つ神。そういう面めん倒どうな子たちこそ、愛しいものだよねえ」

　オグニ様は笑いをたたえたまま、叱しかるように私たちを見回す。

「見てごらん、天つ神。わたしたちの言うことを少しも聞かないから、この子たちはいつだってこんなに泥どろ塗まみれになるんだよ」

　私たちは、じろじろと互たがいを見た。確かに、花神もだけれど、私たち全員、血ち塗まみれで泥塗れだ。……平等に、汚きたない！

　オグニ様は、へどろの花神にそっと触ふれた。すると、へどろがほろほろと剝はがれていく。

「あ……」

　ふわりと、花びらのように衣が翻ひるがえった。天の華と呼ばれた女神。

　彼女が振ふり向いた。淡あわい光に包まれているせいで、顔立ちは、はっきりしなかった。

「女神」

[image: ]

　星神がふらりと近づく。女神の指が、彼の頰ほおに触れた。償つぐなうように、宥なだめるように。

　そこで春日さんが突とつ然ぜん、きゅっと私の手を握にぎる指に力をこめて叫さけんだ。

「これからの世を、私たちの手に!!」

「春日さん」

「私たちは蒸む槻きを愛おしむ！　どうか、美しく移りゆくこの地を私たちに!!」

　緋剣たちが彼女を見つめ、剣を板いた敷じきに突つき立てた。彼らも言う。

「我らに、世を！」

　洲す沙さと滸こ楽らくたちが、遠とお凪なぎさんを支えながら尾おを振る。

　私たちを見て、古の神々は笑みを咲さかせ、華やかにひらりと袖そでを振った。

『人よ、よし』

　答えて、笑い声を上げ、九く支しさんのほうへとふよふよ飛んでいく。彼らがこっちを見た。オグニ様のように皆、ぬくもりを感じさせる柔やわらかな顔で、微笑ほほえんでいた。

「おまえたち……、おまえたちは!!」

　神々に囲まれた九支さんが腹立たしげに叫ぶ。椰や真まちゃんがひょいと九支さんの手から矛を取り上げ、こっちに放った。慌てて私は腕うでを伸のばした。摑つかんだ瞬しゆん間かん、弓に変わる。

「この──馬鹿者どもめ!!　私の手から勝手に飛び立つとは！」

　うん、飛んじゃう。

「私たち、飛び跳はねたい年とし頃ごろなんだもの」

　ぷ、とオグニ様が噴ふき出した。

　私は弓を構えた。狙ねらいを定め、神じん力りよくの矢を放つ。

「天つ神!!──大っ嫌きらいだけど、いつかまた！」

「馬ば鹿か娘むすめが!!」

　光の矢が、九く支しさんの胸に吸い込まれた。

　そこから一気に膨ぼう大だいな、凄すさまじい黄金の光が広がった。目が潰れそうな光。

　私は慌てて顔を覆おおった。指の隙間から古いにしえの御霊たちが、誰だれかの霊れいを一いつ生しよう懸けん命めいに宥めつつ天へと引っ張っているのが見えた。きっと天つ神だろう。私は微笑んだ。頑がん固こな親みたいだ。

　光が瞼まぶたの裏にまで染み込んでいく。

「──知夏」

　私を呼ぶ椰や真まちゃんの声が聞こえた。

「くき。椰真は天つ神とともに行く」

　椰真ちゃん。

「知夏。天あま原ばらで、待っておる。いつか。くけけ」

　圧あつ倒とう的な、光。
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　瞼を開いた瞬間、こっちの顔を覗き込んでいる誰かと至近距きよ離りで目が合った。

　その誰か……素朴な恰かつ好こうの少年は、安心したように表情を和やわらげた。両手には、私の矛ほこが握られている。

「あ、よかった、目が覚めた」

　嬉しそうな声を聞き、私はぼうっと考えた。

　この少年は、ええと、誰だっけ？　どうして私の矛を握っているんだろう。確か弓に変わっていたはずだけど、いつの間にかもとに戻もどっている──って問題はそこじゃない！

　記き憶おくが一気に蘇よみがえった。

　私はばねのように勢いよく飛び起きた。矛を抱かかえる少年が慌あわてて避よける。

「うん、大だい丈じよう夫ぶそうだね。ただ神気のほうが……」

「おっ、オグニ様!?　どうなってるの!?　皆みなは無事──ちょ、私、取り囲まれてる！」

　なぜか皆が円えん陣じんを作るようにして私の周囲に座り込んでいる。

「ええっ、私の目覚めが最後ー!?」

「うるさい、叫ぶな阿あ呆ほ鳥どりめ」

　胡こ汀ていが意地悪そうに笑いながらも、ぽすっと私の頭に手を乗せた。

「あああっ、胡汀、目が藍あい色いろに戻ってる!?　わぁでも髪かみの毛が長いままだ！　っていうか星ほし神がみ様はどこいったー！」

「馬ば鹿か。騒さわぐと羽を毟むしるぞ」

「ごっ、ごめんなさ……皆!?　胡汀をいじめないで！　そこの滸こ楽らく、齧かじろうとしない！」

　全員が胡汀を睨にらんだり、髪をひっぱったりしている。な、なんだこの連係プレイ。

　どうも黒い川から蘇って以来、滸楽を含ふくめた皆が妙みように親切にしてくれる。まあ、胡汀は相変わらず鳥扱あつかいするけれど！

「緋ひ剣けんたちは仲がいいねえ」

　オグニ様はにこにこと皆を見回した。あ、この気弱そうなまったりした態度、かなり好きだ……って、つられてのんびりしている場合じゃなーい！

　私は慌てふためきつつ周囲を見回した。

「ここ、ひの間……じゃなくて、なんで神しん殿でんの外!?　ひ、ひどい、私を地面に転がして放置していたの!?」

「違ちがうよ、護女。君が放った矢が天つ神たちを天原へ送ったのだけれど、その余波が凄まじくてね、全員、吹ふき飛んだ」

「はい？　吹き飛んだ？」

　温和な笑みのオグニ様から、視線を動かす。

「あれ、もしかしてそこにある全ぜん壊かいの建物は……大だい神しん殿でん、とか」

　私を取り囲む人々の中には、神殿前にいたはずの祇ぎ官かんや剣けん士したちもいる。プチサイズに戻っているみずの様やぬまごえ様、兎と神がみ一族も。皆、無事だったんだ！

「それで、ばらばらに散らばって気絶していたわたしたちを、彼らがここに拾い集めてくれた」

　オグニ様は楽しそうに説明し、剣士たちを指差した。おおぅ、想像すると、かなり異様な光景の気がする……。

「あっ、九く支しさんは！」

「九支？　天つ神の器うつわのことだね？　あの子は最初に目が覚めて、神かみ女めたちを連れてどこかへ行ったよ」

「え!?　どこかにって、まさか危険な場所に？」

　緋剣たちが全員、微び妙みような顔をして溜ため息いきをついた。口を開いたのは朝火さんだ。

「貴人どものところへ行くと。帰き鼓こ廷ていの修しゆう繕ぜんにかかる諸もろ々もろを、回かい絽ろ廷ていに払はらわせるとか」

「た、逞たくましい！　って問題はそこじゃなくて、矢で貫つらぬいたから、身体からだに傷がついたり、霊になにか後こう遺い症しようが出たりしていなかった？」

　朝火さんは指先を眉み間けんで揉もみ、さらになんともいえぬ表情を浮うかべた。

「どこも負傷してはいませんでしたよ。しかし、天つ神の影響を強く受けていたことはぼんやりとわかっていたそうです。今は、自身を取り戻して、以前よりも図ずう々ずうしくなっているから心配ないでしょう」

　どこに突っ込んでいいのかわからーん！

　九支さんとは一度しっかりと話をする必要がある。でもその前に、ちょっと頭を整理する時間がほしい。私は深く息を吐はき、改めて全員を見回した。

　人の姿に戻っている遠凪さんと目が合った。彼はすぐに、つんと顔を背そむけた。片かた腕うでは失われたままだ。手当ては既すでにすんでいた。彼に寄り添そっている洲す沙さが微笑みかけてくる。

　光の波動に吹き飛ばされてから、たぶんそんなに時間が経過していないんだろう。空には太陽があるみたいだけれど、なぜか全体的に薄うすく煙けむって見える。

「帰鼓廷にまで瘴しよう気きが広がり始めている？　荒あら神がみを鎮しずめたのにどうして？」

「立てる、護女？」

「あっ、は、はい」

「もう少しだけ頑がん張ばれる？　都の瘴気を祓はらわねばならないよ」

　オグニ様は宙を仰あおぐと、困ったように微笑んだ。

「香か気ざ根ね呪法の核かくが壊こわれたから、古の神々の御霊も解放された。その反動で陽よう都との結界も完全に崩ほう壊かいしてしまったよ。大半の地の神々も逃にげてしまったようだね。でも陽都は依い然ぜんとして穢けがれたままだよ」

　あっと思った。そうか……そうだよね。結界を立て直さないと。今度は怨おん念ねんを糧かてとした呪法を用いずに。霊れい的てきな力自体は、否定するつもりはない。

「都の瘴気を祓ってきます！」

「ま、待って護女！　その御お姿すがたでは、だめだよ！」

「え？」

　立ち上がりかけの中ちゆう途と半はん端ぱな体勢で振ふり向むくと、オグニ様は、かあっと頰ほおを赤くし、視線を泳がせた。なんだろうこの神様、外見からして普ふ通つうっぽいので、かなり親近感があるっていうか、本気で癒いやされるんですが。

「その……衣ころも」

「衣？」

　自分の姿を見下ろし、顔が引きつりそうになった。

「ぼ、襤ぼ褸ろ鳥どり……」

　これはやばい恰好だ。気絶中はオグニ様が自分の冬衣を脱ぎ、被せてくれたみたい。起き上がったときにそれが落ちてしまったんだろう。内衣の襟えりはズレまくっているし、帯は外れかけているし、走り回ったこともあって裾すそは乱れ、太ふと腿ももも丸出しだ。おまけに『神世』で、野草に袖そでも裾も裂さかれてしまった。さ、寒い！　今って冬だったっけ。

「あっ、でも切り傷がきれいに治ってる」

　もしかして神々が天原に帰き還かんした際の光が原因？　残念ながら、龍りゆう神じんに削けずられた神じん力りよくは戻らないようだ。ほぼゼロに近いのがわかる。この状態で陽都を祓えるか、不安が募つのる。

「護女、お願いだから、肌はだを隠かくして」

　オグニ様はとうとう手で顔を覆い、か弱く懇こん願がんしてきた。

　純情ぶりにつられたのか、周囲の人々までもおろおろとし始める。

　そうはいっても汚よごれているのは皆同じ。衣を貸すに貸せないという状じよう況きようらしい。

　まあ、はだけっぷりが一番強きよう烈れつなのが私なんだけど。とりあえずこの、しっかりと握にぎっていた二枚の羽は衣ごろもを肩かたにかけておこう。って、透すけていてあまり意味がない！

「……ひとまず皆、近くの宮で着き替がえをすべきでしょう」

　厳おごそかに告げたのは、春日さんだった。こくこくと全員が素す直なおに頷うなずいた。彼女と目が合った。思わず腕うでを伸のばす。彼女も無意識のように私の手を握った。

　愛らしい顔立ちだ。それでいて強さがある。やっぱり女王のようだと思う。

「知夏様」

「うん」

　互たがいにそれ以上言葉が出てこない。お見合い状態で凍こおり付いていると、焦じれたらしいオグニ様たちに急せかされ、あれよあれよという間に崩壊を免まぬかれた宮に連れていかれた。

　私と春日さんは緋ひ宮みやズということで、同じ部屋に押し込まれる。

　白雨さんが「衣を用意してくる」と慌ただしく去ってから、数分経過。他ほかの人たちも別室で着替えをしているらしい。

「……」

「……」

　私たちはなぜか、円座わろうだの上に並んで正座していた。沈ちん黙もくがなかなかにつらい。

「……あの、春日さん、身体は大丈夫？」

　恐おそる恐る呼びかけると、人形みたいに身じろぎせず俯うつむいていた彼女がこっちに目を向けた。私と同じように、長い髪かみを肩に垂らしている。

「知夏様は」

「私は平気」

「そう」

　会話が続かない！

　どうすればいいものやら。私は密ひそかに悩なやんだ。時間のあるうちに対策を練っておかなきゃならない問題が山積みなのに、心が飽ほう和わ状態でどこかふわふわしている。

　夢うつつと表現するのは大げさだけれど、嵐あらしのように様々な出来事が起きたせいか、冷静さを取り戻もどせないでいるようだ。いや、今はまだこれでいい。動き回るために必要なのは、勢いと力だ。冷静になったら、いけない。きっとくずおれてしまう。

　暗い場所に落ちていきそうな心にどきっとしたときだ。

「知夏様、それは？」

「……それ？」

「肩と、頭の」

「ああ、みずの様とぬまごえ様！　こっちのプチ土ど偶ぐうはいつの間にか増えていたんだよね」

　私の頭と肩にはプチサイズの神様方が乗っている。うとうと中だ。このプチ土偶は、私の勘かんだとたぶん、土老人だと思う。ミニ神が増えていくなあ。

　そっと神々を手に取り、不思議そうにしている春日さんの膝ひざへ移動させる。

「沼ぬまの神様と、水の柱神と、推定土老人だよ。久しぶりにたくさん働いて疲つかれたみたい。女め神がみのそばで休む！　って言ってついてきたの」

　春日さんは困ったように、小さな神々を見下ろした。

「知夏様は、この神々と契ちぎりを結ばれたのですか？」

　契り？　と首を傾かしげたあとで、おののいた。『ひの間』での交わりのようなことがあったのか、って意味の質問だ。

「と、とんでもない！　強しいて言うなら飲み仲間だよ」

「飲み仲間？」

「ええと、帰き鼓こ廷ていにいた頃ころ、真夜中に神女や剣けん士したちを招いてこっそり宴うたげを開いていたんだ。名目上は親しん睦ぼく会。私はまれびとだから、蒸む槻きについてなにも知らない。早く馴な染じむためにも、皆みなと関かかわる機会を多く持つ必要があったんだよ。でも一番の目的は、皆から本音を聞き出して今の蒸槻の状態を詳くわしく知ること。緋宮って帰き鼓こ廷ていの外へは、あまり出歩けないでしょう？」

「……普通は出歩こうと考えぬものでは」

「ま、まあ、それはともかく！　神々まで招いていたのが緋ひ剣けんたちにバレて、かなり怒おこられたけれど。緋宮専用の通門も作ったんだよね！」

　春日さんは呆あつ気けに取られた顔をした。

「……知夏様は、神々と、友のように親しくていらっしゃる」

「いやあ、むしろこきつかわれて……や、なんでもない。それより春日さん」

　身体からだは本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。『ひの間』で囚とらわれていたあいだに、神々に力を奪うばわれる以上のひどい真似まねをされていないだろうか。

　──俱く七な帝ていが、私を力ちから尽ずくで押さえつけたように。

　脳のう裏りに、潰つぶれた蝶ちようが浮うかび、ぞくっとした。

　うまく言えないけれど、この春日さんがそういう目に遭あうのは嫌いやだと思った。私は劣れつ等とう感を抱いだいたことがある。同時に、彼女の自信が目ま映ばゆくもあった。それに、彼女もまた、先代の私に対たい抗こう心を持っていたのを知っている。私が架々裏さんにそういう思いを感じたように。だから、春日さんが切なかった。

「誰だれかに、苦しい思いをさせられた？　痛いところはない？」

　彼女はじっと私を見たあと、小さく首を横に振った。それきり黙だまり込んでしまう。

　私は手持ち無ぶ沙さ汰たな感じになり、きょろきょろした。

「白雨さん、遅おそいね」

「……」

「ちょっと様子を見てくる」

　慌あわただしく立ち上がり、入り口に駆かけ寄る。春日さんの視線を背中に感じた。そっちに意識を取られていたから、入り口の扉とびらが開いたことに気づくのが少し遅おくれた。

「あ、白雨さ……、胡こ汀てい？」

　白雨さんじゃなかった。胡汀だった。

「どうしたの？」

「おまえたち、身に異変はないか？」

　胡汀の様子がやけに慌ただしい。なにかあったんだろうか。

「大気が乱れ始めている。これはおそらく──」

　説明の途と中ちゆうで胡汀は口を閉とざし、通路に顔を向けた。衣を抱かかえた神かみ女めたちが足早に近づいてくるのがわかった。白雨さんはどうしたんだろう。他の人たちのもとに行っているのかな。

「お召めし物をご用意致いたしました」

　胡こ汀ていが躊躇ためらいがちに場所を譲ゆずった。室内へ入る神女たち。ふと、最後の神女の雰ふん囲い気きに引っかかった。彼女も私の視線に気づいたように、ゆっくりと顔を上げた。

「さ──」

　咲耶さん。

　彼女の手から落ちる衣ころも。その下に隠すようにして、握り締しめていた小刀。

　私を刺さすために、潜もぐり込んできたんだと思った。

　でも、違ちがった。彼女の瞳ひとみが捉とらえたのは、春日さんだった。どうして。

「まがいもののせいで!!」

　まがいもの──。

「待っ……」

　駆け出そうとする咲耶さんの腕を私はとっさに摑つかんだ。

　彼女が乱暴に振ふり払はらう。通路のほうに移動していた胡汀がすぐさま反応し、彼女を取り押さえようとした。咲耶さんは死に物狂ぐるいだった。胡汀は私を庇かばおうともしていたために、動きが遅れた。入り口前の通路が狭せまかったことも災わざわいした。

　一いつ瞬しゆんの出来事に思えた。

　咲耶さんの握にぎっていた小刀が、胡汀の脇わき腹ばらを掠かすめる。

　私は悲鳴を上げそうになった。そのときだ。

「あ」

　空気を裂さく音。咲耶さんの腹部から、銀色の剣けんが突つき出た。隼はや鉄てつの剣。

　通路の奥から、その剣を投げた者がいる。

　白雨さんだ。

「緋宮、無事か!?」

　白雨さんは息をきらしながら駆け寄ってきた。

「緋宮！　怪け我がは！」

「あ……、私じゃなくて、こ、胡汀が、刺されて」

「──掠かすっただけだ。白雨、ここはまかせていいな？」

　胡汀は平へい淡たんな声で答えた。私の視線を遮さえぎるようにさっと室内へ入る。青ざめた顔で立ち尽つくしている春日さんに顔を向けると、私と白雨さん、咲耶さんを通路に残したまま有無を言わさず後ろ手で部屋の扉を閉めた。

　春日さんの精神状態を案じたんだろう。明らかに咲耶さんは彼女を狙ねらっていたから。

　私はまだ、意識が現実に追いつかない状態だった。

　咲耶さんがよろめき、倒たおれ掛かかるようにして壁かべにもたれた。そのままずるずると座り込む。けほ、と小さく咳せき込んだ。赤い唾だ液えきが唇くちびるから漏もれた。それを見て、ようやく我に返った。

「咲耶さん！」

「……まがいものの、せいで」

　さっきも咲耶さんはそう言った。まがいもの。どういう意味だろう。いや、それよりも！

　──どうやって、手当てをしたらいいの。

　隼はや鉄てつの剣が、咲耶さんの腹部に突き刺さっている。引き抜ぬいたら一気に血が溢あふれるだろう。いつもなら、隼鉄の剣は持ち主の手を離はなれて一定以上の時間が経過すると消えるのに。

　白雨さんの意思が関係している。咲耶さんを仕留める、という意思。

　それが隼鉄の剣の消しよう滅めつを許さない。

「どっちが、本物だったんですか」

　床ゆかに膝をついた私を見つめて、咲耶さんは荒あらい息を吐はきながらたどたどしく尋たずねた。

「どっちが……？」

「あなたが、やっぱりあめつちに、選ばれた女神？」

　やっとわかった。まがいものの意味。信じて仕えていたのに春日さんは偽にせ物ものの緋ひ宮みやだった、騙だまされた、と言いたいんだろう。心がぐっと重くなる。咲耶さんはこの瞬しゆん間かんも、権力者に認められたいという気持ちを抱き続けている。

「どっちも、本物だよ。私も、春日さんも」

　咲耶さんは虚うつろな目を通路の天てん井じようへと向けた。そこは明かりが届かず、ぼんやりと薄暗かった。

「選ばれたかったんです」

「……うん」

「力ある、美しい者に。そうしたら……私も、まるで、価値のある者みたいでしょう？」

　白雨さんが私の横に静かに膝をつく。

「馬ば鹿か。まるでもなにも、おまえは十分価値のある者だ。些さ末まつな者なら、初めから放っておく。殺さねば、と危あやぶむほどの、力ある女だった」

　そこで初めて咲耶さんは微笑ほほえみ、こっちに視線を戻もどした。少し潤んだ瞳に、暗さは見えなかった。どこかひたむきさを感じた。

「知夏様、私ね」

「うん」

「今やっと、心が穏おだやかになった。幸せに死ねそうなのに……変ですよね、死にたくない」

　許してください、と咲耶さんは儚はかない笑えみを残したまま、小さく呟つぶやいた。

　私は何度も頷うなずき、彼女の手を握った。早く薬くす師しを連れてこなきゃ。

　大声を上げれば、薬草作りが得意な兎と神がみ一族がすぐに駆けつけてくれるに違いない。なのに、声が出なかった。身体が小刻みに震ふるえ始める。視界も曇くもってきた。なんでだろう。必死にそう考えて気づいた。

　勝手に涙なみだが落ちてしまうせいだ。あぁ、なにか言わないと。咲耶さんに、早く。

「いつかの世で会える。きっとまた巡めぐり合える。待っていて」

「──はい、知夏様」

　咲耶さんは安心したようにこくりと頷き、私にもたれかかった。

「……咲耶さん？」

　沈ちん黙もくが広がる。隼はや鉄てつの剣が、すっと消えた。
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　物音を聞きつけてやってきた見回り剣けん士しに、咲耶さんの身体を引き渡わたしたあと。

　部屋に入ろうとして、私は躊躇った。胡こ汀ていたちが出てこない。なんの話をしているんだろう。邪じや魔まをして、いいんだろうか。なんだかさっきよりも、現実が遠い……。

　扉とびらに手を置いたまま固まっていると、白雨さんに腕うでを軽く引っ張られた。扉から少し離れた場所に移動させられる。

「緋宮に、返さなければいけないものがある」

「なに？」

　腰こし帯おびに下げていた袋ふくろから、彼女は花を取り出した。

「それ、鉄てつ花か？　前に私が渡したもの？　緋宮に指名されて、架々裏さんに処しよ刑けいされそうになったとき、咲さいたものだよね？」

「受け取れる立場に、ないから」

　白雨さんはやや俯うつむき、傷ついた口調で言った。私も、ちょっとのあいだ言葉をなくすほど傷ついた。それを返すってことは、完全に絆きずなを断たち切るのと同じだ。

「私は自分に誓ちかいを立てていた。緋ひ剣けんという新しい生き方をくれたおまえを護まもるって」

「……星が朽くち果て、月割れ落ちようとも」

　知っている。鉄花を渡した夜のこと。図と世よさんから聞いた。私の部屋の前で、永えい劫ごうの護りを誓ってくれたのだとか。

「ど、どうしてそれを？　あの夜、起きていたのか？」

　狼ろう狽ばいする白雨さんを、無言で見つめる。

「……緋剣となって、私は違う世を目にすることができた。滸こ楽らくたちの暮らしも知った。望みができた。緋宮が手を伸のばしてくれたから見えた景色なのに、その恩を忘れて、私は」

　白雨さんは唇を嚙かみ締しめ、私に鉄花を差し出した。

「いらない」

「緋宮！」

「白雨さんも、いらないから返そうとするんでしょう？」

「違ちがう！」

「返さないで。いらないなら、捨てて」

　泣きたい気持ちを封ふうじ込めて、私は背を向けた。背後で、衣擦れの音。

「私に、死罪を！」

　かっと頭に血が上った。私に、死を寄よ越こせと願うのか。今、咲耶さんの死を見たばかりじゃないか。まだ見せるの。それで、白雨さんの次は誰だれの死を？

　許せない。許そうという思いが、搔き消える。

「その花が枯かれたら命じる!!　それまで持っていなさい!!」

「緋──」

　白雨さんの言葉を遮るように、扉が開いた。胡こ汀ていと春日さんが揃って姿を見せる。

　私たちは凍こおり付いた。今の会話が、きっと聞こえていたに違いない。

　最初に口を開いたのは春日さんだ。

「胡汀の、傷を手当てしていました」

「あ……、傷の深さは？」

　そうだ、脇わき腹ばらを咲耶さんに刺さされたんだ。頭が回らない自分に苛いら立だつ。

「ええ、太刀たちを振ふるわず大人しくしていれば、問題ないでしょう」

「そっか」

　並ぶ二人を見つめ、私は笑ってごまかしながら俯いた。

「知夏」

「うん」

「あとで、毛け繕づくろいをしよう」

　からかう口調ではなく、穏やかで優やさしかった。尚なお更さらつらかった。

　まだやり残していることがある。気を引き締めないといけない。

「わかっているから。俺は待つ」

　胡汀はそう言って私の頭を軽く撫なでると、放心している白雨さんの腕を引っ張り、通路を戻っていった。二人の背を見ているとき、手のひらになにかが触ふれた。春日さんの手だった。

　部屋の中の神かみ女めがおずおずと呼びかけてくるまで、私たちは通路で二人、立ち尽くした。
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「──緋宮！」

　神女の手を借りて、衣ころもを改めた直後のことだ。

　手伝いを終えて出ていく神女たちと入れ違いに、朝火さんが慌あわただしく飛び込んでくる。

「緋宮、ご無事か！」

「……私は平気だよ」

　てっきり咲耶さんに襲おそわれた件についてを尋ねられたんだと思った。勘かん違ちがいだったようだ。

　朝火さんは焦れったそうに私の肩かたを摑つかむと、整えたばかりの衣をひっぺがすかのような熱心さで全身を眺ながめ回す。

「身に異常はないのですか」

「……？　どういうこと？　そういえばさっき胡こ汀ていもなにかを言いかけてたけど」

「日ひ蝕はみが始まったんですよ」

「ひはみ？」

「陽ひが、食われている！」

「──なんですって？」

　ずっと黙だまり込んでいた春日さんが、強こわ張ばった顔を私に向けた。

「そんなはずはありません。陽よう都とに瘴しよう気きが溢あふれるようになってから何度も祇ぎ官かんたちと占せんを行いました。日蝕みの卦けは一度も出なかった。暦れき書しよにもそんな記しはなかったのよ」

　朝火さんは私の身を自分のほうに引き寄せながらも、大きく首を振った。

「だが事実だ。最も濃こい闇やみが降る。オグニの神もそう告げた」

「ちょ、ちょっと待って二人とも。日蝕み？　陽が食われるって……もしかして日につ蝕しよくのこと？」

　価値観のズレは、こういうときにふっと顔を出す。日蝕。元の世界では、ここまで大げさに騒さわぐことじゃなかった。戸と惑まどったあとで、この異世界の常識を思い出す。

　陽が月に食われる。この場合は、日月の調和を意味しない。

「この蒸む槻きは陽ひ女め神がみを祖とする国です。月神が陽女神を制する……つまり日蝕みのあいだ、末まつ裔えいの『緋ひ宮みや』は最も無防備な状態になる」

　朝火さんは狼狽を隠かくさず、早口で説明した。

「確か『おりがみ』にも日蝕みについて書かれていたっけ」

　天文現象を紐ひも解といた暦書でも、日蝕はとくに注意しなきゃならないってくだりがあった。蒸槻の界が壊こわれないよう、前もって祭具を清めておくように、とか。

「緋宮、とにかく急いで神しん殿でんに隠れなさい。いや、神殿は崩ほう壊かいしているか。ならば守りの堅い廟びように入っていなさい」

　困っていると、朝火さんは焦しよう燥そう感かんを漂ただよわせ、私を担かつごうとした。

　普ふ段だんはＳ様なのに、『緋宮』がこの類たぐいの危機に晒さらされると、とことん弱くなる人だ。

「だめ、朝火さん。日蝕は蒸槻の地にも影えい響きようが出るはずだよ。私が隠れると、陽都が本当に滅ほろびてしまう！」

　朝火さんの腕を摑むと、腹を立てたように睨にらまれた。

　私に対して怒おこっているんじゃなく、焦あせりがそうさせているとわかる。

「知夏様。春日が陽都を祓はらいに行きます」

　私たちのやりとりを見ていた春日さんが静かに告げた。

「そ、それもだめだよ。あなたも陽ひ女め神がみの血筋の人だ」

「だからこそ。あめつちの意は知夏様にある。蒸む槻きの界の状態がはっきりせぬ今、『緋宮』を失うことは避さけねばなりません。けれども陽都浄じよう化かには、陽女神の力がなくては。春日以外に、儀ぎに適した女はおりません」

「だめだってば」

「知夏様、頑がん是ぜ無ないことをおっしゃらずに」

　春日さんは眉まゆをひそめた。憂うれいが滲にじむ表情だった。

「帝みかどの口車に乗せられて、愚おろかな真似まねをしたのは春日です。その責任は取らねばならないわ」

「そうじゃなくて、一いつ緒しよに行こう」

「──え？」

「私は天つ神に大おお見み得えを切ったの。その私が、日蝕くらいでへこたれるわけにはいかない。でも、きっと私だけじゃ無理だ。あなたの力が必要だよ」

　春日さんはきょとんとした。

「私たちが一緒なら、なんとかなる！」

　宣言してから、非常に渋しぶい顔をしている朝火さんに微笑ほほえみを向ける。

「私たちは蒸槻を護る女だよ。とめないよね？」
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　きちんとした儀ぎ式しきの準備をする時間はなかった。持ち運べたのは最低限の祭具と神酒みきだ。

　あたふたと引き止めようとする皆みなを宥なだめつつ、春日さんと一緒に陽都を下る。ちなみに私を乗せているのは滸こ楽らく。春日さんも乗ってもらった。これも計画のひとつだ。

　滸楽が陽都の浄化に協力してくれているっていう図を作るための。

　同行する緋ひ剣けんたちは司し狼ろうに乗っている。祇ぎ官かんや剣けん士し、オグニ様、ぬまごえ様たちも来てくれる。それが心強い。

「緋宮、お待ちくだされよ」

「帰き鼓こ廷ていに、お戻もどりを」

「隠れ巫女みこたる緋宮が、顔も隠さず路みちで儀を行うなど」

「そ、そんな、滸楽にお乗りになるとは。回かい絽ろ廷ていの者に見られたら、どうなさる」

　祇官たちは、廷を出てからずっとこの調子だ。

「もしも今、御おん身みになにかあれば」

「帰鼓廷は壊かい滅めつ状態でございます」

　私は振り向むいた。泣きそうな顔の彼らをちょっぴりからかいたくなる。

「あれ、私、廃はいされたはずっていうか、今まで皆から殺されそうになった気が」

「緋宮」

「なんと、そのような冷たいことを」

　祇ぎ官かんたちは、さらに打ち拉ひしがれた。しまった、隣となりの春日さんまで俯うつむいてる！

「知夏、いじめてやるな」

　私の隣に司狼を進ませた胡こ汀ていが溜ため息いきをついた。

「たとえ浅はかな策に惑まどわされて状じよう況きようを見誤り万ばん死しに値あたいする選せん択たくをしたのだとしても、俱く七な帝ていの行方ゆくえがわからぬ今、護女たるおまえにまでなにかあっては確実にこの者たちの首が飛ぶ」

　す、すごい早口で毒どく舌ぜつだ！　全然祇官を慰なぐさめてない！

「胡汀もそう責めるな」

　朝火さんが叱しかる顔を見せた。

「帰き鼓こ廷ていの界が崩くずれ、頼たよりの神殿までも倒とう壊かいした。責任を取らせたい地の神々はさっさと遁とん走そうして役に立たず、仇きゆう敵てきであった滸こ楽らくに助けられている状態だ。さらには、処断した邪じや魔まな『先代様』に日蝕みの祓えの儀を行ってもらうしかすべがないというどうしようもない有様なのに」

　ちょっ、朝火さんまで笑え顔がおでドＳ発言！　祇官が可哀かわい想そうになってきた。

「ああ、朝火、そういえば俱七帝はどうなるんだ？　あめつちの意を無視して帰鼓廷祇官長を脅おどし、祖神の末裔たる『先代様』を殺そうとしただろう？　帰鼓廷修しゆう繕ぜんの負担は勿もち論ろんだが、我ら自身もまことに大きな犠ぎ牲せいを払わされた。その補ほ償しようは？」

　白雨さんまで！　そしてさりげなく九く支しさんは脅きよう迫はくされただけってことにして、全部の責任を回かい絽ろ廷ていに押し付けてる！

「おまえたち、もうやめないか。……だが、失ったものは確かに大きすぎた。私たちは償つぐなわねば……」

　未み不ふ嶺ねさん、本心から嘆なげいているだけに、胡汀たちより破は壊かい力がすごい！　祇官たちがマジ泣きし始めたんですが！

　私は困ってしまった。祇官たちを責められない。というのも……。

「あの……この突とつ然ぜんの日蝕って、私にもかなり責任があるんじゃないかな？」

　香か気ざ根ね呪法の柱である、ひの間を壊したせいなんじゃ？

「護女」

　オグニ様が、凍こごえた空気をまとう緋剣たちにびくつきつつも、小声で話しかけてきた。

「日ひ蝕はみは護女のせいじゃない。今の歴を記した天の巻がちょうど終わりを告げたからだよ」

「天の巻……」

　確かのさらの地でも、いやびこ様がそんな話をしていた。それに架々裏さんも。

　私は、持ってきた矛ほこと二枚の羽は衣ごろもを見つめた。これ、世を保つための神器なんだっけ。

「その羽衣が、天の巻だよ」

「えっ？」

「よく見てごらん。羽衣に、歴が浮うかぶはず」

　きれいな玉虫色の羽衣をまじまじと見み遣やる。ふいに背筋がぞくりとした。目眩めまい。現実の景色が搔かき消えた。文字ではなく、天が、地が、山が、谷が、そして生き物すべてが幻まぼろしのように目に映った。いや、頭の中にイメージが送り込まれたようだった。九く支しさんに『神世』を見せられたときと同じ感覚が呼び起こされ、その底知れなさに恐きよう怖ふが芽生える。

　慌あわてて視線を引き剝はがし、もう一枚を確かく認にんする。

「……？」

　こっちには、なにも浮かんでこない。

「そうか、これから記すための新しい巻なんだ」

　呟つぶやいたときだった。大気がずんっとひずんだ。

「陽ひが……！」

　ざわめきが広がった。

　日ひ蝕はみの刻ときが近づいている。故郷の日につ蝕しよくとは随ずい分ぶん様子が違ちがうようだ。瘴しよう気きとは別の、黒い霧きりまでじわじわと広がり始めている。大気は重く、暗い。

「また悪あつ鬼きが溢あふれるぞ」

　胡こ汀ていの言葉に、誰だれもが一いつ瞬しゆん身を竦すくませた。

「せめて、笹ささと榊さかきの葉をお持ちください。廷ていの薬園にて育てたものです」

　祇ぎ官かんたちは私と春日さんに玉たま串ぐしを差し出した。矛を抱えているのでそんなに持てない。お守り代わりとして春日さんにできるだけ持たせ、それから緋剣たちにも押し付ける。洲す沙さにも。

「急がないと」

　私は片手で腹部を押さえた。神じん力りよくが戻っていない。ひょっとすると回復はもう無理なのかもしれない。気を抜ぬくと、やけに体内がすうすうする。臓器が全部取り出されて、中身のない空箱へと変わったみたいだ。

「──蒸む槻きを護まもってみせる」

　この地でたくさんのものを失ってきた。二度と取り戻せない命もある。もしもこの地まで護れなかったら、彼らの霊れいがさまようことになる。

　私は密ひそかに息を吐はいた。あと少し。あと一歩だけ。頑がん張ばれる。

　皆が一緒なら、きっと！







　平野を越こえ、貴人区に到とう着ちやくしたあたりで、日蝕みが始まった。太陽が食われていく。

「祓はらおう」

　春日さんに合図し、滸こ楽らくの背から下りた瞬しゆん間かん、ずしっと身体からだが重くなった。他ほかの人たちも同じのようだった。

「……行こ」

　ぎゅっと春日さんの手を握にぎり、黒く染まっていく路みちを歩く。緋剣たちや祇ぎ官かんが心配そうについてくる。廃はい墟きよと化したかのような都。建物は崩れ、木々も枯かれ……。

　心を落ち着かせる。腹の底に力を溜ためるように息を吸い、吐き、視線を定める。

「私たちは、ひめみこだ」

　赫かくたる陽のいつくし御み子こだ。

　神と遊び、虜とりこにする。

「かしこみ、かしこみ」

　よいしょ、と跪き拝はい。

　立ち上がって、華はなやかに、仰のけ反るように袖そでを振ふる。しゃらりと冠かんの房ふさが揺ゆれる。

「──いでや、いでませ」

「隠りおわすな、むすび召めせ、きこし召せ」

　私たちは、まず産霊むすびの詞うたを紡つむぐ。

　言こと霊だまを産むうた。さあさあ皆みな、出てきて、見てみて。怖こわがらずに、手を取り合って、お酒でも飲んで、この地をゆこう──平らかにしよう。

　恥はずかしがりな、善き神々に呼びかけながら袖を振り、葉を揺らす。裾すそが割れるくらい大きく足を持ち上げ、腰こしを捻ひねって、ぐっと前へ。優ゆう雅がながらも、力強く。

　私たちは全身で叫さけぶ。

　神よ、見み惚とれろ！

　私たちは百花のようにうつくしい！

　そう叫ぶ。

　神々の興味を引いたら、すかさずお頼たのみする。

「あまつ罪、くにつ罪、よものまがごと、みそぎ祓え」

「ささや、ささふれ、かき祓え」

「いで、くらと開きて、きこし召せ」

　あらゆる罪を、東も西も北も南も災わざわいを、取り除こう。

　さあ、防ぎ、祓おうよ。

　祖神である陽ひ女め神がみ、聞いてください。どうか黄泉よみから出て。聞いて。

「あまつかみ、くにつかみ、よろずかみ、いでまししらせ」

　神々よ、海も国土もすべて清め歩こう。

　産霊の詞は、簡単な言葉を繰くり返す。

　神々が聞き間ま違ちがえないように、聞き漏もらさないように。

　単純ながらも、いくつもの意味を含ふくむ言葉だ。それを、何度も何度も重ねる。

　これももしかすると、香気根呪法なんだろうか。

　でも、こういう言葉なら、いい。怨うらみではなく祈いのりを重ねるのなら、尊い。

　かん、と乾かん木ぼくの音。祇ぎ官かんたちが恐おそる恐る打ち鳴らす。緋ひ剣けんが鈴すずを揺らし、榊と笹を振る。剣けん士したちが神酒みきをまく。

　そうして、路を、大気を、清めていく。

「かしこみ、かしこみ」

　唱えて袖を大きく振ったとき、隣となりで舞まう春日さんにちらりと見られた。ごっ、ごめん、袖そで振ふる側の腕うでを間違えた！

　でもいいよね、ちょっとくらい！

　大事なのは、負けない心！

　進むうちに、太陽が暗さを増す。蝕甚のときが迫せまる。闇やみが降る。あらふる闇だ。

「ささと、いでませ──」

　ふと息を吞のんだ。路の穢けがれがひどい。あちこちに蠢うごめく影かげ。

　悪鬼が増えて、力をつけている。見たことのない風ふう体ていの妖あやかしもいる。

「護女、異国の鬼おにたちが忍しのび込んでいるよ」

　オグニ様が背後から緊きん張ちようした声で囁ささやいた。侵しん入にゆうを許すほど、陽よう都との界が揺れている。

　神力が足りない。冷や汗あせが滲にじむ。もしも私が倒たおれたら、皆は行進を止めるだろう。春日さんは責任を感じて自分を追いつめる。儀ぎが失敗しかねない。どうしたらいい。

　立ち止まりそうになったときだ。

「なんて頼たよりない蒸む槻きの神々でしょう。護女がこんなに健けな気げに詞を紡いでいるのに、役に立とうとせず眺ながめるばかり。とくにぬまごえ。可哀かわい想そうな護女、とても見ていられません」

　不思議な獣けものに乗った誰かが、ひらっと私たちの行列のそばに降り立った。

「し、獅し子し舞まい!?」

　私たちは揃そろって仰ぎよう天てんした。すごく派手なんですが！

「助力しましょう、護女」

「ああっ、あなたは！」

　獅子舞に乗っている中性的な容姿の者に目を留める。歌か舞ぶ伎き役者のような大だい胆たんなメイクと衣ころも。それにエスニック系の装そう飾しよく品。どれもすべて、黒と金の二色のみだ。

　その鮮せん烈れつな印象の者の後ろに、もう一人乗っている。こちらは快活に笑う女性。四十歳くらいで、蒸槻とは違った雰ふん囲い気きの衣をまとっている。私はこの二人を知っていた。

「いやびこ様！　それに、由ゆ良らさん!?」

「うふふ、知夏、元気だったぁ？　オグニ様たちと一いつ緒しよに来ちゃったー！」

　以前、のさらの地で、行き倒だおれになった私と胡こ汀ていを助けてくれた由良さんが、明るく手を振った。

「ひどいのよぅ、オグニ様ったら。あたしが最初に、知夏が心配なのー！　ってお願いしてここに来たのよ？　なのに、あたしたちに都の浄じよう化かを手伝わせるあいだに、さっさと一人で帰き鼓こ廷ていに行っちゃってぇ」

「え、えっ、待ってください。どういうこと？　オグニ様と仲良くなったんですか！」

　あれっ、由良さんって神と親しかったっけ!?

「ごめんねぇ。あたし、こう見えて結構いいとこの王女だったのよ？　滅ほろぼされし異国の王族……流る浪ろうの民たみなの。だめよねえ、これも定めなのかしら、何度定住の地を見つけても内ない紛ふんばかり起こしちゃって。また流れてねえ。やっとのさらに落ち着いたのー」

「え……」

「前に、異国から逃にげてきたって教えたでしょお？」

　そういえば、そんな話をしていた気が。というか、今日もその話をどこかで──。

「あたしって、星ほし神がみ様を祖神とする血筋なのよ？」

　由良さんが、私と胡こ汀ていを見て、くふっと悪戯いたずらっぽく笑った。

「──ええっ!?」

　今、もの凄く大事なことをサラッと言った!?

「由良。戯ざれ言はあとにして」

「やだぁ、いやびこ様ってば、男前！　あたし頑がん張ばって祓っちゃうから！」

　口調はどこまでもあっけらかんと明るい。でも悪あつ鬼きに向かって放つ矢は神力を帯びていた。

「……おのれ、いやびこなどに負けられぬ」

　オグニ様の頭の上にいたプチサイズのぬまごえ様が、くるんと飛び降り、青年姿に変化した。

「眷けん属ぞくたちよ、来い」

　わっ、とぬまごえ一族があちこちから出現する。

　それにつられるようにして、白い亀かめや蛙かえる──みずの様の眷属たちも。壮そう観かんだ。

「飲み仲間……いや、善き神々よ！　女神の振る舞う美酒を味わったものも多かろう、今こそ恩を返すときじゃ」

　ぬまごえ様が、ちょっぴり秘密の飲み会についてを匂におわせつつ、扇おうぎを振って呼びかけた。

　わいわいがやがやと建物の陰から、亭の陰から、壊こわれた橋の横から──悪鬼たちを蹴け飛とばし、押しのけて、飲み会で知り合った神々が顔を出す。

「光ひかり輝かがやくいつくし乙女おとめ、我らも舞おう、うたおう」

「皆、酒が飲めるぞ」

「酒じゃ、酒じゃ」

　善き神々が袖そでを振ふる。扇をくるりと回して飛び跳はねる。

「てへ、さっきはごめんなあ？」というように、ひの間から遁とん走そうしていた地の神々も顔を見せ、いそいそと協力する。
















「やみふれ、ちふれ」

　神々の振るう衣や扇は、神じん力りよくを帯びて煌あきらかだった。

　それが、日ひ蝕はみの闇を跳ね返し、悪鬼を溶とかす。

　──本当に、実った。蒸む槻きは実った。

　やったよ、天つ神。花神、月神、ことじろ。蒸槻は、人だけでもなく、神だけでもない。

　皆が力を合わせ、ひとつになった。

「おお、蝕甚じゃ！　それおまえたち、護女らが無防備ではないか。衣を貸してやれぃ」

　ぬまごえ様が空を見て、慌あわてたように呼びかけた。

　神々がわたわたと衣を脱ぬぎ、路みちを歩む私と春日さんに衣を一枚一枚、かけてくれる。

　穀物神の儀ぎ式しきのときと逆だ。あのときは一枚一枚、衣を脱ぎ捨てていった。

　今度は、衣を着込んでいく形になる。

　春日さんと目を合わせた。

　──力の、移行だ。

　神々が陽ひ女め神がみに力を戻もどしてくれている。

「隠りおわすな、むすび召めせ」

　春日さんが高らかにうたい、神の袖を振る。その美しさを神々が讃たたえ、囃はやし立てる。

　宴うたげのように賑にぎやかな声を聞きつけて、屋や敷しきにこもっていた貴人たちも路に顔を出した。誰だれかが、思い切ったように笛を吹ふき始めた。太たい鼓こを鳴らし、弦げんを弾はじき……。

「神よ、宜よろしくあそべ」

　この世に響ひびけ、この地に誓ちかえ。

「うたよ、ゆけ」

　蝕甚。太陽が完全に隠かくれ、陽都が闇に閉とざされる。

　不安のどよめき。

「大だい丈じよう夫ぶ、私たちはここにいる！」

　私は、矛ほこを地面に突つき立てた。矛の先がずぷっと地面に埋うまっていく。

「闇よ、動け、巡めぐれ」

　ぐるぐると搔き混ぜる。終わりを告げた古き天。溜たまりに溜まっていた澱おりを地から搔かき出して、新しい天を『産む』。

　大地を搔き混ぜると、空の闇もつられて動き始めた。台風の目のようだった。

「あめつちほしそら、みな召しませ」

　そして、空は明けていく。







「──おお！」

　神々が歓かん喜きの声を上げた。

　日蝕みが終わりへと近づく。

　陽都の人々が周囲を見回し、仰天していた。それもそのはず、よくよく見れば異様な行進なんだもの。表おもて舞ぶ台たいに立たないはずの緋ひ宮みやが二人いるし、神々もわんさかだし、滸こ楽らく、異国の者、剣けん士しに祇ぎ官かんが勢せい揃ぞろいだ。私と春日さんは顔を見合わせて笑った。

　きっと、善き時代が来る。

　あらゆる者がこうして手を取り合って、蒸む槻きを護まもろうとしている。

　怨うらみじゃなく、陽気に笑って、祈いのりながら！

「胡こ汀てい」

　呼びかけると、徐じよ々じよに現れる陽ひを見つめていた胡汀が振り向むき、近づいてきた。

　古い天の羽は衣ごろもを、彼に突き出す。

「燃やそう！」

　嬉うれしそうに衣を舞まわせていた神々が、「なんですと!?」と我に返った様子でこっちを見た。

「ほら、昇しよう華かしよう！」

　右往左往する皆みなを無視して、胡汀に催さい促そくする。さすが暴君胡汀様。一いつ切さいの躊躇ためらいなくにっこりとしながら、術で羽衣に火をつけてくれた。こういうところが大好きです！

「緋宮ー!!」

　絶ぜつ叫きようする人々や神々ににやにやしつつ、燃える羽衣を空に放つ。

「解き放てー！」

　羽衣の灰が、ひらひらと広がった。花びらみたいだなあ！

　全員が茫ぼう然ぜんと空を見た。灰は本当に、次々と花びらへ変わり、地から天に降る。

「天地が逆さまになっているみたい」

　闇やみに流れる星のようでもあった。満天の星だ。とてもとても、美しかった。

「古き天に閉じ込められていた怨みの霊たまが、還かえっていく」

　胡汀が囁ささやいた。ざわざわと驚おどろきの声が路から上がる。天へと降り注ぐ花びらに引っ張られるようにして、地から薄うすぼんやりとした影かげが飛んでいく。

　私も目を見張った。これが怨みの霊たち？

「あれは……」

　見み間ま違ちがいかもしれない。でも、多くの女たちと、架々裏さんがいた気がした。皆、微笑ほほえんでいたように思えた。架々裏さんだけじゃない。洲す沙さの父親もいた。穂野さんもいた。嬉しそうに笑っていた。石いし馬ば山の裳も里り境で会った犀さい鬼きの人たちも。

「皆が、いる」

　帰き鼓こ廷ていで命を落とした江え房ふささん。咲耶さん。白雨さんの実父である鷲わし見みさん。それに──。

「胡汀！」

　今、天へと向かったのは、胡汀の父親じゃ？　その彼の隣となりにいた女性は、雲くも乃のさん？

　思わず胡汀の手を握にぎる。彼は、目ま映ばゆそうな顔をして空を見上げていた。握り返された手が、熱かった。胸が詰つまる。

　なんだか、途と方ほうもなく、見るもの全部が愛いとしく思えた。あんまり恋こいしくて、泣きたくなる。

　この異世界は、限りない。

「知夏」

「うん」

　二人で、皆で、光が満ちる瞬しゆん間かんを待つ。隠されていた陽が、産まれる。

　闇は開かれた。太陽が空に輝く。

　陽よう都とが完全に浄じよう化かを果たした瞬間だった。もうどこにも悪鬼の姿はない。

「陽が、戻った」

　わあっと皆が喜びに沸わき返る。それを聞きつけたのか──地面から、ぽこぽこっとたくさんの丸いものが飛び出してくる。弾はじける木の実のようなイキモノ。

「ごっ、碁ご子こちゃーん！」

　不気味でかわいい碁子ちゃんたちだ。「よっ、知夏！　わしらも祝いをくれてやる！」と言うように、ちんまりした羽を振る。

「碁子ちゃん」

　飛び跳ねていた碁子ちゃんたちが再び地面に沈しずむ。海うな原ばらのように大地が波打った。よろめく人々のあいだから、次々と芽が伸のびる。

「おぉ、地も満ちたか」

　ぬまごえ様の笑い声が響いた。

　大地に、鉄の花が咲さく。私が『緋宮』になったときと同じ光景だ。

　黒く輝かがやく鉄の花。陽を受けて、白い輝きを放つ。風にゆらぐことはなく、永遠に咲き誇ほこる。

　百ひやつ花か繚りよう乱らんの様に誰もが圧あつ倒とうされ、息を吞のんだ。

　ふと足元を見下ろす。一本だけ蕾つぼみのままの花があった。それがゆっくりと開花する。中に、丸いものが入っていた。

　代だい替がわりの種だ。

　胡桃くるみに似た形の黒いそれを、じっと見つめる。知らず知らずのうちに、笑えみがこぼれた。

　──私の役目は、終わった。

　そっと種を拾い上げる。誰もこっちには注目していない。緋ひ剣けんや滸こ楽らく、神々、人間たち、そして春日さんも、地に咲き乱れる鉄の花を眺ながめていた。

　私は忍しのび足で春日さんに接近し、「おりゃっ」と新しい羽衣を彼女の肩かたにかけた。春日さんはびくっと身を揺ゆらした。くくっ、驚いてる、驚いてる。

「ち、知夏様」

「ん！」

　持ったままだった矛を差し出す。春日さんは困こん惑わくの表情を見せた。

　笑いかけようとして、思いとどまる。最後くらい、恰かつ好こうよくて毅き然ぜんとした緋宮になろう。

　架々裏さんのように！

「新しん暦れきの護女、受け取りなさい」

　厳しめの声こわ音ねで告げると、あたりが静まり返った。

「……ご存じでしょう。春日に歴れきは動きませんでした。あめつちの意はあなたにあり、陽も取り戻すことができた。春日は処断を待ちま──」

「花を与あたえます」

　俯うつむく彼女の手に、種を握らせる。

　春日さんは、最初は訝いぶかしげな顔をした。やがて渡わたされたものの正体に気づき、目を見開く。

「あめつちの意は動いた。どうか護って。この蒸む槻きを護って」

「ど、どうして、種が」

　以前は望んでいた座のはずなのに、喜ばない。逆に怯おびえを見せ、私の手に種を押し戻す。

「なにかの間ま違ちがいだわ」

「間違っていないよ。春日さんが次代です」

「そんなはずありません。既すでに一度、あめつちに拒こばまれているのよ」

「それは、私にやり残したことがあったから。あめつちは拒きよ絶ぜつしたんじゃなくて、時が動くのを待っていたんだよ」

「嫌いやです」

　彼女は眉み間けんに皺しわを寄せ、身を守るように肩を縮めた。

「春日はもう嫌──こんなことになるなんて思っていなかった。望んでいた日々じゃないわ！　あなたよりももっと輝く歴を作っていけると信じていたのに、今いま更さら……っ」

　怒いかりと恐きよう怖ふが混ざった目を私に向け、春日さんは声を荒あららげた。激情が、彼女の白い頰ほおを紅潮させていた。

「なにひとつ思い通りにいかなかった！　あめつちは背を向け、俱く七な帝ていまでも裏切り、帰き鼓こ廷ていはっ……、春日を神々の餌えさにしようとした！」

「春日さん」

「皆にかしずいてほしいと思ったことなんてないわ！　栄えい華がも財もいらない、春日の一族の繁はん栄えいなど興味もない！　春日はただ蒸槻と民たみを護りたかっただけよ。それが、すぎた望みだというの？　わけもわからぬまま贄にえとされねばならぬほど、罪深い望みなの!?」

　彼女の細い身体からだから苦痛が[image: 迸]ほとばしっていた。叫さけびが、宙に広がった。

「もう嫌、緋宮になどなりたくない!!」

　冠かんがズレるくらい、彼女は勢いよく頭を振ふった。

　緋ひ宮みやなら誰だれもが味わう痛みなんだろうか。

　少し前の私と同じだ。緋宮になんかなりたくなかった。皆、身勝手で、狡ずるくて、大だい嫌きらい。本当にたまらなかった。信じていた人々からの裏切りにどれほど打ちのめされたか。もっとむごい目に遭あうだろうと、簡単に想像できるのに、もう護女なんてまっぴら！　そう思った。

　黒い川の中で再会したときの架々裏さんも、泣いて訴うつたえる私をこんなふうに見ていたんだろうか？

「帰き鼓こ廷ていで会ったときに、春日さんは言ったでしょう」

「なにを……」

「『新たな歴を紡つむごう』……力強く、そう誓ちかった」

「それは、あめつちに選ばれたと信じていたから！」

　わぁ、すごく悔くやしそうな顔をされたんですが！

「紡ぎなさい。まっさらな天があなたの手中にある。輝かしい始まりの歴を、紡ぎなさい」

　わ、私、今までになく護女っぽいー!?

　胡こ汀ていに褒ほめてほしいけど、我が慢まん我が慢まん。

「私はもう神じん力りよくを使い果たしたの。蒸む槻きを護まもれない」

「え……、神力を？」

　春日さんは驚きとともに私の全身を見回した。

「願いを、あなたに託たくしたい。誰かが泣かずにすむ歴がいい。支え合っていける時代がほしい。この種は、私の最後の神力の欠片かけらです。受け取って」

　春日さんは激しく狼狽うろたえた。

「これから厳しい日が続く。きっと心が垢あかに塗まみれるような思いをする。天災に膝ひざを屈くつし、人の仕打ちに涙なみだする。誰もが騙だまし合い、妬ねたみ合って……」

「そ、そんな醜みにくい世を護れと！」

　天つ神とともに去った椰や真まちゃんの姿が頭に浮うかぶ。緋宮になれと言われて木の上に逃にげたとき、椰真ちゃんは私が辿たどる日々を予想していた。悲しげだった。寂さびしそうで、つらそうで。

　今、私も心配だ。春日さんの手を最後まで握っていてくれる人はいるだろうか。毎日どこかで泣くんじゃないだろうか。大事な人を失い、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくすんじゃないか。

　彼女の手を取り、瞳ひとみを覗のぞき込む。

「それでも、どうか地の果てまで愛いとおしんで。あらゆる命を」

　愛おしむ価値があるのか、なぜ護らなければならないのか、価値がなければ護らずともいいのか。価値あるものが、絶対なのか。悩なやみながら進むしかない。

　ぱさぱさと、私たちの周りで衣ころもの動く音がした。緋剣たちが地面に片かた膝ひざをついていた。

「種を受け取って」

「──」

　祇ぎ官かんたちも裾すそを払はらい、膝をつく。剣けん士したちも、そして困惑顔の人々までも。陽の輝く下で、新たな護女に膝をつく。

「嫌、……春日は、もう」

「春日さん。私の心をひとかけら、胸に置いて護ってくれる？」

　なんだっけ、ねえ、架々裏さん？

「そうして、血ち塗まみれになりながらも闇やみを駆かけ、うん、それこそ天の華はなたる女め神がみのように輝かしく。袖そでを振って、凜りんと立ち上がって」

「──ず、狡い!!　そのような言い方をなさるとは！」

　思わず噴ふき出しそうになった。私と同じ反応をしてる。末まつ裔えいズって、似るのかなあ。

「初めて会ったとき、春日さんは奇き麗れいだった。女王だと思った。気け圧おされたよ」

「……そんな噓うそを」

「本当に。だからあなたに、夢を望む。新しい、輝く世の夢」

　泣きそうな顔の春日さんがなんだかかわいい。

「もしも違ちがう形で会っていたら、姉妹のように仲良くできたかな」

　架々裏さんも入れて、三人で。

　想像してみる。いいなぁ、お菓か子しを広げてごろごろしながら女子トーク。おおぅ、二人とも美人だから目の保養になる。私だけが阿あ呆ほ鳥どり……いやっ、そんなことはないと信じたい！

　私と春日さんはどちらかといえば貧乳系だから、架々裏さんにはイロイロと教えてほしいことがあったのに。ほんと羨うらやましい体型だった！　なにをしたらそんな身体になれるんだろ。

　時々は「緋宮の仕事って大変だよねー」とか誰にも言えない愚ぐ痴ちをこぼしたり。こっそりと帰き鼓こ廷ていを抜ぬけ出して買い物を楽しんだり。……緋ひ剣けんたちに怒おこられるのも、三人一いつ緒しよで。

　違う形で出会っていれば、叶かなえられた夢だろうか。

　泣きたい思いをぐっと堪こらえ、私も地面に膝をつく。

「蒸む槻きに、陽ひのごとき栄えい誉よを。月のごとき安あん寧ねいを。皆みな、新暦の護女に、拝せよ」




　蒸槻は、新たな護女を得た。
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　なぜか妙みように眉間に皺を寄せている春日さんに、がっちりと手を握にぎられつつ、帰鼓廷へ戻もどることになった。もの凄すごい威い圧あつ感かんなんですが。逃げられない。

「さっきまで、か弱く泣いていたくせに……」

「なにかお言いに？」

「イエッ、ナンデモ」

　春日さんに睨にらまれ、私はさっと横を向いた。どうしてなんだ、私の周りの暴君率って異様に高すぎる！

　背後についている緋剣たちも渋しぶい目でこっちを見ているし。

　一部の剣士や祇ぎ官かんはここに残り、細かな穢けがれを祓はらうとのことだ。それと、あたりに咲さいた鉄てつ花かを抜いて持ち帰るとか。胡こ汀ていが物欲しげに鉄花を見ている。隼はや鉄てつ好きは相変わらずだ。

　オグニ様と洲す沙さが手を繫つないでいるのがかわいい。衣を返したあと、他ほかの神々は去っていったけれど、プチサイズのぬまごえ様たちは獣けもの形遠とお凪なぎさんの背に乗っている。

　各区画の復興については回かい絽ろ廷ていとの会談後になる。今回の一件で、帰き鼓こ廷ていはかなり有利に交こう渉しようできるはずだった。

　──でも、もう私が考えることじゃないんだ。

　女王の座を、春日さんに渡わたした。

　これから、私はどうしようか。

　その言葉が胸に落ちたとき、急に目の前が暗くなり、前のめりに倒たおれかかった。

　緊きん張ちようの糸が切れただけじゃない。空っぽ状態に近い神力の代わりに、気力を使って産霊むすびの詞うたを紡いだせいだ。なんだか命をごそっと削けずられたみたいだった。

　春日さんが驚おどろいた様子で腕うでを支えてくれる。緋剣たちや滸こ楽らくまで慌あわてたように私を覗き込んでくる。……伊織の顔が、足りない。ふとそう思い、心に影かげが差す。

　私は急いで笑え顔がおを作った。まだ、深く考えるときじゃない。

「ごめん、よろけた」

　彼らがなにかを言う前に背を伸のばし、視線を逸らす。

　後方から司し狼ろうに乗った集団が駆けてくるのが見え、私は手を振ふった。

「──彦ひこ那なさん！　冬とう円えんさん！」

「緋宮！　ご無事で……！」

　彼らは私たちの前で司狼を止めると、転がるようにして地に下り、膝をつく。陽よう都とに侵しん入にゆうする前に知り合った多た蔦つたさん夫婦、『緋ひ宮みや』に扮ふん装そうしていた図世さんや神かみ女めたちの姿もあった。今は男装に変わっている。彼女たちを見て、息が詰つまった。

「皆、無事だったんだ」

「はい、緋宮も、緋剣の方々も！　またお会いできるとは思いませんでした」

　彦那さんは特とく徴ちようのあるホウキ頭を揺ゆらしながら、目に涙を浮かべて微笑ほほえんだ。

「我ら、緋宮様方とお別れしたあと、回絽廷の兵に見つかったのですが……」

「うん」

「同行していた滸楽たちが盾たてとなり、我らを逃がしてくれました」

　彦那さんの言葉に、皆しんみりした。彼らと一緒だった滸楽の姿はない。ということは──。

「おまえたちに礼を言う。いつか、この恩を返そう」

　彼らは遠凪さんたちに目をやると、丁てい寧ねいに頭を下げた。洲す沙さがきゅうっと穂野さんの剣けんを抱だき締めて悲しそうに俯うつむく。

「その後は悪あつ鬼きが異様に増え、逃げるので精せい一いつ杯ぱいになりました。先ほども日ひ蝕はみが始まり、もうだめかと観念していたところ、天が陽を取り戻した。きっと緋宮のおかげだろうと」

「皆で取り戻した空だよ」

　彦那さんは感極きわまったように私の手を取り、ぶんぶんと振った。仲間の剣士たちが近づいてきて、嬉うれしそうに彼らを労ねぎらう。

「ところで緋宮、伊織様は！」

　仲間の剣士たちにばしばしと叩たたかれながら、彦那さんは笑顔で尋たずねた。

　不意打ちの質問に身体からだが強こわ張ばった。周囲の空気も凍こおり付く。

　彦那さんの顔から、笑みが抜け落ちた。私たちの反応を見て、敏感に察したらしい。

「まさか、伊織様が」

　それ以上は言葉にならないようだった。彦那さんは、緋剣たちを忙せわしなく見回した。なぜ他の緋剣は揃そろっているのに伊織だけがいないのか、なぜ助けられなかったのか。そう訴うつたえる目だった。けれど彦那さんはそれを言葉にしなかった。視線を地面に落とし、ややあって仲間の剣士に向き直る。

「穂野は？　あいつ、また抜け出してどこかで女でも口説いているのか？」

　これにも、やっぱり誰だれも答えられなかった。空気が一段と重くなる。

　彦那さんは、信じられないというように、ぽかんとした。

　彼らが兄弟みたいに親しかったのを思い出し、尚なお更さら切なくなる。

「いくらなんでも、穂野まで──あの阿あ呆ほが、俺より先に逝いくはずが……」

　彦那さんの呟つぶやきに、図世さんがふらりとよろめく。

「そんなはずが。私が生き残り、穂野様がどうして」

　彦那さんは激しい動どう揺ようを見せ、私に詰め寄った。

「いったいなにがあったのですか。ああいう図太い阿呆は、殺しても死ぬはずがないのに」

　激情を抑おさえ込んでいるからか、彼の顔が真っ赤に染まる。

「ああ、あいつのことだから女を庇かばって散ったのではないですか。なんて馬ば鹿かなやつだ！　いや、待て。緋宮、あなたのために？　そうに違いない、調子のいいやつめ。きっと名めい誉よある最さい期ごを遂とげたんでしょう」

　そうだったら救われる、という口調だった。

　剣を抱き締める洲沙がかすかに震ふるえていた。

「穂野さんは……、私のために。仲間のために。護まもりたい者のために。最後まで戦ったよ」

　私は静かに彦那さんの指を握った。穂野さんの手も、彼のように大きくて硬かたかったのを思い出した。

「彦那さんたちと一緒にいた滸こ楽らくも、そうだよね。仲間のために、未来のために」

　蒸む槻きで生きる者すべてのために、誰もが命いのち懸がけで戦った。そこに優ゆう劣れつはない。

「皆、ありがとう。生き残ってくれて、ありがとう」

「緋宮」

　彦那さんは、くしゃっと顔を歪ゆがめた。

　誰かの嗚お咽えつが聞こえた。それが静かに、隣となりの人へと伝わっていく。

　私は空を見上げた。きれいな青だった。祝福にも、弔とむらいにも相応ふさわしい空だった。

「ありがとう」

　でもまだ、実感がわかない。本当に彼らがいなくなったなんて、思えない。どうしても、飲み込めない。

　帰き鼓こ廷ていに戻ったら、「遅おそかったですね」と悪戯いたずらっぽく笑って現れそうだ。

　茫ぼう然ぜんと地面にへたり込んでいる図世さんの腕を取り、立ち上がらせる。

「少し、ええと……そこの亭で休んでもいい？」

　彼女を落ち着かせたい。

　反対する人はいなかった。橋のそばに設けられている緑色の屋根の亭に近づき、板いた敷じきに図世さんたちを座らせる。

「近くに井い戸どがあった気がする。ちょっと見てくるね」

　水を汲くみたい。そう思って亭を離はなれようとすると、全員がついてくる素そ振ぶりを見せた。大だい丈じよう夫ぶ、と手を振る。結局、美び獣じゆう様が同行することになった。緋剣たちは不満そうだ。

　私はゆっくりと歩いた。美獣様は前まえ脚あしを片方、失ってしまった。歩きにくそうに、ひょこひょことついてくる。誇ほこり高い魔ま王おう様だから、私が気にしているとわかるときっと怒おこる。なんでもない振ふりをして、進む。

「ねえ、私になにか話があったんでしょう？」

　それで強ごう引いんに、同行したがったように見えた。

　美獣様の頭を撫なでる。すると美獣様は私から数歩離れ、人の形へと変化した。もふもふした冬の羽織をまとっている。容姿は、俱く七な帝ていにそっくりだ。でももう見み間ま違ちがえることはない。

「清きよ姫ひめは、まことに護女の座を降りるのか？」

「あ、もしかして代だい替がわりの種が本物かどうか疑ってる？　大丈夫だよ、春日さんが本当に次の緋宮になる。日蝕みの中で神々が衣ころもを着せてくれたとき、春日さんの神じん力りよくが強くなったのがわかった。衣を神様に返しても、力が春日さんの身にとどまっているもの」

　あめつちが認めた証しよう拠こだ。

「蒸槻の今帝は、どうするつもりだ」

「俱七帝は……その処しよ遇ぐうも、春日さんたちが決めていくと思う」

　彼は行方ゆくえ不明のままだ。これは少し心配だった。まだ多くの貴人が彼の側についている。帰鼓廷側が先に彼の身を捕とらえないと、次の争いが始まりかねない。

「清姫」

　遠とお凪なぎさんは、躊躇ためらいがちに私を呼んだ。

「わたしは滸こ楽らくの者だ」

「うん」

「女を攫さらう一族だ」

　そこで遠凪さんは口を噤つぐんだ。自然と二人とも立ち止まり、向き合う。

　憂うれいを帯びた、もどかしげな表情だった。

　とくとくと鼓こ動どうが響ひびく。月神を慕したう花神の念に今も引きずられているのか、それとも単に、私自身が遠凪さんという滸楽の王に惹ひかれている部分があるのか。それを追つい究きゆうはしない。

　好きかどうかは無関係に、私たちはどうあっても一いつ緒しよになれないからだ。胡こ汀ていに後ろめたいわけじゃなく、日月の神々の定め云うん々ぬんっていう問題でもない。現実的な理由がある。

「……滸楽の王が唯ゆい一いつ攫えないのが、まれびと女め神がみだね。私って、なかなか手て強ごわい娘むすめ！」

　笑いかけると、遠凪さんはひたすら私を見つめた。やがて、苦く笑しようする。

「遠凪さん、力を貸してくれてありがとう」

「礼を言うのは、我らでは？　犠ぎ牲せいも多くあったが、少なくともしばらくは種の滅めつ亡ぼうを懸け念ねんせずにすむ」

　そう言うと、遠凪さんはふいに私の後頭部に手を回し、軽く引き寄せた。

「おまえを蒸む槻きから攫えぬのが、心残りだ」

　淡たん々たんとした響きの中に、かすかに悲しみがこめられているのがわかった。

「あの目つきの悪い傲ごう岸がんな男がいなければ、なにがあっても攫うのだが」

「それって胡汀のこと？……あのう、遠凪さんもかなり目つきが悪……イイエ、ナンデモ」

「清姫は、初めて会ったときからわたしに物もの怖おじせぬ」

　遠凪さんは急に、意地悪い表情を見せた。

「ところで。わたしは親切だから、忠告してやろう」

「え？」

「おまえ、もう少し肉付きがよくならねば」

「……え」

「いらぬところには、密ひそかにあるな。必要な場所につけよ。あまり期待できそうにないが」

「──遠凪さん!!」

　遠凪さんは、声を上げて笑った。私は怒いかりを忘れ、びっくりした。屈くつ託たくなく笑う彼の姿は貴重に違ちがいない。すぐに人の形を解き、獣けものへと変わる。

「……もー!!　私に怒られる前に美獣様に戻もどったでしょー！」

　美獣様は、うるさい、と文句を言うように尾おで私の足を叩くと、先頭をひょこひょこと進んだ。私は嫌いやがらせに、その尾を摑つかみながら進んだ。悲しい思いは、閉じ込めておく。

「あ、井戸発見」

　亭の並ぶ路みちの辻つじに、井戸があった。

「飲めるかな。汚よごれてないといいけれど」

　美獣様は井戸の周りに咲さいている鉄花を引き抜ぬこうとしている。なかなか抜けないらしく、腹立たしげに花弁に嚙かみ付いていた。……前脚が使えないせいで、手間取っているのかも。

「花弁、硬いから口を切らないように気をつけてね」

　微笑ほほえみを向け、釣つる瓶べを引っ張ろうとしたときだった。ふらりと、冬衣をまとった剣けん士し姿の男が半はん壊かいした塀の後ろから姿を現した。帰き鼓こ廷ていの剣士服だ。怪け我がを負っているのか、腹部を押さえ、背を丸めるようにして歩いている。足元も少し覚おぼ束つかない様子だ。

　私は釣瓶から手を離し、慌あわてて彼へと走った。

「あなた、帰鼓廷の剣士でしょう？　皆とはぐれたの？　どこか怪我を──」

　彼のそばに寄り、顔を覗のぞき込んだとき。

「──!?」

「おまえのせいで」

　がばっと勢いよくその剣士に抱だき締められた。普ふ通つうの抱ほう擁ようじゃない。骨まで粉々にしそうな力で腰こしを締しめ付けられる。

　必死に視線を上げ、剣士の正体を確かく認にんする。

「俱く──」

　蒸む槻きの王。行方がわからなくなっていた俱く七な帝ていだった。

「おまえのような小こ娘むすめに、私の世を奪うばわれるとは！」

　呪のろうような声。激しい怒りが伝わってくる。

「苦し……っ」

　呼吸ができない。彼の腕うでの力が強くて、背骨が折れそうだ。

「苦しいか？　なら乞こえ。私に、許してほしいと、言え!!」

　低い声で囁ささやかれた。私は何度も忙せわしなく瞬まばたきをし、俱七帝を見つめた。片側の瞳どう孔こうがおかしい。黒々としている。片目が澱おりに穢けがされてしまったように。

　よく見ると、襟えりから覗く首元の皮ひ膚ふも変色していた。どこかで澱を浴びたに違いない。

　私の視線に気づいた俱七帝は、唇くちびるを歪めて笑った。

「私の身体からだを祓はらえ。いや、おまえの肌はだで清めてもらおうか。女神の神気が、我が一族の穢れを拭ぬぐう。この身に隠かくされたおぞましい血を、洗い流してくれる」

　──清めてほしくて、ずっとこの人は、蒸槻の王たちは、緋ひ宮みやを求め続けてきたんだろうか。

「俱七帝、放し……」

「我らは日月の王。私こそが、月神の子。女神の末まつ裔えいを抱いだけば、我ら月神一族の世は安あん泰たいのまま」

　狂きよう気きが閃ひらめく表情を浮うかべ、彼は強引に私のこめかみに口付けた。お気に入りの人形を抱きしめている子どもみたいだ。そんな馬ば鹿かな考えがふっと脳のう裏りをよぎった。

「従順でいろ。私は女に優やさしいぞ」

　私の頰ほおを撫でる手を見て、寒気が走った。彼の片かた腕うでは変形している。鳥の足のような形。皮膚が爛ただれて、じゅくじゅくとした黒い液が滲にじみ始めていた。

　──穢けがれ主ぬしに変わりつつある？

　いや、まさか荒あら神がみに？

　彼も、神世の犠ぎ牲せい者しやの一人だ。恐おそろしい運命に翻ほん弄ろうされてきた。他者に知られてはいけない罪深い秘密を抱かかえ、微笑みながらもきっと陰かげでは怯おびえて生きてきた。誰にも心を開けなかっただろう。恋こいをする余よ裕ゆうもなく、信じることもできず……。

「……知夏。なぜ、そんな目で私を見る」

　早く澱を祓わなければ、彼は人に戻れなくなる。

　──それでも。

　心に薄うす闇やみ色の霧きりがかかる。私はもう以前とは違う。

　制服のスカートの裾すそを翻ひるがえし、わくわくしながら学校の廊ろう下かを突つっ走っていた頃ころの『知夏』は、手の届かない場所へと遠ざかった。その『知夏』ではとても蒸む槻きに太刀たち打うちできないと知った。清らかなだけでは、なんの役にも立たないということも身にしみてわかった。

　今の私には、どうしようもなく暗いものがある。井い戸どのように深い位置に、それがある。そして私は、そういう変化を遂とげた自分を見て見ぬ振ふりはしない。

「なぜそんな目をする!!」

　──祓いたくない。

　俱く七な帝ていは、私の願いをことごとく叩たたき壊こわした。大事な人たちを苦しめ、命を奪った。

　この男に優しさを注ぐ余裕があるのなら、本当に助けを必要としている他ほかの者たちにそうしたい。なんでもかんでも許すことはできない。罰ばつするべきことは、罰する。

「けだものを見るような目をするな！　真のけだものは滸こ楽らくだ!!　知夏、おまえの前で滸楽どもの皮を剝はいでやる。滸楽の肉で盛大に宴うたげでも開こうか。そうでもせねば、おまえは反はん抗こうし続ける。二度と私に楯たて突つかないよう仕置きをせねば──」

　ひゅっと黒い影かげが目の端はしに映った。

「!?」

　私の腰に回っていた俱七帝の腕に、美獣様が嚙み付いていた。

「汚けがらわしい獣が!!」

　怒ど声せいとともに、俱七帝の腕が変形した。肩かたから下が鬼おにの腕のように太くなる。

「蒸槻は渡わたさぬ！」

　澱を滴したたらせるその腕で、美獣様を薙なぎ払はらう。

「美獣様！」

　地面を転がったのち、彼は素早く身を起こし、また俱く七な帝ていに飛びかかった。動きが鈍にぶい。前まえ脚あしがないせいで、全力を出せないでいる。

「虫は、潰つぶさねば」

　俱七帝は鬼のものと化した手を拳こぶしの形にすると、ハンマーのように振り下ろした。美獣様はそれをかわし、逆側の腕に嚙み付いた。俱七帝が舌打ちしながら私を突き飛ばす。

　抱き締めたままでは美獣様を仕留められないと考えたんだろう。だったらむしろ抱きついてやる！

　私はがしっと彼の腰に両りよう腕うでを回した。

「薄うす汚ぎたない淫いん女じよめ、獣とのまぐわいが忘れられないか！」

　俱七帝は声こわ高だかに罵ののしると、私の髪かみを荒あらっぽく摑み、引き剝がそうとした。そのときまた、美獣様が大きくジャンプして俱七帝に飛びついた。

　俱七帝は私を乱暴に払いのけた。その勢いに負け、地面にばたっと倒たおれてしまう。

「痛……！」

　呻うめきながら慌てて顔を上げる。美獣様に突とつ進しんされたせいで、俱七帝も地面に腰を落としていた。美獣様は俱七帝の肩に嚙み付いたままだ。

「──私を殺してみろ！　蒸む槻きは永遠に、おまえの一族を呪い続けるぞ!!」

　俱七帝の負け惜おしみのような発言は、美獣様の動きをとめた。

「私はまだ王だ、蒸槻の天なのだ。その私を、怨おん敵てきたる滸こ楽らくが殺す──そうとも、殺せ、殺すがいい！　これで我が一族の名めい誉よは護まもられ続ける！」

　卑ひ怯きような言葉だ。苦しんできた者たちのことを少しも考えようとしない。

　でも回かい絽ろ廷ていは、俱七帝の傲ごう慢まんな主張を『正義』に変えるだろう。

　陽都の穢れの一件も全部、滸楽に押し付けることができる。

　そうしたら新しい歴はまた、不ふ透とう明めいな怨うらみの中に沈しずんでいく……。

「どうした滸楽、嚙み殺せ！　私に牙きばを突き立てろ！」

　美獣様の勢いが消えたのがわかった。彼は自分の命よりも、一族の未来を優先する。これでもう俱七帝を殺せない。

　俱七帝は勝ち誇ほこったように笑った。鬼の手を振り上げる。美獣様を叩き潰そうと。

「やめ──」

　だめだ。美獣様を殺してはだめ。

　私は腕を伸のばした。また間に合わないの？　どこまで蒸槻は、私たちを絶望させる！

「──」

　鬼の手が、空中でぴたりと制止した。

　俱く七な帝ていは目を見開いている。信じられないというような表情。

　私も啞あ然ぜんとした。振り上げられている鬼の手に、矢が突き刺ささっていた。

「え……」

　空気を裂さく音が耳に届く。

　どこからか飛んできた矢が、鬼の腕に再び命中した。

　振り向むくと、緋ひ剣けんたちを乗せた司し狼ろうがこっちに駆かけてくる。矢を放ったのは胡こ汀ていだった。

「おまえたち！」

　俱七帝が唸うなった。鬼の手がまた変化を遂げる。今度は大だい蛇じやのように長くなった。緋剣たちへと伸びていく。彼らはその太く長い腕の攻こう撃げきをかわすため、四方に散った。

「誰が私を殺せるというのか！　私は蒸む槻きの王だ、この天を統すべる神の子だ!!」

　迷いなく駆けてくる一頭の司狼。私はそれを操あやつる彼を見つめた。

　司狼から飛び降り、剣けんを閃かせ、私の横を駆け抜ぬける。彼は一度もこっちを見なかった。喚わめく俱七帝だけをまっすぐに見ていた。

「帰き鼓こ廷ていの者どもよ、けだものよ、私に手出しをすればどうなるか思い知れ!!」

「もう、黙だまれ」

　ざくっと、隼はや鉄てつの剣が俱七帝の胸を貫つらぬいた。

「最も早はや、あなたの天ではない」

「おまえ──わ、私を殺せば、蒸槻は……っ」

「私なら殺せる。私だけが、殺せる」

　彼は深く、俱七帝の胸に剣を沈めた。

「王族の者として、外げ道どうになり果てた王を処する」

「……犬が、犬が……っ、私に、嚙かみ付……っ」

「犬ではない。私は人だ。誇り高い、人という種だ!!」

　彼は、これまでの迷いを断たち切るように叫さけんだ。

「──未み不ふ嶺ねぇ!!」

　俱七帝が、彼の名を呼んだ。大気が乱れ、ずんと沈む。

「許さぬぞ、犬め。食い殺してくれる!!」

　激しい怨みが澱おりとなり、俱七帝の全身にまとわりつく。

　私は急いで駆け寄り、未不嶺さんの腕うでを摑つかんで引っ張った。

「よくも裏切った、肉の一いつ片ぺんも残さず食ってやる、許すものか、あぁ、呪のろわれるがいい……、すべて、呪いつくす……！」

　人の原形を失う蒸槻の王。身体からだが膨ふくれ上がり、巨きよ大だいな肉にく塊かいへと変へん貌ぼうする。

　膨ぼう張ちようは止まらなかった。見る間に仰のけ反るほどの大きさになる。私と未不嶺さんは、這はうようにして後退した。朝火さんと白雨さんが近づいてきて、私たちを彼らの乗る司狼の背に引っ張り上げてくれた。

「蒸む槻きは、私のもの、私のもの、食ってやる、人も神も、食ってやる」

　醜みにくい肉塊が、鬼のような手を振り回した。亭の柱を薙ぎ倒し、私たちを追ってくる。

「誰か、隼はや鉄てつを持っていない!?」

　これは、鎮しずめないと大変なことになる。清めた陽都がまた穢けがれてしまう。

　でも今の私にはもう神じん力りよくがない。どうすれば。そう唇くちびるを嚙み締しめたとき。

「これでやっと、我らの定めも変わる」

　胡こ汀ていが前に出て、呟つぶやいた。

「人の王を殺せるのが未み不ふ嶺ねなら、化け物と成り果てたことじろの子を鎮められるのは、俺以外にいないだろう」

「胡汀」

　私の声に、胡汀がちょっと振ふり向いた。それから、司狼を走らせ、たぷたぷした俱く七な帝ていの胴どう体たいを器用にのぼった。

「眠ねむれ、時が巡めぐるまで」

　翻ひるがえる剣が、ことじろの子の首を落とした。
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　それから、数日。

　私たちは帰き鼓こ廷ていでひたすら治ち療りようを受けた。誰だれもが満まん身しん創そう痍いの極限状態。寝ねて、手当てをして、また寝て。その繰くり返し。

　回かい絽ろ廷ていの使者や官かん吏りたちが押し掛かけてきたようだけれど、そっちに目を向ける気力はなかった。新しん暦れきの緋ひ宮みやが、私たちの身み柄がらを寄よ越こせと要求する使者たちを徹てつ底てい的に退けてくれていた。

　まともに意識が働くようになったのは、五日ほど経過してからだ。

「雪が、降ってる」

　空を見上げて呟く。私は今、緋宮の屋や敷しきで世話になっている。中庭に面した渡り廊ろう下かの石段で休きゆう憩けい中だ。本当はもうここを出なきゃだめなんだけれども、緋宮が「帰鼓廷で一番安全な場所だから」と言って、私や緋剣、それに遠凪さんと洲す沙さたちの面めん倒どうを見てくれている。

　さっき彼らの様子を確かめた。皆みな、ぐっすりと眠っていた。私だけ先に目が覚めたようだった。時刻は昼にさしかかる頃ころだ。

「最後の雪かなあ」

　冬の一番厳しい時期はもう越こえた。春を迎むかえる前の、冬とう帝ていの別れの挨あい拶さつかもしれない。ふんわりした牡ぼ丹たん雪ゆきだ。積もっても、数日を待たずに解とけてしまいそう。

　そして解けたら、春が来る。

　私は身を起こし、両手で雪を受け止めた。

「冷たい」

　ふらりと、気の向くままに足を動かす。中庭を出て、路みちへ。

　不思議なことに、誰とも遭遇しなかった。路も、空も、真っ白だ。

　気がつけば、大だい神しん殿でんの区画まで来ていた。まだ神殿の修しゆう繕ぜんは少しも進んでいない。というより、ここまで壊こわれていたら建て直したほうが早いだろう。新暦の緋宮たちは比ひ較かく的てき被ひ害がいの少ない宮を仮神殿として使っている。こういう状じよう況きようなので、正式な就任の儀ぎも先送り状態だ。

　来年の春頃ごろまで延期されるかもしれないって神かみ女めたちが噂うわさしていた。

「真っ白だなあ」

　少し前までは隅すみ々ずみまで瘴しよう気きが満ちて、薄うす暗ぐらかったのに。

「今度は、白」

　何事もなかったように。

　罪を隠かくすように、雪で覆おおう？

　──蒸む槻きは、勝手だ。

　暗い声が胸に落ちてくる。私は密ひそかに拳こぶしを握にぎった。歩調が乱れそうになり、立ち止まる。

「……戻もどろう」

　一人になりたくない。眠るときは、神女が……図世さんがそばにいてくれる。誰かがそばにいないと悪夢を見てしまう。

　来た道を引き返そうとしたときだ。人の話し声が聞こえた。少し気になり、迷った末、そちらに向かうことにした。

　崩ほう壊かいした神殿の裏側から聞こえてくるようだ。なんとなく、息をひそめて近づいてしまった。

　割れた柱の陰かげからそっと覗のぞくと、複数の貴人たちが話をしているのがわかった。

　それと、未み不ふ嶺ねさん、緋宮とお付きの祇ぎ官かんたちもいる。

　未不嶺さんと緋宮というのは珍めずらしい組み合わせだ。

「──このままにしておくことはできませぬ」

　貴人たちの中から、強い声が上がる。

　私は眉まゆをひそめた。どうも、緋宮たちになにかを要求しているみたい。

「どうか先代様と、滸こ楽らくどもを引き渡わたしていただきたい」

　顔が強こわ張ばる。彼らは回かい絽ろ廷ていの使いだ。私たちの身柄を引き渡せとしつこく迫せまっている。

「口を慎つつしめ。先代と滸楽たちは、こたびの陽都浄じよう化かに大きく尽じん力りよくしてくれた。その者たちを処せというのか」

　未不嶺さんが厳しい声を上げる。

「そもそもは先代様方が反乱を──」

「真実を公おおやけにされて困るのは回かい絽ろ廷ていだぞ。司し義ぎ様……俱く七な帝ていが先代を偽にせ者ものと非難し、処そうとした。その結果、あめつちの怒いかりを受け、陽都に悪あつ鬼きが溢あふれたのだ」

　貴人たちは不満そうに押し黙った。

「陽都の者たちがなんと噂しているか、おまえたちも知っているだろう。回絽廷は保身を選び、民たみを見捨てた。帰き鼓こ廷ていと滸こ楽らくの助けがなければ蒸む槻きはどうなっていたか──……ただでさえ信を失っているというのに、救い主となる者たちを罰ばつすれば、民は回絽廷を見限るぞ」

「だからこそ、罪の在処ありかをよくよく確かめ、正しきことを広めねば。司義様の乱心は、先代様の冷れい酷こくな仕打ちを発ほつ端たんと──」

「おまえたち、いい加減にせぬか！」

　未み不ふ嶺ねさんは強い口調で叱しかり飛ばした。貴人たちは、一いつ旦たんは従順な素そ振ぶりを見せるものの、少しも怯ひるんでいない。

　それまで黙だまっていた緋宮が口を開く。

「民の誰もが見ていたのですよ。先代様に従ったのは滸楽だけではない。この蒸槻を護まもる地の神々、柱神までが先代様に頭こうべを垂れた。あめつちの意は、先代様にあったのです」

「先代様はまれびととお聞きする。その珍めずらかさに神々も酔よわれて──」

「神々を愚ぐ弄ろうなさるのか」

　緋宮は静かに彼らを圧した。

「春日は、決して俱七帝の……回絽廷の意すべてに否いなは唱えぬ。人の世は、人の手で築く。それを過あやまちとは思っておりません」

「なれば緋宮、先代様と滸楽に情けをかけては──」

「だが、蒸槻は狭せまき天であってはいけない。人のみならず、神も獣けものもともに暮らす、大きな天でなくては」

「緋宮」

「この頃の異国の勢いをあなた方もご存じでしょう。争乱の足音が迫っています。守護を固めねばなりません。蒸槻を属国などにはさせぬ。だが、人だけでは最も早はや護りきれぬのです。蒸槻を護るのは、蒸槻に暮らすすべての者の責任です」

「滸楽は、蒸槻の者ではございませぬ。また、先代様もまれびとゆえに、蒸槻の者では──」

　私はそこで、そっと踵きびすを返した。今度こそ、来た道を引き返す。

「これから、どうしようか」

　回絽廷の貴人や官吏は、絶対に引き下がらないだろう。帰鼓廷もきっと、私たちをいつまでも庇かばってはいられなくなるはず。権力を握る貴人たちと完全に反目するわけにはいかない。

　今、回絽廷の王座は空だ。彼らは焦あせっている。蒸槻の行く末を心配しているんじゃなくて、この混乱期が、立身出世する絶好のチャンスだからだ。新王が決まる前に、少しでも功を立てておきたいと考えている。

「私は、これから」

　呟いたときだ。道の向こうに、誰かが立っているのに気づいた。

　藤ふじ郎ろうさんだった。

　従者を伴ともなっていない。私がここを通ることがわかっていたように佇たたずんでいる。

「いつくし乙女おとめ、本日も大層麗うるわしくていらっしゃる。おぉ、冬に咲さく、可か憐れんな花という風ふ情ぜい」

　彼は手をくねくねさせつつ、挨拶した。

　相変わらず変態っぽいなあ。ちょっと笑ってしまった。

「しかしながら、まだ御おん身みが優すぐれぬご様子ですね。神じん力りよくが回復されておらぬ」

　鋭するどい。そういえばこの人は、神かん巫なぎの気質を持っているんだっけ。

「……いや、神力だけではございませんな？　随ずい分ぶんと、霊たまの輝かがやきが」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。それより新暦の緋宮に会いに来たの？」

　藤郎さんは笑えみを消し、じっと私を見つめた。

「乙女よ。そのお身体からだは、療りよう養ようすればよくなられるのか？」

　困ってしまった。藤郎さんはもしかしたら祇ぎ官かんよりも気を見る目を持っているんだろうか。神巫の質を持っていて、人脈と財もある……かなり有望な人材だ。帰き鼓こ廷ていに引き抜ぬきたい！

「藤郎さん、お願いがあるんだけれど」

「さて、なんでございましょう」

「もしこの先、新暦の緋宮が困るような事態が起きたら、手を貸してくれる？」

　藤郎さんは、心を見せない微び笑しようを浮うかべた。

「お願い」

「さて。私は王の影でしかなく……」

「お願いします」

　がしっと手を握り、見つめ合う。しばらくの後のち、互たがいに、ぷっと噴ふき出してしまった。

　この人が情だけでは動かない狡こう猾かつな性格だっていうのは、なんとなくわかるんだけれど、それでも好きだ。骨があり、男気があるのもわかるから。

「いやぁ、今なら誰だれも咎とがめる者はおりませぬな。好き放題、乙女の御お手てをにぎにぎと」

　変態だ！

「私も、乙女にお頼たのみしたいことがございます」

「なにを？」

「未み不ふ嶺ね様をくださらぬか」

　私はどきっとした。藤郎さんが言うと、妙みようにアヤシイ響ひびきがある。

「それって……テゴメにしたいっていうような、変態的なお願いじゃないよね？」

「ふむ、未不嶺様は確かに美しい男ですが、私の好みからは少々外れておりましてな。どちらかといえば朝火殿どののような者を泣かせたいという──、そうではなく、乙女」

　とんでもない本音を聞いてしまった気がするけれど、それはともかく。

　愛人にしたいんじゃないのなら、彼のお願いの意味は、ひとつしかない。

「王」

「──あぁ、乙女。あなたは美しいだけでなく、知ち恵えもおありで」

　藤郎さんは嬉うれしそうに笑い、私の手をにぎにぎしまくった。

　私は改めて彼を見た。彼もにやにやと私を見た。真っ白い世界。白昼夢の中にいるみたい。

　ここで蒸む槻きの新たな帝みかどが決まる。その事実に、鳥とり肌はだが立った。

　王の影の一族。やっぱり藤郎さんはただものじゃない。皆みなを出し抜き、王の最も濃こい影になろうとしている。藤郎さんは今回、私たちの側に立って行動した。

　未み不ふ嶺ねさんはどの貴人よりも彼を信しん頼らいし、手元に置こうとするだろう。

　つまり、未不嶺さんが帝になれば、藤郎さんの天下だ。

「……でも今の私には、なんの力もないよ」

「力なき者のそばに、神は侍はべりませぬ」

　本当に鋭い。まだ私のそばにはオグニ様やぬまごえ様たちがいる。

　私の神力が戻もどらないから、心配して一いつ緒しよにいてくれてる状態だ。

「よろしいですかな、乙女。こたびのことで民が滸こ楽らくに好意を向けるのは、せいぜい一月程度でしょう」

　彼は笑いながら言い切った。

「春が来て、心にゆとりが訪れれば、それ、こう、このように」

　彼は軽く、手のひらを裏にした。人々の心変わりを示している。

「長きにわたって対立してきたのです。過去を水に流してさあ肩かたを組もう、とはなりませぬ」

「……うん」

「だからこそ、未不嶺様がよい。乙女もそう思われましょう？」

　すごい人だ。狙ねらいを外さない。私が心配している点をしっかりと突ついてくる。

　王の血筋の人は他ほかにもいるはずだ。もしもその者たちが新たな帝となった場合、間ま違ちがいなく再び滸楽討とう伐ばつの意見が顔を出すだろう。俱く七な帝ていのときよりもっと激げき烈れつに、執しつ拗ように、残ざん酷こくに、滸楽を追う。離はなれかけている人心を一気に引き寄せるため、そうする。

　けれども、未不嶺さんなら。いや、帝候補の中で未不嶺さんだけがきっと、それを阻そ止しできる。一歩ずつでも滸楽の未来を変えるには、回かい絽ろ廷ていの利益だけじゃなく、全体をできる限り平等に見てくれる帝でなければ。

　少しだけ胸が痛くなる。すべては利害の有う無むと駆かけ引き。王の座でさえも。

　そうしないと守れないものがあるのなら喜んで駆け引きする。

「未不嶺さんが王座を望んでくれるんだったら、私は邪じや魔ましない」

「帝の座を拒こばむ男など、見たことがありませぬ」

　ふっと藤郎さんが笑う。……未み不ふ嶺ねさんもだろうか。

「藤郎さん」

「はい」

「あなたの野心は蒸む槻きにとって悪いものじゃないと信じてる。未不嶺さんを利用してのし上がってもいいと思う。未不嶺さんがそれを容よう認にんするなら。でも、操あやつり人形にはしないで。権力にも溺おぼれないで。あなたが野心だけの人になったとき、神は槌つちをおろす」

　脅おどしておこう。そうしないと、人は簡単に迷い、いくらでも狡ずるく、非情になるから。

「たとえ私が明日あした死んだとしても安心しないで。時とともに神の力が弱まり薄うすれていっても、人がこの世を席せつ巻けんしても、蒸槻の祖は陽ひ女め神がみで、この私は一度蘇よみがえったまれびとです。死しても神として蘇る。次は緋ひ宮みやとしてじゃなく、『戦女神』として立ちはだかるよ。忘れないで」

　藤郎さんは一いつ瞬しゆん、恐おそろしいものを見る目をした。すぐに笑みを深める。

「あぁ、いつくし乙女、あなたが帝の妃きさきになってくれれば言うことなしなんですが」

「それは無理だよ」

「ええ」

　さすがに貴人たちの不満を抑おさえきれなくなるだろう。回かい絽ろ廷ていは私に対して後ろめたいだろうし、政治的にも不都合だろうし、それに、さっきの藤郎さんのように心のどこかに怖こわさを持っているはずだった。太古の力を持つ、神なる者だと。神は崇めることを忘れると、荒ぶる。

　藤郎さんは笑いながら、一歩引いた。そしてゆっくりと路みちに膝ひざを落とし、私に丁てい寧ねいに頭を下げた。

　私たちは、そこで別れた。何事もなかったように。

　これは、雪が見せた白昼夢だから。
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　まだやっぱり体力が回復していないせいか、屋や敷しきに戻ると同時に寝ね込こんでしまった。

　起き上がれるようになったのは二日後。

　星降る夜、私は皆に内緒で屋敷を抜け出し、神しん殿でんが見える位置にある樹木にのぼった。少しだけ期待したけれど、くけ、という声は聞こえてこなかった。

「椰や真まちゃん、本当に帰っちゃったんだ」

　枝の上で膝を抱かかえる。なんだか背中が寒い。翼をなくした気分だ。

　さっき、この下を、白雨さんが通った。新しん暦れきの緋宮に、別れの挨あい拶さつをしていた。

　緋宮は、先代にはなにも言わずに去るのか、と尋たずねていた。

　白雨さんは、自分は罪を犯おかしたからもう顔を合わせられない、と答えた。

　立ち去る彼女を追わなかったのは、遠とお凪なぎさんが彼女のあとを密かについてきていたからだ。

　彼は、私がここにいることに気づいていた。
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　屋敷に戻ってから、私は神々への礼としてお酒を振ふる舞まった。

　胡こ汀ていたちにバレると叱しかられそうなので、こっそりと。

　緋宮だった頃ころ、夜の宴うたげやお茶会によく参加してくれていた図世さんらに協力を仰あおぎ、準備する。遅おそくまで神々に付き合い、少し無理をしたせいか、翌朝からまた熱を出してしまった。

　寝しん台だいに横たわる私のそばには、お見み舞まいに来てくれた緋宮と図世さん、オグニ様、プチサイズのぬまごえ様にみずの様がいる。

　さっきまでは胡汀たち男性陣じんもいたけれど、緋宮が容よう赦しやなく追い出した。

「……神力が戻っておりません」

　緋宮が寝しん具ぐの上から私の腹部に手を置き、不安そうに言った。

「不調が続くのは、そのせいでは」

　真実を言えない！　昨夜、秘密の飲み会を開いたせいだなんて！

　事情を知っている図世さんや神々が後ろめたそうに、ソッと目を逸そらす。

「薬湯を飲まねば。でもその前に、いくらか召めし上がったほうがいいわ。粥かゆをどうぞ」

「うん。ちょっと空腹かも」

　寝台に身を起こす。緋宮が椀わんを手に取り、木の匙さじで粥をすくって私の口元に運んだ。

　図世さんが慌あわてた様子で「私がいたします」と言い、緋宮から椀を取ろうとする。それを緋宮が、む、とわずかに眉まゆを寄せて止めた。

「おまえは下がりなさい」

「ですが」

「もう一度言わせるの？」

「……」

　図世さんはしょんぼりとしながら部屋を出ていった。慰なぐさめるためか、オグニ様が静かに彼女を追う。それを見送ると、緋宮は小さく息をつき、私に粥を食べさせようとした。

「春日さんも、そろそろ祇ぎ官かんたちのところに戻って。本当はすごく忙いそがしいんでしょう？」

　優やさしい口調を心がけて言ったつもりだったけれど、緋宮は目に見えて狼ろう狽ばいした。

「春日が邪魔ですか」

「違ちがうよ」

　彼女は頻ひん繁ぱんに会いにくる。その理由はだいたいわかっている。祇官や剣けん士したちとの不和、九く支しさんへの不信感、回かい絽ろ廷ていの貴人たちへの恐れ。味方が少なく、心が休まる暇ひまがない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「でも」

「大丈夫。代だい替がわりは、間ま違ちがえていない。春日さんは本物の緋宮だよ。大丈夫」

　緋宮は、ほっとした。彼女は不安を抑えきれなくなると、この言葉を聞きたがる。一度あめつちに沈ちん黙もくされたことが深い傷になっている。でも、このままじゃだめだ。私に依い存そんしていると、いずれはそれが負い目になり、よくない事態を招いてしまう。

「──起きておられるか、緋宮」

　誰だれかが返事も待たずに入ってきた。この屋敷でそんな真似まねができるのは、九く支しさんだけだ。

「では、春日は戻ります」

　九支さんと入れ替かわるようにして緋宮がそそくさと部屋を出る。明らかに九支さんを避さけている。

「緋宮はまた、ここへ？」

　私のそばに腰こしを下ろすと、九支さんは溜ため息いきをついた。同じことを懸け念ねんしているようだ。

「甘やかすな。一人で立ち上がり、考える癖くせをつけさせねば、いつまでも緋宮は祇ぎ官かんたちに侮あなどられるだろう。……さて、知夏」

　気を取り直したように私を見つめる。ばたばたしていたせいで、これまで九支さんと話す機会がなかった。ようやく、そのチャンスが来たみたい。ところが、なにから話していいかわからない。長い沈黙のあと、九支さんは諦あきらめたように微笑ほほえんだ。

「──どうもな。曖あい昧まいにするつもりはないが。言葉が見つからぬ」

「うん。……あ、そうだ、陽よう都との結界は元通りになった？」

「ああ、心配はいらぬ」

「滸こ楽らくたちの安全はしばらく保障してもらえそう？」

「緋宮と未み不ふ嶺ねが回かい絽ろ廷ていを説得している。私も及およばずながら助力しよう」

　訊ききたいことは、他ほかにもある。身に宿る天つ神の御み霊たまの影響を強く受け始めたのはいつ頃だったのか。祇官長となる前から？　私の処刑を決めたのは、どっちだった？　回絽廷と帰き鼓こ廷ていは今後どうなるの。誰が処しよ罰ばつを受けて、誰が暗あん躍やくする？　早く対策を練らないと、悪わる巧だくみをする者たちに足をすくわれる。

「知夏」

　九支さんはふいに、両手を伸のばした。私の頭から顎あごへかけて、柔やわらかく撫なでる。

「あなたは善きひめみこだった。よくやった」

「──九支さん」

「もうよいから、荷を降ろせ。力を抜ぬき、休みなさい」

「うん」
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　翌々日の明け方。

　滸こ楽らくたちが、津つ杙ぐいに戻もどると言った。禁域の森からそっと旅立つらしい。

　見送りは私と、白雨さんを抜かした緋ひ剣けんだけ。でも緋宮と九く支しさんが、彼らのために土産みやげをたくさん用意してくれた。少なくとも当分は飢うえずにすむくらいの様々なものだ。

　誰も口を開かず、無言で森を歩く。ここの木々は冬でも葉が枯かれない。私は洲す沙さと手を繫つないでいた。洲沙の腰には、背せ丈たけに不ふ釣つり合いな剣けんが差してある。

「──ここまででいい」

　ふと遠凪さんが足を止め、振り向むいた。

「清きよ姫ひめ」

　なにを言うつもりなのかと、緋剣たちが警けい戒かいの顔をした。

「我らはやはり、滸楽だ」

「遠凪さん、それは」

「我らの祖は、獣けものたる『ことじろ』だ」

「と、遠凪様、それでは蒸む槻きの次の王をつけあがらせてしまうんじゃ」

　慌てる洲沙に、彼が苦く笑しようする。

「洲沙。我らはずっと滸楽として生きてきた。我ら自身が血を流して紡つむいできた歴れきではないか。なぜその誇ほこり高き歴を、今いま更さら手放して、人などに渡わたさねばならぬ」

　王の言葉に滸楽たちは皆みな、笑え顔がおを作った。驚おどろいていた洲沙も、ふわりと笑う。

「そう、人にはやらぬ。肝かん要ようなのは『祖』ではなく、どのように生きるかだ」

　遠凪さんは決断した。滸楽のままでいる──蒸槻の王は月神を祖とする、それでいいと。

「滅ほろびに向かうのだとしても、人にはなれぬ。人の中では、生きられぬ」

　彼の言葉は、滸楽一族の意志だ。

「女が生まれにくい我が一族。人を拒こばみながらも、人を欲ほつする。わたしは、この罪深い滸楽という種が愛いとおしい」

「うん」

　でも、私が昨日見た夢では、滸楽に女の子が産まれていた。それを境に、種は栄さかえる。

　夢見をしたのかどうか、それともただの願望を映したものにすぎないのか、判断できない。今の私には神じん力りよくがないからだ。

　それとは別に、もうひとつ印象的な夢を見ているけれど──。

「人はまた我らを滅ぼそうと企むだろう。我らもやはり獣と化し、女を攫さらう」

　遠凪さんは微笑んだ。

「けれども清姫の情熱は伝わった。滸こ楽らくとして生きながらも、人と手を取り合う道はないか、考えよう」

「ありがとう。一いつ緒しよに暮らせなくても、互たがいの存在を認められるようになったらいい」

　そこまでの道のりは遠いだろうけれど、希望はある。

「ところで、我らは獣ゆえに鼻が利きく。白雨が逃にげただろう。どうする？　我らならば捜さがし出せる。殺あやめてほしいか？」

　遠とお凪なぎさんの言葉に洲す沙さが激しく動どう揺ようし、視線をさまよわせる。

「それとも放っておくか？　いずれあの女は自害を選ぶだろう」

　淡たん々たんと告げる彼の顔を見上げる。冷たい物言いだけれど、本当は女性にたじたじで、優しいって知っている。

「遠凪さん、私はまだ、白雨さんを前にして心からは笑えない」

　正直に気持ちを告げると、彼は返事をするように瞬まばたきした。

「信じていたからこそ、どこかに許せないって思いがある。でも、自害はもっと許せない。時間が必要だと思う。だから、それまで、白雨さんが死んだりしないよう預かっていてくれる？」

　こうお願いしたのは、夢の一件が関かかわっているからだ。

　滸楽とのあいだに元気な女の子を産んだ女性は、白雨さんだった。

　遠凪さんは、わかった、と平然と頷うなずいた。私も、ありがとう、と素知らぬ顔で答えた。こんなに私と遠凪さんが呼吸を合わせて頑がん張ばっているのに、洲沙や他の滸楽たちってば！　動揺して、とある方向をちらちら見過ぎだ。胡こ汀ていたちまで微び妙みような顔をして覗のぞき込もうとする。

　向こうの木の後ろに座り込んで、隠かくれている人。もうっ、困った人だ。せっかく気づかない振ふりをしているのに、嗚お咽えつを漏もらしたらだめ！

「行くぞ」

　遠凪さんは少しばかり情けない目で仲間たちを見み遣やると、短く告げた。

　少し進んでから、彼は振り向いた。

「清姫」

「うん」

　言いたいことが無数にあった。きっと遠凪さんもそうじゃないかと思った。

　初めて会ったときのことを思い出す。魔ま王おう様だったなあ。

「まこと奇き矯きような娘むすめだが──おまえと会えてよかった」

「私も」

　会えてよかった。

　洲沙が思い切ったように私に近づく。

「緋ひ宮みやさ……いえ、知夏様。私たちと、一緒に」

「洲沙。やめよ」

　遠凪さんはきっぱりと洲す沙さの言葉を遮さえぎった。

「でも、遠凪様」

「清姫を滸こ楽らくの郷さとに迎むかえ入れることはもうできぬ。──それをすると、回かい絽ろ廷ていが我らの討とう伐ばつの口実にしかねぬ」

　洲沙は青ざめた。

　それは、私たちが触ふれずにいたことだった。滸楽と一緒には暮らせない。

　歴れきは春日さんに渡ったけれども、蒸む槻きの神々は未だ私に好意的だ。回絽廷は、地の恵めぐみが滸楽のもとに移ることを警戒している。だから、私も滸楽も殺したがっている。帰き鼓こ廷ていが頑がんとして、手出しは無用と牽けん制せいしてくれている。しばらくは、滸楽の安全が保障される。

　遠凪さんが、私にたぶん、特別な感情を向けてくれているだろうことは、わかる。

　でも遠凪さんは誇り高い滸楽の王だ。さっき言っていたように、一族を最も愛している。恋こいよりも、仲間を選ぶ。私たちの道は、重ならない。

　遠凪さんは、寂さびしそうにしている洲沙の手を取った。

「清姫。また、いつかな」

「──うん」

　いつかの世で、結ばれるかもしれない。

　そう思って俯うつむいたとき、気がついた。いつの間にか、手首を焼いた痕あとが消えていた。
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　私はその部分をきつく握にぎり、息を吸い込んだ。

　それから、笑顔を作った。暗い別れは、性に合わない。

「皆、元気で！　幸せに！」

　飛び跳はねて、大きく手を振ると、しょげていた滸こ楽らくたちはようやく笑ってくれた。彼らも私たちに手を振り、そして去っていく。二度と会えないわけじゃない。

　いつか、きっと会えるはず。いつか、いつか。そう祈いのりを込める。

　洲す沙さが何度も振り向いた。

　朝火さんは、一言も声をかけなかった。目を向けようともしない。

　それでもやっぱり、いつか。

　洲沙に会いに行くかもしれない。洲沙が会いに来るかもしれない。

　未来は、真っ白のまま。

　自由のまま。




[image: ]




　屋や敷しきに戻もどる途と中ちゆうのこと。

　ふと唐とう突とつに思い出した。確かこの辺りに、秘密の神しん殿でんがあったはずだ。

　同じ考えを抱いだいたらしい。朝火さんが歩調を落とし、私に声をかけた。

「向こうに神殿がありますよ」

「少し寄ってもいい？」

「ええ、緋宮」

「あのね、朝火さん。私はもう緋宮じゃないよ」

「そうですか」

「うん」

「ところで緋宮。神殿に寄るのはかまわぬが、中にはなにもありませんよ。俺が以前、すべて片付けましたので」

「……」

　未み不ふ嶺ねさんと胡こ汀ていが、なにか言いたげな表情で朝火さんを見た。

　私の緋ひ剣けんだった人たちには、ほんと困ってしまう。誰だれかさんに続いて、朝火さんも。ＳでＭで、寂さみしがり。一いつ旦たん懐なつくと、雛ひなのようについてくる。

「そういえば。朝火さんって、小さい頃ころから緋剣だった？」

「はい？」

「架々裏さんの任期は、十年くらいあったって」

「ああ……。まさか十年以上前から緋剣だったわけでは。架々裏の任期中、緋剣の交こう替たいが何度もあったので」

　なるほど。最初から仕えていたわけじゃないみたい。

「ほら、向こうですよ」

　朝火さんは、私の手を取ると、せかせかと足を進めた。小さな神殿が見えてくる。

「外から見るだけで十分でしょう？」

「中も見る」

　私はちらりと、胡こ汀ていたちに目を向けた。少し、朝火さんと話がある。

　勘かんのいい彼らは、了りよう承しようしたというように神殿の入り口の段にさっと腰こしを降ろした。二人きりにしてくれるらしい。渋しぶる朝火さんとともに神殿の中に入る。埃ほこり臭くさい。

「……暗いね」

「明かりがありませんので当然です」

　呆あきれたように朝火さんが答えた。私を先導し、通路の左右に並んでいる引き戸式の部屋を覗き込む。壁かべの一部が崩くずれているおかげで、その部屋は薄うすぼんやりとだけれど明るかった。

　私は中に入り、光の差し込む壁かべ際ぎわに近づいた。

「他ほかの場所を見て回らずともいいんですか？」

　朝火さんは怪け訝げんそうに尋たずねた。神殿内を確かく認にんしたかったわけじゃない。彼と二、三、話をしたかっただけだ。

「ねえ、朝火さん」

「早く戻りませんと、春日らに責せめられますよ」

「春日、じゃなくて、緋宮だよ」

　訂てい正せいすると、睨にらまれた。

「あんな愚おろかな娘を、緋宮と呼べと？　初めは大層な口を叩たたいていたが、結局回かい絽ろ廷ていの者どもを御ぎよしきれず、いいように動かされている。これほど弱い女だとは思いませんでした」

「私も最初、愚かだって朝火さんに叱られていたよ」

　少し笑いそうになった。これって朝火さん的通過儀ぎ礼れいなんだろうか。新人教育？

「所しよ詮せんは俱く七な帝ていが選んだ傀儡くぐつにすぎぬ」

「でも朝火さん、前は彼女を認めていたでしょう？」

「緋宮」

　彼はこっちに向き直り、低い声で呼んだ。

「あなたが滸こ楽らくの側につくなどという真似まねさえしなければ、俺は、離り反はんなどしなかった」

　ほろ苦い気持ちが生まれる。人の心はすぐには変わらない。

　朝火さんの胸にはまだ、滸楽に対する深い怨うらみがある。

「俺が本気であなたを見限ったと考えていたのか。そうだというのなら、あなたは俺よりもずっと薄はく情じようで冷れい酷こくだ」

　薄うす闇やみの中で、彼は顔を強こわ張ばらせた。

「心から決けつ裂れつする気でいたのなら、俺の剣けんを折れと、とっくにあなたに告げています」

　私は目を見開いた。確かにそうだ。この人なら、そういった部分は曖あい昧まいにせず、きっちり線引きするだろう。

　もっと信じていれば。一いつ瞬しゆんそう悔くやみ、でもすぐに打ち消す。いや、そのときそのとき、精せい一いつ杯ぱい考えて、悩なやんで、進んできた。あとから悔やむのは簡単だ。

　過去の自分が懸けん命めいに道を作ってきたからこそ、今の自分が存在する。

「朝火さん、元緋ひ宮みやとして、最後の頼たのみがある」

「最後？　最後ですって？　よくもこの話の流れで、そういう……！」

　朝火さんはわずかに声を荒あららげた。部屋を出ていこうとする彼の腕うでを摑つかむ。

「私にしてくれたように、新しん暦れきの緋宮を支えてほしい」

　ぴりっと朝火さんが怒いかりの気配をまとった。

「──三代、剣を継つげと？　どれほど俺は主あるじを変えるのだ」

　既すでに私の中から『緋宮』の力はなくなった。

　儀ぎは延期中だけれど、あめつちの意は春日さんに移っている。その証しよう拠こに、私が手を出さずとも隼はや鉄てつの剣は朝火さんたちの身から失われた。それを知ったのは、藤ふじ郎ろうさんと最後に話した日だ。緋剣たちが青ざめた顔で私のもとに飛び込んできて、剣が使えない、と訴うつたえた。

　そういったこともあって白雨さんは悩みを深め、帰き鼓こ廷ていを出ようとした。

「まれびとの私が立ったときより、次代の世は風当たりが強くなる」

　というのも春日さんは最初、俱く七な帝てい側だった。

　回かい絽ろ廷ていはその点を利用しようと企たくらむし、帰鼓廷は拒きよ絶ぜつと疑いを同時に向けるだろう。負の思おも惑わくの板いた挟ばさみになるのはわかりきっている。不ふ吉きつな兆候がじわじわと現れ始めている。

　それに、私を廃はいして名乗りを上げたはいいものの、あめつちは沈ちん黙もくした。

　その事実も彼女のこれからの歴れきに、濃い影かげを落とす。

「私の緋剣だった人が彼女を受け入れることは、大きな意味を持つよ」

　先代の緋宮が確かに代だい替がわりを認めたという証あかしだ。

　朝火さんの気き性しようは激しい。私にしたように、荒っぽい方法で彼女を窘たしなめることがあるかもしれない。それでも彼は必ず頼たよりになる。

「朝火さんは、滸こ楽らくのこと以外は、ちゃんと今を見てくれる。欲よくに囚とらわれて騙だまそうとしない。そういう味方が、春日さんに必要だ」

　私も、架々裏さんの代から受け継いだ緋剣ということで最初は怖おじ気づいた。

　普ふ通つうはそのあたりが一番重荷になるはずなのに、彼の場合はそうならない。まず、ドＳな面に圧あつ倒とうされ、次し第だいにＭなところもあるとびっくりする。気性がわかれば、きっと大だい丈じよう夫ぶ。

「緋宮として立つのなら、逆風はおのれの手で払はらいのけねば」

　彼は吐はき捨てるように言った。

　春日さんのためだけに緋剣でい続けてほしいとお願いしたわけじゃなかった。

　この人はもしかすると、緋剣以外の生き方ができないかもしれない。いや、他の生き方もあるんだと、そう自分を許せるようになるまで、長い月日を耐たえなきゃいけない気がする。

「朝火さん」

　呼びかけると、彼は顔を歪ゆがめて私を見つめた。

　わかりにくいけれど、朝火さんはいつも孤こ独どくで、切ない人だ。

　どうしてなのか、皆みなで彼を置き去りにし、高い空へと飛び立ったような錯さつ覚かくを抱く。彼だけが目め隠かくしをしたまま今も行く当てを探しているみたい。

　彼はいつも守る側にいる。そんな彼を、守ってくれる人はいるんだろうか。ふとそう考えた。

「緋宮のそばに、いて」

　時が巡めぐるまで、彼という剣を握にぎる者が必要だ。折れないように。錆さびないように。

　でも誇ほこり高いこの剣は、蒸む槻きの王であっても使わせてくれない。

　光ひかり輝かがやく女め神がみ以外に、触ふれられない。

　朝火さんの手を握る。彼は身を屈かがめると、自分の顔を隠かくすように私の肩かたに額を押し付けた。

「私の剣。あなたは、誰だれよりきれいでまっさらな剣だったよ」

「──知ってます、そんな当然のこと」

　彼は強い口調で答えると、乱暴に私の額に口付けた。呼び止める暇ひまも与あたえてくれずに背を見せ、「先に行きます」と言って一人で出ていく。

　私はしばらくのあいだ、額を押さえてから、ゆっくりと足を動かした。

　通路を進み、出口へと向かう。

　なんだか無性に、立ち止まりたくなった。心の奥から、こみ上げてくる思いがあった。

　私は拳こぶしを握り締めた。早く行かないと。背を伸のばし、足の先まで力を入れて、一歩を踏ふみ出す。

　そのときだ。通路に並ぶ部屋の扉とびらの隙すき間まからなにかが飛び出してきた。

　それにのしかかられ、私は転てん倒とうした。

『まれびとめ！』

　呪のろいの声。生なま臭ぐさい息が顔にかかった。どろりとした澱おりが頰ほおに滴したたる。

『黄泉よみに落ちよ、穢けがれの沼ぬまに落ちよ』

　祓はらい切れていなかった穢けがれ主ぬしがここに隠れていたのかと思った。でも、まだ人の原形をとどめている。見覚えがあった。

　──行方ゆくえ不明になっていた咲耶さんの、母親だ。

『私とともに、黄泉の醜女しこめになれ』

　私は抵てい抗こうできなかった。もう祓う力がない。それだけでなく、胸に迫せまる苦しみがあった。今まで必死に見て見ぬふりをしてごまかしてきた思いが、一気に膨ふくらんでいく。

　もう、私は。

「──知夏！」

　怒ど声せいとともに、きらきらとした光が降り注いだ。

　私にのしかかっていた穢けがれ主ぬしが断だん末まつ魔まの叫さけびを上げる。星のような光をまとう鳥が穢主を攻こう撃げきする。その穢主は……咲耶さんの母親は、呆あつ気けなく消しよう滅めつした。余よ韻いんも残さずに。

「無事なのか！」

　私を引っ張り起こしたのは、胡こ汀ていだった。

　どきっとした。長い髪かみ。一瞬、伊織を連想させた。次に俱く七な帝ていを、遠とお凪なぎさんを。

　私は思わず、彼の手を振ふり払った。

「知夏？」

　通路の薄闇の中、見つめ合う。

　すぐに未み不ふ嶺ねさんと朝火さんが駆かけつけてきた。

　私はぎこちなく微び笑しようを作り、皆に「大丈夫」と答えた。
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　帰き鼓こ廷ていに戻もどったあと、私は屋や敷しきの庭園に建てられている亭でひと休みした。

「雪、全部溶とけちゃったなあ」

　もう一度降ってほしい。自分の身体からだもすっぽり隠してくれるくらいの大雪になればいいのに。欄らん干かんに寄りかかり、膝ひざを抱かかえたとき、空気が動いたのに気づく。

　目を上げると、短い階きざはしを上がって胡汀がやってきた。

「まだ大気は冷えるだろう。屋敷に入ったほうがいい」

　渋しぶい顔で言いながらも彼は私の隣となりに腰こしを降ろした。随ずい分ぶん長くなってしまった髪を鬱うつ陶とうしげにかき上げる。また伊織を思い出した。俱七帝を、遠凪さんを。

　私の視線を受け止めて、胡汀が真ま面じ目めな表情を浮うかべる。

「髪を切ろうか」

「い、いいよ！　長いのもよく似合ってる！」

「おまえが好まぬものはいらない」

　胡汀の口から一いち途ずっぽい言葉が飛び出したことに、私は目を剝むいた。星ほし神がみの意識が出ているんだろうか？

「言っておくが、俺はおのれを取り戻している。もう星神に変わることはない」

　胡汀はそっぽを向いて断言した。

「知夏、頭をこちらに」

　急にぐいっと頭を引き寄せられる。どぎまぎした。なにかを耳につけられた？

「これ、耳みみ飾かざり？」

「以前、おまえと揃そろいの耳飾りなどしたくないと言った覚えがある」

「……。確か、そんな屈くつ辱じよくなど生しよう涯がい断るって、きっぱりと宣言されました」

「それは、忘れろ」

　胡こ汀ていの顔をまじまじと見つめる。彼の耳にも、同じ作りの飾かざり物があった。それを見た瞬しゆん間かん、鼓こ動どうがおかしくなった。後ろめたそうにしていた彼が、私の反応を見て目元を和やわらげた。

「色違ちがいな。そちらは珊さん瑚ご。俺は翡ひ翠すい」

「どうしたの、悩なやみがあるなら相談に乗るよ。それともなにか私に頼たのみたいことが？　あ、鉄てつ花かがほしいとか……って、なんで怒おこるの？」

「普通の贈おくり物だ。なにも企んではおらぬ」

「いったいなにがあったの、胡汀！」

　胡汀の唐とう突とつデレが再発してる!?

「おまえは俺をなんだと思って……。優やさしくしたくなっただけだというのに」

「だっ、誰だれか来て！　胡汀の様子がおかしいよ!?」

　人を呼びに行こうとしたら、への字口で止められた。

「うるさい。ただ、おまえが望むことは、なんでも叶かなえてやりたいと思った」

　私を見つめる瞳ひとみに、噓うそは隠れていなかった。途と方ほうに暮れてしまう。

　苦難の連続だったから、慰なぐさめようとしてくれているのか。

「それから、誤解せぬように。春日のことは、護女としては認めている。それだけだ」

「べ、べつに誤解していないよ」

「……気にしていただろう。腹を刺さされたとき、春日に手当てをしてもらったこと」

　お見通しらしい。けれども少しだけ、違う。焼きもちだけを焼いたんじゃなくて、これからのことを考えた。胡汀は春日さんとともに生きたほうが、安らげるんじゃないだろうか。

「さあ、なんでも聞いてやる。俺に望むことは？」

　困った。どこまでデレるんだ。

「胡汀は？　私になにか、してほしいことはある？」

「ある」

「なに？」

「俺の前で笑え。好きなときに触れさせろ。他ほかの男と二人きりになるな。神々にも気をつけろ」

「ま、待ったー！」

　恥はずかしいよ、マジ恥ずかしいよ!?

「かわいいから、こっちに来い」

「ほんとなんなの胡汀さん！　どんなデレ周期がきてるの!?」

「俺だけの阿あ呆ほ鳥どりだったのに。知らぬあいだに成鳥したことがつくづく悔くやまれる」

「もうどこから突つっ込む、私！」

「次は首くび飾かざりをやる。その次は花のような衣ころもを。愛らしい沓くつを。腕うで輪わを」

「胡こ汀ていってば！」

「おまえは女王だ。俺にとってはいつまでも、跪ひざまずかずにはいられぬ女王だ」

　胡汀は物もの憂うげに溜ため息いきをつき、私の指に触れた。

「参ったな。こういうことは、言い慣れていない。どう伝えたらいい？」

　どこが言い慣れていないのか、と返したい。

「ただ俺は……おまえのことを想おもっている。泣くのなら、俺の知らない理由はだめだ。苦しむのなら、一人で抱えてはだめだ」

「──」

「俺の鳥。飛んでもよいから、目の届く場所にいてくれ」

　私は言葉を出さず、頷うなずいた。この静かな、強い眼まな差ざしが好きだ。

　胡汀に望むことが今、見つかった。

　大好きだから、どうか一人で泣かないで。苦しまないで。誰だれにも傷つけられないでいて。

　胡汀の望みを叶えられそうにない私を許して。
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　その夜、私は帰き鼓こ廷ていをこっそりと抜ぬけ出し、また禁域の森の神しん殿でんを訪おとずれた。

　もうあの穢けがれ主ぬしは現れなかった。

　地下に降り、以前入ったことのある避ひ難なん部屋のようなところに行く。

「ここに、洲す沙さのお父さんがいた」

　脚あしの壊こわれた作業台にそっと花か蠟ろうを置き、手をつく。ちぎれた縄なわの一部を見つけた。それに血が付着しているのに気づいた瞬間、もうだめだった。封じていた感情が[image: 迸]ほとばしる。

「誰もかれも、失って……っ!!」

　なにを救えたんだろうか。

　なにが叶えられたのか。

　ぐっと奥歯を嚙かみ締しめる。蒸む槻きに迷い込んで以来、がむしゃらに毎日を過ごした。たくさんの人と出会った。たくさんの人を傷つけた。たくさんの人に守られた。

　あたたかな佐基さん、優しい伊織、女王様な白雨さん、ＳでＭな朝火さん、生き真ま面じ目めな未み不ふ嶺ねさん。遠とお凪なぎさん、洲沙。咲耶さん。

　椰や真まちゃん、胡汀、架々裏さん、九く支しさん、図世さん、穂野さん、彦那さん。

　ときごえ様にぬまごえ様。蛇へび神がみの長おささん、和わ爾に一族。みずの様。土老人、宇う迦か迦か様、果か食け食け様、茅さん。俱く七な帝てい、春日さん、祇ぎ官かんたち、神かみ女めたち。

　悲しい定めの古いにしえの神々。花神、月神、ことじろ、天あまつ神かみ。星神。龍りゆう神じん。

　多くの者たちの姿が脳のう裏りをよぎる。

「────」

　今、なにを言おう。

　怖こわかった。

　悲しかった。

　つらかった。

　切なかったよ、寂さびしかったよ。

　逃にげたかった、忘れたかった。

　負けたかった、勝ちたかった。

　救いたかった、救われたかった。

　──なにから？

　私は駆かけ抜けた。制服じゃなく、足に絡からみ付く重い衣の裾すそを払って、手て探さぐりで。

「────」

　ここでは誰の耳も気にしなくていい。誰も聞いていない。

　やっと本当のことが言える。

　なにを言おう？

　我が慢まんをしなくていい。

　私は口を開いた。その瞬間、悲鳴が溢あふれそうになった。

　両手で押さえる。

　悲鳴はだめだ。やっぱり、なにも言えない。

　目を瞑つぶる。まざまざと蘇よみがえる日々。汚よごされた路みち、美しい衣、鉄てつ花か。楽らく奪ばい月つきに木々が枯かれた。神花の白。乾かん木ぼくの音が耳に響ひびく。鈴すずの音、散る花。降り注ぐ雪。

　龍りゆうが稲いな妻ずまのように天にうねる。星が瞬またたき、月を圧あつ倒とうする。獣けものたちが山の中を力強く走り過ぎる。霧きりが流れ、地の神々が笑いさざめく。風が吹ふいて、雲が割れる。

　見晴るかす蒸む槻きの大地。

　深く、遠く、広く、永遠のようなこのいつくし異世界。

　残ざん酷こくだった。無む慈じ悲ひだった。血も涙なみだも怨うらみも願いも吸い込んだ。どこまでも厳しく、揺ゆるがない。季節が流れ、雨、雪、嵐あらしが訪れても揺るがない。

　静かに、静かに、ありのままに、すべてを受け入れるだけ。

　だからこそ尊かった。

　果てしなく厳おごそかだった。

　指が食い込むほど強く、口を押さえる。視界が滲にじんで、真っ暗になった。嗚お咽えつだけは殺せなかった。私は闇やみにいる。一人、闇にいる。

　雪は降らない。もう、あの懐なつかしい雪は二度と。

「──緋ひ宮みや？」

　突然、声をかけられた。私は、目を開けた。扉とびらの向こうに誰だれかがいる。

「緋宮」

　嗚咽を必死に堪こらえる。未み不ふ嶺ねさんの声だ。

「……泣いているのか？」

　答えられない。入ってこられたらどうしよう。狼狽うろたえてしまう。窓のない部屋だから、逃げることもできない。

「おまえは、一人でこんなところに」

　未不嶺さんは軽く拳こぶしを扉に打ち付けた。小さな音だったけれど、私はびくっとした。

「──堪えなくていい」

　彼らしくない、強い声こわ音ねだった。

「陽ひ女め神がみの娘むすめよ、叫さけべ」

　未不嶺さん。

「悲鳴を上げていい。今度は受け止める」

　今度は？

「私は、王になる」

　はっとした。王。

「他ほかには聞かせない。私のみが聞く。女め神がみの悲鳴は蒸む槻きの王だけが知る。女神の悲鳴を受け止めて、初めて王が本当の蒸槻を知る」

　我ら、日月の王。陽女神と月神。

　いや、陽女神と『人』の神。

　未不嶺さんは、そう告げた。

「私は蒸槻を変えていく。強くする。最も早はや二度と女神を一人、闇の奥で叫ばせぬように。私が変えられずとも、私の子が、子の子が、その子孫たちが、血の中を泳ぎながら、苦痛の中を走りながら変えていく。悲鳴を上げてくれ、陽女神の娘。おまえの悲鳴を永遠に忘れない」

　私は、口から手を離はなした。言葉はなかった。

　悲鳴だけがあった。

　今度は天にも地にも聞かせない。

　王にだけ聞かせる声だった。
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　どのくらいそこにこもっていただろう。

　私が叫ばなくなってしばらく後、未み不ふ嶺ねさんは地下の部屋から離れた。なにも言わずに一人で去ったのは、私への気き遣づかいだろう。

「もう夜明け？」

　時間の経過がわからない。目はひりひりするし、声もガラガラだ。

「我ながら、ひどい」

　ちょっと笑ってしまった。未不嶺さん、耳が痛くなっただろうなあ。

「遠えん慮りよなく叫ばせてもらったし」

　おかげで気持ちが楽になった。

　心の底に溜ため込んでいた暗いものを、やっと解き放てたと思う。

「これで、本当に、全部」

　終わった。

　知らず知らずのうちに溜ため息いきが漏もれた。少しのあいだ、ぼんやりしてしまう。

「……私って、代々の緋宮の中で、もしかしたら上位に入る歴れきの短さとか」

　それでいて激動の年だったに違ちがいない。どんなふうにのちの歴に伝えられていくんだろう。

「希代の悪女？……意外に女じよ傑けつとして……っていうのはないか」

　あるいは私の歴は、存在しないものとして抹まつ消しようされるかもしれない。

　ゆっくりと階段を上がり、神しん殿でんの外へ出る。

「あっ」

　未不嶺さんが待っていてくれたのかと思ったら、別の人が神殿の前に立っていた。

「九く支しさん？　どうしてここに？」

　司し狼ろうに乗った九支さんだ。私の姿を見てとると、優ゆう雅がな動きで地面に降り、近づいてくる。

　なにを言われるかと思いきや、ぺちぺちと扇おうぎの先で額をはたかれた。

「く、九支さん？　こう見えて私、元緋宮で……」

「言い忘れていたことがあったのを、急に思い出した。それで駆けつけてやったのだ」

「えっ？　いったいなんの話──」

「許せ」

「──九支さん」

　聞き間ま違ちがいかと思った。でも九支さんは真ま面じ目めな顔をしていた。

「許せ。そして胸に留とどめておかれよ。あなたの歴を愛し、誰よりも惜おしんだのはこの『九支』だ」

　見つめ合ってから、私は笑った。最後のわだかまりが、雪のように解けていくのがわかった。

「うん」

「……のどかな娘よの」

　呆あきれたように九く支しさんも笑った。

「ところで。あなたの考えはとうに読めている。どうせ滸こ楽らくたちを送ったあと、あなたも姿を消すつもりであったろう？」

「ば、バレてる！」

　情けない気持ちになる。

　それしか方法がない。このまま私が帰き鼓こ廷ていにいたら、新しん暦れきの緋宮の負担になる。一部の貴人は私を殺そうとし、また別の者は利用しようと謀はかりごとを巡らすだろう。

「大方このようなことを企たくらんでいたのでは？　『まれびとの女神は、おのれの世に戻もどった』などと」

「……ほら、まれびとって、居着いたらだめなんだよね？　春日さんのためにもこのほうがいいよ」

「ええい、腹立たしい。私をどこまでも悪役にするとは」

　またぺちぺち叩たたかれた。痛くないけど、あえて「痛い！」と言っておく。

「私がまれびとを送り出したことにする。行け」

「九支さん」

「礼は言うな。二度と、帰鼓廷に戻ってはならぬ。遠くへ行きなさい」

「……うん」

「誰にも傷つけられぬ地へ」

　優やさしい声にはっとする。いつまでも聞いていたいような気持ちになる。でもそれは、願っちゃいけないことだった。

「……飛びついていい？」

「甘ったれめ」

　とか罵ののしりつつ、来い来い、というように九支さんが腕うでを広げる。やったね！

「さよなら、九支さん」

　天あまつ神かみとともにいた人。緋剣たちとはまた違った意味で離れがたい。手酷く裏切られても嫌えない、特別な人だ。その姿を忘れないよう、しっかりと目に焼きつけておく。

「またいつかな」

「うん。いつか」

　名残なごり惜おしさを振ふり切って、笑え顔がおで身を離す。

「司狼に乗っていけ」

「わ、わぁ、司狼が潰つぶれそうなほど荷物がある……」

　私のために、旅の準備をしてくれたらしい。

「九く支しさん、皆みんなに、バイバーイ！　って伝えて」

　司狼を進ませながら振り向むいた。

「馬ば鹿か者め。ばいばいとはどういう意味だ」

「秘密！」

「……歴の書に、その言葉を記してやる」

「えええっ!?」

「まれびとの、痕こん跡せきをな」

「──ありがとー!!」

　笑いながら遠ざかる。

　さよなら、緋ひ宮みやの城。その守り手たち。
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　司狼を休ませるため、私は泉の近くで休きゆう憩けいを取った。途と中ちゆうで盗とう賊ぞくとかに出くわしたらどうしようと悩なやんだけれど、ふと気づいた。誰だれかに護まもられている。

　最初は秘密の飲み会で知り合った善き神々かなと思った。そうじゃなかった。

　以前に助けてくれたこともある、伊織の仲間の……犀さい鬼きたちだった。

　伊織の死を、陽よう都との出来事を、風の便りで聞いたんだろうか。

　不思議な仮面をつけて顔を隠かくしている彼らは、とある地点まで送ってくれると、一いつ切さい声をかけてくることなく静かに去った。神々の通門が設けられている地域だ。

　もう護らずとも大だい丈じよう夫ぶと判断したんだろう。

「あの子たちにも通門が見えていたのかな？」

　それからまた黙もく々もくと進む。

「誰にも言わないで、出てきちゃったなあ」

　心臓がどきどきしている。借りていた部屋も、片付けずにそのままだ。昼くらいになったら、さすがにどこへ行ったのかと怪あやしまれるだろう。

「胡こ汀てい、怒おこるかな」

　朝火さんに薄はく情じようだと言われたけれど、その通りかもしれない。

「離れたいわけじゃないんだけど……叶かなうならずっと一いつ緒しよにいたかったな」

　なるべく軽い口調を心がけたものの、やっぱり無理がある。ひとりごとを落としている時点で既すでに強がっている証しよう拠こだ。

「私がそばにいると、胡汀の身も危険になる」

　星ほし神がみは、自身の国と民たみを失った。その神の魂たましいを抱かかえる胡汀から、蒸む槻きまでも取り上げるわけにはいかない。二度、故郷を失うことになる。

「私もここに迷い込んだとき、故郷に戻れないことが、つらくてたまらなかった」

　寂さびしくても恋こいしくても、離はなれなきゃ。

「まれびとは元の世界に帰ったってことにしないとね」

　滸こ楽らくの子を産む白雨さんの夢の他ほかに、もうひとつ印象的な光景を見た。

「界の川」

　怨うらみに満ちた黒い川。古き歴を記した羽は衣ごろもを燃やした日から、各地の黒川が透とう明めいに戻りつつあるという報しらせが新暦の緋宮のもとに届いていた。

「……夢の中で、私はまだ黒さを保っている川を発見した」

　川から川へ。夢で見た景色を頼たよりに蒸槻を南下し、突つき進む。

　ふと、また何者かがついてきているような音が聞こえた。一旦司狼を止め、周囲を窺う。

「あなたたちは……滸楽？」

　思わぬ者たちの姿を木々の横に発見し、驚く。津つ杙ぐいの地で、『我らは「人」となる』と、遠凪さんとは異なる主張をし、裏切った滸楽たちだ。

「どうして、ここに？……行くあては、あるの？」

　彼らは深い疲労が滲む視線を寄越した。もしかして、人目を避けるように蒸槻の山中をさまよっているのは、どこにも居場所がないせいじゃないか。もう滸楽の郷にも戻れないはずだ。

　そっちへ司狼を向けようとすると、彼らは途端に怯えを見せた。後退し、獣姿に変じると、じっと私を悲しげに見てから、静かに去っていく。

「いつか、きっと帰る場所が」

　許されるときが来たら。そう思い、少しその場に留とどまったのち、私は司狼を進ませた。

　太陽が真上に来たあたりで、奇き妙みような高ぶりを感じた。耳を澄すますと、水の音が聞こえる。息を吞のみ、そっちへと司狼を誘ゆう導どうする。

「あ──」

　立ち並ぶ木々のあいだを抜ぬけた直後。

　夢と同じ川を発見した。

「本当に、あった」

　私は司狼から下り、しばらく無心で川を見つめた。それから深呼吸し、未練を振り切って、九く支しさんが用意してくれた荷の中を確かく認にんする。

「制服があるはず」

　これも、夢の通りだった。胡こ汀ていの屋や敷しきから取り寄せ、緋宮の屋敷に置いていたものだ。

「九支さん、さすが」

　私は制服を着て、川に飛び込む。すると。

「元の世界に、戻る」

　故郷での私は、学校の階段から落ちて意識不明の状態。たった二日。それだけしか、元の世界では時間が経たっていなかった。

　向こうに戻ってもここでの記き憶おくが残っているか、それとも失われているのかは、わからない。病室で目を開ける、という場面で、本当に夢から覚めたためだ。

　手早く制服に着き替がえる。

「変なの」

　なんだかスカートが短く感じる。

「すかすかする……寒いし」

　ひらひらした長い衣ころもに慣れてしまったせいで、落ち着かない。布も硬かたく感じる。

「靴くつが決定的に合わない！」

　さすがにブーツは、ここにない。

「でも裸足はだしは無理。や、どっちにしろ川に飛び込むなら、靴はいらないか……」

　司狼の頰ほおを撫なでながら呟つぶやく。

「おまえ、帰き鼓こ廷ていに戻もどれる？　ここに置いていくことになってごめんね」

　九く支しさんは本当に私が元の世界に戻るとまでは考えていないだろう。

　それで、当分の間路頭に迷わないよう、こんなに荷物を準備してくれたに違ちがいない。その心を思うと、しんみりする。もっと抱だきついておけばよかった。

　私は俯うつむきそうになるのを堪こらえ、空を見た。

「蒸む槻きよ。先代たる護女の最後の願いです。皆に、安らぎを。苦しんだ以上の幸せを彼らに授さずけて」

　偶ぐう然ぜんか……いや、聞き届けてくれたのか、一いち陣じんの風が通り抜けた。春のぬくもりを含ふくんだ風だった。髪かみを舞まい上げ、ざあっと木々の葉を揺ゆらす。

　緋宮になりたての頃ころを思い出す。この世界を隅すみ々ずみまで愛いとおしむと誓ちかった。そのとき九支さんは、「蒸槻をどうか、よろしくお望みくだされよ」と。

　久く遠おんを思わせる幽ゆう玄げんの世界。碧へき空くうには雲棚たな引びき、日を浴びた金色の鳥が渡わたる。山々の稜りよう線せんは霞かすみに濁にごる。愛しい世界だ。深い、この異世界。

「──ありがとう」

　涙なみだぐみそうになるのを気合いで防ぎ、胸を張る。

「……物事は原点に戻る！　先延ばししてないで、行こう！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、覚かく悟ごを決める。

　それにしてもだ。しばし川を凝ぎよう視しする。流れてる、黒い水が、ざっぱざぱに。

「……やばい、未練とは別の意味で飛び込みたくない！　でも向こうの世界に戻るにはこれしか……。が、頑がん張ばれ私。今こそ川の流れに逆らってみせる！……ってことを、前にも言った気がする」

　一度死んで蘇よみがえった身だ。もう怖こわいものなんてなにもない！

　私は「えーい！」と凜り々りしく飛び込──むことはやっぱりできず、へっぴり腰ごしでちょろちょろっと片足から入ってみた。

「いくじなし！　私のいくじなし！」

　でもムリ。ここの川ってばうねりすぎ！

　最後の最後で発揮された小心っぷりに、あめつちも腹を立て、お仕置きしたくなったのか。

　身体からだを支えていた右足がずるりと滑すべった。よろめき、ぐらっと川側へ傾かたむく。

「ええええっ！」

　こんな帰り方情けなさすぎて嫌いやだ、そう焦あせるも体勢を戻せず川へとまっさかさま。

「──阿あ呆ほ鳥どりめ!!」

　どす黒い怒いかりの声とともに、荒あらっぽく腕うでを摑つかまれた。う、うわあああ！　あと数センチって位置に川かわ面も！　危なっ、顔が水中に沈しずむところだった！

　安全な場所まで移動させられ、ほっと胸を撫で下ろす。助かったー！

　と、……安心したのはほんの一いつ瞬しゆんだ。さあっと血の気が引いた。視線を上げられない。誰だれかが、私の前に立っているわけで。

「……」

「……」

　まじやばい、これ。刃やいばのような沈ちん黙もくなんですが。

「知夏」

　その声だけで気絶できそうだった。怖こわ々ごわと視線を上げる。恋というのはとてつもない魔ま法ほうだ。恐おそろしいのに、私を助けてくれたその人の顔を見た瞬しゆん間かん、胸が震ふるえる。静かな藍あい色いろの瞳ひとみ。荒ぶるものを秘ひめた美しい男性。

「胡こ汀てい──」

　途と端たん、がしっと頭に手が乗る。というか、この手つきはまさか。

「ざ、雑草摑み!?」

　違った。乱暴に髪を摑まれ、引き寄せられ。

　そうして、口付けられた。

「愛している」

　真っ白になった頭の中に滑り込む低い声。わけもわからぬまま、もう一度唇くちびるが押し当てられる。

「待って」も「お願い」も言えない。何度も何度も、啄ついばまれる。何回めかわからなくなったとき、ようやく息いき継つぎとともに胡汀の身体を押しのけることに成功した。

「こ、こて……」

「阿呆鳥が」

　え、え。

　なにこれ、私、わからん！

　今のキスが幻まぼろしのような、恐ろしい悪あく魔まの声こわ音ねだ。

「おまえ、なんだその恰かつ好こうは。馬ば鹿かが」

「の、罵のの……っ」

　最後まで言い返せなかった。怒ど気きが凄すごい。

「おまえというやつは。勝手に飛び回って」

　怒りながらも私を引き寄せ、またキスを……ああもう!!

「胡こ汀てい!!」

「妻になれ」

「えっ!?　ちょっと待っ」

「髪が長いせいでうまく雑草摑みができぬ」

「え、やっぱりさっき雑草摑みをしようと」

「碁ご子この群れが突とつ然ぜん現れ、知らせてくれた」

「群れ？」

「おまえがいなくなると」

「ご、碁子ちゃん、なに教えちゃってるの!?」
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「元の世界に戻るな」

「ええ、え、え」

「優やさしくする」

　嵐あらしだ。怒ど濤とうの言葉責めだ。お願い、もっと全体的にゆっくり！

「夢のように甘やかす。傷つかぬよう、愛するから」

「──」

「だいたいおまえ、俺がそばにいなくて平気なのか？」

「突然暴君！」

　やっとしっかり目を合わせることができた。

　胡汀は、相変わらずの暴君的な表情を浮うかべていた。色々言いたい。ほんと言いたい。なのに、私は悲しくなる。会いたかったけど、会いたくなかった。

「……私、陽ひ女め神がみの力を使い果たしたよ。ただの知夏に戻ったみたいだから、星ほし神がみ様も胡こ汀ていも、その、惹ひかれる要素はなくなったかなと……」

「星神はもう、神々とともに消えた。前にも言っただろう」

　──それは噓うそだ。

　ここは『蒸む槻き』の地だ。異国神の星神は、どうあっても救えない。

　まだ胡汀の中に存在することを知っている。その証しよう拠こに、目め尻じりから刺青いれずみが消えていない。

　だから、陽女神の力をなくした私が一いつ緒しよにいればいつか悩なやむようになるだろう。

　胡汀は微笑ほほえんだ。

「馬鹿な娘むすめ」

　優しい声だった。からかいと、かすかな不安の響ひびきがあった。

「おまえを初めて見たとき、ああこの娘は俺の妻となる者だとわかった。なのに、おまえはなぜわからない？」

　耳を疑う。

「異国から来て、帰る場所を失った娘。行き場をなくした俺自身を見ているようだった。星神として目覚めてはいなくとも、心のどこかで共鳴していた。だから、おまえをなんとしてでも救おうと思った。俺は決しておまえを裏切らず、捨てるものかと。おまえが幸せになれば、俺もまた救われる」

「胡汀」

「ところがだ！　おまえという娘は、俺の繊せん細さいな悩みなど見事に蹴け散ちらすとんでもない鳥だった。阿呆鳥が緋ひ宮みやになる。俺を怒おこらせ、惑まどわせ、混乱させ、目覚めさせて、憎にくませた」

　こう聞くと、私ってどんだけ台風系。

「あとは愛する以外にない。なあ、俺の鳥？」

「……私と一緒にいると、胡汀にも危険が」

「問題ない。オグニの地へ行く。時間をかけて、そこへ向かう。オグニがぜひ来いと」

　あっと思った。誰も手出しのできない、幸さち有りし地。そこは、滸こ楽らく一族の郷さとにも近い。

「オグニが案じていた。……阿あ呆ほ娘むすめめ、おまえの身体はもうぼろぼろなのだと。陽ひ女め神がみの末まつ裔えいであろうと、その身は人だ。元々まれびとであるがゆえに、気の巡めぐりも狂くるいやすい。その状態で巨きよの神じん力りよくを一気に使った。オグニの地以外では最も早はや耐たえられぬ」

　私はあたふたした。胡こ汀ていが頰ほおに触ふれてくる。

「目を離はなすと、本当に襤ぼ褸ろ鳥どりになる。もう離さない。毎日、隣となりにいるがいい」

　居い丈たけ高だかな態度なのに、紡つむがれる声はどこまでも穏おだやかだった。

　わずかに顎あごを持ち上げられる。触れる吐と息いき。今度の口付けは、ただただ甘い。

　少しずつ、少しずつ深くなり、絡からまっていく。

　私はびっくりし、狼狽うろたえた。心しん拍ぱく数すうが普ふ通つうじゃなかった。ありえない、これはたぶん夢だ。私は夢の中にいる！

　腰こしが砕くだけそうになり、胡汀の身体からだに腕を回してしがみつく。呼吸を必死に整えていると、彼に首元を撫なでられた。

「また、あとでな」

「……あとって!?」

「さあ、その衣ころもを脱ぬげ」

「今、なんて？」

「オグニが言っていた。その衣を川に流せ。それで、川の界は完全に清められる」

　つい疑いの目で見てしまった。制服にそんな力があるだろうか。かなり怪あやしい。

「俺が脱がせてもいいが、それはやはりほぎの夜でないと。自分で脱げ」

「うん……ってほんと、なんて言ったの!?」

「早くしないか」

　司し狼ろうに載のせている荷から胡汀は手早く衣を引っ張り出した。私にそれを押しつけ、さっと背を向ける。

　私は混乱を強めながらも、催さい促そくされるまま慌あわてて着き替がえた。

　どうしたらいいんだろう！　故郷に戻もどるつもりだったのに。隙すきを見て川に飛び込む？

　胡汀をここに置き去りにして？

　心が乱れに乱れ、答えを見つけられない。

「終わったか？」

「う、うん」

　胡汀は振ふり向むくと、私の手から強ごう引いんに制服を取り上げた。それを川に投げ入れようとして、ふと動きを止める。

「……噓をついた」

「え？」

「衣を投げ入れても、なにも起こらぬ」

　胡こ汀ていは困ったような、それでいて感情を殺そうとしているような、硬かたい表情を浮かべた。短い時間、彼を見つめる。

　私が消えたあとの、胡汀の日々を想像する。

　しばらくのあいだは私を思い出してくれるだろうか。寂さびしいと感じるだろうか。

　年月とともにその寂しさは薄うすれ、思い出す回数も減る。そして、誰だれかに恋こいをしたり、されたりする。このつらかった日々がやがて、懐なつかしいものへと変わる。

　けれどそれは、私の想像だ。

　今、目の前にいる現実の胡汀は、とても孤こ独どくに見えた。

「……胡汀は、私が一緒だと、幸せ？」

「ああ」

「いないと、不幸せ？」

「ああ」

　私は制服と、黒い川を見比べた。その濁にごった流れの中に、家族の姿が見えた気がした。

　懐かしい私の部屋。あたたかいベッド。弟とパン作り。私が用意したお茶を飲んで、両親が「美味おいしいね」って笑う。学校の友達。将しよう棋ぎ仲間の校長先生。かけがえのない記き憶おくの数々。

　彼らへの愛いとしさが、熱の塊かたまりとなって胸を突つき上げる。

「きっと胡汀には知られていると思うけれど……私、故郷で周りの人たちにとても甘やかされていた」

「そうか」

「自分がすごく幸せで、でもそれが当たり前のように思えて、だからその幸せにちっとも気づかなかった」

　私は笑い、両手で顔を覆おおった。

「家族に愛されていた。友達や先せん輩ぱいや、町内会のおじ様たちも優しかった。いつも笑え顔がおで声をかけてくれた。あんなに幸せにしてもらったのに、私のほうは皆みんなをちゃんと幸せにできていたのか、どうしてもわからない。それが本当に心残りで、不安で、いてもたってもいられなくなる。もっと、大好きだって伝えておけばよかった。私に幸せを注いでくれてありがとうって、たくさん言えばよかった。胡汀、私の家族は、どうなのかな。私が一緒だと、幸せ？　いないと、不幸せ？」

「知夏」

「心が引き裂さかれそうになって、どうしよう」

「きっとおまえの家族は不幸だろう。おまえを失って、日々が色いろ褪あせたように思うだろう。その苦痛をわかっていても俺は彼らから、かわいいおまえを奪うばう。毎日、幸せだとわからなくなるほど幸せにするから、おまえが泣くときには必ずそばにいるから、どうか奪わせてくれ。おまえは少しも悪くない、俺が無理に彼らから奪い去るんだ」

　胡こ汀ていが私を抱だき締めた。

「眠ねむっていてくれるか、おまえを攫さらって、遠い世に続くこの黒い川から遠ざかるまで。幸福な夢を見ていてくれ。そして目覚めたとき、夢よりもっと大きな幸福を捧ささげる」

「眠っていて、いいの？」

「ああ。俺が抱かかえていく。なにも案じることはない」

「夢を見て、いいの？」

「いい」

　胡汀は私を抱だき上げた。司狼の背に乗せ、自分も後ろに跨またがる。

「さあ、眠れ」

　私は胡汀の胸に寄りかかった。瞼まぶたを閉じると同時に涙なみだがこぼれた。胡汀の指が、頰を拭ぬぐう。

　以前、二つの夢見をした。

　滸こ楽らくに女の子が生まれる夢。故郷に戻る夢。

　──その片方を手放し、川に流そう。

　新たな天は真っ白だ。選せん択たく次し第だいで、道は変わる。

　自分の意志で、変えていける。

　生まれ落ちたばかりの世は向こう見ずで、未知そのもので、希望と不安と驚おどろきに満ちている。

　そこで私は、新たな夢を見る。

　きっと優やさしい夢を見る。

　司狼がゆっくりと動き始めた。柔やわらかな歩み。揺ゆりかごのように思えた。

　目覚めたとき、どんな景色が待っているだろう？

　それを知るのは、未来の私だけだ。

　光が射さす場所だといい。緑が輝かがやく場所だといい。大好きな人たちが、いつも笑っていられるような。

　長い衣の裾すそを翻ひるがえし、弾はずみをつけて、飛び込みたい。




　花はな咲さく、愛しい、未来の中へ。




[image: ]




「──あの者が、異なる天から舞まい降りた星ほし神がみか？」

「顔の刺青いれずみは、殺あやめた神々の血を塗ぬったものだとか。おぞましいことだ」

「その野や蛮ばんな神が、身の程ほど知らずにも花神に恋をしたという」

「天あま原ばらでもっとも麗うるわしい花乙女おとめに？」

　宴うたげの席に、笑い声が響ひびく。

　悪意混じりに神々がくだんの星神を見み遣やる。

　星神は嘲ちよう笑しように気づきながらも黙もく殺さつし、座を離はなれて柱の陰かげにいる花神へと近づく。柱に巻き付く蔓つると花。彼女のように瑞みず々みずしく美しい。

　その白い花をちぎり、花神に差し出そうとする。

　ところが可か憐れんな花乙女は怯おびえた目をして、ぱっと衣を翻し、顔を覆った。

　その様子を覗のぞき見していた神々が、腹を抱えて笑い出す。

　星神は羞しゆう恥ち心しんと怒いかりを抱き、花を握にぎり潰つぶした。呆あつ気けない。これのように煩わずらわしいものをみな、潰してしまおうか。すげない素そ振ぶりを見せた花神も。

「見ろ、見ろ、あの表情！　卑いやしい異の神よ！」

「ああ、嫌いやだ。この香かぐわしい優美な天に泥どろの臭においをまき散らしている」

「血の臭いも」

　立ち去りかけていた花神が、ふと振り向く。どうしてか、立ち止まらねばならぬ気がした。

「……花は、優しく触ふれてあげねば」

　花を握り締しめていた星神の手に、怖こわ々ごわと触れる。大きな手。熱と、力。それを秘ひめた男神の手だ。

　花神は恥はじらいを覚え、火に触れたようにすぐさまぱっと指を引いた。

　神々が、また笑う。星神の胸中はいよいよ穏おだやかではなくなる。意地の悪い神々の声がうるさくてたまらない。だが。

『──剣けんではなく花を掲げていれば』

　ふと、幻まぼろしの声が聞こえた。悲しげな響きが、彼のざわついていた気持ちを宥なだめた。

　星神は躊ちゆう躇ちよの末、腰こしの剣を手に取った。報復されるのかと、神々が慌てふためき逃にげていく。

　可哀かわい想そうな花神は、恐おそろしくて動けぬ様子だった。

　星神は困ったように彼女を見遣り、その場に剣を捨てた。

　それからもう一度、今度は散らさぬよう慎しん重ちような仕草で柱の花に手を伸のばす。

　指の動きがあんまりおずおずとしているものだから、花神はつい微笑ほほえんだ。野や卑ひと呼ばれ、誰だれからも恐れられている異国神が、小さな花ひとつ摘むのにこれほど手間取っている。

「花が、お好きなのですか？」

　それなら、と花神が袖そでを振ふる。すべての蕾つぼみが開き、周囲に花びらが降り注ぐ。雪のように。これは涙ではなく、祝福の花。




　ひとひらの、恋こいが降る。







　あとがき







　こんにちは、糸森です。

　花神遊戯伝、完結です。「終わりは、ぱっと華はなやかに！」というのを心に決めて書き進めてきました。

　今は胸がいっぱいです。およそ二年半、ずっとこのシリーズが頭にあった気がします。最後まで楽しく書くことができました。

　自分にとって思い出深い大事な物語となりました。ここで色々な裏話を……と考えておりましたが、嬉うれしいことに外伝を書かせていただけるというお話で。

　本編はこれで幕を閉じますが、あと少し花神にお付き合いいただけましたら光栄です。

　お力ちから添ぞえくださった方々へ、謝辞を。

　担当者様、最後まで支えてくださってありがとうございます。鳴海ゆき様、一緒にシリーズを作ることができまして本当に光栄でした。ビーンズ文庫編集部の皆様、デザイナーさん、営業さん、本を並べてくださる書店さん、サポートしてくれる家族。心をこめまして、感謝！

　本書を読んでくださる読者様。知ち夏かと一いつ緒しよに、先の見えない未来をわくわくしながら突つっ走るような、そんな物語になっていたらいいなと思います。楽しんでいただけましたら幸せです。お付き合いくださり、ありがとうございました。それでは最後に。完結、やったー!!


糸森　環　　


















カバー・口絵・本文イラスト／鳴海ゆき

デザイン／アフターグロウ










花はな神がみ遊ゆう戯ぎ伝でん




ちとせに遊あそべ、この花はな世せ界かい








糸いと森もり 環たまき
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